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は じめ に

トランスナショナリティ研究の射程

小泉潤二/栗 本英世

1.ト ラ ンス ナ シ ョナ リ テ ィ研 究 プ ロ ジ ェ ク ト

本 報告書 は、 「トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 プ ロジェ ク ト」の最 終報 告書 であ る。

トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 プ ロジ ェ ク トは、大 阪 大 学21世 紀COEプ ログラ ム 「イ ン

ター フェ イスの 人文 学」を構 成 す る六 つ の研 究 プ ロジェ ク トの一 つ として、2002年11月

に 開始 した。2006年 度 は5ヵ 年 計画 の最 終年 度 であ る。現 時点 で、正 味4年 間の成果 につ

いて報告 す る ことに なる。

「イ ンター フェ イスの 人文 学」は、 当初 は七 つ の 「事例 研 究」か ら出発 した。3年 目か ら

は六 つの 「モデ ル研 究」を行 っ た。 トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究 は、出発 時 の事例 研 究 の

一 つ であ り
、最 後 まで続 いたモ デル研 究で もあ った。

この 「トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ」(transnationality)とい う言葉 は、 ほ とん ど造 語 で あ る。

トランスナ シ ョナル(transnational)と い う形容 詞、 また トラ ンス ナ シ ョナ リズム(transna-

tionalism)と い う名詞 は、 関連 す る概念 と しての グロ ーバ ル(global)と い う形 容詞 、 また

グロ ーバ リゼ ー シ ョン(globalization)や グ ローバ リズム(globalism)と い う名 詞 ほ どで は

な いに して も、 きわめ て頻 繁 に使 わ れ る よ うにな った。 トラ ンス ナ シ ョナル な現 象 に対

す る関心 は、 ます ます 強 くな りつ つあ るよ う にみ える。 私 た ちは、 さま ざま な トラ ンス

ナ シ ョナル な現 象 を広 く指 し示 すた めに、 「トラ ンス ナシ ョナルJを 抽 象名 詞化す る 「トラ

ンス ナシ ョナ リティ」とい う言葉 を使 った。広 く流 通 してい る 「トラ ンス ナ シ ョナ リズム」

を使 わなか った のは、 「トラ ンス ナ シ ョナ リズム」が 「トラ ンスナ シ ョナル」な現象 を指 す

とい うよ りは、「トラ ンス=ナ シ ョナ リズ ム」とい う、 「ナ シ ョナ リズ ム を越 えて」「国家 よ

り広 い場 で」とい う意 味合 いで用 い られ るこ と も多い か らであ る。私 た ちの意 図は、 トラ

ンス ナシ ョナ リテ ィ とい う 「旗 」を場 の中央 に立 て る こ とに よって、 トラ ンス ナシ ョナル
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な現 象 に広 範 な角度か らアプ ローチす る ことだ った。

プ ロジ ェク トの開始 時 の2002年11月 に、私 た ち は趣 意書 あ るい は ミッシ ョ ン ・ス テー

トメ ン トの中 で、次 の ように述べ た。

《 プロ ジェク トの趣 旨》

個 別 の 人類 学 的研 究 は、 従来 ひ とつの 空 間的 な 「場所 」(ロケ ー シ ョン、 ロー カリ

テ ィ)と 強 く結 びつ いて きた。 しか し、現 在 では、調 査研 究 の対象 を個 別の 閉 じられ

た空 間 に限 定す る ことは、対象 の実 態 に即 してい ないばか りか、 現実 の認識 と理解 を

む しろ阻害 す る。 求め られ てい るの は、個 別 の空 間に確実 な足場 を置 きつ つ も、 よ り

広 い空 間、 お よび時間 に視点 を拡大 して い くこ とで あろ う。

本研 究 は、「トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ」概念 を核 と して、 こう した展 開 を 目指 す も

ので あ る。具 体的 に は3つ の柱 を立 て、個 別 の事 例 を収集 し分析 しつつ 総合化 を図る。

第一 の柱 は、い わゆ るグ ローバル化 にと もな う、 ヒ ト、 モノ、情 報 の トラ ンス ナ シ ョ

ナ ルな流 れ の様態 の分析 であ る。流 れの ギ ャ ップや不 均等性 、 お よびあ る場 所で の滞

留 に も留意す る。 第二 に、 グローバ ル化 の進展 とコスモ ポ リタニズ ムの発現 に と もな

う反動 あ るい は平 行現象 と して、 ナ シ ョナル またエ ス ノ ・ナ シ ョナ ルな次元 で 閉 じよ

うとす るモ メ ン トの分析 が ある。 トラ ンスナ シ ョナル な次 元 に開かず 新た に勃興 す る

ナ シ ョナ リズム、所 属 の政 治学(ポ リテ ィクス ・オ ヴ ・ビロ ンギ ング)の 隆盛 、移 民

の排 斥や ゼ ノフ ォビア の進行 、先住 性(オ ー トク トニ ー)概 念 の 強化、 「民族 紛争 」の

深 刻化 な どが 具体 的 なテー マ であ る。第 三 の柱 は、特 定 の場 と結 びつ か ない、「脱領

域 化」(デテ リ トリアライ ズ)さ れた アイデ ンテ ィテ ィの分析 で ある。 デ ィアス ポ ラや

難民 、NGOや ビ ジネス にお け る トラ ンス ナ シ ョナル なネ ッ トワー ク形 成 な どが重 要

な主題 で ある。

本 プ ロジェ ク トは、上 記主題 の追 求 を通 じて、現代 世界 の理解 に適 した新 しい人類

学 の構 築 を 目指 す と と もに、「イ ンター フ ェイス の人 文学 」の確 立 と発 展へ の貢献 を

図 るこ とを 目的 とす る。

この立場 、 あ るい は捉 え方 は、4年 経 った現在 で も変 わ らない。研 究 プ ロジ ェク トの メ

ンバ ー を別 に して、研 究あ るい はプ ロジ ェク トの 内容や 進め方 につ いて、 中途 で変更 され

た部分 はなか った。
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2.「 イ ン ター フ ェイ ス の 人 文 学 」の 中の トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究 プ ロ ジ ェ ク ト

「イ ンター フ ェイス の人文 学」とい うCOEプ ログ ラムは、 「イ ンター フェ イス」とい う概

念 を中心 に組 織 され てい る。 この 「界面 、境 界面 、共 通領域 、 出会 う場」を意味す るイ ン

ター フェイス とい う概 念 は、人類 学 を中心 に展 開 され て きた トランスナ シ ョナ リテ ィ研 究

プロ ジェ ク トに深 く関係 す る。 「私 たちwe」 と 「彼 らthey」 を二分 す るこ とには さ まざまな

批判 が あ り、 自分 たち と 「他 者」、 自文化 と異 文化 を対 比 的 に捉 え るこ と 自体 に問 題が あ

るこ とは明 らか であ る に して も、 と もか くそ の二者 の間の 「界面 」に意識 を集 中 して きた

のが 人類学 で ある。 また、 人類 学 が調査研 究 の対象 とす る社 会 や文化 が限 りな く多 様 とな

り、 初期 の人類 学 の 「未開社 会 の研究 」とい うイ メー ジな どで単純 化 す る ことは不 可能 に

な って い るに して も、 そ う した対象 となる社 会や 文化 自体 が 「イ ンター フ ェイス」その も

の にな ってい る とい う一 般化 は可能 で ある。現代 の グ ロー バ ル化 の中 で、 メ トロポ リス も

サ テライ トも、 中心 的 な大都市 も周 辺 的な農村 も、 日本の 中の ご く近 くで激 しい変 動 に巻

き込 まれ てい る大 空 間 も、 はるか かな たに孤立 し表面 的 には動 きが ない ようにみ える小空

間 も、すべ て現 代 の 「界 面」に置 かれ て いる。 さ まざ まな人 び とが 出会 い、 あ るい は衝突

しなが ら社会 的現 実がつ くられて い く現場 は、 いつ も 「イ ンターフ ェイス」なので あ る。

「イ ンター フ ェ イス の人 文 学 」とい う プ ログラム の 全体 を貫 いて きた、 あ るい は貫 く

こ とが 明 らか に な って きた テ ーマ と しての 「臨床 」(clinicalstudies)と 「横 断」(transversal/

trans-boundarystudies)も 、 そ れぞ れ トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究 プ ロジ ェ ク トに とっ て

本 質 的な特徴 で ある。そ もそ も人類学 が 「臨床 的」(clinical)であ る(べ き)こ と、事例 を比

較 して一般化 す る よ りは、 フロイ トが典型 的 にそ う した ように事例 の 中で一般 化すべ きこ

とを強調 した の はク リフ ォー ド ・ギア ッで あ る。 人 類学 を中核 で特 徴 づ け る フ ィール ド

ワー ク とい う技 法 は、 フ ィー ル ドに赴 き、 そ こに住み 込み あるい は滞在 し、人 び との語 り

を聞 き続 け る とい う作業 で あ る。 人類 学者 が、都 会 で も農村 で も日本 で もア フ リカで も、

どこで調 査 をす るに して も、人 の語 りをフ ィー ル ドノー トに書 きつ け る とい う作 業 が研 究

の出発点 であ り回帰 点で もあ る とい う ことは、 当分の 間は変 わ りそ うもない。

一 方 「横 断」とい う要 素 も、 「臨 床」以 上 に さま ざ まな側 面 か ら人 類学 を特 徴 づ け てい

る。人類 学 は国 家や社 会 や文化 を 「横 断 して」フ ィール ド調 査 を行 う一 方、社 会学 や政 治

学 、経済 学や哲 学 な ど学 問領域 を 「横 断 して」理論 や分析 概念 を常 に学際 的 に求 めて い る。
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恒常 的 な越境 者 で確 信犯 的 な領 空侵 犯者 で あ る人類 学者 は、 と くに1990年 代 に は 自己批

判 を強め、 ほ とん ど自虐的 に なった こ ともあ る。批 判が行 き過 ぎた こ とへ の反省 あ るいは

反動 が い ま起 こ りつ つ ある ように思 わ れるが 、「横 断」とい う要 因が なけ れ ば、 た とえば

先住民 につ いて語 る権利 は人 類学者 に あるの か、 とい った疑問 はそ もそ も出な いはず であ

る。 人類学 か ら 「横 断」を取 りはずせ ば、 ほ とん ど何 も残 らないか も しれ ない。

3.研 究活動あるいは拠点形成事業

トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 プ ロジ ェク トにお けるCOE事 業 推進 の 中心 とな ったの は、

大阪大 学大学 院 人間科学 研究 科基礎 人 間科 学講 座 の人類学 研究分 野 であ る。 これに 同講座

の文 明動態 学研 究 分野、 また社 会環境 学講 座 の現 代社 会学研 究分 野 の研 究者 が加 わ った。

5年 の問 に多少 の変 動 はあ ったが 、 プロ ジェ ク トを進 め て きた コアメ ンバ ー は以下 の通 り

であ る。

小 泉潤 二(代 表 人 類学)

栗 本英世(人 類 学)

中川 敏(人 類 学)

春 日直樹(人 類 学)

三島憲 一(文 明動態 学 ・現代思 想)

木前利 秋(現 代 社会 学)

ヴ ォルフ ガ ング ・シュ ヴェ ン トカー(文 明動態 学)

本研 究 プロ ジェ ク トが行 って きた事業 は、 次の よ うに まとめ られ る。

1)ト ラ ンス ナシ ョナ リテ ィ研究 プ ロジ ェク トセ ンターの設置

2)「 トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究セ ミナー 」の実 施

3)関 連 の ワーク シ ョップ とシ ンポ ジウ ムの開催

4)関 連 の現地調 査 の実施

5)研 究 員 とRAの 雇用
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6)若 手研 究 者養成 の ための 院生派遣

7)文 献 資料 の収集 とデ ー タベ ース の構 築

8)新 しい教 育科 目

9)広 報事 業

10)そ の他

以 下、 それぞ れにつ いて説 明す る。

1)ト ラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 プ ロジェ ク トセ ンターの 設置

2002年 の プ ロジ ェク ト発 足 と同時 に、 プ ロジ ェク ト推 進 の ため の施 設上 の拠 点 を大 阪

大学 大学 院人 間科学 研 究科 棟本 館 の528号 室 に設 置 し、「トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 プ

ロジ ェ ク トセ ン ター 」としてi整備 した。 この セ ンター に は、21世 紀COEプ ログ ラム関係

のす べ ての 資料 や文書 を集 中す る とと もに、 人類 学研 究室 の助 手 と新 た に採 用 され たRA

(リサーチ ・アシス タ ン ト)が プロ ジェク ト関係 の事務 や企 画 の仕 事 に従事 して きた。

2)「 トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 セ ミナー」の実施

私 た ちが行 って きたCOE関 連事 業 の 中 で、 最 も重 要 であ り最 大 の 成果 が あ っ たの が、

この トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 セ ミナー の実施 で あ る。2002年12月 に記 念す べ き第 一

回を開催 して以来、 トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究 セ ミナー シ リー ズは 回 を重 ね、実 質4年

の 間 に80回 以上 開催 され る研 究 フ ォー ラムに発展 した。 年平 均 で約20回 、 ほぼ2週 に一

度 のペー ス とい うこ とに なる。 と きには講師 の都 合 で、 同 じ週 に複数 回の セ ミナー を開 く

こ ともあ った。 セ ミナー 開催記録 を本 章の 末尾 に付 けてい る(資 料1)。 よ り詳 しい情報 に

つ い て は ウェ ブペ ー ジ(http=〃www.let,osaka-u.ac.jp/coe/web/ト ラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究

のペ ー ジ)を 参照 して いた だ きた い。

こ う した 連続 開催 が可 能 にな ったの は、RAを リー ダー と して多 数 の大 学院 生の 問 で役

割 を分担 し、講 師へ の連絡 、広報 のた めのチ ラシの作 成 と発 送 、セ ミナー会 場 の設営 と受

付、 セ ミナ ーの音声 ・映像 の記 録、 懇親 会 の準 備 、音声 記録 の テ キス ト化 な どの作 業 を、

ルーテ ィ ン化 して組織 的 に行 っ たか らであ る。セ ミナー 開催 のノ ウハ ウは組 織文化 と して

研究 室 に定着 した。 この点 、歴代 の大学 院生 たち に深 く感謝 したい。

講 師の 選定 と連絡 は、 当初 はす べ て教 員が 行 っ た。 トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 セ ミ

難 ・ラン錚 シJナ 響 ・覦
ou



ナー シリーズの 講師 として ふ さわ しい研 究 を行 ってい る方々 を、 プロ ジェク トの コアメ ン

バ ーの 人 的ネ ッ トワ ー クを通 じて、 あ るい は まった く新 規 に連 絡 して招 聘 した。 講師 と

な ってい ただい た方 々は、 この分 野で文 字通 り世界 を牽 引 してい る研 究者 か ら、 非常 に若

く有 望 な研 究者 まで含 まれ てい る。国外 の研 究者 の場 合 は直接 本 国か ら招聘 した場合 もあ

るが 、常 に来 日す る研 究者 につ いての情 報収 集 に努 め、 適切 と思 われ る場合 に 日程調整 を

行 ってセ ミナー に招聘 した。セ ミナー の知名 度が上 が った最近 で は、講 師が 自薦 して くる

こと、あ るい は講師 に近い 方か ら推薦 いた だ く場合 もある。

セ ミナ ーが定 着す るにつ れ、 セ ミナ ーの実 務ば か りで な く招聘 講 師の選 定 も、大学 院生

が主 体性 を もて る よう配慮 した。 当初 よ り大 学 院生 か ら招聘 講 師 の希 望 を募 った 場合 も

あ ったが、 と くに最近 はセ ミナ ーの企画 運営 も大学 院生 が行 える方 向 になって いる。若 手

研 究者 を養 成す る研 究拠 点 の形成 とい う、COE事 業 の理念 に沿 った もの であ る。

セ ミナ ーの司会 は、 コ アメ ンバ ーが交代 で担 当 した。 セ ミナー はすべ て録 音 して記録 す

る とと もに映像 化 し、 録音 テー プ を起 こ して テキス ト化 し、 講 師 と聴衆 の許可 を得 た上

で、 ウェ ブ上で公 開 してい る。 セ ミナ ーに 関心 を持 ち なが らセ ミナ ー 自体 に は参加 す る こ

とが で きなか った方 々のた めで ある。 ウェ ブ上 に掲 載 した講演 テキ ス トは、 さ らに洗練 加

筆 して、本 プ ロジェ ク トの報 告書 に収 め られ た もの も多 い。現在 もこの よ うなかた ちで論

文化 しつ つ あ る もの も多 く、 このCOEプ ロ グラムが 終 了 した後 も、 継続 して論 集化 して

い くこと にな る。 後 で述べ る よう に、 このセ ミナ ー シリー ズ は21世 紀COEプ ログ ラム と

ともに終 息 させ るべ き もの では ない。 「どこまで も続 いて い く」ことが 望 まれ る。

こ うして定 着 した 「金 曜 セ ミナー」に よ り、 共通 の問 題領域 に関心 を持 つ人 び との人 的

ネ ッ トワー ク を飛躍 的 に拡大 す るこ とが で きた。 同時 に、 この領 域 に存 在す るい くつ もの

問題 の焦点 が、徐 々 に見 えて くるよ うにな った。

トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究セ ミナ ー、略称TNセ ミナー は、 私 たちの プ ロジェ ク トを

牽 引 す る 「機 関車」の よ うな もので あ る。 定期 的 に走 り続 け るセ ミナー の後 ろか ら、他 の

事 業が つい てい った ような とこ ろがあ る。

3)関 連 の ワー クシ ョップ とシ ンポ ジウムの 開催

TNセ ミナ ー に連動 し、 焦点 を絞 り込 んで 、い くつ もの ワーク シ ョ ップや シンポ ジウム

を開催 した(資 料2参 照)。 トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 プロ ジェ ク ト単 独 開催 のシ ンポ ジ

ウム 「トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研究 の地 平」(2003年11月29日 一30日)、 日本 文化 人類学 会
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と共 催 した 国際 ワー ク シ ョップ 「人類 学 の複数 化 と トラ ンス ナ シ ョナル な関係 」(2005年2

月13日)の ほか 、 トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 グルー プの特任研 究員 や大 学院生 が中心 と

なる 「ポス ト ・ユー トピア研 究会 」主催 の シ ンポ ジウム、「ポス ト ・ユ ー トピア/フ ィール

ドか らの アプ ローチ 」(2005年10月29日 一30日)を 共 催 した。 国立 民族 学博 物館 主催 の国

際 シ ンポジ ウム 「現代 世界 にお け る人類 学 的知識 の社会 的活用 」(2004年10月28日 一30日)

で は渋沢民 族学 振興基 金 と ともに共催 者 とな り、10月29日 の分科 会 厂開発 と文化 」を担当

した。 この ほか 、21世 紀COEプ ロ グラム 「イ ンター フェ イスの人 文学」の事 業 の中で 、他

の研 究 グルー プ とと もに開催 した ワー ク シ ョップ な どが ある。

4)関 連 のプ ロジェ ク ト

本 プロジ ェク トは、コアメ ンバ ーが 関 わる他 のい くつ もの プ ロジェ ク トとの協力 関係 に

あ る。2003年 には、小 泉潤 二が実行委 員会副 委員長兼事 務局長 であ る国際研 究集 会(FIEALC

20030SAKA、 ラテ ンア メ リカ ・カ リブ海研 究 国際 連盟 第ll回 大 会)を 実施 す る に際 し、9

月22日 開催 の トランスナ シ ョナ リテ ィ研 究 セ ミナ ー ヘ レ ン・サ フ ァ 「グロ ーバ リゼー

シ ョンを問い 直す一 ドミニ カ共和 国 にお ける ジェ ンダー と輸 出加工労 働」一 を、FIEALC

20030SAKAの プレコ ング レス ・セ ミナ ー と して実 施 した。2002年 に、春 日直樹 を研 究代 表

者 と して開始 した科 学研究 費補助金 に よる特定 領域研究 「贈 与交換経 済 にお ける貨幣 資源の

浸透」は、中川敏 と栗 本英世 を研 究分担 者 と してそ の後5年 間に わた って実 施 されて きたが、

このプ ロジ ェク トにお け る調 査研 究 は トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 プロ ジェ ク トの経験 的

な、また理論 的な研 究内容 を大幅 に豊か に した。2005年 に開始 した、科学研 究費補 助金 に よ

るプロ ジェク ト「境 界の生 産性 と トラ ンス ナシ ョナ リテ ィに関す る文化人類 学的研究 」(研究

代表者 小 泉潤 二)は 、 トランスナ シ ョナ リティ研 究の 中か ら生 まれ た現 地調査 プロジェク

トで ある。また、栗 本英世 は2001年 か ら2004年 にかけて 、研 究代表者 として科学研 究費補助

金 に よるプ ロジェ ク ト 「難民 をめ ぐる社 会 ・政 治的 諸力 の相互 作用 アフ リカ北 東部 ・大

湖地方 にお ける強制移 住、国家、国際機 関 ・NGO」 お よび2005年 か ら2008年 にかけて 「スー

ダンにお ける戦後復興 と平和構 築の研 究」を実施 して事 例研究 を推 し進 め、 トラ ンス ナ ショ

ナリテ ィ研 究 の重 要 な部分 を 占める難民研究 と紛争研究 に大 きな貢献 を もた ら した。

5)COE特 任研 究員 の招聘 ・雇 用

COE特 任研 究 員は 国内外 か ら公募 し、以 下 の3名 を採 用 した。
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*李 暁杰LiXiaojie中 華 人民共和 国上 海復 旦大学 中 国歴 史地理 研 究所 助教 授

任 期:2003年4月1日 ～2004年2月29日

研 究 テーマ1キ リス ト教 宣教 師の 文化活 動 と中国政 府 との軋轢(1830-1900)

*デ レジ ェ ・フェイサDerejeFeyissaマ ックス ・プ ラ ンク社会 人類学 研 究所 研究 員

任 期:2003年5月16日 ～2005年2月28日

研 究 テーマ:「近代 性の ローカル ・プ ロジェ ク ト」と 「遠隔 地エ スニ シテ ィ」一 アニ ュワ ・

デ イアス ポ ラの場 合

*田 沼幸 子

任 期:平 成16年4月1日 ～

研 究 テーマ:「 ポス ト ・ユ ー トピアの キューバ 」

本 プ ロ ジェ ク トで は、COE研 究員 を海外 学術 調 査 に派 遣 した。 李研 究 員 は、 中 国の 北

京 と上海 で近代 中国 にお け るキ リス ト教受 容 に関す る文献 資料 を収集 し、 デ レジェ研究 員

は、 ケニ ア、 スー ダ ン、 エチ オ ピア、 ドイ ッ、 オ ラ ンダ、 ア メ リカで 、 アニュ ワ人 とヌエ

ル人 との民 族 間関係 の トラ ンス ナシ ョナ ルな側 面 に関す る調査 研 究 をお こ なった。(後 者

の 派遣 費用 は、科 学研 究 費補助 金 に よ るプ ロジェ ク ト 「難民 をめ ぐる社 会 ・政治 的諸 力 の

相 互作 用一 ア フ リカ北 東部 ・大湖 地方 にお ける 強制移 住 、 国家、 国 際機 関 ・NGO」[研

究代 表者 、栗本 英世]に よっ た。)田沼 研究 員 はア メリ カにおい てキz一 バ に関す る資料 の

収集 ・分析 を行 い、 ア メ リカの カリブ海地域 の研 究者 と意見 を交換 した。

RA(COE)と して採用 され たの は、以下 の大 学院生 で ある。

*後 藤正 憲:平 成14年11月25日 ～平 成15年2月28日

*中 川 理:平 成14年11月25日 ～平成15年2月28日

*松 川恭 子:平 成14年ii月25日 ～平成15年2月28日

*森 田良 成:平 成15年4月1日 ～平成15年6月30日

*木 村 自:平 成15年7月1日 ～平成16年2月29日

*加 藤敦 典:平 成16年4月1日 ～平成17年3月31日

*上 田 達:平 成17年5月1日 ～
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6)大 学 院生 の現地 調査派 遣

若手研 究者 育成 のた め、本 プ ロジェ ク トに 関連 す るテーマ の調査研 究 に従事 す る本研 究

科大 学院 生(博 士後 期課 程)が お こな うフ ィール ドワー ク ・現 地調 査 に対す る助 成 をお こ

な った。助 成 の対象 とな った の は、 平成14年 度3名 、15年 度6名 、16年 度2名 、17年 度4

名 、のべ15名 であ る。

《院生派 遣一 覧:氏 名、調 査 国、研究 題 目》

平 成14年 度

黄 蘊(香 港 ・マ レー シア)「ペナ ンにお け る教 育事情 の現地 調査 」

徐 素 娟(中 国)「健 楽県 で の 『花児』を軸 とす る民族 関係 につい ての現 地調査 」

森 田良 成(イ ン ドネ シァ)「クパ ン市 での テ ィモ ール人都 市生 活者 につ いての現 地調査 」

平 成15年 度

熊 谷高 秋(メ キ シコ)「マヤの木 彫 りの人類 学」

徐 素 娟(中 国)「中国甘粛 省蓮 花 山地 域 にお ける多民族 間の交流 につ いて」

田沼幸 子(キ ューバ)「20世 紀 にお け るキ ューバ 人 と外 国人(非 キュー バ人)の 結 婚 に見

る 『愛 』と経済、 革命 の相互 関係 の変遷」

黄 蘊(マ レー シア)「マ レー シア ・ペナ ンの宗教 組織 と華文 教育 」

森 田良成(イ ン ドネ シァ)「東 イ ン ドネ シア、 クパ ン市 にお け る、 ア トニ 人 『くず 屋』の

生活 の実践 とアイ デ ンテ ィテ ィ」

竹村 嘉晃(イ ン ド ・日本)「イ ン ド ・日本 にお け る 『イ ン ド古 典 舞踊』の受容 と消 費 に 関

す る研 究 」

平成16年 度

流 川冬 子(ア メ リカ領 サモ ア)「グローバ ル化 と女性 の化粧 行動 の変 容一 アメ リカ領サ

モ ア にお け る人類 学 的研 究」

岡本 由良(ラ トビア)「二 言語状 況 にお け る思 春期 ラ トビアの村 落で 育つ子 ど もの言

語空 間 の修 辞的 考察」

平 成17年 度

岡本 由良(ラ トビア)「二言語 状況 にお け る思 春期 ラ トビアの村 落 で育つ子 ど もの言

語空 間の修 辞的 考察(継 続)」

早 川真悠(ジ ンバ ブエ)「トーマ ス ・マ プフーモ渡 米の 意図 に関す る調査研 究」
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豊 平 豪(フ ィ ジ ー)「 フ ィ ジ ー の 民 主 主 義 『選 挙 』「投 票 』に 関 す る 人 類 学 的 考 察 」

ウ ッス ィ ア ラ カ キ(ブ ラ ジ ル)llGenderandMigration:TheCaseofBrazilianNikkeijinWomen

inJapan"

助成は競争ベースとし、助成希望者に所定の様式の研究計画書を提出させ、教員4名

(人類学研究分野のコアメンバー)が 審査し選考した。助成を受けた大学院生には研究成

果の発表と調査報告書の提出を義務づけた。

7)文 献資料 の収 集 とデー タベー スの構築

平 成14年 度 に、本 プ ロジ ェ ク トに 関連 す る英文 ・和 文 の書 籍 を購 入 し、デ ー タベ ース

構 築 の作業 を開始 したが、 その後 予算:配分が減 少 した ため、 この事業 を進 め るこ とが 困難

に なった。 運営費 交付 金 による資料 収集 は継続 してい るが、文 献 と情 報 の集積 は研 究拠 点

形成 に とって不可 欠で あ るため、今 後、 別の予 算 に よ りデー タベー ス化 事 業 を進 め なけれ

ば な らな い。

8)新 しい教 育科 目

トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究 プロ ジェク トと大学 院教育 を連 動 させ研 究拠 点 を形成 す る

ため、平 成14年 度 よ り21世 紀COE科 目の指 定 を行 った。そ の後 カ リキュ ラム 自体 を改変 し、

現 在 の人 間科 学研 究科 の カ リキ ュラム には、以 下 のCOE科 目が正 式 に追加 され てい る。

イ ンター フェ イス人類学特 講1、II

イ ンター フェイ ス人類学特 別 講義1、II

イ ンター フェイ ス文明学特 定演 習1、II

イ ンター フェイ ス文明学特 別演 習1、II

9)広 報 活 動 と報 告 書 の 作 成

上 記 の よ うに 、 トラ ンス ナ シ ョナ リ テ ィ研 究 プ ロ ジ ェ ク ト、 と くに トラ ンス ナ シ ョナ リ

テ ィ研 究 セ ミナ ー につ い て は、 「イ ン タ ー フ ェ イ ス の 人 文 学 」の ホ ー ム ペ ー ジ(http:〃www.

let.osaka-u.ac.jp/coe/web/)の 「トラ ンス ナ シ ョ ナ リテ ィ研 究 」の ペ ー ジ を 通 じて 広 報 に 努 め

た 。 こ れ ま で に 作 成 し た報 告 書 は 以 下 の 通 りで あ る(詳 細 は 資 料3参 照)。
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『場 を越 える流れ』(トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究1、2003年)

「境界 の生産性 』(トランスナ シ ョナ リテ ィ研 究2、2004年)

「グローバ ル化 と市 民社会 』(トランスナ シ ョナ リテ ィ研 究3、2004年)

『〈日本〉を越 えて』(トラ ンス ナシ ョナ リティ研 究4、2006年)

『ポス ト ・ユ ー トピアの民 族誌』(トラ ンス ナ シ ョナ リテ イ研 究5、2006年)

10)そ の他

若手研 究 者の 育成 は、21世 紀COEプ ロ グラム の主要 な 目的の ひ とつ であ る。RAと して

雇 用 された か、 あるい はセ ミナー での発表 を通 じて本 プ ロジェ ク トに参 画 した博 士後 期課

程 の大学 院生 、お よび現 地調査 の助成 を受 け た大 学院生 の就 職状況 は以 下の通 りで ある。

(氏名、所属 ・職)

太田心平 大阪大学大学院人間科学研究科 ・特任助手

木村 自 国立民族学博物館 ・機関研究員

黄 蘊 北陸大学未来創造学部 ・講師

後藤正憲 北海道大学スラブ研究センター ・COE共 同研究員

田沼幸子 大阪大学 ・COE特 任研究員

中川 理 大阪大学大学院人間科学研究科 ・助手

松川恭子 奈良大学社会学部 ・専任講師

4.本 報告書について

冒頭 で本報告 書 は 「最終 報告書 」であ る と書 い た。 しか し 「最終」とい う言葉 は、 内容 に

そ ぐわない と ころが あ る。 「トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研究 」は、あ る一つ の(限 定の はっ き

りした)研 究領域 や 問題領域 とは言 い難 い。 む しろ トラ ンスナ シ ョナ リテ ィとい う概 念が

引 き起 こす イマ ジネー シ ョンや 問題意 識、 また その概念 が現 実の見 え方 に与 える影響 が重

要で あ る。 トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ、 つ ま り 「トランスナ シ ョナル性 」とい う切 り口で現

代 社会 を見 た と きに、何 が見 える よ うになるかが 問題 であ る。だ か ら、 トラ ンスナ シ ョナ

リテ ィに関 わる現象 を 「綿密 に整 理」して 「秩 序 だて る」ことはおそ ら くで きない し、 この
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問題領 域 を ど こまで どの 方向 に進 ん で も、 「この領域 は ここ までで あ る」とい う境 界 標識

が示 され るわけで はな い。 トラ ンスナ シ ョナ リテ ィとい う概 念 は、私 たち をあ る方 向へ導

き続 けるだ けであ る。進 んで い く中で、 さ まざまな問題 群 に光が あた る、あ るい は結晶化

す るこ とにな る。具 体 的に は、 以下 の よ うな 問題 群 を考 える こ とがで きる 境界 の生 産

性 、 ボー ダー の現象 学、 人 の移動 の政 治経 済学 、移 民 ・難民 の生 存戦 略論 と社 会経 済学 、

トラ ンスナ シ ョナル な状 況下 にお ける個 人 と集 団の アイ デ ンテ ィテ ィの再構築 、 国家 間関

係 と多 文化 主義、 国民 国家の変 容 と再 編成 、 トラ ンス ナ シ ョナ ルな介入 と しての 開発 ・国

際協 力 と人道援 助 な どであ る。

これ らの多様 な、 しか し相互 に関連 した問題群 は、 すで に本研 究 プロ ジェク トで検 討 さ

れて きた。 しか し、 私た ち の認識 の深 化 に と もない、 問題 群 自体 が変 容 して い く。 また、

現代 世界 の トランスナ シ ョナ ルな状況 は、 日々変 動 してい る。 この意味 で は、 トラ ンス ナ

シ ョナ リテ ィ研 究 に は終 わ りが な い。5年 間 の プ ロジ ェク トと して の21世 紀COEプ ログ

ラム は完 了す るが、 トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研究 プロジ ェク トには終 わ りが ない、 とい う

よ り終 わ りが ない ほ うが よい。

だか ら本報 告書 は、 最終報 告 とい うよ りは、現 在進 行 中の プロ ジェ ク トに 関す る 「現状

報 告 」に近 い ところ が あ る。 しか し、現 状 報 告 とはい っ て も、本 報 告書 には トラ ンス ナ

シ ョナ リテ ィ研 究 プロ ジェ ク トの最 良の成果 が収 め られて いる。

本 報告 書 は、2部 構 成 に なってお り、 それ ぞれ5編 の論 文 か らなる。 「トラ ンスナ シ ョナ

リテ ィ研 究 の展 開」と題 された第1部 の5論 文 は、 いず れ も トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究

セ ミナー でお こな われた講 演が もとにな ってい る。「複 数の グ ローバ ル化 代 替 的な(ネ

イテ ィヴ に代 わ る)ト ラ ンス ナ シ ョナ ルな過 程 と行為 主体 」の著 者 グス タボ ・リンス ・ヒ

ベ イ ロ博士 は、 若 くして ブ ラジル人類 学会会 長 とな り、 現在小 泉潤 二が代 表幹事 を務 め て

い る人類 学会世 界協 議会(WCAA-WorldCouncilofAnthropologicalAssociations)の 創 設 に

も主要 な役 割 を果 た した人 類学 者 で ある。 「上 か らの」グローバ ル化 に対 抗 す る、 ラデ ィ

カルな 「反 グローバ ル化 」と穏 健的 な 「代 替 グ ローバ ル化 」とい う2種 類 の世 界規模 の社 会

運動 の展 開が、 詳細 に分析 され てい る。著者 が と くに注 目してい るの は、 三つ の グローバ

ル化 の多様 な主体 問 の、時 とと もに変化 す る連帯 、共 闘、野合 の 関係 で ある。 そ して、 こ

う した状 況 の民 族誌 的研 究 の必 要性 を強調 す る。後 半部 分 は、 「下 か らの」グ ローバ ル化

の事 例 と して、 ブ ラジ ル ・パ ラグ アイ ・アルゼ ンチ ンの三国 国境地 域で展 開 してい る、大
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規模 な商 業活 動一 国民 国家 の観点 か らす れ ば 「密輸 」 、 お よび この活動 の結果 と し

て、 ブ ラジル の首都 ブラ ジリアの 一画 に発 展 した 「パ ラグア イ ・マ ー ケ ッ ト」の記述 と分

析 に あて られ てい る。 本 論文 はそ の後 ブ ラジル で出 版 さ れ、 ブ ラジル政 治 学会(ABCP)

とエ ーデ ルシ ュタイ ン社 会研 究セ ンターの 「グローバ リゼ ー シ ョン研 究 賞」を与 え られ た。

今 後 、 日本語 で書 かれ た、 グローバ ル化 に関す る人類 学的研 究 の必読文 献 のひ とつ に加 え

られ るこ とにな ろ う。

「グロー バ ル化 を問 い直 す ドミニ カ共和 国 にお け る ジェ ンダー と輸 出加 工 労働 」の

著 者ヘ レン ・サ フ ァ教授 は、 アメ リカ にお け るラテ ンアメ リカ ・カ リブ海研究 の リー ダー

の ひ と りで あ り、 世 界最 大 の ラテ ンア メ リカ研 究学 会(LASA-LatinAmericanStudiesAs-

sociation)の 会 長 も務め た。労働 移民 や、賃 金労働 の展 開 に ともな う家族 関係や ジ ェ ンダー

関係 の変容 を主要 なテ ーマ に調 査研究 を続 けて きてい る。本 論文 では、 経済 の 自由化 の結

果 、 ドミニ カ共和 国 に設置 された 「自由貿 易特 区」の外 国 資本 の工場 にお ける女性 労働 者

の問題 が、 過去 の調 査 デー タ と比 較 しなが ら論 じ られ てい る。 「グ ローバ ル ・ス タンダー

ド」か らはほ ど遠 い、 い まだ に劣 悪 な ドミニ カの女性 労働者 の雇 用条件 や 、 アメ リカ本 国

にお ける経済 の 自由化の ネ ガテ ィヴな インパ ク トな ど、グ ローバ ル化の影 の部 分 に も焦点

があ て られ てい る。

「トランスナ シ ョナ リズム研 究 の課題一 人類 学 の観点 か ら」(上杉 富之)は 、 「トラ ンス

ナ シ ョナ リズ ム研 究」とい うジャ1ンルの成立 と展 開 を、欧米 の文 献 を参 照 しつ つ、 明快 に

論 じた もの であ る。 上杉教 授 は、人類 学か ら トラ ンス ナ シ ョナ リズム にアプ ローチす る に

は、 たん に 「国境 を越 える」とい う意 味 での トラ ンスナ シ ョナル な現象 に注 目す る だけで

は な く、 多重 的 な帰 属や 多 元 的ネ ッ トワ ーク を問題 化 してい く必 要が あ る と主張 して い

る。

ヴァ レンタイ ン ・ダニ エル教授 は、 ア メ リカで大学 院教育 を受 け、 コロ ンビア大学 の教

授 を勤 め るス リラ ンカ人 人類学 者 であ る。母 国 の暴 力 的 な民族 紛争 や難 民 問題 につ いて、

す ぐれ た論考 を発 表 してい る。「歴 史 、 アイデ ンテ ィテ ィ、記 憶 の巻 きつ い た力 」は、 著

者 自身が経験 したエ ピソー ドに基づ きなが ら、植 民地 の支配 者で あった イギ リス人 と現 地

人 と、 シンハ ラ人 とタ ミー ル人 との あい だの屈辱 的 な個 別 の記憶が 、時 間 を経 て暴力 的 な

行為 と して発現 す るメ カニズ ムが説得 的 に論 じられて いる。通底 す るテ ーマ は、 人種や 民

族 の境界 を超 えた対 話の 困難性 であ る。 しか し、 著者 は和解 や共存へ の希望 を捨 て てはい

ない。扱 われ てい る事 例 は血塗 られ た暴 力 的な ものだが 、ヘ ーゲ ルやニ ーチ ェを引用 した
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議論 の知 的洗練 の度合 い は群 をぬい てい る。 民族 誌 と理 論 の両立 が達成 され た卓越 した論

考 であ る。

「『再 魔術 化 す る世 界』をめ ぐって」の 著者 、 山之 内靖 教授 は、 マル クス、 ウェー バ ー、

ニーチ ェ な どに関 す る長年 の研 究 で著 名 な社 会科 学者 で ある。 トランスナ シ ョナ リテ ィ研

究 セ ミナー の講演 で は、19世 紀末 か ら20世 紀 初頭 に形 成 された知 的伝統 に依 拠 しつつ も、

その批 判 的再 読 に よって グ ローバ ル化 とい う21世 紀 の 問題 を縦 横 に論 じた。 その知 的 関

心 の若 々 しさは印象 的 であ った。 山之 内教授 の魅 力 的な語 り口 をそ こなわ ないた め、本論

文 は講演 録 にほ とん ど手 を加 えず、 質疑応答 もその ま ま収録 したこ とをお断 りしてお く。

第II部 「ロー カ リテ ィを超 えて 事 例研 究 」に は、 若手 研 究者5名 の フ ィール ドワー

クに基 づ く論 考が収 録 されて いる。最 初 の論文 の著者 、植村 清加氏 は、成城 大学常 民文化

研 究所 の研 究員 であ る。他 の4名 は大 阪大学 大 学院 人問科 学研 究科 人類学 研究 分野 の大学

院生、 あ るいは元大 学 院生 で ある。若 手研 究者 との ネ ッ トワー ク形成 と、若 手研究 者 の養

成 は、 トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 プ ロジェ ク トの優先 課題 で あった か ら、 第II部 はそ の

成 果の 一端 であ る。

「マ グ レブ系 移 民 とフ ランス 〈 ロー カ リテ ィ〉の か たち」(植村 清 加)は 、 パ リ郊外

に居 住 す る北 アフ リカか らの移民 を調査 対 象 に、共 和 国 の理念 と現 実、市 民 と移民 の境

界、 移民 の社会 的 ネ ッ トワー クな どを主題 と して論 じた もので ある。明確 な境 界で は 区切

られて いない、 トラ ンス ナ シ ョナ ルな 「ロー カ リテ ィ」のあ り方 の議論 は興味 深い。

「モ ンゴル ・ウ ラ ンバ ー トル市 にお け る トラ ンス ナ シ ョナル な場 の生 成 」で 著者 の 西垣

有 は、ポ ス ト社 会主義 時代 のモ ンゴル国の首都 におけ る居住空 間 の変容 を問題 としてい る。

土地 制度 の変革 、経 済の 自由化、 海外 か らの送金 、 開発 援助 な ど、 さまざ まな変化 のモ メ

ン トのか らま りあ いを分析 す るこ とで 、 あ らた な社 会空 間生成 の解 明 を 目指 してい る。

イ ン ドの あ る地 域 で伝承 され て きた 「伝 統儀 礼」も、 ナ シ ョナル、 トラ ンス ナ シ ョナ ル

な文脈 の変 化 の なか で、 そ の形 式 と内容 を劇 的 に 変容 させ つつ あ る。 「『ア ニヤ ラ」か ら

『カ クテル ・パ ー テ ィー』へ 海外 に登場 す る イ ン ドの儀 礼 パ フ ォー マ ンス 」(竹村 嘉晃)

は、 「テイヤ ム儀 礼」に生 じて い る現在 進行 中の ダ イナ ミズ ムの分析 で あ る。

華 人研 究 は、 日本 にお け る移 民研 究 の なか で重要 な位 置 を 占めて い る。 「マL一 シアに

お け る徳 教(dejiao)の 展 開 華 人新 興宗教 の一 形態 」(黄蘊)は 、 この領域 にお ける貢献

の ひ とつ であ る。起源 は近代 は じめ の中 国にあ るが、 む しろ華人 の移動先 で発 展 した新興

宗教 「徳教 」の発 展 のあ り方 を、 マ レー シアの事例 を もとに論 じてい る。
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「周辺世 界 にお け る農 民 と廃 品回収 業 東 イ ン ドネ シア、 西テ ィモ ールの 事例 」(森田

良 成)は 、本 報 告書 の なか で、 唯一 「モ ノ」に焦点 をあ てた論 文 であ る。発 展 途上 国 イ ン

ドネ シアのなか で も もっ と も周辺 に位置 す る西 テ ィモー ル にお け る、 出稼 ぎ農民 が営 む廃

品 回収業 を詳細 に描 くことに よって、貧 し くはあ るがあ る程度 の 自律性 は維 持 してい る地

方農 民の生 き方 の意味 を問 いか けてい る。

5.お わ りに 一 制度的な成果

大 阪大 学 は2007年4月 に、 グ ローバ ル コラボ レー シ ョンセ ンター(GLOCOL)を 設置 す

る。 国際協力 と共 生社会 の ための研 究 と教 育 と実践 を行 うため に新 設 され る この セ ンター

は、大 阪大学 と大 阪外 国語大学 との統合 に よる組 織再 編の 一環 であ るが 、 トランスナ シ ョ

ナ リテ ィ研究 プロ ジェク トが進 め て きた拠 点形 成事業 に基 づ くところが大 きい。少 な くと

もこれ までの拠点 形成 の推進 が なけれ ば、新 セ.ンターの形態 や規模 は大 き く異 なる もの と

な ったはず であ る。そ の意味 で このセ ン ター は、 トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究プ ロ ジェク

トの制度 的な成果 で ある。本 章 を閉 じるにあ た り、 グ ローバ ル コ ラボ レー シ ョンセ ンター

を基 盤 と して、 トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 プロ ジェ ク トの関心 と活動 が、 国際協 力の た

めの研 究や実 践 と ともに さらに発展 してい くこ とを希 望 したい。

[こいずみ じゅん じ ・大阪大学大学 院人間科 学研 究科教授]

[く りもとえいせ い ・大阪大学大学 院人 間科学研 究科教授]
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資 料1.ト ラ ンス ナ シ ョナ リ テ ィ研 究 セ ミナー 開催 記 録

講演者 の所属 ・職 名 はす べ て講演 当時。

※印 を付 した報告 は、本 書 を含 め た トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究班 の報告書 に収 録。 これ

まで に刊 行 され た報告書 につ いて は資料3を 参 照の こと。

*第1回(2002年12月20日)

吉原和 男(慶 應義 塾大 学文学 部 ・教 授)

「同姓 団体 に よる文化復 興運 動 タイ人華 人社会 の事例 」(※)

*第2回(2003年2月21日)

伊豫谷 登士 翁(一 橋 大 学大学 院社 会学研 究科 ・教授)

「グローバ リゼ ー シ ョン ・ス タデ ィー ズの課題 」(※)

*第3回(2003年3月6日)

石川 登(京 都大 学東南 アジ ア研 究セ ンター ・助教 授)

「東南 アジ ア島嶼 部 の フロ ンテ ィア空 間 ボルネ オ島西 部 イ ン ドネシア/マ レー シア

国境 地帯 か らの視点 」(※)

*第4回(2003年3月14日)

田 中雅 一(京 都大 学人 文科学研 究所 ・助 教授)

「もうひ とつ の在 日一 米軍基 地 の人類学 的研 究 をめ ぐって」(※)

*第5回(2003年3月28日)

竹沢泰 子(京 都大 学人 文科学研 究所 ・助 教授)(※)

「今ふ た たび、人種 とは何か 現 代の 人種主 義 を見 つ め るた め に」

*第6回(2003年4月18日)

赤嶺 淳(名 古屋 市立大 学 ・助教授)

「海域 ア ジア史構 築の可 能性 」(※)

*第7回(2003年5月9日)

ケ イ ・ウ ォレンKayB.Warren(ハ ーバ ー ド大 学人類 学部 ・教授)

「暴力 と開発一 中南米 、 中部 アフ リカ、南 ア ジアの事例 」(英語 講演)

ViolenceandDevelopment:CaseStudiesfromCentralandSouthAmerica,CentralAfrica,and
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SouthAsia.

*第8回(2003年5月30日)

陳 天 璽(国 立 民 族 学 博:物 館 ・助 教 授)

「越 境 す る 華 人 た ち を 見 つ め る 目」(※)

*第9回(2003年6月13日)

エ イ ミー ・ボ ロ ヴ ォ イAmyBorovoy(プ リ ンス ト ン大 学 東 ア ジ ア 研 究 学 部 ・助 教 授)

「日本 研 究 と く日本 人 の 自我 〉の 人 類 学 日 米 の 対 話 」(英 語 講 演)

JapanStudiesandtheAnthropologyoftheJapaneseSelf:DialoguesbetweenJapanandtheU.S..

*第10回(2003年6月20日)

デ レ ジ ェ ・フ ェ イ サDerejeFeyissa(大 阪 大 学21世 紀COEプ ロ グ ラ ム ・COE特 任 研 究 員)

「論 争 を超 えて エ ス ニ シ テ ィ研 究 の 経 験 論 的 再 考 」(英語 講 演)(※)

ConflictandthePoliticsofIdentity:TheTrans-NationalDimensionofAnywaa-NuerConflict.

*第11回(2003年6月27日)

齋 藤 千 恵(南 山 大 学 人 類 学 研 究 所 ・研 究 員)

「トラ ン ス ナ シ ョナ ル ・コ ミュ ニ テ ィ にお け る エ ス ニ シ テ ィ の 形 成 一 二 つ の ナ シ ョ ナ

ル ・イ デ オ ロ ギ ー と移 民 の ス トラ テ ジ ー 」(※)

*第12回(2003年9月19日)

藤 巻 正 巳(立 命 館 大 学 文 学 部 ・教 授)

「熱 帯 の メ トロ ポ リ ス ク ア ラ ル ン プ ル の エ ス ノ ス ケ ー プ の 変 容 と トラ ン ス ナ シ ョ ナ

リ テ イ」

*第13回(2003年9月22日)

ヘ レ ン ・サ フ ァHelenSafa(フ ロ リ ダ 大 学 人 類 学 部 、 ラ テ ンア メ リ カ ・カ リ ブ 海 研 究 所 ・

名 誉 教 授)

「グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン を 問 い 直 す ドミ ニ カ 共 和 国 に お け る ジ ェ ン ダ ー と輸 出 加 工

労 働 」(英 語 講 演)(※)

QuestioningGlobalization:GenderandExportProcessingintheDominicanRepublic.

(ラ テ ン ア メ リ カ ・カ リ ブ 海 研 究 国 際 連 盟 第11回 大 会(FIEALC20030SAKA)プ レ コ ン

グ レス ・セ ミナ ー を 兼 ね る)

*第14回(2003年10月14日)

ク ラ ウ デ ィ オ ・ロ ム ニ ッ ッClaudioLomnitz(シ カ ゴ 大 学 歴 史 学 部/人 類 学 部 ・教 授)
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「危 機 の 時代 歴 史性 、 犠 牲 、 メ キ シ コ シ テ ィ に お け る 壮 大 な る失 態 」(英 語 講 演)

TimesofCrisis:Historicity,Sacrifice,andtheSpectacleoftheDebacleinMexicoCity.

*第15回(2003年10月24日)

駒 井 洋(筑 波 大 学 社 会 学 系 ・教 授)

「日本 型 多 文 化 主 義 の可 能 性 」(※)

*第16回(2003年10月31日)

川 上 郁 雄(早 稲 田 大 学 日本 語 研 究 教 育 セ ン タ ー/大 学 院 日本 語 教 育 研 究 科 ・教 授)

「越 境 す る家 族 在 豪 ベ トナ ム系 住 民 と在 日ベ トナ ム系 住 民 の 比 較 研 究 」(※)

*第17回(2003年11月14日)

トー マ ス ・P・ ギ ルThomasP.Gill(明 治 学 院 大 学 国 際 学 部 ・助 教 授)

「ホ ー ム レ ス 文 化 野 宿 対 策 の 日米 英 比 較 」(※)

*第18回(2003年11月26日)

ハ ル ミ ・ベ フHarumiBefu(ス タ ン フ ォ ー ド大 学 ・名 誉 教 授)

「外 国 人 労 働 者 が 変 え る 日本 文 化 論 」(※)

*第19回(2003年12月5日)

花 渕 馨 也(北 海 道 医 療 大 学 ・講 師)

「密 航 す る女 性 た ち コモ ロ に お け る ポ ス トコ ロ ニ ア ル な 欲 望 と戦 略 」

*第20回(2004年1月23日)

ウ ル フ ・ハ ナ ー ズUlfHannerz(ス トッ ク ホ ル ム 大 学 ・教 授)

「コ ス モ ポ リ タ ニ ズ ム再 考 文 化 と政 治 」(英 語 講 演)

RethinkingCosmopolitanism:CultureandPolitics.

*第21回(2004年1月30日)

ロ ジ ャー ・グ ッ ドマ ンRogerGoodman(オ ク ス フ ォ ー ド大 学 現 代 日本 研 究 ・教 授)

「日本 に お け る児 童 虐 待 問 題 児 童 虐 待 の 『発 見 』 と防 止 策 の展 開 」(※)

*第22回(2004年2月13日)

デ レ ジ ェ ・フ ェ イ サDerejeFeyissa(大 阪 大 学21世 紀COEプ ロ グ ラ ム ・COE特 任 研 究 員)

「トラ ン ス ナ シ ョ ナ ル ・エ ス ニ シ テ ィ 権 威 付 与 の エ ス ニ ッ ク な 政 治 学 に お け る 、 グ

ロ ー バ ル な 正 当化 デ ィス コ ー ス の 流 用 」(英語 講 演)

TransnationalEthnicity:AppropriationofGlobalLegitimizingDiscoursesinthePoliticsofEthnic

Entitlement.
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*第23回(2004年2月19日)

李 暁 傑LiXia(>jie(大 阪 大 学21世 紀COEプ ロ グ ラ ム ・COE特 任 研 究 員 、 復 旦 大 学 中 国

歴 史 地 理 研 究所 ・助 教 授)

「衝 撃 と反 応1807年 か ら1899年 にお け る キ リス ト教 宣 教 師 の 活 動 と中 国 政 府 との 軋

轢 」(英 語 講 演)

TheImpactandtheResponse:TheChristianMissionaries'ActivitiesandTheirConflictswiththe

ChineseGovernment,1807-1899.

*第24回(2004年4月23日)

渥 美 公 秀(大 阪 大 学 大 学 院 人 間 科 学 研 究 科 ボ ラ ン テ ィ ア人 間 科 学 講 座 ・助 教 授)

「災 害 ボ ラ ンテ ィ ア の トラ ンス ナ シ ョナ リ テ ィー 阪 神 ・淡 路 大 震 災 の 被 災 地 か ら考 え

る 」

*第25回(2004年5月14日)

武 内 進 一(日 本 貿 易 振 興 機 構 ア ジ ア 経 済 研 究 所 新 領 域 研 究 セ ン タ ー 国 際 関 係 ・紛 争 研

究 グ ル ー プ 長 代 理)

「ア フ リ カ の 紛 争 と トラ ンス ナ シ ョナ リ テ ィ」

*第26回(2004年5月21日)

加 藤 敦 典(大 阪 大 学 大 学 院 人 間 科 学 研 究 科 博 士 後 期 課 程 大 阪 大 学21世 紀COEプ ロ グ

ラ ム ・RA)

「ベ トナ ム 農 村 に お け る 民 事 紛 争 調 停 の 実 践 トラ ン ス ナ シ ョ ナ ル 状 況 に お け る 国 民

国 家 と村 落 」

田 沼 幸 子(大 阪 大 学21世 紀COEプ ロ グ ラ ム ・COE特 任 研 究 員)

「話 せ な い こ と を語 る:cuento(ク エ ン ト)か ら見 る 現 代 キ ュ ー バ 」

*第27回(2004年6月4日)

ク ウ ェ シ ・ク ァ ・プ ラーKwesiKwaaPrah(ア フ リ カ社 会 高 等 研 究 所 ・所 長)

「ア フ リ カ ア ラ ブ の 境 界 地 域 に お け る ナ シ ョナ リ ズ ム 、 市 民 権 、 コ ン フ リ ク ト」(英

語 講 演)

Nationalism,CitizenshipandConflictintheAfro-ArabBorderlands.

*第28回(2004年6月11日)

ヴ ァ レ ン タ イ ン ・ダ ニ エ ルE.ValentineDaniel(コ ロ ン ビ ア大 学 ・教 授)

「難 民:避 難 に 関 す る 言 説 」(英語 講 演)(※)

叢 トランxナ シ貯 ・撫 鞭
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Refugees:ADiscourseonDisplacement.

*第29回(2004年7月2日)

稲 賀 繁 美(国 際 日本 文 化 研 究 セ ン ター/総 合 研 究 大 学 院 大 学 ・教 授)

「岡倉 天 心 と イ ン ド 越 境 す る近 代 国 民 意 識 と汎 ア ジ ア ・イ デ オ ロ ギ ー の 帰 趨 」

*第30回(2004年7月9日)

ニ テ ィ ・パ ワ カパ ンNitiPawakapan(シ ン ガ ポ ー ル大 学 人 文 社 会 学 部 東 南 ア ジ ア研 究 科 ・

助 教 授)

「タ イ ・ビ ル マ 国境 地 域 にお け る交 易 と密 輸 」(英 語 講 演)

TradeandSmugglingintheThailand-BurmaBorderlands.

*第31回(2004年7月16日)

箕 浦 康 子(お 茶 の 水 女 子 大 学 ・客 員 教 授)

「親 の 海 外 駐 在 と子 ど も一 在 外 日本 人 児 童 と在 日 イ ン タ ー ナ シ ョナ ル ス ク ー ル の 調 査

か ら」(※)

*第32回(2004年7月17日)

前 川 啓 治(筑 波 大 学 大 学 院 人 文 社 会 科 学 研 究 科 国 際 政 治 経 済 学 専 攻 ・教 授)

「人 類 学 と国 際 文 化 論 な い し政 治 経 済 学 」

*第33回(2004年7月24日)

山之 内 靖(フ ェ リス 女 学 院 大 学 国 際 交 流 学 部 ・名 誉 教 授)

「『再 魔 術 化 す る 世 界 』 を め ぐ っ て 」(※)

*第34回(2004年9月28日)

マ ル ク ス ・S・ シ ュ ル ツMarkusS.Schulz(ニ ュ ー ヨ ー ク 大 学 ラ テ ン ア メ リ カ ・カ リ ブ 研

究 セ ン ター ・講 師)

「サ パ テ ィ ス タ の トラ ン ス ナ シ ョナ ル ・ネ ッ トワ ー ク」(英 語 講 演)

TheTransnationalNetworkoftheZapatistas.

*第35回(2004年10月1日)

デ イ ヴ ィ ッ ド ・ブ レイ ク ・ウ ィ リスDavidBlaketaillis(相 愛 大 学 人 文 学 部 ・教 授)

「太 平 洋 に お け る ク レ オ ー ル 時 代 トラ ンス ナ シ ョナ ル 日本 と境 界 地 域 の ク レ オ ー ル

化 につ い て の 覚 書 」(英語 講 演)(※)

CreoleTimesinthePacific:NotesonCreolizationforTransnationalJapanandHerBorderlands.

*第36回(2004年10月15日)
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志 水 宏 吉(大 阪 大 学 大 学 院 人 間 科 学 研 究 科 ・教 授)

「学 校 文 化 とエ ス ニ シ テ ィー ニ ュ ー カ マ ー 外 国 人 へ の 教 育 支 援 を め ぐ っ て 」(※)

*第37回(2004年10月26日)

ア ン ソ ニ ー ・リー ドAnthonyJohnStanhopeReid(シ ン ガ ポ ー ル 国 立 大 学 ア ジ ア 研 究 所 ・

所 長)

「イ ン ドネ シ ア、 イ ス ラ ー ム 、 ア チ ェー 」(英語 講 演)

Indonesia,IslamandAceh.

*第38回(2004年11月5日)

オ ラ デ イ ン ・E・ ボ ラ グUradynE.Bulag(ニ ュ ー ヨー ク市 立 大 学 ・助 教 授)

「チ ンギ ス ・ハ ー ンの 頭 蓋 骨 と魂 を 狩 る 歴 史 ・イ デ オ ロ ギ ー ・人種 的 イ メ ー ジ の な

か の ユ ー ラ シ ア 辺 境 地 帯 」(英 語 講 演)

HuntingChinggisKhan'sSkullandSoul:EurasianFrontiersofHistorical,IdeologicalandRacial

Imaginations.

*第39回(2004年11月12日)

藤 川 隆 男(大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 ・教 授)

「1850年 代 の オ ー ス トラ リ ア の 反 中 国 人 運 動 にお け る先 住 民 の 忘 却 」

*第40回(2004年11月19日)

河 村 哲 二(武 蔵 大 学 経 済 学 部 ・教 授)

「グ ロ ー バ リゼ ー シ ョ ン と ア メ リ カ 経 済 」

*第41回(2004年11月26日)

太 田 心 平(日 本 学 術 振 興 会 特 別 研 究 員)

「「絶 望 移 民 』 を生 む 力 現 代 韓 国 に お け る386世 代 の 感 情 生 成 につ い て 」

*第42回(2004年12月3日)

岩 渕 功 一(早 稲 田 大 学 国 際 教 養 学 部 ・助 教 授)

「トラ ンス ナ シ ョナ ル な 現 象 を社 会 学 、 人類 学 、 民 俗 学 、 歴 史 学 を横 断 す る視 点 か ら読

み 解 くた め に 」(※)

(第4回 「イ メ ー ジ と して の 〈日本 〉」研 究 ワー ク シ ョ ッ プ と共 催)

*第43回(2004年12月10日)

井 野 瀬 久 美 惠(甲 南 大 学 文 学 部 ・教 授)

「大 英 帝 国 とい う 歴 史 空 間 を再 考 す る サ ラ ・フ ォ ー ブ ス ・ボ ネ ッ タ は ど う 語 られ た

飜 トラン錚 シ・聾 ア・韈
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の か 」

*第44回(2004年12月17日)

コ ス タ ス ・ラ バ ヴ ィツ ァスCostasLapavitsas(ロ ン ドン大 学 東 洋 ・ア フ リカ研 究 学 院法 社

会 科 学 部 ・助 教 授)

「貨 幣 と信 用 の 構 成 要 素 と し て の 権 力 と信 頼 」(英語 講 演)

PowerandTrustasConstituentsofMoneyandCredit.

*第45回(2005年1月28日)

ミ リ ー ・ク レ イ トンMillieCreighton(ブ リ テ ィ ッ シ ュ ・コ ロ ン ビ ア大 学 人 類 学 ・社 会 学

科 ・助 教 授)

「日本 人 性 を想 像 し、 日系 を 定 義 す る 日系 人 の トラ ンス ナ シ ョナ ル な ネ ッ トワ ー キ

ン グ」(英 語 講 演)

ImagingJapaneseness,DefiningNikkei:TheTransnationalNetworkingofPeopleofJapaneseDe-

scent.

*第46回(2005年2月18日)

グ ス タ ボ ・リ ンス ・ヒベ イ ロGustavoLinsRibeiro(ブ ラ ジ リア 大 学 人 類 学 部 ・準 教 授)

「複 数 の グ ロー バ ル化 くネ イ テ ィヴ に か わ る 〉 トラ ンス ナ シ ョナ ル な行 為 者 た ち」(英

語 講 演)(※)

OtherGlobalizations:Alter-nativeTransnationalAgents.

*第47回(2005年3月4日)

アユ ミ ・タケ ナ カAyumiTakenaka(ブ リ ン ・モ ア ・カ レ ッ ジ ・助 教 授)

「再 移 民 なぜ 、 移 民 た ち は 日本 や 英 国 か ら ア メ リ カ を 目指 す の か 」(英 語 講 演)

SecondaryMigration:WhyDoIm血grantsRe-migratefromJapanandtheU.K.totheU.S.?

*第48回(2005年3月22日)

マ ル テ イ ン ・リー ゼ ブ ロ ッ トMartinRiesebrodt(シ カ ゴ大 学 社 会 学 部 ・神 学 部 ・教 授)

「『宗 教 概 念 』の 関 係 的 正 当化 に む け て 」(英語 講 演)

TowardsaRelationalLegitimationoftheConceptof"Religion:'

*第49回(2005年4月22日)

時 安 邦 治(学 習 院 女 子 大 学 国 際 文 化 交 流 学 部 ・助 教 授)

公 開 講 座 ・連 続 セ ミナ ー 「グ ロ ー バ ル化 とシ テ ィズ ン シ ッ プ 」第1回

「多 文 化 的 シ テ ィズ ン シ ッ プ を め ぐっ て 」
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*第50回(2005年5月13日)

近 藤 英 俊(関 西 外 国 語 大 学 ・特 任 助 教 授)

「オ カ ル トモ ダニ テ ィー ア フ リ カ に お け る 「呪 術 の 近 代 」論 再 考 」

*第51回(2005年5月27日)

植 村 清 加(成 城 大 学 民 俗 学 研 究 所 ・研 究 員)

「マ グ レブ 系 移 民 と フ ラ ンス ーロ ー カ リ テ ィ とそ の 拡 張 」(※)

*第52回(2005年6月3日)

亀 山 俊 朗(大 阪 大 学 大 学 院 人 間科 学 研 究 科 ・博 士 後 期 課 程)

公 開 講 座 ・連 続 セ ミナ ー 「グ ロ ー バ ル 化 と シ テ ィズ ン シ ッ プ 」第2回

「近 代 的 シ テ イズ ンシ ッ プ概 念 の 限 界 と可 能性 」

*第53回(2005年6月17日)

渡 辺 靖(慶 應 義 塾 大 学 環 境 情 報 学 部 ・助 教 授)

「『ア フ ター ア メ リ カ』再 訪 」

*第54回(2005年6月24日)

ク リ ス ・グ レ ゴ リ ーChrisGregory(オ ー ス トラ リ ア 国 立 大 学 ・準 教 授)

「トラ ンス ナ シ ョナ ル な プ ロ セ ス 人 類 学 理 論 の 持 続 可 能 性 と危 機 」(英 語 講 演)

TransnationalProcesses,SustainabilityandtheCrisisinAnthropologicalTheory.

*第55回(2005年6月27日)

宮 崎 広 和(コ ー ネ ル 大 学 人 類 学 科 ・助 教 授)

「知 の技 法 と して の ア ー ビ トラ ー ジ 贈 与 論 と金 融 工 学 に お け る 複 製 ・反 復 ・希 望 」

*第56回(2005年6月30日)

シ ュ テ フ イ ・リ ヒ タ ーSteffiRichter(ラ イ プ チ ヒ大 学 東 ア ジ ア研 究 所 日本 学 科 ・主 任 教 授)

「趣 味 の 競 演 、 日本 的 身 体 の 造 形 一 三 越 デ パ ー ト と 近 代 的 ア イ デ ンテ ィ テ ィ の 「デ

パ ー ト化 』」(英語 講 演)

ContestingGoodTaste,ShapingJapaneseBodies:TheDepartmentStoreMitsukoshiandthe"De-

partmentalization"ofModernIdentities.

*第57回(2005年7月1日)

宮 崎 恒 二(東 京 外 国 語 大 学 ア ジ ァ ・ア フ リ カ言 語 文 化 研 究 所 ・教 授)

「境 域 とそ の 変 遷 サ バ(マ レ・一 シ ア)に お け る 人 の 移 動 」

*第58回(2005年7月8日)

覊 トランスナ抽 聾 テ・灘
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ダ リウシュ ・ツィ フォヌ ンDariu"sZifonun(コ ンス タ ンッ大 学歴 史学 ・社 会学部 ・助 教授)

「移 民時 代 の社会 学 概念 的 問題 に対す る取 り組 み と実証 的研 究 に よる発 見」(英語 講

演)

SociologyintheAgeofMigration:ConceptualIssuesandEmpiricalFindings.

*第59回(2005年7月15日)

アルベ ル ト ・カ ンブ ロ ッシオAlbertoCambrosio(マ ッギ ル大 学 医学部 ・医 学の社 会研 究

学 科 ・教 授)

「グローバ リゼ ー シ ョン時代 にお け る生 物医 学ネ ッ トワー ク」(英語 講演)

BiomedicalNetworksinanEraofGlobalization.

*第60回(2005年7月22日)

三尾 裕子(東 京外 国語 大学 ア ジア ・アフ リカ言語文 化研 究所 ・助教授)

「越境 とアイデ ンテ ィテ ィ 中国系移 民の 「土着化 」を中心 に」

*第61回(2005年10月7日)

渋谷 努(東 北 学院大 学文 学部 ・非常 勤講 師)

「パ リ 『郊外 』での移民 出 身者 を中心 と した地 域 団体一 地域意 識 の醸成過 程 に関す る試

論 」

*第62回(2005年10月14日)

縄 田浩 志(鳥 取大 学乾燥 地研 究 セ ンター総合 的砂漠化 対処 部 門 ・講 師)

「ア ラ ビア半島 と北東 ア フ リカ を結 ぶ レース用 ラクダの生 産 と交易 ネ ッ トワー ク」

*第63回(2005年10月21日)

上杉富 之(成 城大 学文芸 学 部及 び大 学 院文学研 究科 ・教授)

「人類 学 か ら見 た トラ ンス ナ シ ョナ リズ ム研 究 研 究 の成 立 と展 開お よ び今 後 の可 能

性」(※)

*第64回(2005年ll月11日)

土佐 弘之(神 戸大 学大学 院 国際協力 研究科 ・教 授)

「倫理 の跛行 的 グローバ リゼー シ ョン アフ リカの人道 的危機 と国際社 会」

(日本 ア フ リカ学 会関西 支部例 会 を兼ね る)

*第65回(2005年11月18日)

小 田博 志(北 海 道大学大 学 院文学研 究科 ・助教 授)

「他者 を迎 え入 れる社会一 異人歓待 、 ア ジール、 入国管理 」
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*第66回(2005年11月25日)

関 嘉 寛(大 阪 大 学 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンデ ザ イ ンセ ン タ ー(CSCD)・ 助 手)

公 開 講 座 ・連 続 セ ミナ ー 「グ ロ ーバ ル 化 と シ テ ィ ズ ン シ ップ 」第3回

「リ ス クの グ ロ ー バ ル 化 と減 災 被 災 者 の 人 権 を考 え る 」

*第67回(2005年12月2日)

樋 口 明 彦(大 阪 大 学 大 学 院 人 間 科 学 研 究 科 ・博 士 後 期 課 程)

公 開 講 座 ・連 続 セ ミ ナ ー 「グ ロ ーバ ル 化 と シ テ ィ ズ ン シ ップ 」第4回

「社 会 的 包 摂 と正 義 グ ロ ー バ ル化 時 代 の2つ の 世 界 、2つ の 規 範 」

*第68回(2005年12月9日)

トマ ス ・ロ イ タ ーThomasReuter(メ ル ボ ル ン大 学 人類 学 ・地 理 学 ・環 境 研 究 学 部/「 エ

リザ ベ ス ニ 世 」上 級 研 究 員/オ ー ス トラ リ ア 人 類 学 会 前 会 長)

「2002年 テ ロ攻 撃 以 後 の イ ン ドネ シア ・バ リ に お け る 新 た な 文 化 復 興 運 動 」(英 語 講 演)

GlobalisationandRegionalism:TheRiseofaNewCulturalRevivalMovementinBali,Indonesia,

afterthe2002TerrorAttack.

*第69回(2006年1月27日)

出 口 顯(島 根 大 学 法 文 学 部 社 会 文 化 学 科 ・教 授)

「ス ウ ェー デ ン の 国 際 養 子 と ア イ デ ンテ イテ イ 」

*第70回(2006年2月10日)

イ ヤ ル ・ベ ン ア リEyalBen-Ari(エ ル サ レ ム ・ヘ ブ ラ イ大 学 社 会 学 ・文 化 人 類 学 科 ・教 授)

「『人 権 』 と 『精 密 戦 争 』 ア ル ーア クサ ・イ ン テ ィ フ ァー ダ に お け る 犠 牲 者 、 イ ス ラ

エ ル 軍 、 グ ロ ー バ ル な 言 説 」(英語 講 演)

"H
umanRights"and"PrecisionWarfare":Casualties,theIsraeliMilitaryandGlobalDiscourses

intheAl-AgsaIntifada.

*第71回(2006年2月24日)

内 海 博 文(大 阪 大 学 大 学 院 人 問 科 学 研 究 科 ・特 任 助 手)

公 開 講 座 ・連 続 セ ミ ナ ー 「グ ロ ー バ ル 化 と シ テ ィズ ン シ ッ プ 」第5回

「人 間 の 安 全 保 障 と秩 序 問 題 の 現 在 一 一9.11以 後 の 、2つ の トラ ン ス ナ シ ョナ ル な 政 治

的 秩 序 を て が か りに」

*第72回(2006年3月10日)

報 告1:シ ャ リ ニ ・ラ ンデ リ アShaliniRanderia(チ ュ ー リ ヒ 大 学 ・教 授)
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「新 しい グ ロー バ ル な 構 成 の 説 明 無 責 任 性 狡 猾 な 国 家 、 国 際 機 構 、 市 民 社 会 」(英 語

講 演)

TheNewGlobalArchitectureofUnaccountability:CunningStates,InternationalOrganisations

andCivilSociety.

報 告2:マ マ ド ゥ ・デ イ ア ワ ラMamadouDiawara(フ ラ ン ク フ ル ト大 学 ・教 授)

「グ ロ ー バ ル な 歌 い 手 ア フ リ カ の ロ ー カ ル 音 楽 と トラ ンス ナ シ ョナ ル な 演 奏 家 の 出

現 」(英 語 講 演)

GlobalSingers:LocalMusicinAfricaandtheRiseofTransnationalPlayers.

*第73回(2006年4月21日)

厚 東 洋 輔(大 阪 大 学 大 学 院 人 間 科 学 研 究 科 ・教 授)

「グ ロ ー バ リゼ ー シ ョ ン と社 会 概 念 の 変 容 」

*第74回(2006年5月26日)

ジ ョ ン ・リ ーJohnLie(カ リフ ォ ル ニ ア 大 学 バ ー ク レ イ 校 社 会 学 部 ・教 授/国 際 ・地 域

研 究 所 長)

「デ ィ ア ス ポ ラ の ナ シ ョナ リ ズ ム 」(英 語 講 演)

DiasporicNationalism

*第75回(2006年5月26日)

フ ァ ト ゥ ・ソ ウFatouSow(フ ラ ンス 国 立 学 術 研 究 セ ン ター(CNRS)研 究 員 ・シ ェ イ ク

・ア ン タ ・デ ィ オ ッ プ 大 学 準 研 究 員)

「グ ロ ー バ リゼ ー シ ョ ン の 文 脈 で ア フ リ カ 開 発 を 再 考 す る も し ジ ェ ン ダ ー が 問題 に

な る な ら ば 」(英語 講 演)

Re-thinkingAfricanDevelopmentintheContextofGlobalization:AndifGenderMattered.

(日 本 ア フ リ カ 学 会 第43回 学 術 大 会 プ レ イ ヴ ェ ン トを 兼 ね る)

*第76回(2006年6月16日)

三 島 憲 一(東 京 経 済 大 学 経 済 学 部 ・教 授)

「ドイ ツ の 外 国 人 労 働 者 を め ぐ る 議 論 現 代 の 社 会 統 合 に お け る 文 化 論 的 錯 覚 に つ い

て 」

*第77回(2006年6月26日)

ア ンナ ・ツ イ ンAnnaLowenhauptTsing(カ リ フ ォ ル ニ ア大 学 サ ン タ ク ル ー ズ校 ・教 授)

「先 住 民 の 声 」(英 語 講 演)
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IndigenousVoice.

*第78回(2006年7月7日)

小泉 潤二(大 阪大 学大 学院 人間科 学研 究 科 ・教 授)

「『トランスナ シ ョナ リテ ィ』とい う問題 群一 グアテマ ラ北西 部の30年 か ら」

*第79回(2006年10月20日)

ヴ ォル フガ ング ・シュ ヴェ ン トカーWolfgangSchwentker(大 阪大学 大学 院人 間科学 研究

科 ・助 教授)

「二十 世紀 にお ける メガ シテ ィの誕 生」

*第80回(2006年11月2日)

石 田慎 一郎(日 本 学術振 興会特 別研 究員)

「ADRの 技 術 移転 と多 元 的法体 制 の再編 ケニ アの事 例 を 中心 に」(「臨床 と対話 」班

と共催)

*第81回(2006年11月17日)

木前 利秋(大 阪大 学大 学院 人間科学研 究科 ・教授)

「グローバ ル化の 下で の人権 とシテ イズ ンシ ップ」

*第82回(2006年12月22日)

真 島一郎(東 京外 国語 大学 アジ ア ・ア フ リカ言 語文化研 究所 ・助教 授)

「中 間集 団 と トランス ナシ ョナ リテ ィー 《社会 ・体 ・倫 理 》の忘却 に まつ わ る人 類学

史 か ら」

*第83回(2007年2月9日)

赤尾 光春(北 海道 大学 ス ラブ研 究 セ ンター ・研 究員)

「講演 タイ トル未 定」

*第84回(2007年2月14日)

フラ ンク ・ハ イデマ ンFrankHeinemann(ミ ュ ンヘ ン大学 文化科 学研 究科 ・教 授)

「講演 タイ トル未 定」

*第85回(2007年2月23日)

宮武 公夫(北 海道 大学大 学 院文学研 究科 ・教授)

「講演 タイ トル未 定」
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資料2.ワ ー ク シ ョ ップ とシ ンポ ジ ウム の 開催 記 録

発表 者 ・コメ ンテ イ ターの所 属 ・職名 はすべ て講演 当時 。

△印 を付 した報告 は、 本書 を含 めた トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究報告 書 に収 録。 これ まで

に刊 行 された報 告書 につい て は資料3を 参照 の こ と。

● トランスナ シ ョナ リテ ィ研 究 ワー ク ショ ップ

「トラ ンスナ シ ョナ リテ イ研 究 の地 平」(準備 ワー ク シ ョップ)

2003年7月15日 ～16日

会場:千 里 阪急 ホテ ル

*池 田光穂(熊 本 大学 文学部 ・教授)

「コス モポ リ タン再 考 医療 と統治術 のは ざまで」

*石 川 登(京 都 大学 東南 ア ジア研 究 セ ンター ・助 教授)

「東 南 ア ジア島嶼 部 の フロ ンテ ィア空 間 一 ボ ルネ オ島西 部 イ ン ドネ シア/マ レーシ ア

国境地 帯か らの視 点」

*大 塚和 夫(東 京都 立大 学人 文学部 ・教授)

「イス ラーム と トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ ス ワヒ リ地域 ラム島の事 例 を中心 に」

*春 日直樹(大 阪大学大 学 院人 間科 学研 究科 ・教授)

「『僕 た ちは海、僕 たち は大 洋』」

*栗 本英世(大 阪 大学大 学院 人間科 学研 究科 ・教授)

「難 民 ・国内避 難民 の民族誌 と トランスナ シ ョナ リティ研 究」

*小 泉潤 二(大 阪 大学大 学 院人間科 学研 究科 ・教授)

「トランス 『ナ シ ョナル』であ る こと一 国境 を越 え る人類学 者 とODA」

*中 川 敏(大 阪大学大 学 院人 間科 学研 究科 ・教授)

「境界 を越 えるお金 送金 か ら贈与へ 」

*山 下晋 司(東 京 大学 大学 院総合 文化研 究所 ・教授)

「国境 を越 える女性 た ち一 バ リ ・カ リフ ォルニ ァ ・日本」
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● トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研究 シ ンポ ジウ.ム「トランスナ シ ョナ リテ ィ研 究 の地平」

2003年11月29～30日

大 阪大 学大学 院人 間科学研 究科

「院生 に よるプ レシ ンポ」

〈発 表者 〉

竹村嘉 晃(大 阪大学 大学 院人 間科学研 究科博 士後 期課 程)(△)

中井潤 子(総 合研 究大学 院大学 文化科 学研 究科博 士課 程)(△)

中川 理(日 本学術 振興 会特別研 究 員 ・大 阪大学)(△)

松 川恭 子(日 本学術 振興 会特別研 究 員 ・京都 大学)(△)

山 田仁 史(京 都 造形 芸術大 学 ・非常勤 講 師)(△)

〈コメ ンテー ター〉

村 田晶 子(総 合 研究 大学 院大学 文化科 学研 究科博 士課程)

真 鍋 昌賢(大 阪大学 文学研 究科 ・助手)

11月29日(土)

【セ ッシ ョン1】座 長:小 泉潤 二

報 告1:石 川 登

「東南 ア ジア 島嶼部 の フ ロ ンテ ィア空 間 ボル ネオ 島西 部 イ ン ドネシア/マ レー シア

国境地帯 か らの視点 」(△)

報 告2:中 川敏

「境 界 を越 えるお金一 送 金か ら贈与へ 」(△)

【セ ッシ ョン2】座 長:栗 本英 世

報 告3:春 日直樹

「『僕た ちは海 、僕 たち は大 洋』」(△)

報 告4:山 下晋 司

「国境 を越 える女性 たち バ リ ・カ リフォルニ ア ・日本 」(△)

報告5:大 塚和 夫

「イス ラーム と トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ ス ワヒ リ地域 ラム島の事 例 を中心 に」(△)

中間討論(座 長:栗 本 英世)

糶 トラン・ナシ・ナ物 韈
035



036

11月30日(日)

【セ ッシ ョン3】座 長:春 日直樹

報 告6:栗 本 英世

「難民 キ ャ ンプ とい う空 間 ケニ ア ・カ クマ に おけ る トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィの 管理

と囲 い込み」(△)

報 告7:池 田光穂

「移民 ・難民 ・人類 学者一 グローバ リゼー シ ョン とグ アテマ ラ」(△)

報 告8:小 泉潤 二

「トラ ンス 『ナ シ ョナ ル』で ある こ と 国境 を越 える人類 学者 とODA」(△)

総 括討 論(座 長:小 泉潤 二)

●大 阪大 学21世 紀COEプ ログ ラム 「イ ンター フェイス の人文学 」ワー クシ ョップ

「地 域か ら、地域 を超 え て 研 究 の視座 を求め て」(ト ラ ンスナ シ ョナ リティ研 究)

2004年12月20～21日

大 阪大学 中之 島セ ンター

1)発表者(所 属 ・職)

小泉潤二 大阪大学大学院人間科学研究科 ・教授

春日直樹 大阪大学大学院人間科学研究科 ・教授

中川 敏 大阪大学大学院人間科学研究科 ・教授

栗本英世 大阪大学大学院人聞科学研究科 ・教授

杉原 薫 大阪大学大学院経済学研究科 ・教授

足立 明 京都大学大学院アジア ・アフリカ地域研究研究科 ・教授

臼杵 陽 国立民族学博物館 ・地域研究企画交流センター ・教授

黒木英充 東京外国語大学アジア ・アフリカ言語文化研究所 ・助教授

● 国際 シンポ ジウム 「現代 世界 にお け る人類学 的知識 の社 会的活 用」

主催:国 立民 族学博:物館

共 催:渋 沢民族 学振 興基 金、大 阪大学21世 紀COEプ ログ ラム 「イ ンター フェイス の人文 学」

後援:日 本 文化人 類学会

嬉 雛 謗a皰}ｧilkt3ﾟ�稱ESRasemrsh鼠 雛i癖 宝i萄szoc轟 一2(毎(懣



2004年10月28日 ～30日

(トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究 プ ロ ジェ ク トは分科 会5「 開発 と文化Jを 担 当)

(1)国 際 シ ンポ ジゥ ム

会 期:10月28、29日 、 会場:国 立 民族学博:物館 第4セ ミナー室

10月28日(木)

・オ ープニ ング ァ ドレス:山 下 晋司(東 京大 学大 学院 ・教授)

・基調講 演:WilliamBeeman(ブ ラウ ン大学 ・教授)

"LearningtoLi
veinOneWorld:MargaretMead'sUnfinishedWorkanditsWisdomforthe

InternationalCommunity"

・分科会1「 子 ども とメ デ ィァ」

座 長:箕 浦康 子(お 茶 の水 女子 大学 ・客員 教授)

パ ネ リス ト:趙 韓 恵 淨(延 世大 学校 ・教 授)、 白石 さや(東 京 大学 大学 院 ・教 授)、 松 田

美佐(中 央 大学 ・助教授)

・分科会2「 民 族誌 映画 の活用」

座 長:大 森康 宏(国 立民族 学博 物館 ・教授)

パ ネ リス ト:WiltonS.Dillon(ス ミソニ ア ン協 会 ・名誉 教授)、 永渕 康 之(名 古屋 工業 大

学大 学院 ・助教授)、 宮 坂敬 造(慶 應 義塾 大学 ・教授)

10月29日(金)

・分科会3「 男 性 と女性 」

座 長:山 本真 鳥(法 政大学 ・教授)

パ ネ リス ト:GlendaS.Roberts(早 稲 田大学 大 学 院 ・教 授)、 窪 田幸子(広 島 大学 ・助教

授)、 菅原和 孝(京 都大 学大 学院 ・教 授)

・分 科会4「 文化 と政 策」

座 長:桑 山敬 己(北 海道大 学大 学院 ・教授)

パ ネ リス ト:韓 敬九(韓 国 国民大 学校 ・教 授)、 菊 地 暁(京 都大 学 ・助手)、 住原 則

也(天 理大 学 ・教 授)

・分 科会5「 開発 と文化 」

座 長:小 泉潤 二(大 阪大学 大学 院 ・教 授)

パ ネ リス ト:KayWarren(ブ ラ ウン大 学 ・教 授)、 池 田光穂(熊 本 大学 ・教 授)、 鈴 木 紀
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038

(千葉 大学 ・助教 授)

・「総括 セ ッシ ョン」

座 長:田 村 克 己(国 立民族 学博物 館 ・教授)

総括:波 平恵 美子(お 茶 の水女子 大学 ・教授)

(2)公 開 シ ン ポ ジ ウ ム 「現 代 世 界 の 文 化 人 類 学:社 会 との 連 携 を求 め て 」

10月30日(土)

・基 調 講 演:CatherineBateson(文 化 関 係 研 究 所 ・所 長)

"A
nAnthropologyfortheFuture'

・パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

パ ネ リ ス ト:山 下 晋 司 、 箕 浦 康 子 、 大 森 康 宏 、 山 本 真 鳥 、 桑 山敬 己 、 小 泉 潤 二 、 波 平 恵

美 子

(3)関 連 事 業 マ ー ガ レ ッ ト ・ミー ドに 関 す る 上 映 会 ジ ャ ン ・ル ー シ ュ が 描 く ミー ド像

"M
argaretMead:APortraitbyaFriend"

●COEワ ー ク シ ョ ッ プ 「人 類 学 の 複 数 化 と トラ ン ス ナ シ ョ ナ ル な 関係 」

WorldAnthropologiesandTransnationalRelations

共 催:日 本 文 化 人 類 学 会

2005年2月13日 、 大 阪 大 学 中 之 島 セ ン タ ー

第1部

・基 調 講 演 グ ス タボ ・リ ン ス ・ヒ ベ イ ロGustavoLinsRibeiro(ブ ラ ジ ル 人 類 学 会 会 長/ブ

ラ ジ リ ア 大 学 人 類 学 部 ・ア メ リ カ比 較 研 究 所 ・準 教 授)

「世 界 の 人 類 学:現 代 人 類 学 に お け る 国 際 政 治(コ ス モ ポ リ テ ィ ク ス)、 権 力 、 理 論 」

WorldAnthropologies:Cosmopolitics,PowerandTheoryinContemporaryAnthropology

第II部

・討論 「人類学の複数化と人類学会世界協議会(WCAA)の 設立」

司会:小 泉潤二(大 阪大学 ・日本文化人類学会国際連携委員会委員長)
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基 調講 演者:グ ス タボ ・リンス ・ヒベ イ ロ(ブ ラジ リア大学)

パ ネル:石 川登(京 都 大学)、 ジェ リー ・イーズ(立 命 館 ア ジア太平 洋大 学)、 栗 本英 世

(大阪大 学)、 竹 沢 尚一 郎(国 立民 族学博 物館)、 横 山廣 子(国 立 民族 学博 物館)(以 上、

日本 文化 人類学 会 国際 連携 委員会 委 員)、 春 日直樹(大 阪大 学)、 桑 山敬 己(北 海道 大

学)、 中川敏(大 阪大 学)

● 国 際 シ ンポ ジ ウ ム<宗 教 ・世 俗 主 義 ・公 共 圏>

Religions,Secularism,andPublicSphere

主 催:国 立 民 族 学 博 物 館

共 催:大 阪 大 学21世 紀COEプ ロ グ ラ ム 「イ ン タ ー フ ェ イ ス の 人 文 学 」 トラ ンス ナ シ ョナ リ

テ ィ研 究 プ ロ ジ ェ ク ト

2005年3月24日 、 国 立 民 族 学 博 物 館

・討 論発題 者

TalalAsad(ニ ュー ヨー ク市 立大 学 ・教 授)

大 澤真幸(京 都 大学 ・教授)

臼杵 陽(国 立 民族学 博物館 地域研 究企 画交 流セ ンター ・教 授)

● ポス ト ・ユー トピア研 究会 シンポ ジゥム

「ポ ス ト ・ユ ー トピ ア:フ ィー ル ドか らの アプ ローチ」

共催=大 阪大 学21世 紀COEプ ログ ラム 「イ ンター フェイス の人 文学」 トラ ンス ナ シ ョナ リ

テ ィ研 究 プロ ジェク ト

2005年10月29日 一30日 、大 阪大 学大 学 院人 間科 学研究 科

10月29日

「様 々 な 「ポス ト』、様 々 な 『ユー トピア』」(田沼幸子)(△)

「地 に呪 われ た者 は立 ち上 が ったのか」(石塚 道子)(△)

「遠 き眺 め 一 マ レー シア ・ナ シ ョナ リズ ムの語 り方」(上田達)(△)

「革 命 的な プラ ンの跡 で、希望 な き民主 主義へ?ベ トナム におけ る村落 民主 のゆ く

え」(加藤 敦典)(△)
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「新 しい社 会的 リア リテ ィ をつ くる フラ ンス にお け る相 互扶 助 ア ソ シア シオ ンの事

例 」(中川理)(△)

「いまそ こにあ るユー トピア あ る労働 者地 下組織 と『民 主化』前後 の韓 国」(太田心平)

映画 『イ ンタビュー』(Intervista)(25分)上 映

「映画 『イ ンタビュー』につ いて」(大杉 高司)(△)

〈 コメ ン ト〉 冨 山一郎(△)

10月30日

「塗 り込め られ た記憶 ニ カラグ ア壁 画運動 の周辺 か ら」(佐々木祐)(△)

「YUMA一 ハバ ナで望 む、 ここでは ない どこか、私 で はない誰 か」(田沼幸子)(△)

「贈与 と商 品、反復 と差 異」(春日直樹)(△)

「"vivreauparadis"移 動 、 イス ラーム 『回帰』、 フラ ンス市 民社会 」(植村 清加)(△)

「同床 異夢 共 産党根 拠地 延安(1937年)の 賀子 珍、 ア グネス ・ス メ ドレー、呉広 恵 」

(佐々木一 惠)(△)

「教育 に託 した 開発/発 展へ の夢一 内戦、離 散 とパ リ人」(栗本 英世)(△)

〈 コメ ン ト〉 松 田素 二(△)

資料3.ト ランスナショナリティ研究プロジェクト成果報告書収録論文

● 『場 を越 える流 れ』(トランスナ シ ョナ リテ ィ研 究1、2003年)

責任 編 集:小 泉潤 二、栗 本英 世

は じめ に 「トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研究 」の企 画 と運 営、 「トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ

研 究 プロ ジェク ト」の誕生 小 泉潤二 ・栗 本英世

第1部 研究 領域 の脱構 築 と創 造

伊 豫 谷登士 翁 「グ ローバ リゼー シ ョン ・ス タデ ィーズの 課題」

田 中雅一 「もうひ とつ の在 日 米軍基 地の 人類学 的研 究 をめ ぐって」

エ イ ミー ・ボ ロヴ ォイ 「日本研 究 と日本 人の 自我 の人類学 日米 の対 話 」

田沼 幸子 「クバ ー ナは解放 された か 革命 キ ューバ の ジェ ンダー/人 類学研 究 に関す
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る一考 察」

第2部 基礎 概念 の再検 討一 人種 、エ スニ ック集 団、エ スニ シテ ィ

竹沢 泰子 「今ふ たた び、人種 とは何 か 現代 の 人種主 義 を見 つめ るた めに」

デ レジェ ・フェイサ 「論争 を越 えて エ スニ シテ ィ研 究の経 験論 的再考 」

第3部 移動 、 アイデ ンテ ィテ ィ、 トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ

吉 原和男 「同姓 団体 による文化 復興 運動 タイ華人社 会 の事例 か ら トラ ンスナ シ ョナ

リテ ィを考 える」

陳 天璽 「越 境す る華 入た ちを見つ め る 目」

斎藤 千恵 「トランス ナ シ ョナル ・コ ミュニ ティに おけ るエス ニ シテ ィの 形成一 二 つの

ナ シ ョナル ・イデ オロギ ー と移民 の ス トラテ ジー」

黄蘊 「マ レー シア ・ペ ナ ンの宗教組 織 と華文教 育 に関す る人類学 的研究 の課題 と展 望」

太 田心平 「蜜柑 の シニ フィエー 北 済州 住民 の語 りに見 る在 日同胞 につい ての試論 」

木村 自 「移 民 コ ミュニ テ ィにおけ る宗教 実践 上の差 異 と調整 台湾 ムス リム社会 にお

ける泰緬 ムス リム/外 省 人 ムス リム間 の差 異 を事例 として」

第4部 地域 か らの視点 と トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究

石 川登 「東 南 アジア 島 嶼 部 の フ ロ ンテ ィア空 間一 ボ ルネ オ 島西 部 イ ン ドネ シア/マ

レー シア国境 地帯 か らの視 点」

赤嶺 淳 「海域 ア ジア史構 築 の可能性一 わ た しの地 域研 究法」

森 田良成 厂東 イ ン ドネ シァ、クパ ンにおけ る くず屋 の生 活の実践 」

あとがき 小泉潤二

● 『境 界の生 産性』(ト ラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研究2、2004年)

責任編 集:小 泉潤 二、栗 本英 世

は じめ に 本報 告書 につ いて 小 泉潤 二 ・栗 本英 世
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第1部

石 川登 「フ ロ ンテ ィア と権 力 東南 ア ジア島嶼 部ボ ルネ オ島の事 例」

中川敏 「焼 き畑 か らマ レー シアヘ エ ンデ、≡:代の ものが た り」

春 日直樹 「私 たち は海 、私 たち は大洋」

山下 晋司 「国境 を越 える女性 た ち バ リ ・カ リフ ォルニ ア ・日本 」

大塚 和 夫 「イス ラー ム と トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ ス ワ ヒリ地 域 ラム島 の事例 を中心

に」

栗 本 英 世 「難 民 キ ャ ンプ とい う空 間 ケニ ア ・カ クマ にお け る トラ ンス ナ シ ョナ リ

テ イの管理 と囲 い込み

池 田光穂 「移民 ・難民 ・人類 学者 グ ローバ リゼー シ ョン とグアテマ ラ」

小泉潤 二 「トラ ンス 「ナ シ ョナ ル』で あ るこ と.国 境 を越 える人類 学者 とODA」

第2部

中川 理 「あ い まい な交換 フ ラ ンスの あ るS肌(地 域 交換 シス テム)に お ける交換 と

エスニ ックバ ウ ンダ リー」

中井 潤子 「ビル マの南 アジア系 移民 の土 着 ヒ ン ドゥー イズ ムの生 成 ビルマ の 『セ カ

ン ド ●イ ンデ ィア』・ズ ィヤ ワデ ィ市 の事例 か ら」

山 田仁 史 「民族 間の交 易品 としての塩 近代 台湾 の諸 民族誌 か ら」

松 川恭 子 「大衆劇 テ ィア トルにみ る 『ゴア文化 』の諸 相」

竹村嘉 晃 「『イ ン ド古典 舞踊』の受 容 と消 費 南 イ ン ド ・ケ ー ララ州の カ ラマ ンダラム

で学 ぶ外 国人 た ち」

あ とが き 小 泉潤 二 ・栗本英 世

● 「グローバ ル化 と市 民社 会』(ト ラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研究3、2004年)

責任 編集:木 前 利秋

はじめに 本報告書について 木前利秋

木前利秋 「グローバル化の中の市民社会 今日の理論的課題」
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亀 山俊朗 「シテ ィズ ンシ ップ の行 方 グローバ ル化 の中で」

時安邦 治 厂市民 社会 とシヴ ィリテ ィをめ ぐって」

樋 口 明彦 「グローバ リゼ ー シ ョンと社 会的排 除 メ ンバー シ ップの再編 をめ ぐっ て」

木村 裕之 「フ ンボ ル トの大 学理念 か らの決別 大 学 と市民社 会」

関 嘉寛 「グローバ ル化 した世界 にお け るNGOの 問題 圏」

白石 真生(書 評 論文)「グローバ ル化 の時代 にお け る消 費者 と市民N.ガ ル シア=カ ン

クリー二の所 説 を中心 に」

あとがき 木前利秋

● 『〈日本〉を越 えて』(ト ラ ンス ナシ ョナ リティ研 究4、2006年)

責任編 集:小 泉潤 二、栗 本英 世

は じめ に 本 報告書 につ いて 小泉潤 二 ・栗本英 世

第1部 多文 化社 会の現 状 と可 能性

駒井 洋 「日本型 多文化 主義 の可 能性」

ベ フ ・ハ ル ミ 厂外 国人 労働者 が変 え る 日本文化 」

デ イ ヴィ ッ ド ・ブレイ ク ・ウイ リス(加 藤敦 典訳)「ク レオールの 時代 ク レオール化

(Creolization)と ク レオール性(Cr駮lit�)に つい ての覚 え書 き」

川上郁 雄 「越境す る家族 在豪 ベ トナム系住 民 と在 日ベ トナ ム系 住 民の比較 研 究」

岩渕 功一 「メデ ィァ文化 の 国境の越 え方 」

第2部 学校 教育 と トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ

志水 宏吉 「学校文 化 とエス ニ シテ ィ ニ ューカマ ー外 国人へ の教 育支援 をめ ぐって」

箕浦 康子 「親 の海外駐 在 と子供 在 外 日本 人児童 と在 日イ ンターナ シ ョナ ルス クー ル

の調査 か ら」

第3部 「外 」か らみ た 日本 の社会 問題

トム ・ギ ル 「日本 の ホー ム レス の事情 とそれ に関す る行政 対策 地域別 ・国際的 な比
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較硯 究 」

ロジ ャー ・グ ッ ドマ ン 「日本 にお ける児 童虐 待 問題 児童 虐待 の 『発見 』と防 止策 の

展 開」

● 『ポス ト ・ユ ー トピアの民 族誌』(ト ラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究5、2006年)

編 集:田 沼幸 子

はじめに 田沼幸子

A)分 科会 「ポ ス ト ・ユー トピアの民族 誌」

田沼 幸子 「ポ ス ト ・ユ ー トピアにつ いて」

田沼 幸子 「小 さな、大 きな物 語 キューバ の調査 報告 の ための試論 」

磯 田和 秀 「ユー トピアの忘 れ得 な さ あ る老人 の独立 イ ン ドをめ ぐる記 憶/想 起か ら」

藤 原潤 子 「ポ ス ト社会 主義 ロ シアにお け る呪術 の復 興」

小 田 亮 「コメ ン ト」

B)シ ンポ ジウム 「フ ィール ドか らのア プローチ 」

田沼 幸子 「は じめ に 複 数の 『ポス ト』、複 数 の 「ユ ー トピア』」

石塚 道子 「地 に呪 われた もの は立ち上 が ったのか マル テ ィニ クの煩 悶」

上 田 達 「遠 き眺め マ レー シア ・ナ シ ョナ リズ ムの語 り方」

加 藤敦典 「革 命的 な プラ ンの跡 で、希望 な き民 主主義 へ?ベ トナム にお ける村 落民

主の ゆ くえ」

中川 理 「新 しい社 会 的 リア リテ ィをつ くる フラ ンス にお け る相 互扶 助 ア ソシア シ

オ ンの事 例 」

太 田心平 「い まそ こにあ るユー トピアー あ る労 働者;地下組 織 と 『民主化 』前後 の韓 国」

大杉 高 司 「映 画 『Intervista』と人類学 」

冨 山一郎 「コメ ン ト」

佐 々木祐 「塗 り込め られ た記憶 ニカ ラグア壁 画運動 の周辺 か ら」

田沼幸 子 「YUMAハ バ ナで望 む、 ここで はない どこか 、私 では ない誰か 」

春 日直樹 「贈与 と商 品、反復 と差 異」
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植村 清加 「"vivreauparadis"一 移動 、 イス ラー ム 『回帰 』、 フ ランス市民社 会

佐 々木 一 惠 「同床 異 夢 共 産党 根 拠 地 延 安(1937年)の 賀 子珍 、 アグ ネス ・ス メ ド

レー、呉 広恵 」

栗本 英世 「教 育 に託 した 開発/発 展 へ の夢 一 内戦 、離散 とパ リ人」

松 田素二 「コメ ン ト」

松前 もゆる 「母 た ちの 出稼 ぎ一 社 会主 義 と 『ヨーロ ッパ』と男 と女」

奥 田若菜 「『希望 の首都』で あ りつ づ けるた めに」

西垣 有 「ウラ ンバ ー トル、 カラコル ム、チ ンギ ス ・ハ ー ン ポス ト社 会 主義 ・モ ン

ゴル にお ける都 市 の構 想力 」
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第1部

トランスナショナリティ研 究の展 開



複 数 の グ ロ ーバ ル 化◆

代替的な(ネ イティブに代わる)〈・訳注1>トランスナショナルな過程と行為者たち

グス タ ボ ・リ ンス ・ヒベ イ ロ

(久保 明 教訳)

1989年 か ら1991年 に か けて 「現実 に存 在 す る社 会 主義 」が終 焉 を迎 え たあ と、 この世

界 に は、 資 本主 義 の完 全 な る勝 利 、つ ま り 「現 実 に存 在 す る グロー バ ル化 」が到 来 した。

それ は イデオ ロギーの危 機 の時代 であ り、 よ り重要 な こ とに、ユ ー トピアの危 機 の時代 で

あ った。異 な った未来へ の 強力 なヴ ィジ ョンはな くな り、 テ クノ ロジーの理 想郷 あ るいは

電子 的 ない しコ ンピュー タ的な資本 主義 が 自律 的 な強制力 を もつ ように なった。 フ レキ シ

ブル でポス ト・フ ォー デ ィズ ム的 な資本主 義 と、 新 たな段 階 に入 って きた時空 間の圧 縮が 、

イ ン ター ネ ッ トに よって強化 され なが ら、あ らゆ る場所 へ広 が ってい け るよ うになっ た。

第 二次大 戦後 、 「開発 ・発展(development)」 とともに起 こった こ と(参 照[Ribeiro1992;

Escobar1995;Rist1997])と 同様 に、1990年 代 以降 「グ ローバ ル化」は資本 主義 的 な変容 と

統合 過 程 の指標 とな った。 さ らに、「グ ローバ ル化 」は、 トラ ンスナ シ ョナ ル、 イ ンター

ナ シ ョナ ル、あ るい はナ シ ョナ ルなエ リー トたちが 唱 える、 ひ とつ のイデ オ ロギー、ユ ー

トピア、お よび真 実 を表す経 文 ・教 義 とな った。私 が言 いたい の は、 冷戦 時代 を象徴す る

のが 「開発 」であ るな らば、 「グ ローバ ル化 」はポ ス ト冷 戦期(1989-91年 ～現在)を 象徴 し

てい る とい うこ とであ る。 しか し違 いが ない わけで はな い。お もな違 い は、 冷戦 の問 には

敵対 す る二 つの勢 力、 資本主 義 と社 会主 義 に よって世 界が 分割 され、鏡 の ように互いが 互

い の代 替 とな るシス テムがつ くられて いた。 二極化 され た世界 で、社 会主義 は資 本主義 に

対す る完全 な代 わ りとして見 られ てい た し、逆 もまたそ うで あった。 興味深 い こ とに両 陣

営 と も、生 産力 の発 展 こそ進 歩 と より良 い生活 を得 るた めの手段 で ある と信 じて いた。

覇権 的 なイデ オ ロギ ーあ るい はユ ー トピア的理念 であ る 「開発 」と 「グ ローバ ル化 」は と

もに、覇権対 抗 的 な言 説や実 践 に しば しば直面 す る。代 替 的開発 をめ ぐる議 論 は、む しろ

◆ 本稿は もともと2005年2月8日 に大 阪大学で行った トランスナシ ョナリティ研究セ ミナーのために準備 したも

のである。
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多 様 な権力 の場 で あ った。 過去30年 間、開発 につ いて の議 論が位 置 づ け られ る権 力 の場

にお いて は、 環境 主 義が もっ と も明示 的で 効 果的 な代 替 で あ った。環 境 主義 者 の なか に

は、「ゼ ロ成 長 」とい った旗 印 を掲 げ てあ らゆる 開発 を強 固 に否 定 す る ラデ ィカル な立場

にたつ もの もいる。 同時 に、 改良 主義 的 な立場 に たち、 開発機 関(世 界 銀行 な ど)と の交

渉 の必 要 性 を認 め る もの もい る。 この ような 交渉 の プ ロセ ス の結果 、1980年 代 後半 には

「持 続可 能 な発展 」が定 義 され、副 次 的 に利 用可 能 な戦略 として公式 化 された。 「持続 可 能

な発 展」とい うコ ンセ プ トや改 良主義 者 の力が ピーク を迎 え たの は、1992年 に リオデ ジャ

ネイ ロで開催 され た 「環境 と開発 につ いて の国連会 議」[Ribeiro1992;Little1995]で あっ た。

驚 くべ きことで はな いが、 この 「リオ92国 連会議 」のあ と、持続 可能 な発展 とい うコ ンセ

プ トは次 第 に代 替 として の特徴 を失 って い き、企 業や 政府 の利害 に よって規 定 された標準

的 で制 度 的 な言説 とな ってい っ た。「持 続 可能 な発 展 」とい う コ ンセ プ トが ピー クを迎 え

た 時期 は、冷戦 の終 結 と一 致 してい る。そ れ は、 実際 に存在 して いた社 会主義 が後 景 に退

い た時代 で あ り、19世 紀 のユ ー トピア的 な メ タ物語 が その 限界 に達 した時 代 で もあった。

資 本主 義一 人勝 ち時代 の幕 開 け と ともに、 「開発 ・発 展」は ます ます 、 良い生 活 と人類 の

運命 の ため の新 た な強力 な処 方 と しての 「グ ローバ ル化」と同 じ空 間 を共有 しなけ れば な

らな くなって来 てい る。

非覇権的なグローバル化

覇 権 的 な グ ローバ ル化 は、 ネオ リベ ラルな 資本 主 義 的 目標 を追 求 す るマ ルチ/ト ラ ン

ス ナシ ョナ ル なエ ー ジェ ン トの活動 に よっ て特徴 づ け られ て きた。 国 家 の縮 小、構 造 調

整 、民 営化 と起業 と資本 へ のサ ポー ト、 国 内経 済 の海外市 場へ の方 向づ け、 グローバ ル な

自由貿 易、労 働法 の弱体 化、福 祉 国家 の縮小 あ るいは段 階的廃止 な どで ある。金 融 資本 と

トラ ンス ナ シ ョナル な企業 は、 しば しば グローバ ル化 の主要 なエ ージ ェ ン トと考 え られ て

きた。実 際 、 グロ ーバ ル化 を め ぐる議 論 は、 強力 なエ ー ジェ ン トない しエ ー ジェ ンシ ー

に よって トップ ダウ ン式 に主 導 され る プロ セス に焦 点 を合 わせ る傾 向が あ り、他 の プ ロ

セス は無視 され がち であ る。 しか し、 ネオ リベ ラルな グローバ ル化 に対す る政治 的 な抵 抗

運動 に と くに焦 点 をあ て た、 「下 か らの グ ローバ ル化 」につ いて の文献 も増 えて い る。 そ

の お もな対 象 は、 グロー バル な市 民社 会 や トラ ンス ナ シ ョナ ル な社会 運 動 や活 動家 で あ

る[Agustin2003;EdwardsandGaventa2001;Keane2003;KeckandSikkink1998;Rosenaul992;
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SeonaneandTeddei2001;Vieira2001;YUen2001]。 こう したバ イ アス によって、研 究者 は他

の覇権 的 では ない形 のグ ローバ ル化 を見逃 す こ とにな る。 そ の一 つ を私 は 「下 か らの経済

的 グローバ ル化 」と呼ぶ 。

本稿 におい て、私 はグ ローバ ル化 の政治 経済(ポ リテ ィカル ・エ コノ ミー)に お ける 隠

され た側 面 に光 を当て たい。そ れ は、 国民 国家 の規範 的で抑圧 的 な役割 が、政 治お よび経

済 的 局面 にお い て大 き くないが しろ に され る とい う側 面 で あ る。 「他 なる グロ ーバ ル化」

を理解す る視 点か ら、私 は代替 的 な政 治的経 済 的プ ロセス とエー ジ ェン トの有 り様 を探求

して い きた い。

L非 覇権的な政治的グローバル化 反/代 替 グローバル化

1992年 に リオデ ジ ャ ネイ ロで 開か れ た 国連 会 議 は、 トラ ンス ナ シ ョナ ル な エ リー ト

たち に とって は、20世 紀 後 半 にお い て最 も重 要 な超世 界規 模 の儀 式 であ っ たが、 代替 的

な グローバ ル化 の 運動 に とって も重 要 な構 造 化 の契 機 となっ た。 国連 会議 は種 々の環 境

NGOや 社 会運 動 に とって 戦略 的で 先駆 的 な機会 を与 えた。 それ らは国連 会議 と平 行 して

行 わ れた 「グ ローバ ル ・フ ォー ラム」(「世界社 会 フ ォー ラ ム」の先 駆 となっ た)に 集結 し、

現 実 の公 的空 間 にお い て グロー バ ルな市 民社 会 が集 う最初 の機 会 とな った ので あ る[Ri-

beiro2000]。 環境 運動 の トラ ンス ナ シ ョナル な性 格 が、 フ ォーラム の土台 を提供 した。そ

こで は トランスナ シ ョナ ルな市民 権 とい った概念 につ いての議 論が お こなわれ ただ けで な

く、 よ り重要 な ことに は、 ネ オ リベ ラル なグ ローバ ル化 を抑制 す る力 と しての トラ ンスナ

シ ョナ ルな ネ ッ トワー クを表明す るこ との土 台 になっ たので ある。

「リオ92国 連 会 議 」は また、 グロ ーバ ル化 を推 進す る ネ ッ トワー ク とそれ に対 抗 す る

ネ ッ トワー クが 出会 う筋書 きをつ くる上で の雛形 を与 える ものであ った。 この雛 形 は、次

の各要素 か らな る三 角形 に よって形 成 され る。(1)グ ローバ ルで トラ ンス ナ シ ョナ ルな指

導者 や経 営者 の会合(リ オ で はジ ャク ゥア レパ グアの コ ンヴ ェン シ ョン ・セ ンターで 開か

れ た 「環境 と開発 に関す る国連会 議」がそ れに相 当 した)。(II)グ ローバ ルな市民社 会 の ト

ラ ンス ナシ ョナル なエ リー トた ちの会合(リ オで は、 グ ロー バ ル ・フォー ラムが それ に相

当 した)。(皿)ネ オ リベ ラル なグ ローバ ル化 に反対 す る トラ ンスナ シ ョナル な活動 家達 に

よる街頭 デモ。
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1992年 以来 、 グ ローバ ル化 に関 して政 治的 な覇 権対 抗 的試 みが 増 えて い る。多 元 的 な

運動 とそ の連立 の構 成 は一 多様 な理念 お よび政策 的課題 と同 じよう に 二 つの主要 な

党派 に ま とめ る こ とがで きる。 一方 は反 グローバ ル化、 も う一方 は代 替 グローバ ル化(フ

ラ ンス人 の呼 び方 で はaltermondialization)で ある[・1]。

この内部 での 区別 は、「代替 的 開発 」を 目指 した勢力 におい て も存在 した区分 を引 きず っ

てい る。つ ま り、 二つ の立場 の違 い は、 ラデ ィカルな見 地 に立 つか 、改 良主義 的な見 地 に

立つ か とい う違 い を反 映 してい るので ある。 グ ローバ ル化 は不 可避 的な もので はな くその

進行 を止 めて根本 的 に変 える ことがで きる と信 じる人 々は、反 グ ローバ ル化 の運 動 を形 成

す る。 これ らの運動 は通常、街 頭 デモ を組 織 す る とい ったそ の場 か ぎ りの連合 を通 じて表

明 される。 一方 で、 グローバ ル化 の動 きは徐 々 に抑 制 しうる し、すべ きであ る とした上 で

「も う一 つ の世界 は可 能 だ」と信 じる人 々 もい る。彼 らは代替 グローバ ル化 の 運動 を形 成

し、1980～90年 代 に登場 した新 た な政治 的主体 と して のNGOの 世界 と深 く結 びつ いてい

る。 実際 、彼 らの多 くは第 二次 世界 大戦 以 来 さ まざ まなNGOの ネ ッ トワー ク を開発 させ

て きた トランスナ シ ョナル な政 治的 エ リー トの 一部 を な してい る。す な わ ちNGOや 多 国

籍 な機 関、 と くに国連 や多 国籍銀行 、 そ して、各 国政府 な どのエ リー トたちで あ る。 この

二つ の主要 な潮流 を念頭 におい て、私 は政治 的で覇権 対抗 的 な運動 を、反/代 替 グローバ

ル化運 動 として位 置づ け るので ある。

反/代 替 グ ローバ ル化 につ い ての著作 は、 質的 に も複雑 さにお いて もまだ まだ増 えて い

く必要 が ある。 と くに民族誌 は、 書か れる必 要が ある。既 存 の著作 の大部分 は、運動 の指

導者 や イデ オロ ーグ ある いは活 動家 やNGOの メ ンバ ー に よっ て書 かれ た もので あ る。 ま

た、研 究者 に よって書 かれ たエ ッセ イは存 在 す るが、そ れ らに見 られ る知 識、理 論 的洗 練

の度合 い、 グ ローバ ルない し トラ ンス ナ シ ョナ ルな運動 に対す る思 い入 れは さま ざまであ

る。彼 らの うちに、以 前 は環境 運 動の分析 に関心 を抱 いてい たが、 トラ ンス ナシ ョナル な

ア クテ ィヴ ィズ ムや グローバ ル な市民社 会 につい て議論 す るこ とへ と転 じた研 究者 を認め

る こ とは珍 し くない。そ うした著作 におい ては、 よ り精 緻 な調査 や思 考が み られ る(例 え

ば[KeckandSikkinkl998]や[Keanes2003])。 民 族誌 に興 味 を持 つ研 究者 に とって、 二つ

の有 望な調 査対象 が ある。街 頭 デモ は、活動 中の 反 グローバ ル化 の活動家 た ちを観察 す る

絶好 の場 であ る し、世 界社 会 フォー ラム(WbrldSocialForums)は 、代 替 グ ローバル化 の活

動家 たち の動 きを観察 す る理 想 的な場 とな るだ ろ う。
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1-1.街 頭 デ モ

ネオ リベ ラ リズム と障壁 な しの グローバ ル貿易 は、 フレキ シブル な資本主義 の覇権 の も

と世界 の縮小 を促 進 し、新 たな制 度が成立 す る機 が熟 した。そ の典型 的 な例 が、 グ ローバ

ル な貿易 を促 進 ・管 理 ・監督 し、参加 各 国間 の争い を調停 す るグ ローバ ル な制度、 世界貿

易 機構(WTO:WorldTradeOrganization)で ある。WTOは1994年 に設立 され た。1995年 に

運営 が開始 されその 後急速 に 第 二次大 戦後 に作 られた諸 制度(世 界銀 行、 国際 通貨基

金、 国連)と 並 ん で グ ローバ ル な運 営 に携 わ る特権 的 な場 の ひ とつ となっ た。WTO

は 自 らを、第二 次大戦 に続 いて設 立 された、 関税 と貿 易 に関す る一般協 定(GATT)に 取 っ

て代 わ る もの と して位 置 づ け た[・2]。GATTの 後 継 で はあ るが、WTOが 電 子 的及 び コ ン

ピュー タ的 な資 本主 義 に 占め る覇権 の度合 い はGATTの 比 では ない。 とい うの も、WTO

は、 商品 販売 に関 わ る貿 易 だ けで な く、 国際電 話 な どの サー ビス や知 的所 有 権保 護 な ど

も管轄 してい るか らで あ る。 こう したWTOの 持つ 権力 は、 反 グローバ ル化 を主張す る活

動が 育 って い くにつ れ て注 目 され る よ うに なっ た。1992年 以 来、反 グローバ ル化 の街頭

デモ は増 え続 け、警 察 に よって詳細 に監視 される ように な り、 しば しば鎮 圧 され る ように

な った[*3ユ。

1998年5月 の18日 か ら20日 にか けて、WTOの50周 年 記念 式典 に抗議 する数 千人 の人 々

が ジ ュネ ーブ の街 路 を行 進 し、1,017人 が 逮捕 され た。G7開 催 中 の1999年 の6月18～20

日に は ドイツの ケル ンで、35,000人 が貧 困国 の対 外債 務 を帳消 しにす る こ とを もとめて行

進 した。 同年 の11月30日 に は、 シア トルでWTOの 最 高意 思決 定機 関 であ るWTO閣 僚会

議 に抗議 す る街 頭 デモが行 わ れた。多 くの 人 々に とって、 こ うした街頭 デモ は反 グローバ

ル化 運動 の基 盤 となる イベ ン トであ った。確 か に これ らの街頭 デモ は人 目につ きやす い出

来事 で はあ った が、 これ らに先行 す る重 要 な動 きと して、世 界 の南 半球 地域 で 、1970年

代 に始 ま ったIMFの 構 造 調整 プロ グラム に対 す る抗 議活 動 な どが あ る。 これ らの 抗議 活

動 の ピー ク とな った の は、1989年 の カラ カス暴動[Yuen2001:6]や 、 「ネオ リベ ラ リズム

に対 す る軍事 的抗議 活動 の増大」[Callahan2001:37]に イ ンス ピレー シ ョンを与 え る源 泉 と

なっ た1994年 のサ パ テ ィス タ蜂 起 であ る[・4]。

メ ァ リ・キ ング[King2000:3-4]は 、反 グ ローバ ル化 運動 を以下 の ように と らえて い る。

[反 グ ロー バ ル化 運 動 は]そ れ 固 有 の血 統 を、1996年 にイ ン ター ネ ッ トを通 じて広
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まった 「新 自由主義 に反対 し人 間性 の回復 を求 める、チアパ スで のサパ テ ィス タ会議 」

へ の招待 に求 め るが 、 これは半分 神話 で あ り、 半分 は口頭伝 承 であ る。 この会 議 には

多 数が 参加 し、 そ こか ら現 れ て きた のが、 「グ ローバ ル ・ア クシ ョ ン」と呼 ば れ る星

雲状 の 全体 で あ り、 そ れは単 一 の組織 で もNGOで な く、 む しろ 断片 的 に広 範 な地域

へ と広が って い る、政治 的な意 図 を 自覚 した運動 で ある。[…]こ の運動 は、サパ テ ィ

ス タ哲 学 か ら急 進的 な包含 と自己組織化 の倫 理 を採 用 した のであ る。

「シア トルの 闘い」の織烈 さ、WTO閣 僚会 議 の意図 を妨害 した とい う政治 的 な勝 利、 また、

メデ ィア を通 じて流 れ た映 像 は、 反 グ ロー バ ル化 運動 が 勢 い を持 って い る こ と を示 し、

1999年 の シア トル は グロ ーバ ル化 と戦 うため に人 々が街 頭 に集 結 した時代 の シンボ ル と

なった。 シア トル では、5万 人 が街路 に集 ま り500人 以上 が逮捕 され た。

2000年 は と くに慌 しい一年 だっ た。1月29日 に はス イスの ダボス で世界 貿 易 フ ォー ラ

ムに抗 議す るデモ が行 わ れ た。2月 に はバ ンコクで 国連 貿易 開発 会 議(UNCTAD)の 第10

回サ ミ ッ トへ の抗 議、4月15～17日 に はワ シン トンで開か れ たIMFの 会合 へ の抗 議 、6月

14日 に はボ ロー ニ ャで 経済 協 力 開発 機構(OECD)の 会 合 に対 す る抗 議 が お こなわ れ た。

さ らに、6月21～23日 に は沖縄 でG7の 開催 時期 に合 わせ て、第 三世 界の債 務解 消 と米 軍

基 地 の撤 退 を求 め た デモが 行 わ れた。9月 に は1万 か ら3万 の 人 々が メル ボル ンで世 界経

済 フ ォー ラムへ の抗 議 を行 った。 同月の26日 、5回 目の 「グローバ ル ・アク シ ョン ・デ イ」

の最 中 に は、 多 くの 国 か ら集 ま った活 動 家 た ちがIMFと 世 界 銀行 合 同 で開 か れた会 合 に

抗議 す るプ ラハ で のデモ活 動 に集結 した。 チ ェコ共和 国の首都 では、環 境主 義者、 宗教 集

団、労働 組合 、社会 主義者 、共 産主義 者、 無政府 主義 者やパ ンクスが、 議場 をと りか こみ

警 察 とこぜ りあい を起 こ した。 同時 に世界 中 で、様 々な デモが起 こった。例 え ば、 ブラジ

ルで は、 パ ンクス の小 集 団が ブ ラジル中央 銀行 の前 でデモ を行 った。サ ンパ ウ ロでは学生

や環 境 主義者 や労働 組合員 が株 式市場 の前 で デモ を行 っ た。 フォル タルザ やベ ロオ リゾル

テの ような ブラ ジルの他 の都 市 で は、 シテ ィバ ンクや マ ク ドナ ル ドの店 舗 な ど資本 主義 を

象徴 す る ものの前 に人 々が 集 まって抗 議が な された。 これ らの デモ を鎮 圧 しよう とす る警

察 の動 きは次 第 にエ ス カ レー トして い き、2001年7月 には イ タ リア の ジェ ノバでG8に 抗

議す るデモ に参 加 してい た青年 カ ルロ ・ジュ リアー 二が警官 に よって殺 され た。

2001年9月11日 は、疑 い な く新 た な危 険 の兆 候 を示 す もの で あ った。 反 テ ロリズ ムは

列 強の エ リー トた ちに とって最 大の 関心事 とな り、 この主題 は、 戦争 の脅威 に よって強調
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されてい った。米 国で は、ブ ッシュ政権が提 案 した厳重 なセキ ュ リテ ィ法案が採 択 され た。

しか し、 と くに 米 国 の外 で は、 反 グ ロー バ ル化 運 動 の 勢 い は衰 えて い な い[Aguiton

2003]。 欧 州で は、2002年11月 に フ ィレンツ ェで大 きなデモ が行 われた。 欧州社 会 フ ォー

ラムの集会 の最 終 日には お よそ100万 人 が街頭 に集 ま った。 また、 世界社 会 フ ォー ラム は

第二 回、第 三回 と続 き、2002年 と2003年 の1月 には ボル ト ・ア レグ レに5万 人以上 の人 々

が様 々な 国か ら集結 した。 また、2003年 の1月 には、 イ ン ドのハ イデ ラバ ー ドで 開 か れ

た アジァ社会 フォー ラムに2万 人以 上の 人々が 参加 した。 同 じ時期 、つ ま り9・iiの あ と、

イ ラク侵 略 の可能性 を受 けて平和 を求め る運動 が広 まって い き、 これ までで最 大規模 の デ

モが行 わ れた。 ブ ラジル の フ ォー リャ ・デ ・サ ンパ ウロ紙(2003年3月16日 版)に よれ ば

この 厂史.h最 大 の反 戦デ モ」を組織 す る うえで 、国家 を超 え て声 をあ げ る道 具 としてのサ

イバ ース ペ ース の有 効性 が 再 び証 明 された。2003年2月15日 、約60力 国で500万 人 以上

の人 々が街頭 にで て、 アメ リカの イラ ク戦争 に対 す る抗 議 を行 っ た([表1]参 照)。

[表1]「 史上最 大の反戦デモ」参加 者数。

都 市 デモ参加者数(人) 都 市 デモ参加者数(人)

バルセロナ 1300,000 オ ス ロー 60,000

匸1一 マ 1000,000 ブ リュ ッセ ル 50,000

ロ ン ドン 750,000 ブ エ ノス ア イ レス 10,000

マ ドリ ッ ド 660,000 サ ンパ ウ ロ 8,000

ベ ル リン 600,000 ケ ー プ ・タウ ン 5,000

パ リ 250,000 東京 5,000

ニ ョー ヨ ー ク zso,ooo オ ー ク ラ ン ド 5,000

ダマ ス カス aoo,ooo リオ ・デ ジ ャ ネ イロ 3,000

メルボル ン 160,000 テ ル ・ア ビブ 3,000

アムステルダム 70,000 総計 5,542,000

*フ ォー リ ャ ・デ ・サ ンパ ウ ロ紙 、2003年3月16日 。

反 グ ローバル化 運動 は、 国際的 な拡張 に よって異種 混交性 を増 し、繰 り返 し新 たな政治

的挑 戦 を掲 げて いる。 一般 には認 め られ てい ないそ の多様性 は、 その効 果 に よって高 く評

価 され る ものの 、政治 的同盟 にお いて多 くの 問題 をひ きお こす よ り複雑 な政 治的環境 を意
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味 してい る。そ の含意 を示す に は、運動 に集 まっ て くる様 々 なア ク ター を列挙 す るだ けで

十分 だ ろ う。パ ンクス、 無 政府 主義 者 、学 生、 労働 組 合 員、 環境 主 義 者、 農夫 、 フ ェ ミ

ニス ト、 人権活 動家 、研 究 者、知 識 人、政 治家 。 ほ とん どの ものが 、進歩 的 傾向 を持 ち、

様 々な国の様 々 な場所 か らや って きて いる。 に もか かわ らず、 デモが行 われ る場所 によっ

て は、そ れ ら異 質 な アク ター 同士 の様 々 な組 み合 わせが み られ る。 た とえば 欧州 、 と く

に、強 力 な社 会主 義的伝 統 のあ る国にお いて は、社 会主義 政治家 で さえ これ らのイベ ン ト

に参加 す る ことが あ る。

1999年 に シア トルの戦 いを計 画 した組織 、「グローバ ル ・ア クシ ョン」「直接 行動 ネ ッ ト

ワー ク」「独 立 メデ ィアセ ンター」「アース ・ファース ト1」 「グ ローバ ル ・エ クスチ ェ ンジ」

な どは反 グローバ ル化運動 に携 わ り続 けてい る。 「直接 行動 ネ ッ トワー ク」は、 シア トル ・

デモ の準備 に際 して と くに活 動 的であ り、2000年4月 のIMFと 世界 銀行 に対 す るワ シ ン ト

ン ・デモ な どで、 デ モ実行 前 に教 会 で行 われ た参加 グル ー プの代表 者 か らなる 「ス ポ ーク

スマ ン会議」を運営 した ことにみ られ る ように、「柔 らか な構 造体(softstructure)」[Aguiton

2003:9]と なって いっ た。反 グ ローバ ル化 は、若者 が多 数層 を 占め る運 動 であ る。 彼 らは

動 員 におけ る最 新 メデ ィアの効 果 を よ く知 っ てい る。 イ ンター ネ ッ トは、運動 の声 明 をグ

ローバ ル に発信 す る上 で不 可 欠で あ り、 電話 は、街頭 デ モの戦術 を組織 す る上 で しば しば

使 わ れる。 この運 動の組織 構 造の お もな特 徴 としては、 フ レキシブ ルで横 方向 の繋 が りに

依 拠 す る意思 決定 過程 に加 えて、以 下 の二点 が あ る。(1)「 『非暴 力 的直接 行動 』として一

般 に知 られて きた大衆 的市 民 的不服 従」に対 す るほぼ全 面的 な支持 と、(II)直 接民 主制へ

の コ ミッ トメ ン ト[YUen2001:8]で ある。 その組 織形 態 は、 脱 中心 化 され たス ポー クスマ

ン会議 だ けでな く、「ア フィニテ ィグル ー プ(共 同活動)」 や合意 過程 に も及 ぶ。

エ デ ィ ・ユ エ ンは以下 の よ うに論 じてい る[YUen2001]。

理念 的 な非 暴 力 と直接 民 主制 へ の深 い コ ミッ トは、前 世紀 に多 くの改 革 派 を魅 了

した、 政権奪 取 を狙 う権威 的マ ル クス ーレーニ ン主義 の党 派的 で ネガ テ ィブなモ デル

に対 す る二 重 の反 応 と してみ る こ とが で きる。 こ う した準一象徴 的 な政 治的 アイデ

アー 非暴 力、 非 資本 主 義、 完全 な民 主社 会 を実現 す るた めの 方法 論 は その 目標 と

矛 盾 しない は直接 行 動 の運 動 の核 で あ り続 けて い る。新 た な運 動 の活 動家 たち

は、 ラデ ィカル な民 主主 義 と非暴 力 の理念 との組 み合せ を解 消す る こ とに関心 を持 っ

て い る。前 者 は心か ら受 け入 れつつ も後者 に対 して は よ り戦術 的 な柔軟 さを重 視 して
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議 論 してい る。 と くに、大企 業 の財産 を集団 で破壊 す るこ とについ てはそ れが顕著 で

ある。

直接 民 主制 は、 これ らの活 動 の核 となる価値 で ある。 キ ングは 「グローバ ル ・ア クシ ョン」

を分 析す る なかで、 こ う した運動 の柔軟 さ と流動性 を描 きだ して いる[King2000:4]。

グ ローバ ル ・ア クシ ョンは ゆる やか につ なが った組 織 で あ り、 各 支部 、NGO、 個

人、 無政府 主義者 、宗教 団体 、政府 のエ ー ジェ ン トな どか らなって い る。 この組織 は

た えず変 化 し曖昧 で流 動 的で あ る。 個 々の メ ンバ ー は、常 時参加 す る もの もいれ ば、

特 定 の活動 にの み関 わる もの もい る。 グ ローバ ル ・ア クシ ョンは、具体 的 な活動 が必

要 な ときにのみ使 われ る外部 の もの にはわか らない特 定の 連絡拠 点 を もっ てい る。 メ

ンバ ー は必 ず しもすべ ての 断片的 な活動 を知 って いるわ けで はないが 、活動 の範 囲 に

応 じて 各拠 点 と関 わ って い く。[… コ彼 らは活動 量 に応 じて配置 され、[…1様 々 な背

景 を持 ってはい るが、 グ ローバル な標的 を共有 して いる。 また、 国境 を越 えた地球市

民 とい う感覚 を共 通 して持 ってい る。

研 究 者 の なか には、1960年 代 の社 会 的闘 争 と比較 して反 グ ローバ ル化 運動 にお け るイ

デ オロギ ーや組織 の多 様性 を強調す る もの もい る[Aguiton2003;Yuen2002]。 その 主要 な

標 的 は、 国家 や 行政 機 関 で はな く、企 業 資本 主義 的 な シ ンボル に対 す る戦 いで あ る。 さ

らに政 党の 影響 は、 も しあ った と して も、 非常 に小 さい もので あ る。 キ ングは この 問題

につ いて次 の よ うに まとめて い る、 多様性 こそ この運動 の ア イデ ンテ ィテ ィで ある[King

2000:5]。 彼 女が信 じる ところに よれば、 「対立 は もはや カテ ゴ リーの分 断 に依 拠す る もの

で はな くな り、階級 問 の敵対 や、領 土や、 国家 主義 的な欲望 をコ ン トロー ルす るこ とをめ

ぐる もので もな くな って い る。 む しろ、 闘争 の 中心 は情報 や 知識 や解 釈 や コ ミュ ニケー

シ ョ ンの操作 をめ ぐる もの となって い るのであ る」[King2000:6]。

こ う した多 様性 の背後 にあ る共通 の原動 力 と して は、90年 代 の ア カデ ミズム で取 り上

げ られた ポス トモ ダニズ ム的 な考 え方 とメ タフ ァー 、つ ま り 「断片 的 なアイデ ンテ ィテ ィ

を もつ 主体 」、 「散 種」、「脱 領土化 」、 「ネ ッ トワー ク」な どであ ろ う。 私 は、現実 に存 在す

る社会 主 義 の崩壊 に よって20世 紀 末 に始 まった、 イデオ ロギー 的 でユ ー トピア 的 な危 機

に言及 して きた。 それ は、様 々な方 向で、 資本主 義 に対 す る代 替的 な言説 を活気 づ けて き
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た。 代替 的 な政治運 動 の古 い タイプの視 野 は、 マル クスーレーニ ン主義 な どの非 常 に規 格

化 され た政治理 論や 階級や 革命 とい った カテ ゴ リー に据 付 られて いる。 それ らは また、矛

盾 す る力 によ って明確 に定 義 され た システ ムにお い て構 造 的 な位置 を しめ る政 治的主 体、

革:命的 プロ レタ リアー トに依 拠 してい る。 だか らとい って、 その運 動が均 質 的な ものだ と

い うことには な らない。

「新 たな政 治 的主体 」につ い ての議 論 は、政 治 的変化 に向 けた集 合 的 な傾 向 を生 み 出す

必 要 に よっ て枠付 け られ てい る。 それ は、 私 が言 及 した イデオ ロギ ー とユ ー トピ アの危

機 に確 か に関係 して いるが 、そ れ だけで な く、 「ヴ ァー チ ャル な公 共 圏」[Ribeiro2003]と

表現 され うる 「リアル な公 共圏 」が 、 グローバ ル化 によ って促進 された多 様性 の循 環 にお

い て増 大 し、 コミュ ニケ ー シ ョンの新 た な手 段 を通 じて成 長 した 結果 、 質的 に変 化 して

きた こ とに も関係 してい る。周 知 の よ う に、 反 グ ローバ ル化 運動 は、80年 代 後半 に環 境

運動 によって 開始 され、90年 代 を通 じて発 展 して きた時代 の流行 に多 分 に依 拠 して い る。

排他 的な グ ローバ ル化 の プ ロセス に抗 す る闘 争 とい う同 じ動 機 を共 有 してい る に も関 わ

らず 、 この 運動 は グ ローバ ル に断 片化 した様 相 を示 して い る。 に もか か わ らず、 二つ の

ヴ ァーチ ャルで グ ローバ ルに展 開す るエー ジェ ンシー であ るメデ ィァ とイ ンター ネ ッ トを

通 じて、運 動 のグ ローバ ルなつ なが りは強化 され てい る。

現 代政 治 にお ける メデ ィアの重 要性 への 意識 は、 グ リー ンピース や 「アース ・フ ァー ス

ト1」 や サパ テ ィス タ運動 な どの 政治 的 アク ターに引 き継 がれ た。 その結 果、 反 グローバ

ル化 運動 にお いて、 政治 的行動 は メデ ィア との相 関 におい て評価 され る ようにな る とと も

に、 代替 的な メデ ィアの実 践が 追求 され る ようにな った。地 球規模 の市 民権 を求め る批判

的 な戦 いの なかで、 運動 は トラ ンス ナ シ ョナル で ヴァーチ ャル な想 像上 の共 同体 を構 成す

る もの となっ てお り、 この共同体 は、 イ ン タラクテ ィブな コ ミュニケ ー シ ョン ・ッール と

しての イ ンターネ ッ トの流 通 に よっ て可能 にな った、 グ ローバル な市民社 会 の象徴 的基盤

とな ってい る[Ribeiro1998]。 運 動 の もつ影 響力 の もうひ とつ の側 面 は、代 替 的 なメデ ィ

ア ・ス ケー プ を通 じて世 界 シス テム に侵 入 し、 グ ローバ ル な メデ ィア企 業 や その ネ ッ ト

ワー クか ら得 られ る情 報 に も匹敵 す るニ ュース を配信 して い くこ とに 関わ ってい る。だ か

らこそ、 グ ローバ ルなエ リー トだけ で な く、 グローバ ルな メデ ィアが集 まってい る ところ

で デモや フ ォー ラムが行 われ るので あ り、 また、 グローバ ルな メデ ィアイベ ン トが行 わ れ

るので ある。

こう した潮流 にお い て、環境 運動 の与 えた影 響 は、厂グ ローバ ル に思 考 し、 ロー カル に
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行動 す る」とい った考 え方か ら、 人種主 義 の抑 圧や 、環境 を破 壊す るグロー バル化 に抗 す

るため の闘い は、 トラ ンス ナ シ ョナ ルなエ リー トや 経営者 が グローバ ル な統 合の儀 式 を演

じてい る断片化 した グ ローバ ル な圏域 におい て なされ なけれ ばな らない とい う意 識に まで

及 んでお り、 その役割 の大 きさはい くら強調 して も足 りない。 情報 の果 たす役割 への 意識

は、 「リオ92国 連会 議」におい てす で に現 れ て いた。 この 時 にはす で に、 イ ンター ネ ッ ト

が 「進歩 的 コ ミュニ ケー シ ョン協 会 」(APC:AssociationforProgressiveCommunications)の

活動 の手段 とな り、 トランスナ シ ョナルで ヴ ァーチ ャル な想像 上の共 同体 を組織 す るため

に広 く使 わ れて いた ので あ る[Ribeirol998]。 こう した流 れの なか で、反 グローバ ル化 運

動 にお いて は世界 規模 の 「独 立 メ デ ィアセ ンター」を設 立す る こ とが 試み られて きた。 最

初 の独 立 メデ ィアは、1999年 に シア トルで のWTOへ の抗 議活 動 を草 の根 レベル で拡 張 す

るとい う 目的の もと、独 立 した代替 的 なメデ ィ ア組織 や活 動家達 に よって設 立 された[・5]。

街 頭 デモ もまた、 コ ミュニケ ー シ ョンの 装置 と してみ る こ とがで きる。 それ らの 目的

は、新 た な政治 的主体 が存在 す るこ とを提 示す るこ とや、 リアルない しヴ ァーチ ャル な公

共 圏に グローバ ル化へ の代替 的 なメ ッセ ー ジを もって侵入 して い くこ とに ある。 こ う した

筋書 きにお いて は、量 と質が 戦術 的 な役割 を持 つ。運 動の規模 はその力 をはか る量 的 な 目

安 となる。代 替 的 な言 説 の有効 性 は、 そ れが どれほ どグロ ーバ ルに 目につ くもの とな り

拡散 してい るか に よってはか られ る。そ れ らは運動 のメ ッセー ジの質 を証明 す る もので あ

る。量 に も質 に も密 接 に関 わるが多様 性 は、運動 の展 望、複雑 さ、表現力 につい ての アイ

デ ィア を与 え る。運 動 は以 下 の様 々 な もの の超 越 を 目指 してい る 階級 主義 、 ジェ ン

ダー、 エス ニ ック、国家 主義、 イ デオ ロギー、行 動主 義 な どで ある。

形態 や組織 は、実 践 におい てそれ らが、 複数 的で活動 的 な、多様 な集合 的 アイ デ ンテ ィ

テ ィを提 示す る もので ある限 りにお いて極 めて重 要で あ る。 グ ローバ ル ・メ デ ィアの注意

は、活動 家 たちの コスチ ュー ムや、 デモ のお祭 り風 の 雰囲気 や、劇 的 なパ レー ドや、 顕著

で しば しば現 実 に危 険で あ る暴 力的 な街 頭 での戦 い に向け られて いる。 メデ ィア を惹 きつ

け るの は、 と くにパ ンクスや弾 圧す る側 の権 力 の誇示 と行 使 が担 う役割 で あ る。 警察 は、

最 も明確 な 国家の代 表で あ り、 デモ にお ける ローカ ルない しナ シ ョナ ルな次元 の権力 の働

きを表す ものであ る。当然 なが ら都市 あ るいは政府 当局 もまた、世界 が彼 らを見 て いる こ

とを知 って いるの だ。覇権対 抗 的で グローバ ル なイベ ン トと して の街 頭 デモ は、 他の 、世

界 中の注 目をあつ め る非覇権 的 な グローバ ル なイベ ン トと同 じ く次 の3点 に よって説 明す

る こ とがで きる。(1)大 きな規 模で 行わ れ る、豊か で強力 な集 ま りで ある こ と。(II)大 き
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な規 模 で行 わ れる、 代替 的 な、 トランスナ シ ョナル なエ ー ジェ ン トの集 ま りで あ る こと。

(皿)国 家 及 び地 域 当局 が、彼 らの 領土 か ら生 み 出 され るメ デ ィアス ケー プ を管理 す る た

め に、公 共圏 を コ ン トロール しよう とす る機 会 であ るこ と。

これ らのデ モは、 世界 中の様 々な都 市で起 こ り、 グローバ ル ない しナシ ョナル な水 準 で

メデ ィアに よって報 道 された。 これ らのデ モ を通 じて 、 もう一つ の世界 は可 能で ある とい

う考 え方 が よ り強 い もの とな って きた。 この考 え方 こそ、世 界社会 フ ォー ラムのモ ッ トー

で あ る。

1-2.世 界 社 会 フ ォ ー ラ ム

世界 社 会 フ ォー ラム(TheWorldSocialForums,WSF)は 、 反 グ ローバ ル化 運 動 と同 じ歴

史 的系 譜 の一 部 を な してい る。 反 グ ローバ ル化 を訴 え る街 頭 デ モ に対 し、WSFは 代 替 グ

ローバ ル化 の戦 いの 一例 であ る と私 は考 えてい る。 もちろ ん、反 グ ローバル化 の勢 力 もま

たWSFに 参 加 して い る こ とは疑 い得 な い。 しか しなが ら、 この フ ォー ラム の最 も影響 力

の あ る組 織者 たちの 中 には、 明 らか にグ ローバ ル化 を歴 史的事 実 と して受 け入 れ なが ら、

そ の性 質 を変 えて い くこ と を 目指す もの た ち が い る。例 え ばATTAC(Associationforthe

TaxationofFinancialTransactionsfortheAidofCitizens:市 民 を支援 す るため に金 融取 引へ の

課 税 を求 め る運動 体)は 、1998年6月 に フラ ンスの新 聞 「ル ・モ ン ド ・デ ィプロマ テ ィー

クJに よって創 設 された。 第一 回の世 界社会 フ ォー ラムで 「ル ・モ ン ド・デ ィプ ロマ テ ィー

ク」の編集 長 ベ ルナ ール ・カセ ンは次 の よ うに言 明 してい る。 「わ れ われ は グローバ ル化

に反対 してい るわ けで はな く、 それ がい か に効果 を及 ぼす か に批 判 的 なの で あ る」(エス

ター ド ・デ ・サ ンパ ウロ紙 、2001年1月16日 付)。

[ボ ックス1]ATTACの 自己定義

ATTACは 階層 的 で もな く地理 学 的 中心 も持 たな い一 つ のネ ッ トワー クで あ る。そ

の複数 主義 は構成 要素 の多様性 に よっ て よ り豊 か な もの とな り、共通 の活動 をあ らゆ

る制 限や貢 献 の 自由 を強制 す る ことな しに行 うこ とを よ り容易 にす る。 そ の 目的 は、

プ ラ ッ トフ ォー ム となる構造 の なかに ある もの と して 自 らを把握 してい る協 力者 た ち

の貢 献 を、 国際 レベ ル で結 びつ け調和 させ る こ とで あ る。 また、 同 じよ うに、 その

目的 におい て重 なる ところ のあ る他 の ネ ッ トワー ク との協 調 を常 に 目指 してい る。世
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界 中 に8万 人 を超 え る メ ンバ ーが い るA工TACは 、33力 国 にお ける独 立 した ナ シ ョナ

ルな い しロー カル な集 団か ら構 成 されて い る国際的 な ネ ッ トワーク であ る。そ れ は、

通 貨投機 取 引 に対 す る国際 的 な課 税(提 唱 した経 済学 者 ジェー ムズ ・トー ビンの名 を

とっ て 「トー ビ ン税 」と呼 ばれ る)と い うア イデ ィアや、 税免 除 の非 合 法化 をめ ざす

キ ャンペ ー ン、扶 助基 金 の 国家扶助 へ の切 り替 え、 第 三世 界の債 務 の解 消、WTOの

再編 成あ るい は廃 止 な どを促 進 してお り、 よ り広 い文脈 で は、経済化 す る世界 のな か

で失 われ て きた民 主 的 な空 間 を取 り戻 す こと 目指 して い る。ATTACで は、知 的 な創

造力 と行 動主義 を組 み合 わせて い る。 金融市 場 を荒 らす 力 を飼 い慣 らし、 普通 の入 々

の必要 に見合 う もの を与 えて くれ る民 主 的で不 透 明 で ない経 済構 造 を支 持す るた め

の、実践 的 な経 済改 革 を推 進 してい る。つ まり、 ネオ リベ ラ リズ ムの独 断的 なイデ オ

ロギー に対 す る代替 を探 求 して いる ので あ る。ATTACは 、す べ ての 政党 か ら独立 し

てお り、労 働組合 や ア ソシエー シ ョン、国会 議員 、学者 、そ してすべ て の市民 を 自己

教 育 と平和 活動 に動員 す る。ATTACは 、1999年 シア トルで のWTOに 抗 議す るデモ、

2000年 の7月 ジェ ノアで のG8に 抗 議 す るデモ に参加 した。ATTACは 、 ロー カルで地

域 的 な経 済 に対 す る民 主的 な 自己決定 を促進 す る様 々 なグ ローバ ルな運動 の一 部 をな

す もので あ る。

(http:〃attac.org.uk〃attac/html/index.vm,2005年1月16日閲覧)

1999年 の シア トルの 戦い の衝 撃が まだ残 って いた2000年 の は じめ、世界 経 済 フ ォー ラ

ム と同 時 に世 界社 会 フ ォー ラム を開 こ うとす る考 えが 生 まれ てい た。「ブ ラジルの社 会 運

動 と組織 は、「ル ・モ ン ド ・デ ィプ ロマ テ ィー ク」のサ ポー トを受 けつ つ挑 戦 を始 め よ う

と してい た。[…]ボ ル ト ・ア レグ レ市 は、労働 者党(PT)が 中心 とな った地 方左 翼 政権 が

推進 した参加 型予 算立案 とい う民主 的運営 の経験 が あっ た。 この先例 のな い経験 を通 じて

注 目され る よ うにな った都 市 で あ り、 こ こが 、WSFの 開催 場所 として も っ とも適切 で は

ないか とい う考 え は主催 者 たちの 同意 を得 る ようになっ た。 リオ ・グ ランデ ・ド ・ス ル州

(こ こもウ ォー カー党(GLR)が 政権 をお さえて い る)か らの熱狂 的なサ ポー ト それ は

フォー ラム終了 まで続 いた一 を受 けなが ら、 この提 案 は2000年6月 にス イス ・ジュ ネー

ブでの 国連 の会合 と平 行 して 開か れた 「パ ラ レル ・ソー シャル ・サ ミ ッ ト」にお いて満場

一致 の支持 を受 けた」[SeoaneandTaddei2001:106]。
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当初 か ら、世界社 会 フ ォー ラムは、世 界経済 フォー ラム スイ スの ダボス で開催 され

る、ヘ ゲモ ニー を掌握 して いる新 自由主 義的 な グローバ ル ・エ リー トの会合 に対抗 す

る場 で あ る と考 え られ てい る。 最初 の世 界社 会 フ ォー ラムは、2001年 の1月25日 か ら30

日にか けて、 ボル ト ・ア レグ レの教 皇 カ トリ ック大 学で 開催 された。 運営 者側 に よれ ば、

参 加者 は1万5千 人 を超 え、 そ の うち4,702人 は117の 国か らや って きた。104人 の講 演 者

とパ ネル展 示 説 明者(う ち27人 が ブ ラジル人 で69人 は外 国 か ら)が お り、37力 国か ら呼

ばれ た165人 の特 別 ゲス ト(う ち77人 はブ ラジ ル人、88人 は外 国 か ら)が 参加 した。2,000

人 の若者 と先 住民 はハ ーモニ ーパ ー クで キ ャ ンプ しなが ら参加 した。1,870人 の ジ ャーナ

リス トが や って きて(そ の うち1,484人 は ブ ラジル 人 であ り残 りの386人 は他 の 国 か ら)、

WSFに つ い ての ニ ュー ス を報 じた。社 会運 動 や 出版社 、NGOに よる展 示 会が あ った。65

の展示 関係 者 と325の 公 認 された参 加 者 がい た、 講演 の 同時 通訳 を担 当 した の は51人 の

通 訳で あっ た[SeoaneandTaddei2001:127-128コ 。

毎朝 、「登録 された代表 者」つ ま り世界 中の組織 の代 表者 限定 の会議 が同 時に4つ 行 われ

た[WSF2001:7]。 この会議 は、 ケー ブルTVと イ ン ター ネ ッ トを通 じて中継 され 、代 表 者

で ない人 々 もボル ト ・ア レグ レ市 内 の講堂 でみ る こ とが で きた。そ れ らの会議 は次 の4つ

のテ ーマ にそ って組 織 され た。 「富の 生産 と社 会 的再生 産」、「福祉 へ の ア クセス と持 続 可

能性 」、 「市民社 会 と公共 圏の肯 定」、 「新 たな社会 におけ る政治 的権力 と倫 理 」。

あ らか じめ予 定 され てい た講 演 者 は、著 名 な活 動家 や労 働 組合 主 義者 、学 者 や政 治 家

で あ り、次 の よ うな人 々で あ った。サ ミール ・ア ミン、ウ ォー ルデ ン ・ベ ロー(フ ィリピ

ン大学教 授)、 ベ ルナー ル ・カセ ン(「ル ・モ ン ド ・デ ィプ ロマ テ イー ク」編集 長)、 オ デ ッ

ド ・グ ラジ ェ ウ(ブ ラ ジル、「エ トス ・イ ンス テ ィチ ュ ー ト」代 表)、 北 沢 洋 子(ジ ュ ビ

リー2000日 本 実行 委 員 会代 表)、 マ リアー ナ ・シ ルバ(ブ ラジル上 院議 員)、 フ ライ ・ベ

ト(ブ ラ ジル)、 バ ク ・ハ ソ ン(KCTU労 働 組 合 を代 表 して韓 国 よ り)、 テ ィモ シー ・ネイ

(フ リー ・ソフ トウェ ア財 団を代 表 して)、 ボ アヴ ェ ン トゥラ ・デ ・ソウザ ・サ ン トス(コ

イ ンブ ラ大学教授)、 タリク ・ア リ(パ キ ス タン)、 ア ルマ ン ・マ テラー ル(ベ ルギ ー)、 ア

ミナ タ・トラオ レ(マ リ、元 文化 大 臣)、 ア フメ ド・ベ ン・ベ ラ(ア ル ジェ リア)、 キ ルス テ ィ

ン ・ミラー(「 グローバ ル ・エ クスチ ェ ンジ」デ ィレク ター)、 アニバ ル ・キハ ノ(ペ ル ー、

サ ンマ ル コ大学 教授)、 リカ ル ド ・ア ラルコ ン(キ ューバ 議会 議長)。

午 後 には、 フ ォーラ ムに参加 して いた諸 団体が 運営 す る 「ワー ク シ ョップ」が開 かれ る。

一 般聴 衆 は、 先着 順 の原則 でほ ぼ全 て の ワー ク シ ョップ に参加 す る ことが で きた。膨 大
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な数 の テーマ につ い て議 論が な され たが 、 その多 くは以 下 の よ うな問題 をめ ぐっ ての も

のであ った。労働 の実 践や組 合主 義、環 境、 農地改 革、 開発、健 康、教 育、 平和 主義、 人

権 、人種 及 びエス ニ ック関係 、文 化政 治学、社 会 的お よび政治 的民主 制、市 民権 、 メデ ィ

ァと コ ミュニ ケー シ ョン、社 会運動 、社 会正義 、 グローバ ル な地政学 、 グローバ ルな市 民

社会 、 トラ ンスナ シ ョナ ルな アクテ ィヴ ィズ ム、 ネオ リベ ラルな グローバ リズ ムに対す る

抵抗 な どであ る。 ワー クシ ョ ップの運営 に携 わ ったの は主 にブ ラジル のNGOや 労働 組合 、

学 者 な どで あ り、 また ラテ ンアメ リカや ヨー ロ ッパ(と くに イ タリア と フラ ンス)や アメ

リカか らや っ て きた彼 らの仲 間で あ った。運営 者の なか には、 ブ ラジルの カ トリ ック教 会

か らや って きた人 もいれ ば、 リオ ・グラ ンデ ・ド ・ソル州 やボ ル ト ・ア レグ レか らや って

きた人 もいた。 ボ ル ト ・ア レグ レの他 の場所 で は、 もっぱ らブ ラジルの アーテ ィス トに よ

るダ ンスや演劇 や音楽 の公演 が な され た。

様 々な儀 礼 と同様 に、WSFの 開始 時 と終 了時 に は特 別 なセ レモニ ー が行 わ れ、儀 式 的

活動 の 時間、 ヴ ィ クター ・ター ナ ーの言 葉 を使 えば 「コ ミュニ タス」の時 間が 開 かれ、 や

が て終 わ りが告 げ られ た。例 え ば、 イ ラク戦 争 の直 前 に行 われ たWSF2003に お い て は、

戦争 に抗す る 「多様性 の行 進」(MarchofDiversityAgainsttheWar)と と もに6日 問にわ たる

イベ ン トが始 ま ったが、 その含 意 は 「軍 国化 と戦争 を拒 否す る もうひ とつの 世界 を構 築 す

るこ と」であ った[WSF2003:4]。 「戦争 に抗 す る多様 性 の行進 」は、 イ ンター コ ンチ ネ ン

タル ・ユ ース キ ャ ンプ を出発 し、 ボ ル ト ・ア レグ レの広場 へ と向か った。広 場 では、平 和

を求め る声 と太 鼓 の音 が混 じ りあい鳴 り響 いて いた。 この年 の フォー ラムのた めの プロ グ

ラムで は、全 ての参加 者 にパ ーカ ッシ ョ ンや そ れぞれ の地域 や国や 運動 の旗 を持 ち寄 る よ

うに呼 びか け てい た。行 進 の後、 イ ンター コンチ ネ ンタル ・ユ ース キ ャ ンプの代 表者 が、

集 め られ るか ぎ りのペ ナ ン トを集 めてWSFの 最 後 に旗 の なか の旗 を作 りそれ は多 文化 主

義 の象徴 の 一つ となった[WSF2003:4]。 第三 回 のWSFは 、 グ アイバ河 畔 のサ ンセ ッ ト劇

場 でのパ ー ティ と ともに終 わ った。

[ボ ック ス2]世 界社 会フ ォー ラム(WSF)の 自己定義

世 界社 会 フ ォー ラム(WSF)は 、 ネオ リベ ラ リズム に反対 し、資 本主 義 ない しあ ら

ゆ る形 の帝 国主義 に よる世界 の支 配に反対 す る と同時 に、 人間 を中心 とす るこの惑 星

全体 の社 会 を作 り上 げ てい くこ とに従 事 しよう とす る、市民社 会 の グループや 運動 の
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開か れ た会 合で あ る。 この会 合 におい て市民社 会 の グルー プ と運動 は、 それぞ れの考

え方 を追求 し、 民主 的 にアイデ ア を議論 し、提案 を公式 化 し、 それぞれ の経験 を自由

に共有 しつつ 効 果的 活動 のた め のネ ッ トワー クに参 加 してい く。WSFの 目的 は、 グ

ローバ ル化 を作 り上 げ る代 替的 な手段 につ いて議論 す る ことであ り、普 遍的 な人権 お

よび全 ての国の男 女 あ るい は環境 の もつ権利 に敬 意 を払 い なが ら、社 会正 義 と人 々の

主権 を実現 す る民 主 的な国 際的 シス テム と制 度 に基 づ いいて い る。

(http:〃www.forumsocialmundial.org.br/main.php?id_menu=9&cd_language=2,2005年1月16日 閲覧)

世 界社 会 フ ォー ラム の参加 者 は、5年 で10倍 に増 大 した。2001年 に は15,000人 だ っ た

参 加者 は2005年 のボ ル ト ・ア レグ レで は155,000人 まで に なっ た(コ レイ オ ・ブ ラジ リエ

ンセ紙 、2005年2月1日)。 これ まで世 界社 会 フ ォー ラム はボ ル ト ・ア レグ レ(3回)と イ

ン ドの ム ンバ イで 開かれ た。 フ ォー ラム の組織 形態 は数年 の うち に少 しだ け変 わって い っ

た。そ の重要性 が増 してい くこ とに よって、 フ ォー ラムの 政治 的構 造 は ます ます 公式化 し

てい った。 基本 憲章 が起 草 され、 国際評 議会 が 「国際 レベ ル でのWSFの 発 言力 を育 て る」

た め に作 られた。 この会 議 は、 「政治 的あ るい は作戦 実行 にお け る本体」で あ り、 「ネ オ リ

ベ ラル なグ ローバ ル化 に代 わ る代 替 を探す 過程 で知識 や経験 を蓄積 したネ ッ トワー ク、 運

動 や組織 」によって構 成 されて い る(www.forumsocialmundial.org.br,[付 録1]参 照)。

街 頭 デモ と比 べ る と、世 界社 会 フ ォー ラムは高 度 に構 造化 、制 度化、 階層化 された、代

替 グ ローバ ル化 の 巨大 イベ ン トで あ る。 それ は、 基本 的に 二つ の層 か らな る構造 にお け

る、 ネ イテ ィ ヴに代 わ る(alter-native)な政 治 的エ リー トの国境 を越 え た グローバ ル な統合

の儀礼 で ある。 第一 に、 開かれ た 自己運営型 の活 動、 よ り水 平的 な コ ミュニ ケー シ ョン上

の 出会 い の集合 が あ る。 それ らは通常 、NGO、 労 働組 合、 社 会運 動 、教 会 な どに よっ て

主催 され た数百 の ワー クシ ョ ップ、 セ ミナー、 コース 、会合 や、他 の イニ シアテ ィブ な ど

で ある。 それ らは、 国境 を越 えて想像 され た特定 の関心 を共 有す る ヴ ァーチ ャル な共 同体

の各 部 が、実 際 の公 共圏 にお いて 出会 い相互 作 用 しあ う、比較 的小 さな儀 式 に相 当す る。

そ のなか には、 トラ ンス ナ シ ョナル な活動家 もいて、 イ ンター ネ ッ トが 可能 に したヴ ァー

チ ャル な公 共 圏にお いて他 国の 人々 と連絡 を取 りあ ってい るので 、会合 で会 うと きに は し

ば しば初対 面 であ った りす る。

第 二 に、対 話 と論争 の ための公演 、 会議、 証言 、円卓 が存在 し、 そ こで は、 反/代 替 グ
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R一 バ ル化 運動 に関 わる政治 的お よび知 的 なエ リー トが、 グ ローバ ルな リーダー として の

自 らの役割 をこな してい くなかで 、地位 と権力 を勝 ち得 てい く。 それ は、高 度 に構 造化 さ

れ たつ なが りであ り、 その 参加 者 はWSFと い う組織 の有 力 な メ ンバ ー に よっ て定義 され

る。2005年 には、国 際評議 会が こ う した定義 を行 うように なって いた。

全 て の会 合 は、運 動 の政 治 的行 動 を導 く提 案 を生 み 出す た め に行 われ る。 よ り多 くの

人 々が アクセス で きる ように、 これ らの提 案 を収 めた 「行 動の 巨大 な壁 」(GreatWallofAc-

tion)が ま とめ られた。2003年 のプ ログ ラムで は次 の よう に言及 されて いる。

小規模 か大 規模 か を問わず様 々 な運 動や 団体 に よって提 示 され た、 あ らゆる行 動 や

問題が 考慮 され るだろ う。す べ ての提 案 は 「壁 」に提 示 され る。様 々な提案 が描 か れ

た この 巨大 な壁(GreatWallofAction)に よって、 フ ォー ラムが ネオ リベ ラル な現状 の

認 識や 主張 を乗 り越 え てい くこ とが 明確 にな るだろ う。 フ ォー ラム に集 う代 表者 たち

は、基本 的 に新 た な世界 を求 める戦 い にす で に従事 して きた人 々であ り、彼 らは この

イベ ン トを通 じて それ ぞれの経 験 を交換 しあい 、学 びあい 、深 い省 察 を抱 い て、 国内

的 ない し国際 的 に 自らの展 望 を提示 して い くこ とだ ろ う。 フ ォー ラムが終 われば、彼

らはよ り多 くの知識 、 同盟、 プロ ジェ ク ト、そ して戦 い を続 け る情 熱 とともに、そ れ

ぞれ の活動 に帰 ってい くので ある[WSF2003;18]。

しか しなが ら、 この会 議 や他 の イベ ン トには 反/代 替 グロー バ ル化 の指 導者 や イ デオ

ローグが いて、 ま さに階層構 造 をな してい る。 こう した配 置 は、政治 的 ない し年齢 的 な分

断 を もた らし、 この分 断 は とくに若 い参加 者 に とって は権 力 に よっ て参加者 を分 断す る線

で あ り、 国際社会 フォー ラムのエ リー ト主義 的特徴 を示す もの だ と感 じられてい る。<選

ばれ た もの 〉へ の招 待 は、 変 わ らぬ方 針 とな ってい る。2005年 には ジ ョゼ ・サ ラマー ゴ

とマ ニ ュエ ル ・カス テルが、 多 くの他 の知識 人の 中か らフ ォー ラムへ と選 ばれ た。そ こに

はブ ラジル大統領 ル イース ・イナシオ ・ダ ・シル ヴ ァや、 ベ ネズエ ラ大統領 ウ ゴ ・チ ャベ

ス も参 加 してい た。

実 際 この世界 フ ォー ラム は、そ れ 自体 が 中核 的 な権力 の場 とな ってい る[Barros:2005コ 。

そ こに は、脱 中心 的で水 平 的で あ るこ とを喧伝 されて い るに もかか わ らず、(フ ォー ラム

とい う)儀 式 を作 り出す力 へ のア クセス にお いて だけで な く儀 式の構 造化 におい て も、他

よ りも強い 力 を もつエ ー ジ ェ ン トな い しエ ージ ェ ンシー が存在 す る。 例 え ば、2003年 の
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組 織委 員 会の構 成 に、 そ れ は よ くあ らわれ てい る。委 員 会 メ ンバ ー は2、3の 巨 大 な ブラ

ジル のNGO、 有力 な労 働組 合 同盟 、最 も有 力 な ブラ ジルの社 会 運動 であ る ラ ン ドレス ・

ムー ブ メ ン ト(MST)、 お よ び カ トリ ッ ク教 会 で あ る[・6]。2004年、 イ ン ドで 組織 され た

フ ォー ラム は、 イ ン ドの市 民 社 会 にお け る政 治 的 な い し社 会 的構 造([付 録2]参 照)を

強 く反 映 して いた。 運営 側 は、 四 つの カテ ゴリー に分 け られ て い た。 イ ン ド統合 評 議会

(WSFイ ン ドの 意 思決 定 機 関)、 イ ン ド作 業 委員 会(WSFイ ン ドを機 能 させ る ため の基 盤

を作 る上 での ガイ ドライ ンとなる方 針 を形 にす る こ とを責 務 とす る)、 イ ン ド組織 委 員会

(WSFの 実 行部 隊)、 そ して、 ム ンバ イ組 織委 員 会 で あ る。 例 え ば、 イ ン ド組織 委 員 会 に

は、 不可触 賤民 と して知 られ るカー ス ト、 ダ リ ッ トとア ドヴ ァシス と総称 される部族 社会

の代 表達 が、 かな りの数含 まれ てい た。

反 グ ローバ ル化 を唱え る勢力 と代 替 グ ローバ ル化 を唱え る勢 力 との 間の緊張 関係 は、第

一 回の フ ォー ラムか ら明確 に現 れて いた。例 え ば、 ラ ン ドレス ・ムー ブメ ン トか らは、 イ

ベ ン トを運営 した 「ライ ト ・レフ ト」(軽い左 翼)NGOや 労働 者 党、 「ル ・モ ン ド ・デ

プ ロマ テ ィー ク」な ど へ の 批判 が な され た(フ ォー リャ ・デ ・サ ンパ ウロ紙2001年

1月26日A8)。 運 営 側 の オ リエ ンテ ー シ ョ ンに反 して、40人 のパ ンクス と無 政府 主義 者

の グル ー プは マ ク ドナ ル ドを襲 う恐 れ が あっ た(同 紙 よ り)。 ラ ン ドレス ・ム ー ヴメ ン ト

(MST)の 活 動 家 た ちは、遺 伝 子操 作 を した農作 物 に反 対 し小 規模 な農業 を保 護す るた め

に、 モ ンサ ン トとい う トラ ンス ナ シ ョナル な企 業 の実験 農場 を襲撃 した。 フラ ンス の反 グ

ロー バル化 の運動 の指 導者 であ るジ ョゼ ・ボベ は、後 にモ ンサ ン トに対す る別 のデ モが行

われ た と きか らラ ン ドレス ・ム ーブ メ ン トに加 入 した。

組 織 委員 会 の メ ンバ ー構 成 に関 して は、大 衆 的 な運 動 と関係 して組織 は ご く少 数 であ

る。 例 えば2001年 には、八 つ の うちた ったの 二つ 、CUTとMSTだ けが そ う した つ なが り

を もっ てい た。実 際、組 織 委員 会 の ほ とん どは知識 人が 牛耳 るNGOや 中流 階級 か らな る

似 たよ うな団体 に よって構 成 され てい る[BarroseSilva2001:A8コ 。市 や州、 政府 のサ ポー

トに依 存 してい る以上 、組織 者側 は コ ン トロール不 可能 なあ らゆ る タイ プの対立 を避 け よ

うと願 う もので ある。警 官 との ス トリー ト ・フ ァイ トが起 こ らない とい う ことが 、 国家 機

関 との連携 の重要性 を示 してい る と同 時に、代 替 グローバ ル化 運動 の改 良主義 的性格 を よ

く示 して いる。 ル ・モ ン ド ・デ ィプ ロマテ ィー ク紙 の編集 長 イグナ シオ ・ラモ ネー は、 自

らの新 聞 にお いて次 の よう に書 い て い る。 「(世界社 会 フォー ラム は、)シ ア トル や ワシ ン

トンや プ ラハ な どでな された よ うな、 ネオ リベ ラ リズ ムの過 剰 に よって あ らゆ る場 所 で
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引 き起 こ され て きた不 正義 や不平 等や災 難 に対 す る抗 議 をす るため に存 在 して いるので は

ない。 む しろ、 ポ ジテ ィ ブで建 設 的 な仕 方 で、 今 とは違 う世 界、 よ り非 人 問的 で な くよ

り協 調的 な世界 が可能 となる ような、新 た なタイ プの グローバ ル化 を描 くこ とを可 能 にす

る理 論的 かつ実践 的 な枠 組 み を提 案す るため に存在 して いる のであ る」[BarroseSilva2001:

A14]a

2004年 イ ン ドで の フ ォー ラム にお い て3,500人 の 参加 者 に対 して 行 わ れた 調査 に よれ

ば、参 加者 の63%は 大学 の学位 を持 ってい た(ジ ャー ナル ・ド ・ブ ラジル紙。2005年1月

17日)。2005年 の フ ォー ラム に向 けた準備 の なか で、組 織 委員会 はフ ォー ラムの 「エ リー

ト主 義 的」特 徴 を自 ら認 め てい る。 運営 を担 うNGOの 一 つ 「IBASE」の 議 長 は、 会議 や 講

演 な どの主要 な活動 につ いて以 前 は 国際委 員会 に よって決 め られ て いた が、2005年 の会

合で は、 イ ンターネ ッ トを通 じた幅広 い協 議 を通 じて決 め られ る と述べ てい る。続 けて彼

は次 の ように述べ てい る。

「わ れわ れは、 組織 と社 会運動 のなか で選 ばれ た ものた ち であ る。 も し人kが フ ォー

ラムへ い くお金 が ない な ら、 フォー ラム は人 々の も とへ と出向か な けれ ばな らな い」

(ジ ャーナル ・ド ・ブ ラジル紙。2005年1月17日)。

結果 と して、 フォー ラム は 「エ リー ト達 との繋 が りが あ ま りに強い場 」であ る教皇 カ ト

リック大 学 の外 へ と出 なけれ ばな らなか った。ス ラム地 区の住 民 の参加 を促す ため に、運

営 側 は彼 らに一 日2万 食 を提 供 す る こ とを計画 した。運 営側 は ま た、50万USド ルほ どか

か るVIPの 旅 費 を支 払 うことをや めた。 この お金 の一部 は、南 北 アメ リカ大陸 、パ キス タ

ン、 イ ン ドか ら先住 民 の代 表者 た ちを連れ て くるため に使 われ、 また ブラ ジル各州都 か ら

ボル ト ・アレグ レへ と向か うバス の手 配 に使 わ れた(ジ ャーナ ル ・ド ・ブラ ジル紙 。2005

年1月17日)。

WSFは 強力 な磁 場 を な してい る。 その こ とは、 毎 年 の イベ ン トに先 立 つ政 治 的 プロセ

スの なかや 、 フ ォー ラム が政 治的 ア クター を魅 了す る力 の うち に見 て取 るこ とがで きる。

進歩 主義 的 な勢 力か らや って きた政治 的 アク ターは、 フ ォー ラム におい て脚光 を浴 びる こ

と を望 む。 彼 らの参加 が メデ ィア に よって広 く喧伝 され る こ とが と くに重 要 で あ る。 ブ

ラジル で行 われた全 て のWSFに 参加 してい る現 ブラ ジル大 統領 ル イース ・イ ナシオ ・ダ ・

シル ヴ ァか ら、 学 問 や芸術 の世界 のス ター に至 る まで、多 くの人 が この グローバ ル な メ
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デ ィア イベ ン トで 自 らの存在 を顕 示 したい と考 えてい る。様 々 な儀 式 は、参加 者 に とっ て

だけで な く色 々な メデ ィア を通 「じて それ を知 り二z一 ス を追 う人 々 にとって も、有効 な コ

ミュニ ケー シ ョンの装 置 なので あ る。

グ ローバ ル な統合 の儀 式 と してのWSFは 、 様 々 なエ ー ジェ ン トを様 々 な レベ ル の社会

的工 一 ジェ ンシーへ と定着 させ る。例 えば、 ボ ル ト ・ア レグ レ自治 当局 や、 ロー カルな大

学、 知識 人、政 治家 、市民社 会 の メ ンバー な どが い る。 他 に も地域 レベ ルの エー ジェ ン ト

と して は、 ボル ト ・ア レグ レを州都 に もち、 フ ォー ラム に積極 的 に参加 して い るリオ ・グ

ラ ンデ ・ド ・ソ ル州 政府 や、 ブ ラジル南部 の他 の地域 、 さ らには歴 史 的文化 的 に同 じ国 際

的 な地域 の一部 をなす ウルグ ァイや アルゼ ンチ ンのい くつか の州 か ら参加 したア ク ター た

ちの存在 があ る。 こ うした、ナ シ ョナル なエー ジェ ン トない しエ ー ジェ ンシーの存在

幾 つか の全 国規 模 のNGO、 労 働組 合連 合 、教 会、 政党 、連 邦政 府 当局 な どの 関わ り

は注 目に値 す る。 グ ローバ ル な 巨大 イベ ン トで は、 国際 的 な い し トラ ンス ナ シ ョナル な

エ ー ジェ ン トが 参加す るだろ うこ とが 予想 され る し、実 際WSFの 場合 もそ うで もあ る。

国籍 あ るい は民 族 の多様 性 はWSFの 中核 的 な特 徴 で あ る。 とい うの も、最 初 の フ ォー

ラム以 来、 参 加 者 は117力 国以 上 か らや っ て きて い るか らで あ る。 バ ベ ルの塔 に も喩 え

られ るそ の イベ ン トに は、多 くの通 訳一 そ の多 くは ボ ランテ ィア で あ る一 が 必 要 と

な る。NGO、 トラ ンス ナ シ ョナル な活動 家 た ち、 国 際財 団 な どは、WSFが 存 在 で きる こ

との大 きな理 由 とな って い る。 こ う した 、そ れ ぞれ 異 な る統 合 レベル にお け る アク ター

の複数性 は、様 々な政治 的、社 会 的、 文化 的 な領域 とのつ なが りを もた らす もの であ り、

フ ォー ラム の大 事 な政 治 的資 本 とな って い る。事 実 、 この フ ォー ラム は、非 覇権 的 な グ

ローバ ル化 にむ けた運動 の なか で は、 現実 の公共 圏 にお けるネ ッ トワー クをつ くる主要 な

機会 となっ て きた。 トラ ンス ナ シ ョナル でヴ ァーチ ャル な共 同体 が、仮 想空 間の外 で集 ま

るため の手段 と しての フ ォー ラム は、 グローバ ル な市 民社会 を作 るうえで重 要 な役 割 を果

た してい るので ある。

セ オア ネ とタデ イ[SeoaneandTaddei2001:106]は 、市 ない し州 の ポ リテ ィクス は最初

のWSFの 運営 におい て は役 立 って いた こ とを指摘 して いる。 実 際、 そ れは リオ ・グラ ン

デ ・ド ・ソル 州 エネ ルギ ー公社 と州 銀行 に よっ て助 成 されて い た。事 実 、 リオ ・グラ ン

デ ・ド ・ソルは長年 の あい だ労 働者 党が動 か して きた州 であ る。 さ らに ボル ト ・ア レグ レ

とい う都 市 も また労働 者 党 によっ て統 治 され て きた し、州政 府全体 と してだけ でな く、教

皇 カ トリック大 学や リオ ・グラ ンデ ・ド ・ソル連 邦大 学 もふ くめたサ ポー トが な され てい

耄nteface靉 亀ξぎttliltf$)@finｰSearchIAattv�ies2《 諱(》轟一zOｩ&



た。 ネイ テ ィヴ に代 わ る(alter-native)ト ラ ンス ナ シ ョナル ・エ リー トに対 す る注 目が増

大 す るなか、 フ ォー ラム の成長 と政治 的 な存 在感 は有力 なス ポ ンサ ーや賛助 者 の注 意 を ひ

くようになっ た。例 えば、 ブ ラジル国 内で は有数 の企 業 であ る国営石 油会社 ペ トロ ブラス

は、 労働者 党 の連邦統 治が 開始 した一 年後 か らボ ル ト ・ア レグ レと リオ ・グ ラ ンデ ・ソル

州 に進 出 して きた。 ペ トロブ ラス は2005年 に、「スポ ンサー お よび賛助 者 」に迎 え入 れ ら

れ た。そ の リス トには、 ブ ラジル最大 の半国 営銀行 で ある ブラ ジル銀 行、 もうひ とつ の有

力 な国営銀 行で ある カイ シ ャ ・エ コ ノ ミカ ・フ ェデ ラル、 また有 力 な国営企 業 であ るエ レ

トロブ ラスや イ ンフラエ ロや フルナス な どが 並ん でい る。 こ うした ブ ラジル政府系 の組 織

以外 に も、WSF2005で は 巨大 な国 際 的企 業 をス ポ ンサー と して迎 えて お り、 その ほ とん

どは次の ようなカ トリ ックない しプ ロテス タ ン ト教会 によっ て後 援 されて い る[・7ユ。

・eed-EvangelischerEntwicklungsdienst(ド イ ツ の プ ロ テ ス タ ン ト教 会 の 組 織)

・ChristianAid(イ ギ リ ス お よ び ア イ ル ラ ン ド教 会 の 機 関)

・CCFD(Comit颪atholiquecontrelaFaimetpourleD騅eloppement
,フ ラ ン ス)

・n(o)vib(オ ッ ク ス フ ァ ム 、 オ ラ ン ダ)

・CAFOD(CatholicAgenciesforOverseasDevelopment
,イ ギ リ ス)

・RockfellerBrothersFund(ア メ リ カ)

・Misereor(ド イ ツ の カ ト リ ッ ク 司 教 に よ る 共 同 と 開 発 の た め の 組 織)

第 一 回のWSFに か か った経 費 は、200万R$(ブ ラ ジルの通 貨REALの 略 記)で あ る と公

表 され て いる が、 その うちの 百万 は リオ ・グラ ン ド ・ソル州 政府 に よっ て払 われ 、30万

は ボル ト ・ア レグ レ市 が支 払 い、 残 りはNGOが 分担 した(フ ォー リ ャ ・デ ・サ ンパ ウロ

紙、2001年1月26日 、p.A7)。

公 的基 金 を使 うこ とは2001年 に もす で に問題 にな って いた[・8コ。実 際、 公的基 金 の増大

を うけてWSFの 批判 者 た ちは、 「自由 を拒 否 すべ きだ とい う教 条 に凝 り固 ま った人 々」の

集 ま りを ブラ ジルの納税者 たちは援助 してい るのだ[Rosen丘eld2005:A3]と 非 難 してい る。

この リオ ・グラ ンデ ・ド ・ソル連 邦 大学 の 政治 哲学 の教授 に よれ ば、2005年 の フ ォー ラ

ムで は、1,450万R$(約540万USド ル)の 経費 の うち1,000万R$(約370万USド ル)が 公 的

資金か ら支 出 され てい る匚・9]。

世界社 会 フ ォーラム は、 ダボス での世界 経済 フ ォー ラムに対抗 す る もの と して計 画 され
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た。 この会 合 は、1971年 か ら国連 の コンサル タ ン トで もある ス イスの あ る財 団 に よっ て

運営 されてい る。1,000以 上の多 国籍 企業 か らの融資 を受 けて い る世界 経済 フ ォー ラム は、

グローバ ル な覇権 を握 ってい る政 治 的エ リー トと企業 エ リー トを結 びつ け る もの と して形

成 され てい る。 それ は 「世 界 中の政 治 とビジネス の キーマ ンの集 ま り」とされ て きた。 こ

の 会合 と、 アフ リカや ア ジァや 南 ア メ リカで 開か れ る よ り小 規 模 な フ ォー ラム は、 どこ

で あ ろ う と強 く人 々 をひ きつ け て きた し、数 百 の ビジネ ス リー ダー が ダボス にや って来

て懇 談 す るため に1企 業 ご と2万 ドル ものお 金 を支 払 っ てい る。多 くの批 判 者 に とって ダ

ボス は、大 企業 の幹部 た ちが契約 を取 り付 け、政府 高官 や学 問的権威 と知 り合 うた め に集

まる密室 で あ り、20世 紀後 半の ニ ュー ・エ コノ ミ ック信仰 の象徴 で あ る[Whitney1997]。

1997年 の会 議 に参加 した企 業 は、あ わせ て推定 年%i4兆5千 億 ドルの売 り上 げ を誇 ってお

り、 その力 はマ イ クロ ソフ トを率 い る ビル ・ゲ イ ツやパ レス チナ の指導 者 アラ ファ ト議長

さえ惹 きつ けて い る[Whitneyl997]。200玉 年 に は、お よそ3,000人 の参加 者が ダボ ス に集

ま り、そ の なか に は次 の よ うな人々が含 まれてい た。

・JacobFrenkel(メ リ ル リ ン チCEO)

・AlanBlinder(元 米 国 連 邦 準 備 銀 行 副 頭 取 、 プ リ ン ス トン 大 学 経 済 学 部 教 授)

・IamesWo晩nsohn(世 界 銀 行 頭 取)

・IohnSweeney(AFL-CIO代 表)

・CharlesHolliday(デ ュ ポ ン世 界 代 表)

・CarletonFiorina(ヒ ュ ー レ ッ トパ ッ カ ー ド代 表)

・HenryPaulsonJr .(ゴ ー ル ドマ ン サ ッ ク スCEO)

.GeorgeSoros(世 界 的 投 資 家)

・VandanaShiva(環 境 運 動 の 世 界 的 リー ダ ー)

1999年 の シア トルの戦 い の反響 が 残 って いて 、2001年 は世 界社 会 フ ォー ラムが 始 まっ

た年 で あっ たこ と もあ り、 反/代 替 グ ローバ ル化 運動 の重要 性 を認 める参加 者 たち によっ

て貧 困 問題が 考慮 す るべ きテーマ とされ た[Gosman2001]。

覇 権対抗 的 な グローバ ル な活 動の 目新 しさは、 大西 洋の両 側 ひい ては世界 の南半 球地域

と北 半球 地域 で 開か れ た この二 つ の フ ォー ラム の代 表者 をつ な ぐ国際 的 な電話 会議 を組

織す る上 で主導 的 な役割 を果 た した。 この電話 会議 は、2001年 の1月28日 に行わ れた(コ
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レイオ ・ブ ラジ リエ ンセ 紙 、2001年1月29日 、p.3)。 ボル ト ・ア レグ レで は、 世 界 社 会

フ ォー ラムを代 表す る11人 が教 皇 カ トリ ック大学 の 講堂 に集 まった。 そ の 中 には、 ア ミ

ナ タ ・トラ オ レ(元 マ リ文化大 臣),ベ ルナ ール ・カセ ン(ATTAC/「 ル ・モ ン ド ・デ プロ

マ テ ィク」)、ウ ォー ルデ ン ・ベ ロー(社 会 学教 授 、 フ ィリ ピン)、 エベ ・デ ・ボナ フ ィニ

(「マ ヨ広場 の母 た ち」、 ブエ ノス アイ レス)、 ラ フ ァエ ル ・ア レグ リア(ホ ンジ ュラス の農

民運 動の 指導 者)な どが含 まれて いた。 ダ ボスで は、 ジ ョー ジ ・ソロス(世 界 的投 資家)、

ジ ョン ・ラギ ー(国 連 主席 カウ ンセ ラー)、 マ ー ク ・マ ロ ック(国 連 開発計 画代 表)、 ビ ヨ

ル グ ・エ ドル ッ ド(多 国籍企 業ABB代 表 取締 役)ら が プ ロテス タン ト教会 に集 まった。 一

時 間半にお よぶ討 論の様 子 は、 リオ ・グラ ンデ ・ド ・ソル州 の公 共教育 チ ャ ンネルで放 映

され 、 カ トリ ック大 学講 堂 では1,800人 の観 衆 が実 際に その様 子 をみ てい た。 それ は激 し

い意 見交換 となった。 ボナ フ ィニ が、 あなた は世界 中で一 日に何 人の子 供が餓 えのた めに

死 んでい くのか を知 ってい るのか と尋 ね 、 ソロスが会 話 の終 結 を提 案 した と きには、一度

中断 して しまっ たほ どであ った。

この電話 会議 にお ける両勢 力の対 峙 は、双方 の社会 的 ・政 治 的ア イデ ンテ ィティ を強化

す る役 割 を果た しただ けで はなか った。 それ は、双方 が グローバ ル なメデ ィアの注 意 を引

き付 ける重要性 を持 ってい る とい うこ とを明確 に示す もの であ った。 ダボス は、裕福 で有

力 な人 々が集結 す る とい う独 自のスペ クタク ルに よって長 い間 メデ ィアの多大 な注 目を享

受 して きた。 しか しなが ら、 ボル ト ・ア レグ レの会合 にはそ れ は当て は まらない。

次 の よ うに言 っ て も誇 張 に は な らない だ ろ う。 す なわ ち、WSFの 、 そ して 反/代 替 グ

ローバ ル化運動 の お もな 目的 は、 グローバ ル化 につ いての様 々 なメデ ィアス ケー プを撒 き

散 らす こ とにあ る。 グ ローバ ルな特権 階級 の主要 な集 ま りにあわせ て、 フ ォー ラム と街頭

デモ といっ た一 連 のイベ ン トを行 う戦 略的努 力の 一部 は、 グローバ ルな メデ ィアの なかで

異 なる メ ッセー ジを流通 させ る こ との価 値 を理 解 してい る運 動 が、 明示 的 な存 在 感 を発

揮 す るこ とを必 要 と して い るこ とと関係 してい る。統合 の儀式 と しての重 要性 につ け加 え

て、WSFは グローバ ル な情 報経 路 に おい て も、代 替 的 な イメー ジ とデ ィス コース を統 合

して い き、 よ り多 くの よ り一般 的 な聴 衆へ と届 ける とい う決 定的 な役 割 を担 ってい る。 し

たが っ て、WSFは 、 い まだ に少 数の 覇権 対 抗 的 なグ ローバ ル ・エ リー トたち の活 動 を支

える ネ ッ トワー クであ ると同時 に、政 治的 でイデ オ ロギー的 でユー トピア的 なマ トリ ック

ス を結合 させ拡 散 させ る契 機 とな ってい るので ある。非 覇権 的 なグ ローバ ル政 治的エ リー

トの統合 の儀式 は、現 実 の公共 圏 にお け る トランスナ シ ョナ ル な活動 家 とエー ジェ ン トた
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ちの ネ ッ トワー クの動態 にお いて 中心 をな してい るので ある。

1-3.非 覇 権 的 な政 治 的運 動 につ い て の ま とめ

反/代 替 グローバ ル化運 動 の多様性 は、 頻繁 に強調 される特徴 で あ り多 くの人 々 にとっ

て 目新 し さを感 じ させ る もので あ る。実 際、数 年前 には、 農民 や イ ン ドの指導 層 の姿 を、

パ ンクス と同 じ抗議 活動 の場 に見 出す こ とな ど全 く予 想 で きない ことであ った。 しか しな

が ら、忘 れ るべ きでな いの は、 こう した多 様性 は環境 運動 に も、 もっ と以前 の社会 主義 運

動 に も存 在 した とい うこ とで あ る。 例 え ば、最 初 の社 会 主義 イン ターナ シ ョナル は1864

年 に開か れ てお り、 少 な くと も三つ の国、 イ ング ラ ン ド、 フ ランス、 ドイツの代表 か ら構

成 され てい た[Riazanov(1926)2004]。 グロー バ ル化が す す み、 と くに 時 間一空 間 の圧縮

が進 んだ ことで、今 日で は国際 的 な覇 権対抗 的 な動 き もまた、 よ り多様 な もの にな るこ と

は十分予 測 され るこ とであ る。

現 在 の、反/代 替 グ ローバ ル化運動 内部 の多様 性 につ いての驚 きの背 後 には、二 つ の要

因が存在 す る。 第一 に、集 合 的な政治 的主体 の性 質 を単純化 して捉 える誤解 があ る。 ひ と

つ の集合 体が 同 じ運 動 を代 表 し、 同 じ運動 に よって代 表 され、似 た ゴール を 目指 してい る

とい う事 実 があ るか らとい って、対 立す る勢力 に よって分 割 され るこ とが ない わけで はな

い し、 内部 が均 質 に構成 されてい るわ けで もない のであ る。第二 に、現 実 に存在 す る社 会

主 義の終 焉 とその理 念 的ない しユ ー トピァ的 な影 響力 が薄 れた こ とに よって生 じた、広 範

囲の危機 と結 びつ いた契機 が あ る。 以前 は横 に置か れて いた ものが議論 の主 題 とな り、 揺

れ動 く議 題 とな る。 実際 、運動 の多様 性 が示 して いるの は、現実 の公 共圏 とヴ ァーチ ャル

な公 共 圏双方 にお け る、 進歩 的 な同時代 の ネ ッ トワー クの影響力 な のであ る。

街頭 デ モ もWSFも 同 じ 「構造 対 反構 造」とい う戦 略 を採 っ てい る。そ れ はグ ローバ ル な

メデ ィア に侵入 し、 代替 的 なイメ ージや メ ッセー ジを離 れなが らに して 目撃 す るこ とを可

能 にす る方法 で ある点 で、大変 に有力 な戦 略 であ り、 トラ ンス ナ シ ョナ ルな想像 上の仮 想

的共 同体 が構 造 化 して い くこ との背後 にあ る力 の一 つ で ある[Ribeirol998]。 最後 に留 意

すべ きこ とは、反/代 替 グ ローバ ル化 運動 の混交 的 な多様性 は、 トラ ンス ナ シ ョナル な現

代 の左翼 が この運動 の メ ンバ ーや指導 者 では ない とい うこ とを意 味 しない とい う ことであ

る。反対 に、社 会主 義 に牽 引 され て きた古 い左翼 とこの新 た なグ ローバ ル な動 きに は、 あ

る種 の連 続性 が見 出 され うるので ある。
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2.経 済 的 な非 覇 権 的 な グ ロ ー バ ル 化:フ ォス ・ ド ・イ グ ア ス と シ ウ ダ ・デ ル ・

エ ス テ に お け る 越 境 と ブ ラ ジ リ ア の パ ラ グ ア イ ・マ ー ケ ッ ト

非 覇権 的 な経 済 的 グロ ーバ ル化 の なか で最 も人 目につ きやす い ア クター は、例 えば グ

ローバ ル に流 通 してい るガ ジェ ッ トを扱 う街頭 の売 人だ ろう。 しか し彼 らは巨大 なグ ロー

バル 経済 の氷 山の一 角 にす ぎない。 そ れ を非 覇権 的 な グロ ーバ ル化 と呼 ぶ のは その エ ー

ジェ ン トが グ ローバ ル 資本 主義 を破 壊 す る こ とを意 図 して いる か らで も ない し、支 配 的

な秩序 に対 して急進 的 な代 替 を提 示 して いるか らで もない。 それ らの活動 が あ らゆる とこ

ろ、つ ま りロー カルな、 地域 的な、 国内 的ない し国際 的 な、 あ るいは トラ ンス ナ シ ョナ ル

な全 ての次元 で、経 済的 な特権 階級 に抗 ってい るか らこそ、彼 らは覇権 的で はな いので あ

る。 したが って、彼 らは特 権 階級 に とって は脅威 として描か れ る ように なる。 と同 時 に、

彼 ら自身 は、 自分達 を支 配 し ようとす る政 治的 ・経済 的エ リー トの力 を感 じる ようにな る

ので ある。彼 らに対 す る国家 や企業 の態度 は大変 に意 味深 い もの であ る。

ほ とん どの場合 、 こう した活 動 は念 入 りな弾圧 的活動 の焦 点 とな り、警 察 の案件 として

扱 わ れる。非 覇権 的な経 済的 グ ロー バル化 は、臓 器密輸 などの取 り締 ま られ るべ き非 合法

的活動 を含 む広大 な領域 を な して いる。 これ らは疑 いな く麻 薬密売 など も含 んで いる。 同

様 に、 街頭 の売 人 な どの労働 者 の 「犯 罪」は国家 の定 め る基準 の外 で働 くこ とであ り、非

覇権 的 な グロー バル化 の意 味深 い一 部 で あ る。 犯罪 を美化 す る のは私 の 意 図す る と ころ

で はない。 しか しなが ら、基本 的 に国家 を中心 とす る議論 か らは距 離 を取 りたい。 それ ら

は強力 に何 が合法 であ り何が 非合法 であ るか を定義す る 国家 の規範 と統 制 に依 拠 してい る

し、分 化 した社 会的部 分や 階級 問 の権 力 関係 の歴 史 を反 映 してい る(こ の問題 に 関連 して

興味 深 い著 作 として[Heyman1999]が ある)。 国家 的で はない もう一 つ の視角 を構築 す る

た め に、私 は人 類学 の 蓄積 にお ける もっ とも有力 な財産 で あ る、エ ー ジ ェ ン トの視 点 に

立っ て考 える とい うこ とを深 く考察 して い きたい。

非覇権 的 な経済 的 グローバ ル化 は、 ピラ ミッ ド型 に凝 結 した様 々な タイ プの断片 やネ ッ

トワー クに よっ て構 造化 され てい る。そ の頂点 にはマ ネー ロ ンダ リング組 織、 マ フ ィア的

な活 動、 あ らゆ る種 類 の贈 収賄 が あ る。 こ う した裏 グロ ーバ ル経 済 に関 わ るエ ー ジェ ン

トた ちがい かに力 を もち選 ばれた人 間で あっ て も、 自分 た ちだ けで活動 す るこ とはで きな

い。 そ こには ピラ ミッ ド構 造 の底 辺 部の貧 民か らな る莫 大 な数の 関係者 が存在 す る。 こう
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した社会 的 ア クター にとって、 非覇権 的 なグ ローバ ル化 は生 計 を立て た り、社 会 的 に上 昇

す るための手段 であ る。 ネ ッ トワー クと仲 介手 数料 に よって接合 され た この グローバ ル な

構 造 は、私 が 「コ ンソー シエ ー シ ョン」(consortiation)と 呼 ぶ、数 十億 ドル規模 の イ ンフ ラ

整 備 プロ ジェ ク トをめ ぐる トラ ンスナ シ ョナ ル、 ナシ ョナル、地 域的 、 ロー カルな、様 々

なエ ージ ェ ン トたちの接 合 に比 せ られ る[Ribeirol994,2002]。

ピラ ミ ッ ド構 造 の底辺 にお け る活 動 は、私が 草 の根 の経 済的 グ ローバ ル化 と呼 ぶ もので

あ り、 まさに下 か らの グ ローバ ル化 で ある。そ れ によ って 、他 の方法 で は決 して多 様 な社

会 的 な い し経 済 的層 にい きわた らない であ ろ う グロー バル な富 の流 れへ の アクセ スが 可

能 に なる。 それ は また、全 ての市民 に職 を提供 す るこ とな どで きない ナ シ ョナ ルお よび グ

ローバ ル な経 済 のなかで 、社会 的上昇 へ の道や 、生存 す る可能性 を開 くものであ る。 そ う

い うわけで私 は、 この非 覇権 的 な経 済的 グ ローバ ル化 につ いて は、そ の上流 層 よ りも、 こ

う した底 辺 に近 い部 分 に関心 を抱 くので あ る。

以下 で は、 非覇権 的 な経 済 的 グローバ ル化の動 態 を、 ブラ ジルの フ ォス ・ド ・イ グアス

市 とパ ラグア イの シウ ダ ・デ ル ・エ ステ市 にお いて形 成 され た 「社 会 的 な越 境 空 間」にお

ける実践 か ら描 き出 して い く。 その後 で、 ブ ラジ ル国内の グ ローバル な ガジ ェッ ト市場 の

なかで もっと も巨大 で論争 を呼 んで い る、 連邦都 市 ブ ラジ リアにお けるい わゆ るパ ラグア

イ ・マ ーケ ッ トにつ いて 記述 してい く。

2-1.シ ウダ ・デ ル ・エ ス テ/フ ォス ・ ド ・イ グア ス グ ロ ーバ ルな 断 片化 さ れ た空

間 と して の社 会 的 トラ ンス ・フ ロ ンテ ィ ア

全 長3,940kmの パ ラナ川 は、南 アメ リカで アマ ゾ ンの次 に長 い川で あ る。 この川 は、もっ

と も知 られた南 アメ リカの国境 と重 な ってい る。 い わゆ る三 力国国境 は、 アルゼ ンチ ンと

ブラ ジル とパ ラ グアイ を分 割 してい る。 この地域 にはそれ ぞれの 国 に属 す る三つ の都 市 が

あ り、 国境 を また ぐ二つ の橋 に よっ て結合 された 国際 的 な都 市 シス テム を構 成 してい る。

フ ォス ・ド ・イグ アスは、 タ ンクレ ド ・ネ ヴェス橋(1985年 開設)に よって アル ゼ ンチ ン

の プエ ル ト・イス アス と、ア ミザ ーデ(フ レ ン ドシ ップ)橋(ポ ル トガル語 で友情 を意 味す る、

1965年 開設)に よってパ ラグア イの シウダ ・デル ・エ ス テ とつ なが ってい る。

有 名 なイ グアスの 滝 は世 界で最 も大 きな滝の一 つで あ り、 ブ ラジル とア ルゼ ンチ ンの 国

境 を なす イ グアス川流 域 に位置 す るが 、 この三 力国国境 と同 じ地域 にある。 この滝 目当 て
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に何千 人 もの観光客 が アルゼ ンチ ンのプエ ル ト ・イス アス とブ ラジルの フ ォス ・ド ・イ グ

アス にや って くる。 このグ ローバ ルお よびナ シ ョナ ルな観光 産業以外 に も、 このエ リァ を

特 徴的 な もの と してい るグ ローバ ル化 の力 があ る。そ の一つ が三 国国境地 域が世 界 中の 国

境 と接 して いる とい うこ とで ある。 つ ま り、 この;地域 で は植 民地 時代 か ら密輸 が行 われ て

い るので あ る[Grimson2003]。 そ の ほか に も、1970～80年 代 の ブ ラジル ・パ ラ グアイ両

国共 同の 「開発 プロ ジェ ク ト」の産物 であ る、世 界 で二番 目に大 きい水力 発 電用 ダム 「イ

タイ プ」が あ る。 イタイ プの 建設 は覇権 的 な グローバ ル化 に おい て大 きな 出来 事 で あ っ

た。 とい うの も、 それ に よっ て、膨大 な労働 力 の需要 とテ クノ ロジー と トラ ンス ナシ ョナ

ルな資本 とエ リー トが や って きたの であ り、 と くにプエ ル ト ・イス アス市 とフ ォス ・ド ・

イグア ス市 に とっ ては急速 な人 口増加 を意 味 したか らであ る。 さらに は、 環境運 動が この

エ リア の熱帯雨林 をグ ローバ ルな緑地 図上 に位置づ け、9・11後 の アメ リカの帝 国的 な 「セ

キュ リテ ィ」の言説 にお い て三 国国境 地域 はテ ロ リス トの温 床 とみ な され る ように なった

[Ferradas2004コ 。

[表2]三 国国境 地帯 。

国
土 地面 積

(IUTh)

人 口

(万人)
州(他) 都市 人口(人) 橋

アルゼ ンチン 3,761,274 3,600

(zoos)

ミシオ ネ ス
プ エ ル ト ・

イス アス 321,038
タ ンク レ ド ・

ネ ヴ ェス

ブラジル 8,514,876 17,000

(zooo)

パ ラナ
フ オス ・ド・

イ グア ス 258,543

タ ンク レ ド ・

ネ ヴ ェ ス/

ア ミザ ー デ

パ ラグアイ 406,752 510

(zooa)

アル ト ・パ

ラナ

シ ウ ダ ・デ

ル ・エ ス テ 222,274 ア ミザ ー デ

*[Rabossi20041309]よ り

「社会 的 な トラ ンス ・フロ ンテ ィア空 聞」とい う概 念[Marcano1996]は 、 三国 国境地 帯

の ような場所 で育つ特 定 の関係性 を考察 す る上 で有 用 であ る。 そ れに よって、複 雑で フレ

キシ ブルな分類装 置 として機 能 して きた国境 をめ ぐる地帯 で諸 アクターが 育ん で きた社 会

的 、文化 的、経 済 的、 政治 的、 血縁 的 な 関係性 を理解 す る ことが で きる。 国家 や その 機
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関 、エ ージ ェ ン ト、 エー ジェ ンシー な どは、 法的支 配 の下 にあ る地域 をコ ン トロー ル しよ

う とす る領域 的な実体 で ある。 国境 地帯 で社 会的 工一 ジェ ン トが経験 す る フレキ シブル な

性 質 は、 国家 的 工 一 ジェ ン トの 影響 力 が弱 い こ とや 、 トラ ンス ・フロ ンテ ィア空 問 の 内

部 で活 動 する他 の社会 的工 一 ジェ ン トと国家 工一 ジ ェン トが共 謀 してい る ことに関係 して

い る。 この概念 は また、 国家 によ って強制 され る支 配 を必然 的 に超 え た空 間 にお いて動 く

様 々な種類 の エー ジェ ン トを把握 す る上 で も有用 であ る。社会 的 トランス ・フロ ンテ ィア

が どこで物 理 的に閉 じて いるか を定義す るこ とは不 可能 であ る。 なぜ な ら、 それ は公 的 な

制度 に よってつ くられた もので はな いか らだ。社会 的 トランス ・フロ ンテ ィア空 間は、 国

民 国家 の伝 統 的 な論 理 を超 え てい く もの で あ るか ら、 もっ と も大 きな トラ ンス ・フロ ン

テ ィア空 間は しば しば、 グローバ ル な人 間 とモ ノ と情報 の流通 経路 と結 びつ いた グローバ

ル な断片 的空 間 となる傾 向を もった、 トラ ンス ナシ ョナル な領 域 であ る。 まさにそ の一例

が この三 国国境 地帯 なの であ る。

三 国国境 地帯 で は、 と くに アルゼ ンチ ン国内の イ グアス 国立 公 園 と滝 を訪 れる国 内外 の

観光客 と関連 して プエル ト ・イ グアス も重要 で はある[Mendon軋2002]も の の、 この地帯

のお もな社 会的越 境空 間 はブ ラジルの フ ォス ・ド ・イ グアス市 とパ ラ グアイ のシ ウダ ・デ

ル ・エ ス テ市 との関係 を通 じて構造 化 され てい る。 これ ら二つ の都市 は、 そ の成 長 と複 雑

さが ここ2、30年 の間 に加 速 した 同一 の関係 領域 を形 成 してい る。双 方 と もに、重 要 な金

融の 中心 であ りまた グローバ ル な取 引 の中心 であ る。 これ らの都 市 は また民 族 的 にも分 節

化 された単 位 とな って い る。 パ ラグ アイ人、 ブ ラジル人 以外 に も、 この社会 的 トランス ・

フ ロ ンテ ィア空 間 には アラブ 人(と くにシ リア と レバ ノ ンか らや って きた人 々。 キ リス ト

教 徒 もイス ラム教徒 もい る)や 中 国人や他 の よ り少数 派 のエス ニ ック集 団が存 在す る。

以下 の 議論 は基 本 的 に、 フェ ルナ ン ド ・ラボ シ[2004]と セ サー ル ・ペ レス ・オル テ ィ

ス[2004]に よ って行 われ た シウ ダ ・デ ル ・エ ス テにつ い ての調査 に依拠 してい る。 とい

うの も、 シウ ダ ・デ ル ・エス テ は、 何千 人 ものブ ラジ ル人 が訪 れて輸 入品 を購入 しそ れぞ

れの町へ と持 ち帰 る とこ ろで あ り、 この 地帯 におい て中心 的 な役 割 を果た して いるか らで

あ る。 人 々は しば しば3,000㎞ 以上 も旅 をす る。彼 らは完全 に ノマ ド的な商 人で あ り、 そ

れぞれ のホ ーム タウ ン とシウダ ・デル ・エス テの間 をつね に旅 してい る。彼 らは、ポ ル ト

ガル語 で 「サ コレイ ロス」(sacoleiros:運 び屋)と 呼 ばれ る。 彼 らが持 ち帰 る多 くの荷 物 は、

しば しばパ ラ グアイ ・マー ケ ッ トとよばれ る路 上市 で売 られ る様 々なガ ジェ ッ トや模造 品

でい っぱい であ る。 ブラ ジル人の運 び屋 た ちは、私 が下 か らの非 覇権 的 な経 済的 グ ローバ
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ル化 と呼ぶ ものの 一部 をなす、 今 も世 界 中で お こな われ て い る経 済 的実 践 の一 例で あ る

(関連 して、 ブル ガ リアの トレー ダー ・ツ ー リス トにつ い て は[Konstantinovl996]を 、 と

くに東 ア ジアで の グローバ ル な模 造 品市 場 の重要 性 に関 して は[Chang2004]を 参照 の こ

と)。 この意 味で、 こ う した貿易 商 人 はネ イテ ィヴ に代 わ る(alter-native)、トラ ンスナ シ ョ

ナ ルなエー ジ ェ ン トな のであ る。

世界 中 どこで も国家や 大企業 は こ うした活動 を、非 合法 的な もので あ りナシ ョナルお よ

び グローバ ルな経済 活動 に対す る脅 威で あ る とみなす 。興 味深 い こ とに、 こ うした社 会 的

工 一ジ ェン トや彼 らの活 動 は、ほ とん ど学問 的な著作 で は考慮 され ない。疑 いの ない こ と

に、 それ らは、 しば しば 「影 の経 済」とい うネガ テ ィブな名 に よって ラベ ル付 け されて き

た。 こ う した活動 や それ を担 う社 会 的工 一 ジェ ン トに対 して使 わ れて きた 「密 輸」や 「著

作 権侵 害 」とい った用 語 は、 こう した活動 を、 貿易 商 や企業 に とって 「不 公 正 な競争 」を

意味す るもので あ り、税 収の不 十分 な国家 に とって大 きな問題 であ る とい う理由 で コン ト

ロ ール しよ うと して きた、 古 くか らの衝動 を表 して い る。 よ りニ ュー トラルな 表現 と し

て 「非公 式経 済」(インフ ォー マル ・エ コノ ミー)と 呼 ばれ る とき もあ るが、 その と きには、

何 が 公式 で何 が 非公 式 かの 定義 は権 力 関係 に よって規 定 されて い る とい う、 重大 な問題

が看過 され てい る。 以下 で は、 シウダ ・デル ・エス テ と、 ブ ラジルの連邦 特別 区 ブラ ジリ

ァ にある、 国内最大 で最 も論争 を呼 んで いるパ ラグ アイ ・マーケ ッ トにおい てみ られ るグ

ローバ ルな非 公式経 済 につい て記述 して い きた い。

2-2.シ ウ ダ ・デ ル ・エ ス テ グ ロ ーバ ルな 断片 的空 間

シウダ ・デ ル ・エ ステ は、パ ラ グアイで は首都 アス ン シオ ンに次 いで最 も重要 な都市 で

ある。パ ラナ川 沿 いに位置 し、 ブ ラジルの フ ォス ・ド ・イ グアス市 の前面 に ひろが る この

都 市 の運命 は、1957年 の 開設 以 来、 ブ ラジル のパ ラナ 州 を通 って 大西 洋 まで至 る、 ブ ラ

ジルの港 へ とつ なが るル ー トの入 り口 としての役割 に結 びつ いて きた。 この ブラ ジル領 内

の全 長730㎞ のルー トは、 内陸 国で あるパ ラグ アイ を時 間 と金銭 の面 で助 け る もので あ っ

た。そ れは また、パ ラグアイ を通 って大西 洋へ と至 る河 川経 由の ルー ト、 つ ま りアルゼ ン

チ ンに よっ て厳 重 に支配 され たパ ラナ川 とラ ・プラ タ川 とは異 なる地政学 的 な代 替 を代 表

す る もの で もあ っ た。 ブラ ジル政府 の 資金 を もとに フ レン ドシ ップ橋 の 建設 が1950年 代

なかば に始 ま り、1965年 に 開設 された。
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シウ ダ ・デル ・エス テに観光 客 を引 き込 む ため に、 パ ラグア イ政府 は様 々な手段 を講 じ

た。 この街 の経済 にお け る質 的な変 容 は、1980年 代 にブ ラジルか らの 「シ ョッピン グ・ッー

リス ト」が増 大 した ことに よって起 こった。彼 らは定 期的 に シウ ダ ・デル ・エス テ を訪 れ、

この都 市 を南 ア メ リカ最大 の デ ィス カ ウ ン ト・シ ョッピ ングセ ンター と考 えていた。 実際 、

シ ウダ ・デ ル ・エ ステ は世 界有 数の再 輸 出品取 引セ ンター として成長 して いった。

電気製 品や コンピュー ター、 グ ローバ ルに流通 す るガ ジェ ッ ト、模造 品 な どや、 輸入 さ

れた化粧 品や 衣服 やア ル コー ル飲料等 な どの商 品の安 さは トレーダー ・ッー リス トを惹 き

つ けた。 中流 階級 の人 々は、 しば しば本物 の ブ ラン ド品 を購 入す る こ とが で きず 、街路 や

シ ウダ ・デ ル ・エ ステ の商店 に溢れ か えって いる偽 モノの模 造 品であ きらめる。 パ ラグア

イ、 と くに シ ウダ ・デル ・エス テ は著作権 侵害 と密輸 の 中心 で ある こ とか ら国際 的に非 難

されて いるが 、 この状況 は多分 にパ ラ グライ政府 の両 義的 な位 置 ど りに よって維持 され て

い る。一 方で 、 このグ ローバ ルな非公 式経 済で行 わ れてい る こ とを効果 的 にコ ン トロー ル

す るこ とは難 しい。 とい うの も、 パ ラグア イの エ リー ト達 が歴 史 的 に この営為 に 関わ っ

て きた し、国境 の両 側で贈 収賄 が はび こってい る。他 方で 、そ の多 くがパ ラグ アイの領 土

を越 えてい る、無数 の強 力な ネ ッ トワー クか らな る巨大で複 雑 な配置 を コ ン トロールす る

適切 な制 度的 基盤 を、パ ラグァイ政府 は欠 いて い る。 同 じ状 況 はブ ラジル側 で も生 じてい

る。マ ネー ロ ンダ ング の中心 としての フ ォス ・ド ・イグ アスの重 要性 は何 度 もブラ ジルの

メデ ィアに よって指 摘 されて いる し、2004年 の国会 にお いて は重大 な調査 事項 とな った。

シウダ ・デル ・エス テ を草 の根 のグ ローバ ル経済 の主要 な中心 に まで至 らしめ た開発 を

理 解す るため に は、 輸入 品 の持 込許可 につい ての ブ ラジ ルの法制 を考慮 す る必 要 が ある。

海 外 に旅行 し、陸路 の 国境 を通 過 して帰 国す る全て のブ ラ ジル 人は、税 関 を通 らなけ れば

な らないが、 その 際15,000USド ル相 当の免 税 品のみ持 ち運 ぶ こ とが で き、 それ は1ヶ 月間

有効 な控 除 であ る。

この ため に、数千 の ブ ラジル人が 定期 的に二 つの都 市 を行 き来 す るので ある。 これ らの

人 々 は税 関の管 理 を流 れ よ うとす るい わゆ る 「密輸 の蟻 」を形成 す る。 当局 は、 ブ ラジル

に入 って くる全 て の人 と乗 り物 をチ ェ ックす る ことが で きず、 その役 人の多 くは贈 収賄 に

手 を染 めて いる。

シウ ダ ・デ ル ・エ ステ は しば しばマ イア ミと香 港 につ ぐ世 界 で三 番 目に 巨大 な商 業都

市 とさ れ る[Rabossi2004:7]。 シウ ダ ・デル ・エ ス テの 経 済 的 な力 は南 ア メリ カの 広 大

な領 域 アル ゼ ンチ ン、 ブラ ジル、 ウル グア イ、 ま た ボ リビア な どの ア ンデ ス 山脈 の
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国々 に影響 を及 ぼ してい る。 ブラジル では、 トレー ダー ・ツー リス トは、 レシフェや

フ ォル タレーザ な どの3,500kmも 離 れた 北端 の都 市 か ら さえや って くる(ボ ル ト・ア レグ

レか らの トレー ダー ・ツー リス トにつ いて は[Machado2005]を 参 照 の こと)。 様 々な異 な

る資料 が シ ウダ ・デ ル ・エス テにお け る一 年 間の取 引総額 を見積 もってい るが、 大体 の と

ころ25億 か ら150億USド ル で あ る[Rabossi2004]。 シ ウダ ・デル ・エ ステ の 実 際 の 経 済

力 が どれほ どの規模 の もので あろ うと、そ れは この都市 の建造 物や公 共サ ー ビス に反 映 さ

れ て はいない。 喧騒 にみ ちた商業 活動 や高級 なシ ョ ッピ ング ・セ ンターや 訪れ る外 国 人た

ちがい なけれ ば、 シウ ダ ・デル ・エス テは近 隣地域 の貧 しい町 と変 わ るところ のない街 に

なって いる だろ う。 ほ とん どの取 引 がな され るダ ウ ンタ ウンは、戦 略的 に フレ ン ドシ ップ

橋近 くに位置 して お り、2001年 にはお よそ1,750の 商店が 集中 していた[Rabossi2004][・lo]。

そ こ には、 高級 シ ョッピング ・セ ンター、多 くの商 店や小 さな店が あ り、街 路 には グロー

バ ル経済 の草 の根 の グ ローバ ル化 を担 う何 千 人 もの物 売 りや他 の労働 者が い る。街 路 はあ

らゆる種類 の取 引 をす る人で埋 め尽 くされ てい る。 両替 、食べ 物売 り、飲料 品、 グ ローバ

ルなガ ジェ ッ ト売 り、他 に もあた らな顧客 を惹 き付 けて商 売 を成 立 させ よう 目論 む人 々 も

い る。 トラ ンス ・フロ ンテ ィアのマ ーケ ッ トで働 く社 会的 工一 ジ ェ ン トの多 くは・.一大 概

の貿易 活動 にお いてそ うで あ るよ うに 買 う とき と売 る ときの価格 の差異 に よって生 計

をたてる仲買 人で ある。

贈収 賄が増 殖す る政 治的社 会的状 況 におい て経済 的な力 が集 中 してい るこ とが 、 この都

市 につ いて のネ ガテ ィブなス テ レオ タイプが生 まれ る肥沃 な土壌 とな ってい る[P駻ezOrtiz

2004]。 シ ウダ ・デ ル ・エ ステ は しば しば ドラ ッグ ・カルテ ル、 中国 のマ フ ィア、 日本 の

ヤ クザ 、 イ タリアのギ ャ ング、 ロシアの ギ ャ ング、 ナイ ジェ リア人や ヒズ ボラの テ ロリス

トな どの南 アメ リカ にお け る巣 窟 とされ る。9・11以 降、 この街 の イ メー ジは よ りダー ク

な もの となった。

三つ の国境 が何 千人 の アラブ移民 やそ の子孫 の拠点 となった こ とで 、 この 地帯 は北 アメ

リカの新 た な地政 学 において も焦点 となる場所 となった、 つ ま り、 イス ラム教 徒 のテ ロ リ

ス トたちの避 難所 として疑 われた のであ る[Ferradas2004]。 社 会 的 トラ ンス ・フロ ンテ ィ

ァ は、 しば しば国家 の コン トロー ル を超 えた空 間 にみ られ る もの だが 、そ の結 果 と して 、

非合法 的活動 を可 能 にす るゾー ン として 当局 やメデ ィアか らネガテ ィブな価値 付 けを され

るもので ある。 したが って、 こう した空 間 は、 無数 の異 なる国 か らきた人 間や事物 や情 報

の混交 体 であ り、 国民 国家 の脆弱 さ を露 にす る境界 的な空 間で ある こ とか ら、異 なっ た政
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治的 お よび経 済的 利害 に よって容易 に操 られ る。

シウ ダ ・デル ・エ ステ とフ ォス ・ド ・イ グアス は、民族 的 に分 節化 され た労働 市場 を形

成 してい る。 多 くの外 国か ら来 た商 人 とほ とん どの ブ ラジル人 は フ ォス ・ド ・イ グアス に

住 み、 毎 日国境 を越 えて働 くた めにパ ラ グアイの シウ ダ ・デ ル ・エ ステ にや って くる。多

くのパ ラグア イ人 は、 フ ォス ・ド ・イ グアス に輸入 品 の小 売 店 を持 ってい るが 、 シウ ダ ・

デル ・エ ステ に住 ん で い る。1998年 にパ ラ グア イ中央 銀行 に よっ て行 わ れ た シウ ダ ・デ

ル ・エ ス テの146の 仲介 業 者の 調査 で は、28%は パ ラグア イ人 、27%は ア ジア人 、24%は

ア ラブ人 、11%は ブ ラジル 人で あ り、他 の10%は 出 自不 明の 人 々で あ っ た[Rabossi2004:

80]。 レバ ノ ン人 と中 国人 の移民 は、1960年 代末 か ら1970年 代初 頭 にか けた時期 か らシ ウ

ダ ・デル ・エス テで生 活す る ように なった[Rabossi2004:205]。 どち らの街 に もモス クが

あ り、 フォス ・ド ・イグ アス に は仏 教徒 の ためのお 寺 もあ る。 シウダ ・デル ・エス テに は

日本語 とフラ ンス語 の学校 が あ る。 とて もよ く目につ くア ラブ人 は、 キ リス ト教徒 とイス

ラム教徒 に分 かれ てお り、 そ のほ とん どが シリア、 レバ ノ ンとパ レスチ ナか ら来 てい る。

レバ ノ ン人は1950年 代 後半 か ら、 フ ォス ・ド ・イグアス の 開発 に おい て 目立 った役 割 を

果 た してい る[Rabossi2004:47]。

世界 中の異 な った地域 か らや って きた トレー ダー ・ツー リス トた ちの言語 をこの社会 的

トラ ンス ・フ ロ ンテ ィア空 間にお いて 聞 くこ とがで きる。 さらに、民 族的分 節化 の結 果 と

して、 シウダ ・デル ・エス テで は複 数の 言語が ひろ く話 され てい る。 パ ラグ アイの公用 語

であ るスペ イ ン語 とグア ラニー語 のほか に も、 ポ ル トガル語、 ア ラ ビア語 、広東 語、 台湾

語 、英 語 、 ヒ ン ドゥー語、 韓 国語 が主 に話 され てい る[Rabossi2004:2]。 シウダ ・デル ・

エ ステで ア ラブのTV局 アル ジャ ジー ラが放 映 されて い る ことは、 言語 と して の アラ ビァ

語 の存 在 感 を強 い もの に して い る。 ブラジ ルか らの大 量 のfシ ョッ ピング ・ツー リス ト」

の流れ の影響 によって、 ポ ル トガル語 は戦 略 的な取 引用 の言語 となった。 この要 素 は、 シ

ウ ダ ・デ ル ・エス テで他 の仕事 を してい た多 くの ブ ラジル人 に経 済 的なチ ャンス を生 み 出

した。複 数 の調査 や査察 によれ ば、 シウ ダ ・デル ・エス テで働 いて い る諸 集団 の なか で は

ブ ラジル人 が最 も大 きい部分 をな してい る[Rabossi2004:81]。

毎 日、 何 千 もの 人 々が フ レン ドシ ップ橋 を渡 る。2001年 には、 一 日平 均 で18,500台 の

乗 り物 と20,000人 の歩 行 者が この橋 を渡 って い る[Rabossi2004:42コ 。 これ らの 数 に含 ま

れ るの は、橋 を一 回だ け渡 っ た人 々(こ う した人 々 は少数 に留 まる)、 シウ ダ ・デル ・エ

ステか フォス ・ド ・イグアス の どち らか に住 んで も う一方 で働 いて いるた め に一 日に最 低
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一 回は橋 を往 復す る人 々、 そ して荷 物 を運ん だ り誰 か をガイ ドした り乗 り物 を運転 した り

しなが ら何 回 も橋 を渡 る人 々が い る[Rabossi2004:43]。 これ らの 人 々が ブ ラジル人 の 運

び屋 であ り、「シ ョッピ ング ・ツー リス ト」で あ り、 「パセ ロス」(paseros:「通過 す る人」を

意味 す るスペ イ ン語 で、 国境 の一 方 の側 か ら他 方 の側へ と商 品 を運 ぶ こ とを仕事 にす る

人 々を指す)で あ り 「ララ ンジ ャ」(laranjas:ポ ル トガル語 でオ レンジ を意 味す る。偽 の 態

度 を示 すス ラ ング。 特定 の商 品を買 お う とす る人のふ りを して、 実際 は誰か他 の 人 通

常 はツー リス ト ・トレー ダー….の 為 に働 いて い る人の こ とを指す)で あ る。 そ こに はま

た、 人 間や 商品 を運ぶ 何千 人 もの人 々がい る。 普通 の タク シー もあ れ ば、 バ イ ク ・タク

シー もあれ ば、バ ンや トラックやバ ス もある。 ブ ラジルの税 関や 連邦警 察 は、 こ うした群

集の流 れ をコ ン トロー ルす る十分 な制度 的基盤 を持 ってい ない。

運 び屋 た ち を最大 限働 かせ る戦略 のた めに、最 も忙 しい のは、水 曜 日と土 曜 日 とな って

い る[Rabossi2004;89-90]。 水 曜 日と土 曜 日は また いつ もよ り多 くの売 人 たち を引 き付 け

る。 とい うの も、 シ ョッピング ・ツー リス トたちが膨 大 な数 の人 々が 国境 を横 断す るの に

乗 じよ うとす るか らで あ り、 その ため に税 関の役 人 たちが特 定の 人や乗 り物 を引 き止 め る

のが難 し くな るか らであ る。数 の膨大 さは、覇権 的 で ない戦術 を形成 す る。経 済 は(モ ノ

や人や貨 幣 の)移 動 に依拠 す る もの であ り、しば しば長 い列 がで きると、停止 して しまう。

様 々な理 由が あ るが主 にブ ラジル側 の税 関に よる管理 の引 き締 め に よって、 とき どきデ モ

が起 こ り、何 キ ロ も続 くバスや トラ ックや 車の列 に よって橋 が 占拠 される。 こ う した行 き

詰 ま りは、異 な った仕方 で、 シウ ダ ・デ ル ・エ ステ と相 互 につ ながっ てい る多 くの他 の 断

片 化 した グロー バ ル な空 間、例 えばサ ンパ ウロ市 の3月25日 通 りにお い て しば しば 感知

され るので あ る。

こう した移 動 と取 引の 世界 におい て 「通過 す る人」は 目立つ 存在 で ある。 ラボ シ[Rabossi

2004:46]の 見 解 で は、彼 らは商 品の取 引 や輸 送の ほ とん どを担 ってお り、重 い荷 物 を背

中や 自転車 やバ イ クや車 にのせ て運ぶ約5,000人 ほ どか らなる[Rabossi2004:46]。200正 年

に は、500を 超 え る 「通過 す る人」がパ ラグ アイの 「東部 統一 貨物輸 送 人組合 」の メ ンバ ー

で あった[Rabossi2004]。 バ イ ク ・タクシーの ドライバ ーは また複 数 の組合 によっ て組織

されて い る[Rabossi2004:73]。 この トラ ンス ・フロ ンテ ィア な労働 市 場 にお い て は、 国

籍 が問 題 に な る。例 えば 「オ レンジ」と呼 ば れ るの は ブ ラジル 人 で あ り、 大 概 は女性 で

あ って、彼女 た ちは一 ヶ月 に許 され る上 限であ る150USド ルの免税 品 を もってブ ラジルへ

と戻 る。彼 女 らは 自 らの権 利 と輸 送 のサ ー ビス を運 び屋 に売 るの で あ る。 「オ レンジ」た
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ちは、 ブ ラジ ルの税 関 で引 き止 め られ る こ とを恐 れ る。 そ ん な こ とが 起 これば、 彼女 た

ちが入 国 した ことが登録 され 、150USド ル分の権 利 が再 び一 ヶ月 に一 回の み有効 な もの と

な って しま う。 もし彼 女 たちが働 き続 け、そ の期 間 の問 に税 関の役 人 につか まった場合 、

商 品は没収 され て しま うの であ る[Rabossi2004:77-78]。

両 方向 の流 れがあ る。 ブラ ジルか らパ ラグア イに持 ち込 まれ る商 品 はと くに タバ コが多

く、 ブ ラジル に密 輸 品 と して再 び持 ち込 まれる。少 な くともある時期 には、 ブラ ジルか ら

パ ラグア イ方 向へ の 流れ がパ ラグ アイか らブ ラ ジル方 向へ の流 れ を凌駕 してい た[Rabossi

2004:47]。 ラボ シ[Rabossi2004:47]に よれ ば、パ ラグア イか らブラ ジルへ の流 れ はブ ラジ

ル人 が コ ン トロール してい る。両都 市 間の財政 上 の流れ は非常 に複雑 で あ り、 しば しば ブ

ラジル中央銀 行や連 邦警察 の査 察の標 的 となる。 シウ ダ ・デル ・エス テには20を 超 える銀

行が あ り、 そ のい くつ か はブ ラジルや ヨー ロ ッパ や アメ リカに本社 を持 って いる。パ ラグ

ア イ中央 銀行 の調 査 で は、1991年 か ら1997年 に かけ て9億 ものUSド ルが ブ ラジル に持 ち

運 ばれて いる([Rabossi2004=66]参 照)。 多 くの装 甲車 によってパ ラ グアイか らブ ラジルへ

貨幣が 持 ち運 ばれ 、それ は フ レン ドシ ップ橋 の乗 り物 の流 れの一 部 になって いる。
い ちば

市場 につ い ての人類 学が教 えてい るよ うに、市場 は多 くの異 な るエス ニ ック集 団が相 互

に 関係 す る場 で あ り、 生態学 的領域 で あ り、生 産 の拠 点 で もある。 シ ウダ ・デル ・エ ス テ

は多 くの異 なった 生産 拠 点が 相 互 につ なが っ てい る場 所 であ る。 さ らに、 この都 市 が草

の根 の グローバ ル化 の大 きなハ ブで ある とす る な ら、非 覇権 的な グローバ ル経済 にお け る

様 々な断片化 した グローバ ル な空 間 とこの都市 はつ なが って いる。 一方 で、 アラ ブや 中 国

の デ ィアスポ ラは、 国際的 なつ なが りを作 る上で の道具 となって いる。他 方 で、 ブラ ジル

人 の運 び屋 た ちは、 シウ ダ ・デ ル ・エ ステ を、 ブラ ジル国内 の一般 的 なグ ローバ ル化 にお

け る断片化 され た グローバ ル空 間 と結合 す る、具体 的 な社 会的 工一 ジェ ン トとなっ てい る。

彼 らは通 常、 大 半の 時 間 は、街 頭 の小 売人 か い わゆ る輸 入 品マ ー ケ ッ トの 露店 の オ ー

ナ ー と して、 ホー ム タウ ンで独 自の小商 い を してい る。 彼 らはノマ ドで あ り 週 に2回

も旅立 つ もの もい る コスモ ポ リタ ンで ある こ とは ほ とん ど無 い。 とい うの も、大 半 の

時 間は二 つの グ ローバ ルな断 片化 され た空 間 商 品を買 う場所(こ の場合 はシ ウダ ・デ

ル ・エス テ)と 売 る場 所 につ なが ってい るだ けだ か らであ る。 この よ うに彼 らの 活動

は、恒 常 的 な旅 で あ り、時 には3,000Kmも の距 離 を往復 す るこ とに な る。 彼 らは普通 の

バ スに のっ た り、 仲 間 と一 緒 に 「観 光」バ ス を仕 立て た りす る。 旅 は長 く退 屈で 、多 分 に

緊迫 した もので あ る[P6rezOrtiz2004;Machado2005]。 パ ラグア イに行 く とき、 販売 す る
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商品 を購入 す るため に彼 らは多額 の現 金 や 自 らの売 り上 げを持 ってい く。 ホーム タウ ンに

帰 って くる とき、彼 らはバ スの手荷物 置 き場 に数千 ドル相 当の新 た な商 品 を載 せて 運 んで

くる。 彼 らは多 くの こ とを恐 れて いる。 パ ラグア イに行 く時 も帰 る時 も、強盗 に襲 われ る

可能性 はあ る。商 品が フ ォス ・ド ・イ グアス のブ ラジル の税 関 で没 収 され て しまうか も し

れ ない。 ホー ム タウ ンにた ど りつ くま えに連邦 公 道警 察(ハ イウ ェイ ・ポ リス)が バ ス を

止め に来 るか も しれ ない。 こ うしたケー スで は、積荷 が没収 されるか、 法外 な わいろ を支

払わ なけれ ばな らな くなるか であ る。最後 に、事 故 は よ くあ るこ とで あ り、 その ため彼 ら

の旅 は、 ホー ム タウ ンで待 つ 人 々に とっ ては憂 慮 の源 とな る。多 くの 運 び屋 の考 えで は、

フォス ・ド ・イ グアスへ の旅 は まさに ロシア ン ・ル ー レ ッ トで あ り、 そ こではあ らゆ るこ

とが起 こ りうる[Figueiredo2001]。 さ らに、 パ ラグ アイで購入 した商品 を無事 持 ち帰 った

として も、 それ らをマ ーケ ッ トで販売 してい る時 に、 ブ ラジル の連邦財 政 当局 の抜 きうち

検 査 に よって没収 され て しま うこ とさえある。

ツー リス ト ・トレー ダー たちは、 自らが密輸 を してい る とは考 えて いな い。 運 び屋 とい

う言葉 さえ適切 だ とは思 われ てい ない。彼 らは 自分 たち を労 働者 あ るいは商 人 とみ な して

お り、 彼 らの活動 に しば しば付 与 され る否 定的 な含意 を排 除 しよ うとす る。彼 らの 考 えで

は、 自分た ちは ドラ ッグ売 買 やマ ネー ロ ンダ リングや密 輸 の ような非合 法 的活 動 と同一視

され るべ きで ない、経 済 的ニ ッチ をみつ けた誠 実 な働 き者 で ある とい う ことにな る(ア フ

リカ諸 国、 フ ラ ンス、 ドイ ツやイ タ リアにお ける草 の根 の グ ローバ ルな取引 に関す る似 た

ような状況 につ いて は、[MacGaffyandBazenguissa-Ganga2000コ を参 照 の こと)。 実 際、 シ

ウダ ・デ ル ・エ ステ とフ ォス ・ド ・イ グアス の トラ ンス ・フ ロンテ ィア には、 飛行機 や 巨

大 トラ ックを含 む密輸網 が あ り、 それ は トレーダー ・ツー リス トに は関与 で きない種 類 の

装置 で あ る。他 の非 公 式 な市場 の働 き手 た ち と同様 に、 トレー ダ ー ・ッー リス トは両義

的 な社 会的 工一 ジェ ン トで ある。彼 らは誠実 に働 くこ とを望 ん で小 商 い をす るが、 国家 の

管理 を逃 れ たニ ッチ におい て金銭 を稼 い でい る。 この両 義性 か ら 「運 び屋」と政 府 当局 と

の 聞には多 くの矛盾 が生 じて くる。 とい うの も彼 らは野外 で働 き、街路 で商 品 を売 るか ら

であ る。公 共圏 におい て働 いてい る ことか ら くる可視性 は、 彼 らを政治 的 アク ターへ 変 え

る。彼 らは しば しば 自分 た ちで組合 を組織 し、 それ は彼 らと国家 や政治 家 の関係 を媒介す

る集合 的 なア クター となる。 票集 めに必死 な政 治家 が、 こ うした草 の根 の グローバ ル化 の

社 会 的工 一 ジ ェ ン トの代 弁 者 となる こ とは珍 しい こ とで はない。 実 際、 こう した商 人 た

ち は、 政治家 に とって ある種 の価値 を もつ政治 的主体 となる ことに よって、 よ り安 定 した
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労働 環境 を得 る ようにな る。消費 者 もまた彼 らに対 して両義 的な感 覚 を抱 い てい る。彼 ら

は、 運 び屋 た ちの合法 性 につい ては疑 問が ある こ とを知 って い るが 、安価 な免税 品 や模 造

品 を享受 して もい る。 こう した理 由で 、覇権 的 な経 済 的ア ク ターが 著作権 侵害 とか密 輸 と

呼ぶ 、 こ うした動 きの広が りを抑 制す るの は難 しいの であ る。

人類 学者 た ちは、 こ う した今 日にお け るグローバ ル なノマ ド的取 引 を民 族誌 的 に理解 し

よう と努力 して きた。 例 えば、 ほ とん どポ ル トガル語 を話せ ない 中国人 の若 い男女 がブ ラ

ジ リアの街 頭で あ らゆる種類 の グローバ ル なガ ジェ ッ トを売 って いるの は、 よ くあ る光景

で ある。 ニュ ー ヨー クや ワ シン トンで は街頭 の小 売人 は西 アフ リカの人 々で ある。 ア フ リ

カ人 は、 また フ ランスや他 の欧州 各国 にお いて トランスナ シ ョナ ルな商売 人 とな ってい る

[MacGaffeyandBezenguisa-Ganga2000]。 ア フ リカ沿岸 のカー ボベ ルデか らブ ラジル の フオ

ル タ レー ザ にや って きた女 性 たち は、品物 を買 い入 れ故郷 に帰 ってそ れ を販 売 して い る。

こう した断片 化 され た グローバ ル空 間を〈 つ な ぐもの 〉(connector)た ち は、 しば しば ア

ラブ人や 中国人 や韓 国人 とい ったエス ニ ック集団 であ り、彼 らは世界 中 に張 り巡 らされ た

デ ィアス ポ ラ的 なネ ッ トワー クを うま く利用 して いる のであ る。実 際、 ア ジア人、 とくに

中国 人 と韓 国人 は、草 の根 の グローバ ル化 にお ける もう一つ の グローバ ルな断 片的空 間で

あ る、ブ ラ ジルのパ ラグ アイ ・マ ーケ ッ トにおい て次第 に 目立 つ存在 とな り始 めて いる。

2-3.ブ ラ ジ リア の パ ラグ ア イ ・マ ー ケ ッ ト も う一 つ の 断 片 的 グ ロ ーバ ル空 間

ブ ラジ リア は シウダ ・デル ・エス テか ら1,600㎞ も離 れ てい る。 に もか かわ らず、 この

パ ラグア イ ・マ ーケ ッ トは、ブ ラジ リアの住 民の生 活 に とって重 要 な経済 的 な力 となって

い る。彼 らの多 くは2,200以 上 ある売 店 で働 いて お り、 そ ららの売店 が今 日で は正 式 にパ

ラグア イ ・マ ーケ ッ トとの 公式 名称 であ る 「輸入 品マ ー ケ ッ ト」を構 成 してい る。パ ラグ

ア イ ・マ ー ケ ッ トは、 ブ ラジ リアや他 の都市 か らの多 くの買 い物 客 を惹 きつ け る。観 光

客 も、 グローバ ルな ステー タス シ ンボ ルの格 安品 を求 めて集 まっ て くる。何 百 もの売 店で

は、DVD、 コ ンピ ュー タ、携 帯 電 話、 ソフ ト、 ゲ ー ム、 サ ング ラス、香 水 、化 粧 品、 衣

服、 スニ ーカー 、ア ル コー ル飲 料 、 イ ンターネ ッ トか らダ ウ ンロー ドした最 新 の映画 な ど

が売 られ てい る。

パ ラグアイ ・マー ケ ッ トは、他 の草 の根 のグ ローバ ル化 の、 断片化 された グローバ ル空

間 と同様 に、都市 貧 困層が経 済的 活動 の機 会 を もつ 源 と して、都 市 の経済 サ イクルや移 民
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やス トリー ト ・マ ーケ ッ トな どと結 びつい た歴史 をもってい る。 その歴 史は また、社 会運

動 や 政治家 や市 当局 が 関 わっ て くる都 市 内部 の矛盾 と結 びつ いて い る[Souza2000]。 「密

輸 」はブ ラジルで は連邦 政府 の定 め る犯 罪 であ り、 だか らこそ それ はロー カル な役 所 で は

な く連 邦 当局 の注 意 をあつ め る。国 家 の安全 と連邦 の定 める犯 罪 を取 り締 まる責 任 を担

う、 国会 と最高 裁判所 と行 政府 の所在 地で あ る連邦 の首都 で はなお さらであ る。多 くの国

内的 な い し国 際的 な利 益 集 団 も、 ブラ ジ リア に オフ ィス を構 えて い る。 ブラ ジル国 家 の

中心 で あ るだ けで な く、1960年 代 に都 市 と建 築 に 関す る近代 主 義 的 イデ オロギ ーの 精華

として建 設 された ブ ラジ リアは、都市 的 中心 と して独 自の神秘 的雰 囲気 をた だ よわせ てい

る。 この計 画都 市 に は50万 の住 民 が住 み、 ユ ネス コに よっ て世界 遺 産 とされて お り、そ

のため にブ ラジ リアの建築 物や都 市空 間の使 用 に関 しては厳格 な ルール と規制 が定 め られ

てい る。 パ ラグア イ ・マ ーケ ッ トで働 く人 々が 関わ らざ るをえな い最 初 のそ して最重 要の

問い は、 いか に して ブ ラジルの首都 の 中心部 で密輸 品 を扱 うマー ケ ッ トが 大 き くな るこ と

が可 能 だった のか、 とい う ことであ る。

パ ラグ アイ ・マー ケ ッ トの歴 史 は、草 の根 の 断片化 され た グロ ーバ ル経済 か ら生 まれ

たエー ジ ェ ン トが、公 式 の経済 的工 一 ジェ ン トにな ろ うと して きた戦 いの歴 史で もあ る。

1990年 の創 業 時、 南W3通 り沿 いの 駐 車場 で30の 露 店 か ら始 まっ た この マ ー ケ ッ トは、

今 日で は2,200以 上 の店 へ と急 速 に成長 して い った。非 公 認の 野外 ス トリー ト ・マ ー ケ ッ

トか らグ ローバ ル ・ガジェ ッ トの公認 の有 名 なマー ケ ッ トへ の変化 は、7年 間続 いた政 治

的 闘争 に よっ て達 成 され た。1997年 に、 連邦 地 方政 府 は野外 マー ケ ッ トを撤去 し、 よ り

開 か れて い て 目につ きや す い あ る新 た なエ リアへ と移 した。 そ こ に現 在 の パ ラグ アイ ・

マ ーケ ッ トはあ る。 い くつ かの政 治的戦 い と街頭 での小競 り合 いの後 で、街頭 の商 売人 た

ちの不安 定 な生 活 は終 わ りを 迎 えた。地域 当 局 は、 「運 び屋 」た ちが 「小規 模輸 入業 者」へ

と変 わ る計 画 を考 案 した。 それ は、 こう した働 き手 を非公認 の ものか ら公認 のマ ーケ ッ ト

へ と移 す方 法で あっ た。今 では、 こ う した商売 人た ちは税 を は らい、他 の種類 の商 人 たち

と同等 に尊重 された存在 に なって いる。パ ラグア イ ・マ ーケ ッ トはい わば洗礼 を受 け て輸

入品 セ ンター となった ので ある。数 年が経 過す る 問に、 内部 の差異 化が 起 こ り、何 人か の

業者 は小売店 を管 理す る ように な り、彼 らは小奇 麗 な店舗 を作 って手広 く商売 す る ように

なってい った。

こ うした草の根 の グ ローバ ル化 の社 会 的工 一 ジェ ン トは、 ブラ ジ リアへ と金 を稼 ぐチ ャ

ンス を求 めてや って くる移 民 であ る。2001年 に行 われ た調査[Figueiredo2001]に よる と、
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彼 らの うち57.5%は ブ ラジ ル国内 で最 も貧 しく伝統 的 な国内移 民 の源泉 であ る東北 地域 か

らや って きてい る。 こう した商 売人 た ちの多数 は、 ブ ラジ リアの郊外、 つ ま り上層 の 中流

階級 が住 む近代 的な計 画都 市の外 側 に住 んで いる。彼 らの うち10%は 、 東北 地区 の4つ の

都市 か らや って きてお り、 この ことは移民 の流 れ を組織 化す る上 で効果 的 な社 会 的 ネ ッ ト

ワー クが あ る ことを示 してい る。通常 彼 らは徒 党 を組 み、 マー ケ ッ トにお ける 自分 た ちの

利益 を守 る ための 団体 を作 って い る。 なか で も二 つの組 合が 連邦 地域 当局 に対 して どち ら

が商 人 たち を代 表す るか を争 って きた。 これ らの組合 は、 この地域 の政 治 を支 配 してい る

二 つ の主要 な政 党 と結 びつ いて いる。 組合 の歴 史 は、新 た な決 め られた場 所 に移 る まえ、

駐車 場 で働 いてい た ときに露店 主 たちの あい だで生 まれ た政 治 的同盟 に端 を発 してい る。

連 邦 の首都 にあ る とい う立地 と数千 人 の買 い物 客 たち をひ きつ け るパ ワーに よって、 パ

ラグ アイ ・マーケ ッ トはブ ラジルの メデ ィア を通 じて広 く知 られ て いる。 ロー カルな商 人

や シ ョッピング ・セ ンターは、 この マー ケ ッ トを非難 す る。 街路 の小売 人た ち は、税 金 を

払 わず高 い賃貸 料や 店員 の賃金 を払 わ な くて よいため に不平 等 な競 争 にな ってい る とい う

のだ。 この 国の主 要 な産業 の中心 で あ るサ ンパ ウ ロの重要 な産 業 ロ ビー 団体、 例 えば 「ブ

ラジル玩 具製造 業組合 」の代 表者 た ち もまた非難 を口にす る。パ ラ グアイ ・マー ケ ッ トは、

ブラ ジリアか ら3500㎞ 離 れ たマナ ウス にあ るブ ラジル の主要 な輸 出業 ゾー ンの代 表者 た

ちか ら も非難 され てい る。 マ ナ ウス は アマ ゾ ンー 帯 の中心 にあ り、そ の多 くが電化 製 品や

コ ンピュー ター関連 の製 品 を作 る多 国籍企 業 か らなる数百 の製造 業者 が集 まっ てい る。 ブ

ラジ リアのパ ラグアイ ・マー ケ ッ トは、連 邦政府 が密 輸や著 作権 侵害 を取 り締 まる こ とが

で きない ことを示す 格好 の例 となった。

これ らの要素 の組 み合 わせ に よって、パ ラグア イ ・マ ーケ ッ トは、 国会 や省庁 や地方 の

行 政 ・立 法 当局 におい て議論 され る主 要 な政治 的問題 となっ たので ある。 この よ うにブ ラ

ジ リアのパ ラグ アイ ・マ ーケ ッ トが示 してい るの は、 非覇権 的 な経済 的 グローバ ル化の 断

片化 された グローバ ル空 間が、 様 々な統合 の水準 に位 置す る経済 的工 一 ジェ ン トだけで な

く、地域 的、 国内 的あ るい は国際 的な動態 につ な ぎ とめ られた強 力 な利 害 関心 を代 表す る

政 治的工 一 ジェ ン トやエ ー ジェ ンシー と も結 びつい てい る とい う ことであ る。 これ らの 政

治 的工 一 ジェ ン トが パ ラグ アイ ・マー ケ ッ トを、法制 度や市 民 に とっての脅威 と位 置づ け

てい るとい う事 実 は、 これ ら草 の根 の グローバ ル化の活 動が 、非 覇権 的な領域 の一 部 をな

してい る ことを如実 に示 して いる。 これ らの活動 が既存 の秩 序 に対 す る脅威 で ある ことを

や め るため には、そ れ らは規制 され正 常化 され る必要 が ある。
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ブ ラジ リアのパ ラグア イ ・マー ケ ッ トは大衆 的 な世界 シス テムにお け る他 の多 くの結節

点 を説明す る例 として多 分 に興味深 い もので ある。 ブエ ノス アイ レス の中央 マー ケ ッ トで

は、 約1,000の 店舗 が並 びパ ラグ アイで購 入 した商 品が 一 日2万 人 もの買 い物 客 に対 して

売 られ て い る。 コロ ンビア に は国 中 に 厂サ ン ・ア ン ドレス ト」(SanAndresito)と 呼 ばれ る

マー ケ ッ トが あ る。 この名 は、 カリブ海 に浮 かぶ コロ ンビァ領 の 自由貿 易 ゾー ン、サ ン ・

ア ン ドレ島か ら取 られ てい る。 メキ シコ ・シテ ィの繁華街 は、 グ ローバ ルなガ ジェ ッ トを

売 る露店 で埋 め尽 くされ てい る。1980年 代 にお け る ニュ ー ヨー ク五番 街 の西 アフ リカ人

た ち もまた 同様 の例 で あ る(参 照[Stoller2002])。 マ ンハ ッタ ンで は、 偽物 の ロ レ ックス

やサ ング ラスや あ らゆ る種 類 のCDを 道端 で買 うこ とが で きる。買 い物 客 は また世界 的 に

有名 な北京 の秀 水街 市場 で偽 ロ レックス を購 入す るこ と もで きる。 そ こで は、DVD、 靴 、

シャ ツ、 セ ー ター、 コー ト、皮 の ジ ャケ ッ ト、 本物 の絹 な どが売 られ てい て、 その 多 く

に、 テ ィンバ ー ラ ン ド、 トミー ヒルフ ィガー、 ナイ キ、 アデ ィダス、 ボス、 グ ッチ 、 プラ

ダな どのブ ラ ン ドネー ムがつ いてい た。 このマ ーケ ッ トは破壊 され、巨大 なシ ョッピング

セ ン ター となっ た。

あ る ウェ ブサ イ トに書 か れた 「旅 行 の秘密 情報 」と名付 け られ た以下 の文 は、 いか に覇

権 的 な経済 的 グ ロー バ ル化 が北 京 で力 を持 って い るか を示 してい る。 「北 京 で はか って偽

デザ イナー ブラ ン ドの巣窟 となった場所 は、 偽物 の ない、完全 に英 語が通 じる巨大 シ ョッ

ピングモー ルへ と変 わ ろう と してい る」。

2-4.非 覇権 的 な経 済 的 実践 とそ のエ ー ジ ェ ン トにつ いて の ま とめ

非 覇権 的 な経 済的 な運動 は、構 造 と反構造 との 問の関係 が いか に機 能す るか を示す格 好

の例 で ある。非 覇権 的な シス テムは、覇 権的 な システ ムの存在 を前提 に してい る。 こ うし

たシス テム はまた仲介 的 な実践一 私 はそ れ を結合 の メ カニ ズム と呼ぶ一 一 を伴 う。後 者

は、 二つ の システ ムが 互い に作用 しあ うプロセス で もあ る。 こ こで挙 げ た例 で は、種 々の

ポ リテ ィクスが 、草 の根の グ ローバル化 のエ ー ジェ ン トと国 内あ るいは グローバ ル な制 度

側 の利害 関心 を代 表す るエ ー ジェ ン トたちの 間に、 流れ を生み 出すチ ャンネル とな ってい

る。 そ こに は、 経済 的利害 関心 と明 らか に結 びつ いた結合 の メ カニ ズムが あ る。 それ を示

してい るのが、 シウダ ・デ ル ・エ ステ とフォス ・ド ・イグアス の社 会 的 トラ ンス ・フロ ン

ティア空 間で行 われ てい るマ ネー ロ ンダ リングで あ り、 同時 に、 シウダ ・デル ・エス テ と
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ブ ラ ジリアのパ ラグアイ ・マー ケ ッ トにお いて、買 い物 客た ちが なに を買 うに も使 うこ と

の で きるク レジ ッ ト ・カー ドの ような、 トラ ンス ナ シ ョナ ルな金融 制度 なので あ る。 覇権

的 な シス テム と非覇権 的 なシス テムの差 異 は、境界 的 な状 況 では ぼやけ る。そ う した状 況

にお いて は、結合 の メカニ ズム に よって、両 方の シス テムの エー ジェ ン トや仲介 者 たち に

共通 の政治 的 ない し経 済的利 害が 生 じるので あ る。 二つ の世界 の相 互作 用 を促進 す る社 会

的実践 で ある とい う点 にお いて は、贈収 賄 もまた 同様 で あ る。

3.総 括

政 治的 お よび経 済 的な非覇権 的グ ローバ ル化 の プロ セス は、 な にが正統 で、 な にが正 統

で ないか につい ての基準 を定 め るこ とに よって、 その プロセ スを正常化 す る特権 をもつ 制

度的 な権 力 の場 との 関係 におい て存 在 してい る権力 の場 であ る。他 の グローバ ル化 を 目指

す運動 も、権力 を追求 す る人 々 によ って形作 られ る。 ネイ テ ィヴに代 わ る(alter-native)政

治的 運動 は国 家権力 の獲 得 を 目指す か、 あ るい はそ れに対 して戦い を挑 む。 だか らこそ、

その指 導者 た ちは しば しば政 治家 となるので あ る。NGOと 政府機 関 もまた近い 関係 を保 っ

て い る。NGOの メ ンバ ーは しば しばそれ らの組織 を離 れ て 国家や 多 国籍 機 関で働 くよう

に なる。

ネイテ ィヴに代 わ る(alter-native)経済 的運動 は、 富 を獲 得 す る機会 と、 そ こか ら生 じる

社会 的、文 化的 、政治 的利益 を獲 得で きる機 会 を求め る。非 覇権 的運動 と体 制 のあ いだの

争 い は権 力 闘争 であ るた め に、 しば しば様 々 な国家 的工 一 ジェ ン トによ って媒介 され る。

反 グ ロー バル化 を唱 える街 頭 デモや 露店 主 たち のケ ース の ような活 動が 街 中で生 じる と、

警察 が明確 に 関与 して くる。

膨 大 な数 の人 々が 一つ の場所 に集 まる こ とは、 ネイ テ ィヴに代 わ る(alter-native)トラ ン

ス ナ シ ョナ ル ・エー ジェ ン トの 戦術 の 一部 をな して い る。数 が多 いほ どよ り広 ま りやす

い。 シウダ ・デル ・エ ス テのス トリー トや、 フ レン ドシ ップ橋 や、 ブ ラ ジリアのパ ラグ ア

イ ・マー ケ ッ トな どにお ける野外 の活動 に携 わ る人々 は、大衆 的 なグ ローバ ル化 の特 定 の

部分 に参加 して い る人々 なので あ り、 それ は また こう した状況 を管 理 し よう とす る国家構

造 を圧倒 す る ひ とつ のかた ち を表 して いる。 それ は また、政治 的 な覇権対抗 的 運動 であ る

街頭 デモ の土台 とな る戦術 で もある。
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覇権対抗 的、 非覇権 的、 あ るいは覇権 的 なプ ロセス は、構造 と反構 造 との問 の関係 と似

た関係 を保 ってい る。 だか らといって、 それ らが互 い に正 確 な逆 転や 完全 な対 立 をな して

いる とい うわけで はない。 すで に述べ て きた ように、結合 の メ カニ ズム の存 在 は、最初 は

対立 してい るよ うに見 える多 くの利害 関心が 一つ に収束 して い くこ とが可 能で ある こ とを

示 して いる。実 際の ところ、 こう した プ ロセ スは互 い を活 性化 させ るの であ り、 この こと

は、 主要 な グローバ ルエ リー トの会合 に合 わせて 、反/代 替 グローバ ル化 運動 のデモ や会

合が 行 われ る こ とにつ いて分析 した と きにすで に み られた もの であ る。WTOや 世 界銀 行

やG8の 会 合の 間 に起 こ る反 グローバ ル化 の街 頭 デモ、 と りわ け ダボスの 世界 経済 フ ォー

ラム と世界社 会 フ ォー ラム との鏡像 的 関係 が ま さにそ う した事例 で ある。非公 式 な経済対

公式 の経済 とい う図式 に基づ い た影の経 済 とい う概 念 は、構造 と反構 造の 関係 と同種 の関

係 の存 在 を認め てい る ようにみ える。 しか し、草 の根 の経 済的 グ ローバル化 のエ ー ジェ ン

トた ちは、 もう ひ とつ の世 界 を構 築す る こと を 目指 してい る わけ で はな い。実 際 の とこ

ろ、彼 らは、 まさ に彼 らを違 法 な密 輸業 者や著作 権侵 害者 とみ なす 人々の ように裕福 にな

り権 力 を持 つ こ とを 目指す ので ある。草 の名 の グローバ ル化の種 々 の断片 か ら、 国家機 関

や よ り大 きな政 治的構造 をコ ン トロー ルす るこ とを通 じて、反構 造 を形成す る労働 者や仲

介業者 た ちがい る とい うイ メー ジを作 り上げ る もの こそ裕福 で有力 な人々 であ る。 こう し

た社会 的表象 な しで は、 これ らの活 動 を管 理す る こ とはで きず、非 公認 のマ ーケ ッ トは今

よ りももっ と増 えてい くだ ろ う。

トラ ンス ・ロー カル な結 びつ きや 文化 を構 築 する こ とは、様 々な他 なる グローバ ル化 に

共 通 の特 徴 で もある。 トラ ンス ・ロー カルな結 びつ きや ネッ トワー ク化 は、本 稿で考 察 し

た他 のグ ローバ ル化 の あ らゆる形 におい て存 在 して いる。 この こ とが示 して い るのは、 ネ

イテ ィヴに代 わ る(alter-native)トラ ンス ナ シ ョナ ル ・エー ジ ェ ン トた ちは、 国民 国家 の規

範 的 お よび規 制 的 な力 を、 無視 した り迂 回 した りす る とい うこ とだ。 トラ ンス ・ロー カ

ルな政 治的結 びつ きは、 しば しば トラ ンスナ シ ョナ ルな アクテ ィヴ ィズムや グ ローバ ル な

市 民社会 といった名 の もとに研 究 され る。 トラ ンス ナシ ョナル な政 治 的文化 は よ り深 く立

ち入 った民族 誌的研 究が なお必 要 とされ てい る。既 存 の研 究 の多 くは、 トラ ンス ナシ ョナ

ル なエ リー トに 関す る もの であ り、例 えば、 ウルフ ・ハナ ー ズ[Hannerz2004]の 海外 特

派 員 に関す る研 究 や私 自身が行 っ た世界銀行 の エス ニ ックな多様性 につ いて の研 究が あ る

[Ribeiro2003]Q

グ リック ・シ ラー ら[Basch,GlickSchillerandBlanc1994]が 行 った ような、 国境 を越 え
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る移民 た ちに関す る研 究 は、 トランスナ シ ョナ ル なエ ー ジェ ン トた ちの政治 的 ない し経 済

的 実践 を明 らか に して くれ る。 移民 や トラ ンス ナ シ ョナ リズム に関す る他の著 作 も、 いか

に して移 民が既 存 の境界 や権力構 造 を転覆 し、 トラ ンス ・ロー カル なネ ッ トワー クや文化

を作 り出 してい くか を示 してい る(例 えば[Kearney1996]や[Sahlins1997])。 しか しなが

ら、本 当の下 か らの グローバ ル化 に、 もっ と焦点 をあわせ る必要 があ る。 とい うの も、 こ

う した動 きには、移 民労働 と同時代 の グローバ ル なノマ ド達 が、 グ ローバ ルな富 の流れ の

分 配 を得 よう と して、 ネ イテ ィヴ に代 わ る(alter-native)トラ ンス ナ シ ョナ ルな エー ジ ェ ン

トとなってい くプロセス が含 まれて い るか らで あ る。

トラ ンス ナ シ ョナル な政治 的活動家 た ちは、 その実 践 におい て、当然 トラ ンス ナ シ ョナ

ルな結 びつ きとネ ッ トワー クに依拠 してい る。 同様 に、 トランスナ シ ョナ ル な草 の根 の商

人 た ちは、そ の実践 にお いて、境 界 を ぼや か し社 会的 トラ ンス ・フロ ンテ ィア空 間 を作 り

出 し、様 々な断片化 され た グローバ ル空 間 を結 びつ け る。 ブ ラジ リアのパ ラグ アイ ・マ ー

ケ ッ トとい くつか の アジア の国 々との 問に作 り上 げ られた ネ ッ トワー クの全 体像 をつ かむ

こ とが で きれ ば、 これ らの商人 た ちの活動 が、 断片化 した グ ローバル空 間 と仲 介業 者 を結

合 す るこ とを通 じて組み 上 げ られた 、 トラ ンス ナ シ ョナル な ネ ッ トワー クの働 きに完全 に

依 存 してい る ことが分か る だろ う。 要約す れ ば、政治 的お よび経 済的 な、 ネ イテ ィヴに代

わ る(alter-native)トラ ンスナ シ ョナル ・エー ジ ェ ン トた ちは、 多種 多様 な社 会 的工 一 ジ ェ

ン トの高 度 に複 雑 な結 合 と、 異 な った統 合 の レベ ルで定 義 されて い る、 グ ローバ ル な規

模 に拡 散 した様 々 なエー ジ ェ ンシー の持つ 力 の接合(consortiation)に 規 定 され てい るので

あ る。

[GustavoLinsRibeiro・ ブ ラ ジ リア 大 学 人 類 学 部 準 教 授]

圏 辞
COEプ ロ グ ラ ム 「イ ン タ ー フ ェ イ ス の 人 文 学 」に よ っ て 組 織 さ れ た トラ ンス ナ シ ョナ リ

テ ィ研 究 セ ミナ ーへ と招 待 して い た だ き 、 私 の ア イ デ ィ ア を議 論 す る 機 会 を 与 え て くれ た

小 泉 潤 二 教 授 に 感 謝 の 意 を 表 し た い 。 本 稿 は 、2000年 に ブ ラ ジ リ ア 大 学 人 類 学 部 に よ っ

て 行 わ れ た 「他 な る グ ロ ー バ ル 化(otherglobalizations)」 に 関 す る 調 査 研 究 の 成 果 で あ る。

B.E.Figueiredo,A.S.deSouza,E.Bernhardt,M.F.Nascimento,D.Farias,C.P.Ortizは 、 こ の研 究

に 参 加 し色 々 な 仕 方 で 様 々 な 時 期 に力 を 注 い で くれ た 。 ま た 、 以 下 の 方 々 か ら も 助 力 と
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サ ポ ー ト を 受 け た 。 こ こ に 感 謝 し た い 。P.Tovar(ICAN-Bogota),L.O.Machado教 授(Federal

UniversityofRiodeJaneiro),A.Frigerio教 授(CatholicUniversityofArgentina),ERabossi(Na-

tionalMuseum,RiodeJaneiro),A.Barragan(ICAN-Bogota),E.Restrepo(UniversityofNorth

Carolina),RP.Machado(FederalUniversityofRioGrandedoSul),A.C.Gomez(NationalAutono-

mousUniversityofMexico),R.A.Radhay(UniversityofBrasilia)。 ま た 、L.Lomnitz教 授(Na-

tionalAutonomousUniversityofMexico)か ら は 、 本 稿 を 書 く に あ た っ て の イ ン ス ピ レ ー シ ョ

ン を 受 け た 。

匚訳注]

i 著 者 はalternativeとalter-nativeを 区別 して 用 い て い る。 前者 を 「代 替 的 」、後 者 を 「ネ イテ ィブ に代 わ る」と訳 した。

[注]

1

2

3

4

5

6

7

こ れ ら は分 析 に有 用 なか ぎ りで の定 義 で あ り、 反/代 替 グ ロー バ ル化 の 圏域 にお け る 同盟 や 交換 の動 態 を、 多

くの点 で 単純 化 した もの で あ る。

http=〃wwwwto.org/english/thewto _e/whatis_e/inbriefe/inbrO_e.htm。2005年1月5日 閲 覧。

例 えば 次 を参 照 の こ と。"PancadarianasRuas"p.7;"FeijaocomArrozcontraMcDonald's"p.8(と もに コ レ イオ ・ブ

ラ ジ リエ ンセ紙2000年9月7日);[SeoaneandTaddei2000]。

反 グ ロ ーバ ル化 の先 駆 け とな る 出 来 事 は 他 に も あ る。DavisandRowley[2001:26-7ユ を参 照 の こ と。YUenは 、

歴 史 の 主 人公 と して 世 界 の 南 半球 を強 調 す る こ とが もつ 地 政 学 的含 意 を認 識 して い る。 「シ ア トル の 戦 い に先

立 つ 動 きを理 解 す る こ と に よ って 、先 進 国 にお け る運 動 は、 自 らの運 動 が 中心 に あ る とい う幻 想 に と らわ れ る

こ とは な くな る だ ろ う し、 グ ロー バ ル な マ ジ ョ リテ ィを な す 人 々が 、 単 に 『自由 貿 剔 と構 造 調 整 の受 動 的 な

犠 牲 者 で あ る とい う わ けで は な い こ と を よ り.明確 に知 る こ とが で きる だ ろ う」[Yuen2000:06]。

「独 立 メ デ ィ ァセ ン ター は、 根 本 的 で 正 確 で 情 熱 的 な真 実 の伝 達 を生 み 出 す た め の 、集 中運 営 型 メデ ィア ・ア

ウ トレ ッ トの ネ ッ トワ ー クで あ る。企 業 メデ ィア が 自 由 な人 間性 の実 現 へ の 努 力 につ い て は すす んで 報 道 しよ

う とせ ず歪 曲す るの に対 して 、 わ れ わ れ は よ り良 い世 界 の た め に動 きつ づ け よう とす る 人 々へ の友 愛 とイ ンス

ピ レー シ ョン に よっ て動 い て い る ので あ る 」(www.indymedia.org)。

2003年 の組 織 委 員 会 は以 下 の 団体 に よ っ て構 成 され て い る 。ABONG(Associa鈔oBrasileiradeOrganiza軛esN穉

Governamentais),ATTAC(A鈔opelaTributa鈔odasTransa鉚esFinanceirasemApoioaosCidadios),CBPJ(Comiss穉

BrasileiraJusti軋ePaz-CNBB),CIVES(A鈕oBrasileiradeEmpres舐iospelaCidadania),CUT(CentralilnicadosTra-

balhadores),IBASE(lnstitutoBrasileirodeAn稷isesSocialseEcon�icas),MST(MovimentodosTrabalhadoresRurais

semTerra)、RedeSocialdeJusti軋eDireitosHumanos。

WSFの ス ポ ンサ ー と賛助 者 の リス トは[付 録3]を 参 照 の こ と。
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リオ ・グラ ンデ ・ド・ソルにあ る諸大学の学生セ ンターは、WSFの 最前列 に座ってイベン トが公的援助 を受け

ることに抗議 した。抗議者たちは労働党党首OlivioDutraが フォー ラムに到着 した ときブーイングを浴 びせか

けた。配 られたビラを通 じて、学生たちは、奨学金や研 究や公共の州立大学のために公的資金 を使用す るよう

求 めた。それはOlivioが 自らのキャンペー ンで約束 した ことの一つであった(フ ォー リャ ・デ ・サンパ ウロ紙、

2001年1月26日 、p.A7)。

2005年1月21日 付'けで、1USド ル=2.69R$。

この都市の経済状態が もっとも良かった時期である1994年 か ら1995年 にかけては、同 じエ リアに6,000以 上の

商店があった[Rabossi2004:62]。
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[付 録1]世 界 社 会 フ ォー ラ ム(WorldSocialForum)2005、 ボ ル ト ・ア レ グ レ、 ブ ラ ジ ル

ブ ラ ジ ル組 織 委 員 会(BrazilianOrganizingCommittee)
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AMB(Confedera鈔oNationaldasAssocia鉚esdeMoradores),
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CAT(CentralAut�omadeTrabalhadores)一www.cat-ipros.org.br/,
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Cives(AssociaφoBrasileiradeEmpresariospelaCidadania)一www.cives.combr,

αacso(ConsejoLatinamericanodeCienciasSociales)一www・clacso・org,

CMP(CentraldeMovimentosPopulares)一www.cmp-brasil.org,

Comit鶲rganizadordoAcampamentoIntercontinentaldaIuventude-www.acampamentofsm.

org,

Comit鵞frodoFSM-kikabessen@hotmaiLcom,

Conam,

CUT(CentralUnicados]:'rabalhadores)一www.cut.org.br,

FBOMs(F6rumBrasileirodeONGseMovimentosSociaisparaoMeioAmbienteeoDesenvolvi-

mento)一www.fboms.org.br/,

GTA(GrupodeTrabalhoAmaz�ico)一www。gta.org.br,

Ibase(InstitutoBrasileirodeAnalisesSociaiseEcon6micas)一www.ibase.br,

IPF(lnstitutoPauloFreire)一www。paulofreire.org,

JubileuSulBrasil-www.jubileesouth.org-www.jubileubrasil.org.br,

MarchaMundialdasMulheres-www.so｣org.br/marchamulheres,

MST(MovimentodosTrabalhadoresRuraisSemTerra)一www。mst.org.br,

RedeSocialdeJusti軋eDireitosHumanos-www.social.org.br,

uJs(Uni穉daJuventudeSocialista)一www.ujs.org.br,

UNE(Uni與NacionaldosEstudantes)一www.une.org。br,
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国際会議の構成

世界社会フォーラム国際事務局

ブラジル運営委員会

IndianOrganizingCommittee-www.wsfindia.org

団体代表

50YearsisEnough!一www・50years・org,

ABONG(Associa鈕oBrasileiradeONGs)一www.abong.org.br,

ACTU(AustralianCouncilof]:'radeUnions)一www.actu.asn.au,

AFL-CIO(AmericanFederationofLabor-CongressofIndustrialOrganizations)一www.aflcio.

org/home.htm,

A丘icaT'radeNetwork-http:〃africatradenetwork.com,

AIDC(AlternativeInlbrmationonDevelopmentCenter-http:〃aidc.org.za,

ALAI(AgenciaLatinoamericanadeInfbrmacion)_www.alainet.org,

ALAMPYME(Assoc.LatinoAmeric㎝adePequenoseM6diosEmpres直rios)一www.ap)㎜e,com.ar,

Alian亨aPorUmMundoRespons白veleSolidario-www.alliance21.org,

AllArabPeasants&AgriculturalCo-operativesUnion,

A正OP(Assoc.LatinoAmericanadeOrganismosdePromoφo)_www.alop.or.cr,

AlternativeInfbrmationCenter-www.alter-nativenews.org,

AlternativesInfbrmationCenter-http:〃aidc.org.za,

Alternatives-www.alternatives.ca,

AlternativesR皛sia,

AmigosdaTerra-www.fbei.org,

APRODEV-www.aprodevlnet,

ArabNGONetworkfbrDevelopment-www.annd,org,

ARENA(AsianRegionalExchangefi)rNewAlter-natives)一www.asianexchange.org,

Articulaci6nFeministaMarcoSur-www.mujeresdelsur.org.uy,

ASC(Alian軋SocialContinental)一www.ascahsa.org,
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AsembleadelosPueblosdelCaribe(APC)一http;〃movimientos.org/caribe/,

Assembl6eEurop6ennedesCitoyens-www.cedetim.org!AEC,

Asse皿b16iadasNag6esUnidasdosPovos,

AssociagaoparaoProgressodasComunicag6es-www・apc・org,

ATTAC-Brasil-www.attac.org/brasil,

ATTACFrance-http:〃attac.org,Babels,BankwatchNetwork-www.bankwatch.org,

CADTM-Cornit6pour1'AnnUlationdelaDetteduTiersMonde-http:〃users.skyneしbe/cadtm,

CanadianCouncil,CaritasInternacionalis-www・caritas.org,

CBIP(ComissaoBrasileiradeJustigaePaz)一www.cblp.org.br,

CEAAL(Cons.EducagaodeAdUkosdaAm.Latina)一www.ceaaLorg,

CEDARInternacional-www.cedarinternationa1.net,

CEDETIM(Centred'Etudesetd'InitiativesdeSolidarit6耳nternationale)一www.cedetim.org,

CentraldeTrabaladoresArgentinos-www.cta.org.ar,

CES(EuropeanTradeUnionConfederation)一www.etuc.org,

CETRI-www.cetri.be,CIDSE-www.cidse.org,

CIOSL(ConfederagaoInternacionaldeOrganizag6esSindicaisLivres)一www・cioslorit・org・

CIVES-www.cives.org.br,C正ACSO-www.clacso.org,

CLC(CanadianLabourCongress)一www・c正c-ctc・ca

CMT(ConfederagaoMundialdoTrabalho)一www.cMt.wcl。org,

COMPA(ConvergenciadelosMovimientosdelosPueblosdelasAm6ricas),

CONAIE-http:〃conaie.org,

CongressoNacionalIndigenadoM6xico,

ConselhoMundialdeIgrejas-www.wcc.coe.org,

Coordenaci6ndeiForo"ElOtroDavos';

CoordenadoradeCentraisSindicaisdoConeSul,Corpwatch-www.corpwatch.org,

COSATU(CongressofSouthAfricanTradeUnions)一www.cosatu.org.za,

CRID(CentredeRechercheetd'lnf()rmationpourleD6veloppement)一www.crid.asso.fらが
CUT(CentralUnicadosTrabalhadores)一www.cut.org.br,

EncuentrosHemisfericoscontraelALCA,ENDA-www.enda.sn,

Euralat,Euro加arches-www.euromarches,org,FAMES,
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FECOC(FrenteContinentaldeOrganizaφesComunitarias),

Federaci6nMundialdeIuventudesDemocraticas-www.wfdy.org,

F6d6rationd6mocratiqueinternationa五edesfemmes(FDIF)一www.fdif.eu.org,

Fundaci6nperlaPau/1nternationalPeaceBureau(IPB)一www・ipb・org・

FIAN(FoodFirstInternationalActionNetwork)一www.丘an.org,

FIDH(Fed,InternacionalDireitosHumanos)一www.五dh.org,

FocusontheGlobalSouth-http:〃fbcusweb.org,

F�umDakar,

ForumMondialdesAlter-natives-www.alternatives-action.org/f血a,

ForumofthePoor,

F6rumSocialItaliano,

GLBTSouth-SouthDialogue,

GlobalExchange-www.globalexchange.org,

GlobalPolicyNetwork-www,globalpolicynetworkorg,

Greenpeace-www.greenpeace・org・br,

GritodosExclufdos-wwwmovimientos.org,

GrupodeT》abalhoAmaz6nico-www.gta.org。br,

HabitatInternationCoalition-www.habitat.international-coalition.org,

IATP(lnstitutefbrAgricultureandTradePolicy)一www。iatp.org,

IBASE-www.ibase.br,

ICAE(ConselhoInternacionaldeEducagaodeAdultos)一www.web。net/icae,

IFAT(InternationalFederationofAlternativeTrade)一www.ifat.org,

IFG(lnternationalForumonGlobalization)一www.ifg.org,

InternationalGenderandTradeNetwork-www.genderandtrade.net,

InternationalNetworkofStreetPapers(INSP)一www.irn.org,

InstitutoPauloFreire-www.paulo丘eire.org,

IPS(lnterPressService)一www:。ips.org,

}ubileeSouth-Asia-www.jubileesouth.org,

IubileoSouth-tlfrica-www.lubileesouth.orgJubileu2000,

IubileuSulAm6rica正atina-www.jubileusuLhpg.com。br,
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KCTU(KoreanConfederationofTヤadeUn童ons)一www.kctu.org,

1くOPA-http:〃antiWto.jinbo.net/eroom/index.html,

LandResearchActionNetwork,

MST(MovimentodosTrabalhadoresSemTerra)_wwwmst,org.br,

Narmada-www.narmada.org,

NIGD(NetworkInstitUtef()rGlobalDemocratization)一www.nigd.org,

North-SouthCentre-www.coe.int/TIE/North-South _Centre,

OCLAE(ContinentalOrganizationofLatinAmericaandCaribbeanStudents)一www。oclae.org,

Oneworld-www.unimondo.org,

OrganizationofAfricanTradeUnionsUnity,

ORIT(Org.RegionalInteramericanadeTrabalhadores)_www.orit-ciosl.org,

OXFAMInternacional-www.oxfam.org26,

PeaceBoat-www.peaceboat.org,

Plata{brmaInteramericanadeDerechosHumanos,DemocraciayDesarrollo-www.pidhdd.org

ProjetoK,PublicCitizen-www・citizen・org・

RedLatinoamericanaMulheresTransf()rmandoaEconomia-http:〃inovimientos.org/remte,

RedeAPM-Agriculturespaysannes,soci6t6setmondialisation-www,zooide.com/apm,

RedeCONSEU(ConferenciadeNacionessinEstadodeEuropa),

RedeDawndeMulheres-www.dawn.org.i],

ノ
RededeSolidariedadeAsiaPacifico,

RedeLatino-AmericanaeCaribenhadeMulheresNegras-www.criola.ong.org,

RedeMulhereHabitat-http://www.redmujer.org.ar,

RedeMund童aldeMulherespelosDireitosReprodutivos-ww.wgnrr.org,

RedePa正estinadeONGs-www.pngo.net,

RedeSocialdeJustigaeDireitosHumanos-www.sociaLorg.br,RedeTransfbrme!

RedesSocioeconomiaSolidaria-www.reasnet.com,

REPEM(RededeEducagaoPopularentreMulheres)一www.repemorg.uy,

SIGTUR(SouthernInitiativeonGlobalisationandTradeUnionRights),

SocialWatch-www.socialwatch。org,

Solidar-www.solidaLorg,
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TNI(TransnationalInstitute)一www.tni.org,

TWN(ThirdWorldNetwork)一www.twnside.org.sg,

UBUNTU(ForoMundialdeRedesdelaSociedadCivil)一www.www.ubuntu.upc,es,

UnionIntemacionaldeEstudiantes-www.www.ius-uie.org,

ViaCampesina-http:〃ns.rds.org,hn/via/,

WbrldAssociationofCommunityRadioBroadcasters(Amarc)一http:〃www.amarc.org,

WorldMarchofWomen-www.ffq.qc.ca/marche2000/en/index.html,

Znet-www・zmag.org.

オ ブザーバ ー

OrganizingCommitteeoftheA丘icanSocialForum,

OrganizingCommitteeoftheAmericasSocialForum-www.fbrosocialamericas.org,

OrganizingCommitteeoftheEuropeanSocialForum-www。fse-es｣org,

OrganizingCommitteeoftheMediterraneanSocialFor㎜ 一fsmedi@terra,es,

OrganizingCommitteeoftheofthePan-AmazonicSocialForum-www.烏panamazonico。com.br,

OrganizingCommitteeoftheThematicSocialForum:Democrac男HumanRights,WarandDrug

Traffic-WWW.fsmt.・rg.CO,

FNTG(FundersNetworkonTyade&Globalization)一www.fhtg.org,

OBS:Thelisthasthenamesof190rganisationsthathavejoinedtheInternationalCouncilofthe

WSEwhichhavebeenapprovedattheplenaryonApril6,2004,inPassignanoSul丑asimenoand

IsolaPolvese(Peruggia),Itaiy27.

[付録2]世 界社 会 フ ォー ラム2004、 ム ンバ イ、 イ ン ド

イ ン ド統 合会 議(IGO)の メ ンバ ー

イ ン ド統合 会 議 はWSFイ ン ドに際 して の意 思決 定機 関で あ り、 その メ ンバ ー とな る可
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能性 はWSFの 原理 憲章 に同意 す る全 ての社 会運 動や組 織 に開か れてい る。

IGOの メ ンバ ー リス ト(135団 体)

ABHIYAN,Aalochana(CentreForDocumentationAndResearchonWomen),

Adi胎mizarViduthalaiIyakkam,AdivasiMuktiMorcha,AdivasiMuktiSangathan,

AdivasiSolidarityCounci1,AINFSUAkshara,AllIndiaAgricultural.WorkersUnion,

AllIndiaBankEmployeesAssociation,AllIndiaBeediWbrkersOrganisation,

AllIndiaCatholicUniversityFe(ieration,AllIndiaCentralCouncilof駈adeUnions,

AllIndiaDemocraticWomen'sAssociation,AllIndiaFederationofElectricitγWorkers,

AUIndiaFederationofTradeUnions,

AllIndiaFederationofUniversityandCollegeTbachersOrganisation,

AllIndiaGeneralInsuranceEmployeesAssociati6n,AllIndiaInsuranceEmployeesAssociation,

AllIndiaKisanSabha(AIKS),AHIndiaKisanSabha(AIKS)/BKMU,

AnIndiaKisanSangharshSamiti,AIIIndianBankO伍cers'Association,

AllIndiaNewspaperEmployeesFederation,AllIndiaPeace&SolidarityOrganisation,

AllIndiaPeopleScienceNetwork,AllIndiaProgressiveWolnen'sAssociation,

AllIndiaRailwaymensFederation,AHIndiaStateGovernmentEmployeesFederation,

AlIndiaStudentAssociation,AIHndiaStudentsFederation,

AllIndiaTradeUnionCongress,AllIndiaYbuthFederation,

AmnestyInternational(lndia),AnusuchitIatiParishad,ASHIRVAD,

AssociationofRuralEducationandDevelopmentService,AwazeNiswan,

BankEmployeesFederationofIndia,

BDM,BharatGyanVigyanSamiti,BhartiyaKisanMazdoorUnion,

BioDSEBIV∫,BSNLEmployeesUnion,

Calc蝋aLeatheピBmneryWorkme㎡sUnion,Calc礁aLeather肱nneryWorkme㎡sUnion,

CALL,CampaignAgainstChildLabou蒋

CampaignForRightTbLivelihoodAndFoodSecurity(TamilNadu),

CentrefbrEducationandCommunication,CentreForEducationandDocumentation,

CentrefbrHumanitarianAssistance,Centre丘)rResearchonNewInternationalEconomicOrder,

CentrefbrTbchnologyDevelopment,

糶 卜淋 ナシ晒 テ・韈 101



102

CentrefbrWorkers'Management,CentreofIndiaガ 臨adeUnions,

ChhatishgarhIaivSurakshaManch,CHPD,ChurchAuxiliary丘)rSocialAction,CNISBSS,

CoalitionfbrNuclearDisarmamentandPeace,CommitteeAgainstViolenceonWomen,

CommunityContextualCommunicationCentre,

ConfヒderationofCentralGovernmentEmployees&Wbrkers,

CORE(GuwahatiO伍ce),COVA,

DalitAikγaVεdi,DalitSocialForum,

DalitSolidarityPeoples,DemocraticYbuthandStudentsOrganisation,

DemocraticYbuthFederationoflndia,Divis三 〇nofSociaiAction,

DonBoscoSouthAsiaForumR)rYbuthatRisk,DurbarMahilaSamanwaアaColnmittee,

EktaTfust,

ElectricityEmployeesFederationOflndia,EquitableMarketingAssociation,

EvangelicalFellowshipofIndiaCommissionOnRelie£

FederationofMedicalRepresentativesAssociationsofIndia,

FocusonGlpbalSouth,ForumAgainstGlobalisation,

Forumagainstoppressionofwomen,ForumForCrechesAndChildcareServices,

FreeSoftwareFoundationoflndia,FWFPE

GandhiPeaceFoundation,GeneralInsuranceEmployeesUnion,Gramodaya,

HappyHawkers,

HindKisanMazdoorSabha,HindMazdooraurKisanPanchayat,

HindMazdoorSabha,HumanPotentialDevelopmentProgramme,

HumanRightsForum長)rDalitLiberation,

IncomeTaxEmployeesFederation,

IndiaClimate沁sticefbrum,IndianConfとderationofLabou蒋

IndianNetworkonEthicsandClimateChange,IndianSocialActionForum,

IndianSocialInstitute,InstitutefbrSocialEducationandDeveiopment,

IntegratedRuralDevelopmentofWeakerSectionsinIndia,

Iagori,IalIamgalIamin,IaminAdhikarAndolan,IanawadiLekhakSangh,

IanMuktiSangharshBahini,IANPArH,IanSangharshMorcha,

IanSurakshaManch,IanSwasthyaAbhiyan,IatrR)roPanchayat,
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IESA,IharkhandStateBankEmployeesAssociationJointWbmensProgramme,

IPFollndation丘)rAsianDemocracies,Iustice,PeaceandDeve豆opmentCommission,

KisanAdivasiSangthna,KisanSamanvayaSamiti,

Laアa,Lokayan,LokoUnnayanSangh,

MaharashtraStateZillaParishadEmployeesConf6deration,

MahilaDakshataSamiti,M㊤lis,MediaConective,Mines,MineralsandPeople,MKSS,

NACDOR,NAFRE,NagaPeoplesAssociationfbrHumanRights,

NationalAHiance丘)rWbmensOrganisations,NationalAllianceofPeoplesMovements,

NationalCampaignCommittee釦rRura正W6rkers,

NationalCampaignfbrHumanRights,NationalCentrefbrAdvocacyStudies,

NationalCentrefbrLabou蔦NationalConfbderationofLabour,

NationalCouncilofDalitHuman畄ghts,NationalDalitFor㎜,

NationalFederationofDalitWbmen,NationalFederationofIndianWbmen,

NationalFederationofPostalEmployees,NationalForumfbrUnorganisedLabour,

NationalForumofEorestWbfkers&ForestPeople,NationalFrontofAdivasis,

NationalMinerals&MinesGroup,NationalNetworkofAutonomousWbmens'Organisations,

NationalUnionofIournalists,NationalY6uthFederation,

NatureHumanCentricPeoplesMovement,NCPRI,NewTfadeUnionInitiative,

NivaraHakkSurakshaSamiti,NorthEastNetwork,

OrissaAdivasiAdhikarAbhilan,OrissaDevelopmentActionForum,

People'sUnionfbrCivilLibraries,PopularEducation&ActionCentre,

PragatisheelLekhakSangh,PublicSectorEmployeesFederation,

PWA,R勾asthanKisanSanghatan,RashtraSevaDal,

RashtraYUvaOrganisation,Rashtr取aIalBiradri,

RashtriyaIanChetnaSangharshMorcha,

ResearchFoundationfbrScience,Technology&Ecolog)も

RFTSE,RTFC,RuralWbrkers]丘ust,

SAHR,Sakhi,Sam毎ikNayaMorcha,

Sam勾ProvadhanPratisthan,SamataSainikDa正,Samta,Sangat,SMILE,

SouthCentralIndiaNetwork僉)rDevelopmentAlternative,
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SouthOrissaDevelopmentAlter-nativesNetwork,StreeMuktiSanghatana,

StreeVbdi,StudentFederationofIndia,Swaアam,

TAFSC,TamilNaduWbmensCollective,丁 わrredesHommes(Germany)IR

TheInfbrmationAndFeatureT加st,T¥ustfbrRuralEducationandDevelopment,

UttarakhandChaupal,

VANI,VanSra甸iviManch,VasudhaivaKutumbakam,

VikalpAllIndiaCulturalfbrum,VikasAdhyayanKendra,

VbluntaryActionNetworkAnantapur,

WECAN,

YMCA,YbungWbmens'ChristianAssociation,YhvaBharat.

イ ン ド作 業 委 員 会(IWC:IndiaW6rkingOrganisations)

イ ン ド作業 委 員会 はWSFイ ン ドを組織 ・運営 す る上 で 土台 とな る方 針 の ガイ ドライ ン

を形作 る責任 を負 う。IGOか ら選 ばれ た67の 組織 に よって構 成 され、 政治 的お よび経

済 的 問題 全 般 を直 接扱 う。IWCは 国 内 の14の 商 業組 合 と労働 者 団 体、 国 内の8つ の女

性 団体 、6つ の農 業経 営者 のネ ッ トワー ク、 ダ リ ッ トとア デ ィバ シの 国内4つ の 団体 、4

つの学 生 と青 年 団体 、 そ して27の 社 会運 動や他 の組 織、NGOか ら構成 され てい る。

Dalit(ダ リ ッ ト)l

NACDOR,NationalCouncilofDalitHumanRights(NCDHR),

NationalDalitForum,NationalFederationofDalitW6men(NFDW)。

Adivasis(ア デ イ ノミシ):

ABHIYAN,AdivasiSolidarityCouncil,AdivasisMuktiSangathan,NationalFrontofAdivasis.

Wbmen:

AllIndiaDemocraticW6me㎡sAssociation(AIDWA),

AllIndiaProgressiveWbmen'sAssociation(AIPWA),MahilaDakshataSamiti,

NationalFederationoflndianW6men(NFIW),
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NationalNetworkofAutonomous輪me㎡sOrganis争tions,

NationalAlliancefbrW6mensOrganisations(NAWO),NorthEastNetwork,Sangat.

Kisan&RuralWbrkers:

AllIndiaAgriculturalWbrkersUnion(AIAWU),AllIndiaKisanSabha(AIKS),

AllIndiaKisanSangharshSamiti,HindKisanMazdoorSabha(HKMS),

KisanSamanvayaSamiti,

NationalCampaignCommitteefbrRuralWbrkers(NCCRW),

WorkingPeople:

AllIndiaBankEmployeesAssociation(AIBEA),

AllIndiaCentralCouncilofT士adeUnions(AICCTU)

AllIndiaFederationofTfadeUhions(AIFTU),

AllIndiaInsuranceEmployeesAssociation(AIIEA),

AllIndiaRailwaymensFederation(AIRF),

AllIndiaStateGovernmentEmployeesFederation(AISGEF),

AllIndiaTradeUnionCongress(AITUC),

CentreofIndianTヤadeUnions(CITU),

Con麁derationofCentralGovernlhentEmployees&Wbrkers(CCGEW),

H至ndMazdoorSabha(HMS),

Nationa豆CampaignCommitteefbrUnorganisedLabour,

NationalCentre丘)rlabouろNationalForumofForestWorkers&ForestPeople,

NewT士adeUnionInitiative(NTUI).

Ybuth&Students:

AllIndiaStudentsFederation(AISF),AllIndiaYbuthFederation(AIYF),

NCCI(Y),RashtraYUvaOrganisation,StudentFederationofIndia(SFI),DemocraticYbuth

FederationofIndia(DYFI).

OtherSocialMovements&MassOrganisations:
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AllIndiaPeace&SolidarityOrganisation(AIPSO),

A王lIndiaPeopleScienceNetwork(AIPSN),AmnestyInternational,

BharatGyanVigyanSamiti(BGVS),CampaignAgains‡ChildLabour(CACL),

CentrefbrEducationandCommunication(CEC),

CentrefbrTbchnologyDevel6pment(CTD),

Coalition負)rNuclearDisarmamentandPeace(CNDP),

COVA,FocusonGlobalSouth(FOCUS),

GandhiPeaceFoundation(GPF),HumanPotentialDevelopmentProgramme,

IndiaSocialInstitute,INSAEIanSangharshMorchaσSM),

IanSwasthyaAbhiyan(ISA),Mines,MineralsandPeople,MKSS,NAFRE,

NagaPeople'sAssociationfbrHumanRights,NationalAllianceofpeople'sMovements(NAPM),

NationalCentrefbrAdvocacyStudies(NCAS),RashtraSewaDal,

SAHR,VasudhaivaKutulnbakam,WECAN,YUVA.

イ ン ド組 織 委 員 会(IOCIIndiaOrganisingCommittee)

イ ン ド組織 委員 会 は、WSF2004の 実 行 を担 う組織 で あ る。 イベ ン ト運営 の 責任 を負 っ

てお り、 そ れぞ れが八 つ の実 行部 隊 の うち の一つ に属 して い る45人 の個 人か ら構 成 さ

れて い る。

A.D.Golandaz,AmitSenGupta,AnilMishra,ArunKumar,AshokBhar£i,

BuluSareen,ChanditaMukherjee,Da皿ayantiBhattacharya,DilawarKhan,

DineshAbrol,GautamMod払GeetaMahajan,H.MahadevaH,IlinaSenJ.Vincent,

IayaVblankar,KBhaskaran,K:amalMitraCheno防MadhusreeDutta,MeenaMenon,

MinarPimple,MohanKoteka蔦MuktaSrivastava,MukulSharma,NanditaShah,

PKDas,PKMurthメPrabirPurkayastha,R.A.Mittal,R.S.RSelwine,RabialMallik,

R吋endraGiri,R勾endraRavi,Rosamma,SanleevKaura,Sheelu,SomyaDutta,

Soni騒engamom,SrilataSwaminathan,StanleyWilliam,SubhashLomte,UdaアBhat,

VasantGupte,V"ayPratap,VinayaDeshpande,VinodRaina,VivekMonteiro,

W:RvaradaR句an.
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ム ンバ イ組織 委員会MumbaiOrganisingCommittee

ム ンバ イ組 織委 員会 は、ム ンバ イに基盤 を置 く、そ れぞ れの職 能集 団を代表 す る組 織 か

ら構成 されてい る。

[付録3]会 議 と`WSFProc6ss'の ス ポ ンサー 及 び援 助者

2001

ElectricEnergyStateCompanyofRioGrandedoSul,

BankoftheStateofRioGrandedoSul,ThecityofPortoAlegre,

ThePontifica豆CatholicUniversit)ろFederalUhiversityofRioGrandedoSul,

GovernmentoftheStateofRioGrandedoSul.

NGOs.

2003

Sponsors:

Petrobras,FordFoundation,Funda誓aoBancodoBrasiL

Supporters:

ActionAid,CAFOD,CCFD,Eed,HeinrichBollSti伽ng,Icco,Misereor,

n(o)vicOxfamNetherlands,OxfamInternational,Oxf註mBelgium,OxfamAmerica.

2004

「WSFprocess」 へ の 援 助 者

Petrobras,Cab(aEcon6micaFederal,theFordFoundationandBrazilPosto魚ce.

WSFイ ン ド2004へ の 援 助 者

ActionAid,UnitedKingdom.Alternatives,Canada,

AttacNorgeSolidarites,Norwa》 ら
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Co血t6CatholiqueContrelaFaimetpourled6veloppement(CCFD),France,

ChristianAid,UnitedKingdom,DevelopmentandPeace,Canada.

EvangelischerEntwicklungsdienst(EED),German男

FundersNetworkonT士adeandGlobalisation(FNTG),UnitedStates,

HeinrichBollFoundation,German男

HumanistInstitutefbrCo-operationwithDevelopingCountries(HIVOS),Netherlands,

InterChurchOrganisationfbrDevelopmentCo-operation(CCO),Netherlands.

Ox魚mInternationa1.

SwedishInternationarDgvelopmentCo-operationAgency(SIDA),Sweden,

So玉idagoFoundation,UnitedStates,

SwissAgencyfbrDevelopmentCooperation(SDC),Switzerland,

TidesFoundation,UnitedStates,

WorldCouncilofChurches,Switzerland,

MembersofIndiaGeneralCounciHbrtheirsolidaritycontribution,India.

2005

BancodoBrasilS.A.,Petrobras,CaixaEcon6micaFederal(Brazi1),

Eletrobr盃s(Brazil),In丘aero(Brazil),Furnas(Brazil),

eed:EvangelischerEntwicklungsdienst(ChurchDevelopmentServices,anorganizationofthe

ProtestantchurchesinGermany),

ChristianAid(anagencyofthechurchesintheUKandIreland),

CCFD(Comit6CatholiquecontrelaFaimetpourleD6veloppement,France),

n(o)vib(Oxfam,Holland),

CAFOD(CatholicAgenciesfbrOverseasDevelopment,aBritishorganization),

RockfdlerBrothersFund(U.S.),

Misereor(theGermanCatholicBishops'OrganizationfbrCooperationandDevelopment).

108 i叛暫蝕囎 裟孅皆鋤1蜜i費s霧聡撫ξ磯 堯心食i癡食i総諸舗 毒・雛鑢



グ ロ ーバ ル化 を 問い 直 す ◆

ドミニカ共和国におけるジェンダーと輸出加工労働

ヘ レ ン ・サ フ ァ

(田沼 幸 子 訳)

1.グ ローバル化、輸出型製造業の発展、労働力 の女性化

ドミニ カ共和 国 は、ハ イチ とと もに イスパ ニ ョー ラ島 にあ る小 国で ある。拙 著 『男性 大

黒柱 の神話 』[Safal995]で は、 キ ューバ 、 プエ ル トリコ、 ドミニカ共和 国 にお ける女性 工

業労働 者 の比較 を行 なっ た。 この本 を書 き終 えた とき、残 され た疑 問は、女 性が 自由貿 易

区(丘eetradezone)で 働 く事 と、 女性 を家 長 とす る家族 の形 成 との 問に関 連 はあ るか とい

うもので あっ た。 私の本 の デー タか らそ う結論 を出すの は難 しかっ た。 ドミニ カでの補足

調査 に よって、 この疑 問 に対 す る解 答が得 られるの では と考 えた。そ のた め、二 度 目の調

査 では、べ つの調査 地 を選 んだ。最 初の調 査地 は、首都 サ ン ト ドミンゴ東方 の ラ ・ロマ ー

ナ であ った。 かつ ては重 要 な製糖 業地 域 だ ったが、 い ま は観 光業 に変 わ って いる。 また、

自由貿易 区 もあ り、 さま ざまな就労機 会が あ る。 私 は、製糖 業 だけ に依存 した産業構 造 か

ら、多様 化 とい う変 化 を経 た場所 が どの よ うな経験 をす るのか を解 明 したか った。二 番 目

の調査 地 、 ビ ジャ ・グ ラシァ は、首 都 サ ン トドミンゴの 北方30キ ロ メー トル に ある 町 で

あ る。1980年 まで は、 国営 の大 きな製糖 工 場 があ ったが 、突然 閉鎖 され 、2年 後 に、 そ の

地域一帯 が 自由貿易 区 にな った。 あた ら しくで きた工場 の ひ とつ は韓 国資本 の工場 で、女

性 の雇 用者 が2,500人 と、 男性 よ り多 い。男 性か ら女 性へ と、 労働者 構 成が 、 まるで 一夜

に して入 れ替 わ った。 しか も、他 の選択 肢 はあ りえ なかっ た。

私 は、 この現象 を、 もっ と大 きな文 脈 のなか で捉 えたい。 それ は、輸 出型加 工製造 工業

の発展 は、 どの よ うな結 果 を生 み 出すの か、 とい うこ とで ある。 日本 では、 ベル トコ ンベ

◆ 本論文 は2003年9月22日 に トランスナ ショナリティ研 究セ ミナー(於 大 阪大学大学院人 間科学研究科)で 発表

されたものが元となっている。

灘 トランス齢 贈 丿ジ・雛
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ア式の仕 事 は、 よ く知 られて いる だろ う。 輸 出型の加 工製造 業 は、 グローバ ル化 の主要 な

構 成要 素で あ る。 なぜか 。 グローバ ル化 の 自由貿 易体 制の なか では、競 争力 が なけれ ばな

らない。競 争 上有 利 な要 因 が必 要 だが 、国 に よ って は、安 価 な労 働力 しか売 る もの が な

い。 ドミニ カは、 そ う した国 のひ とつで ある。女性 の労働 のほ うが安 いので 、雇用 され る

可 能性 が高 い。つ ま り、 輸出型 加工 製造業 で は、男性 よ り女性 の方が有 利 なので ある。

しか し、 こ う した状 況 の変化 の 結果 、女性 が本 当に利益 を得 た のか とい う疑 問が残 る。

私 が最初 の調査 を した1970年 代 と、グ ロー バル化 の時代 で あ る現在 とは、なにが違 うのか 。

こう した問題 に関 して 、経済 学者 ガイ ・ス タ ンデ ィ ングは 「労働 の グローバ ル な女 性化 」

(global艶minizationoflabor)と い う、 今や 古 典 とな った概 念 を提 唱 した[Standingl989]。

そ れ に よ る と、 女性 に割 り当 て られ る労 働 は、 フレキ シブ ル、 カ ジ ュ アル、 か つ イ ン

フ ォーマ ル な形 態が 多 く、 これに よって、 フ ル タイムの常勤 職が 、女性 だ けでな く男 性 に

とって も減少 す る。 さらに これは、実 質 的な給与 の低 下 と高い失 業率 に もつ なが る。女性

の雇用 は増 えた と して も、男 性 の雇用 が悪化 す る。 経 済すべ てが輸 出業 に向 か うと、 国 内

の経 済が 悪化 し、 国内市場 も発展 しな くなる。

グ ローバ ル化 は、 私た ちが見 る ところ、 とて も選択 的 な もので あ る。先 進 国か ら選 択 的

に資本が 流れ る。東 ア ジアで も主 に中国や 、中南 米 の、 よ く規 律化 され、生 産性 が 高い に

もかか わ らず 、安 い労働 力が あ る地 域が 選択 され る。2003年9月 、 メキ シコの カ ンク ンで

開催 された世 界貿 易機 関(WTO)閣 僚会議 で 問題 にな った よ うに、 この政 策 の矛盾 は、 欧

米 の先進 国 は、国 内農業 に対 して は、 自由貿易 の原則 に従 うの では な く、助 成金 を出 して

まで保護 して きた とい う ことであ る。 た とえ ば、 フロ リダの南部 で はキ ューバ革命 の後 に

製糖 業が 始 まった。 環境 を破 壊 し、 しか も高 くつ くのに ドミニ カか ら砂糖 を買わず 、 自給

す る よ うに なった。

グロ ーバ ル化 の再 構 造 化 に伴 う国 内支 出 の見 直 し、 貨 幣 価値 の 引 き下 げ な どに よっ

て 、第 三世界 の貧 困化 が 進行 した。 これ らの諸 国が これ まで 向上 させ て きた、 平均 寿命 、

GDP、 識 字率 な どは、い まや後 退 さえ してい る。

ここでは、 グ ローバ ル化 によって影 響 を受 けた女性 の仕事 と男性 の仕事 を見て い く。 両

方 を見 る事 は とて も大事 だ。 これ は、家族構 成 の検討 につ なが る問題 であ り、私 の前著 か

ら生 まれた問題 意識 であ る。そ の本 の中で 、「男性 大黒柱 モ デル」(malebreadwinnermodel)

を検討 した。 これ は、 男性 が 家族 の主 要 な稼 ぎ手 であ り、女性 が 基本 的 には主 婦 であ り、

補助 的 な仕事 をす る、 とい うモデ ルであ る。 日本 の状 況が どうなのか、興 味 があ るが、 ア

1鶴er戴c曾艦諺購講黐象袤欝 嚢嬲谿 鵜無《轍顯食翰$黛導融心20{蹲



メ リカでは もう現実 に は当て は まらない。 以前 は、独 身女性 だけが雇 用 され ていたが 、い

まは、 結婚 した女性 も仕事 を続 け る。 子供 が生 まれて も辞 める ことは ない。つ ま り、家 族

の なか に稼 ぎ手が二 人い る こ とに なる。男性 が大黒 柱 とい うモデ ルは、す で に神 話で あ る

とい って よい。 しか し、多 くの社 会政 策が 、い まだ にこのモ デル に基 づ いてつ くられ てい

るのは 問題で ある。

また私 は、女性 が 男性 の代 わ りに大黒 柱 にな る と、多 くの場 合劇 的 な変化 が生 じる こと

を論 じた。 これ は、 ドミニ カの ビジ ャ ・グ ラシア で起 きた こ とで あ る。 プエル トリコで

は、事情 は もっ と単 純だ。女 性 が主要 な稼 ぎ手 になれ ば、男性 が補助 的 な立場 に なる。 収

入 が な くなれ ば、彼 の権威 が な くな り、結婚 の危機 が訪 れ、妻 が夫 を離婚 す るこ とも増 え

てい る。 以前 は、男性 が家族 を捨 て る事 が多 か ったが、逆 の ケースが 増 えてい る。 ドミニ

カで は、女 性 が家 長 で あ る家 族 の割 合 は、1981年 の21.7%か ら1996年 には26.8%に な っ

た。キ ューバ の36%に は及ば ないが、 着実 に増加 して いる。

ここで私が 問題 に して いるの は、女性 が家 長 にな るとい う事 が、 どれだ け男性 の権威 の

価値 を下 げ、家族 の構 成 を変 えてい くか とい うこ とで ある。 ただ し、 指摘 してお か なけれ

ばな らない の は、 カ リブ と東 ア ジア との相 違 で あ る。東 アジア にお け る家 父長 制 は、 歴

史 的な伝統 が あ り、宗教 に もか かわ ってお り、か な り強 く社 会 に埋 め込 まれて いる。 しか

し、 カリブで はそ うでは ない。女性 を家 長 とす る家族 が、 奴隷 制時代 、植民 地時代 、脱 植

民地 時代 を通 じて、歴 史的 に長期 間 にわた って存続 して きた。 ア メリ カ合衆 国で は、夫 と

妻 とい う婚 姻 の単 位 が家 族 の中心 であ り、彼 らが別 れて しまう と、家族 は崩壊 す るか消 滅

す る と考 え られてい る。夫婦 関係 に は、 家族 内の 関係 の なかで 、あ たか もそれ だけが唯 一

の結 び つ きであ るか の よう な重 要性 が付 与 され てい る。 しか し、 カ リブで は、 伝統 的 に、

家族 にお いて 中心 となるつ なが りは、女性 とその子供 た ち との 関係で あ る。 日本 の状況 は

ど うなの か、父子 関係 が重要 な のか、興 味の あ ると ころであ る。

これ らの女 性 を家長 とす る家 族 を、逸 脱 した病 的 な もの とみ なす研 究 もあ る。 しか し、

実 際に は、家族 の中心 であ る女性 が一人 き りでない な ら、 結構 うま くやっ ていけ るので あ

る。 なぜ な ら、女 性一 人がや っ てい くの で はな く、 親族で あ る他 の女性 の グルー プが助 け

合 い、い っ し ょにな って家族 を形成 して い るか らで る。 この女性 間の血 縁 関係 が な くなっ

て しまうと、か な り大変 だ ろ う。皮 肉 な ことに、政策 の多 くは、 こう したつ なが りを壊す

方 向に働 いてい る。

鑠 トランスナシ拶 ∬ ・鞭
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2.輸 出型製造業の発展 と夫婦 ・家族関係の変容 ・1997年のドミニカ再調査から

2-1.自 由貿 易 区 のお け る女性 労働 者 の増 加

さて、 ビジ ャ ・グ ラシア に話 を戻 そ う。 私 た ち は、1997年 に、 自由貿 易 区で 働 く157

人 の女 性 を対象 に調査 を実 施 した。 それ に加 え て、男 性55人 に もイ ン タビュー を した こ

とは、 この と きの 調査 の ポイ ン トであ る。

最 初 の 調査 で は、女 性 の情 報 ばか り集 め
[表1]ビ ジャ・グラシアにおける元製糖工場労働 者世帯、

1997年(調 査世 帯数55)。

世帯構成

世帯平均人数5.3

労働者数2.0

自由貿易 区で働 く人 の数0.6

被扶養者数L9

扶養者数3.3

世帯平均収入(RD$)3,162.6

平均世帯収入(RD$、%)

1,600以下333

1,600-3,00031.5

3,001-5,00018,5

5,001以 上16.7

世帯類型(%)

核家族63.6

拡大家族34.5

情報なしL8

副世帯主はいるか(%)

いる9,1

いない87.3

情報なし3.6

片親(%)

はい10.9、
いい尺89.1

出典:[Sa肱1999=19]の 一部 を改 変。

たの で、 二 度 目は男 性 か ら も聞 い た。 と

くに、 か つ て 製糖 業 で 働 い て い た、 現在

失 業 中 の年 配 の 男性 か ら話 を聞 い た。彼

らが この変 化 を ど う感 じて い るか に注 目

したか ったの であ る。

調 査結 果 のい くつ か を紹 介 した い。 男

性 が 家 長 の家 族 の うち、 ほぼ64%が 核 家

族 で あ る[表1]。 そ れ に対 して、核 家 族

は約69%あ る もの の、 そ の うち、 女性 を

家 長 に した家 族 は56%し か ない[表2]。

しか し、 この デ ー タ だけ で は分 か らな

い ことが ある。私 た ちは、彼 らに 「だ れが

家 長 で す か」と聞い た。 す る と、90%が 、

現 在 、収 入 が な くて も、男 性 が 家 長 だ と

答 えた。 その 理 由 は、 一 般 的 に は、彼 ら

が 家 を所有 してい たか らだ と考 え られ る。

か つ て の 製糖 業 の 遺 産 は、 この よ う に不

動 産 を含 む い ろい ろ な もの を男 性 に与 え

た とい うこ とだ。 そ の ため、 家 族 の 中 で

の 男 性 の役 割 が 存 続 して い る。 しか し、

男 性 た ち は、 あ た ら しい 変化 を非 常 に憤

馳艶r舞瓣 襲諺韓頒 畷鵯 糞鰓繍鵜為A鱸 ゴv癰鰯 鴛窪尋.2瞬δ



[表2コ ビジ ャ ・グラシアの 自由貿易区の女性労働 者世帯、1997年 。

男性世帯主 女性世帯主 計

世帯構成

世帯平均人数 4.71 4.24 4.56

労働者数 2.49 1.76 2.25

自由貿易区で働 く人の数 1.41 1.42 1,41

被扶養者数 1.36 134 1.36

扶養者数 334 2.90 3.20

世帯平均収入(RD$) 4,624.53 3,778.00 4,353.21

平均世帯収 入(RD$、%)

1,600-3,000 25.50 62.00 37.20

3,001-5,000 53.70 24.00 44.20

5,001以 上 20.80 14.00 18.60

世帯類型(%)

核家族 74.80 56.00 68.80

拡大家族 16.85 34.00 22.30

混合家族 5.60 一 一 3.80

複合家族 0.90 2.00 L30

単身 一 一 6つ0 1.90

情報 なし 1.90 2.00 1.90

副世帯主 はいるか(%)

い る 0.9 12.0 45

いない 95.3 84.0 91.7

情報 なし 3.7 4,0 3.8

片親(%)

はい 3.7 100.0 34.4
、

い い え. 96.3 0.0 65.6

事例数 107 50 157

事例(%) 68 32 100

出典:[Sa色1999:20]の 一部 を改 変。

慨 して いた。彼 らは、「若い女性 た ちは、か わい い服や化粧 品 を買 って、週 末にパ ーテ ィー

に行 くため に働い てい るだ けだ」と不満 を述べ た。 女性 に話 を聞 くと、 自分 た ちが家計 を

預 かっ てい るといい、 浮 かぶ像 は全 く違 う。 けれ ども、男 性 は上記 の ように描写 す る。 彼

らの不 満 の原 因の ひ とつ は、50歳 以 上 に な る と、雇 用 の機 会が ほ とん どない こ とだ。 あ
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る男性 の例 を挙 げ よ う。彼 は72歳 、3人 の異 な る女 性 との あい だに7人 の子 供が い る。 ち

なみ に、 この ように複数 の女性 との あい だに子供 を もうけ る男性 は多数 い る。 この男性 の

場合 は、 まだ幼 い子供 が二 人い るの で、 なお さ ら大変 であ る。彼 は、女性 た ちに は きれ い

な服 を着 せ、毎 日清 潔で いる よ うに しな ければ な らないが、 家計 には なんの貢 献 も して い

ない と述べ る。彼 は、 「あ の子 た ちは、 男 たち と遊 ん で、美 容 院 に行 って …」と、非 難す

る。 しか し、 これ はあ き らか にス テ レオ タイ プであ り、現実 とは異 なってい る。 こ う した

言説 に は、男性 た ちの権威 が な くな り、 ジェ ンダー ・ヒエ ラルキ ーが壊 れて しまった こ と

に対 す る憤 りの念が 表 されて いるの であ る。

興 味深 い事例 と して、 製糖業 で働 いた あ と、教 育 を受 けて地元 の教 師に なった男性 が い

る。 家賃 が高 く、現 金が必 要 なため、 妻 も働 か ない といけ ない。働 き始 めた女性 は、別 の

文化 を身につ け、夫 に対す る しか るべ き話 し方 とは違 った話 し方 をす る ようにな った とい

う。彼 は、子供 に悪 い影響 を与 え るか ら、 それ を正そ うと してい るの だが ちっ と もよ くな

らない、 と述べ た。不 満 はあ るが、彼 女 に仕 事 をやめ う とは言 えない のだ。夫婦 の あい だ

に緊張が あ るのは明 らか だっ た。

若 い男性 は、あ た らしい状 況 に、もっ とう ま く適 応 してい る。首都 に移住 した り、毎 日通 っ

た りして い る。首都 との距 離 は わず か30キ ロメー トル なの で、 通勤 は可能 で あ る。 地 元

で 職 を得 た若 者 もい る。 また、 この 地域 は、 アメ リカへの移 民が 非常 に多 い。海外 か らの

送 金 は、 観光 に次 ぐ重要 な収入 源 にな ってい る。た いへ ん興 味深 い こ とに、 男性 は家族 を

置 いて 出稼 ぎに行 くの だが、彼 らは、 自分 が いない 問 に妻 に 自由貿易 区で働 か ないで ほ し

い とい う。他 の男性 と関わっ た り、堕 落 した りす るので はないか と心 配 してい るのだ。

夫 に合 流す るた め、 も うす ぐニ ュー ヨー クに行 くと言 う女 性 にイ ン タビュー した こ とが

あ った。夫 は2週 間毎 に150ド ル 送金 して い た。 この金 で、 すで に地 元 に家 を買 い、子 供

もい た。 法 的 に結 婚 も して い た。 これ は珍 しい ケー ス であ る。 普通 は、 法 的 に は結婚 し

ない。彼 女の場 合 は、 アメ リカの入 国 ビザ を簡 単 に取 得す るた め、法 的に結 婚 した と考 え

られ る。 彼女 に よる と、 子供 は ドミニ カに置い てい くとの ことだった 。 また、彼女 は こ う

述 べた 。「私 は彼 のそ ばに住 みたい わ。 いつで も」。 これ も珍 しい発言 であ る。他 の女性 か

ら、 こ うした男 性 に対す る依存 した つなが りの あ る感 情 を聞 くこ とはほ とん どない。 この

カ ップルが、 ニ ュー ヨー クで どうなった のか、 追跡調 査 しなか ったの が残念 であ る。

男性 が出稼 ぎに行 ったため 、残 された女 性が事 実上 の家 長 にな るこ とが多 いが 、そ の こ

とが女性 と しての独 立 を意味 す るわけで は ない。
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さて、現在 ビジャ ・グラ シアの町 で最 も大 きいの は、 野球 帽 をつ くってい る韓 国 の工場

であ る。か つて製糖 業 の工場 だ った ころ は、 ここ は非 常 に父親温 情 主義 的(パ ター ナ リス

テ ィ ック)だ った。 労働者 の住 宅 に電気 の供 給 を して くれ ただけ でな く、亡 くなっ た とき、

お 金が なけ れば棺 桶 まで買 っ て くれ た、 と言 われ てい た。 この町全体 が 、 こう したパ ター

ナ リズ ムに慣 れて いた。 ところが、韓 国 の工 場 は まった く温情 主義 的で は ない。行政 当局

が 、韓 国の工場 の外 の信号 を新 し くして ほ しい、 と頼 んだ こ とが あった が、す で に工 場の

土 地代 を払 っ てい る こと を理 由 に、断 わ られた 。 しか も、 高 い生 産力 を維持 す る ため に、

工場 の規律 は厳 し く、労働 者 は完 全 に従 順 に従 わな ければ な らない。労働 者 の給与 は、最

近 、か な り改善 され たが、 調査 当 時 は残業 手 当 も含 めて、 週 に50ド ル だ った。残 業 は強

制 的 な もの で、頼 まれ た ら働 か ない と、解雇 され る恐 れが あ った。労働 者 た ちは、1日10

時 間働 くことに疲 れて きって いた。そ の ため、い い人材 で も辞 め る人が多 い こ とが 問題 に

なって いた。

私 たち は、 この工場 で働 く女 性15名 を調査 した。 いず れ も30歳 以下 で、す で に母 親で

あった。彼 女 たち は、 ドミニ カの女性 は無責 任で性 的 にだ ら しない とい うイメー ジを完全

に否 定 した。 また、 ほ とん どの人が、 子供 の父親 か ら経 済的援 助 は受け てい なかっ た。

あ る24歳 の女性 は、 この 自由貿易 区で9年 間働 いて お り、3歳 の子供 が いる。 子供 の父

親 は首都 に住 んで いるの で、 同 じ家 には住 んでい ない。彼 女 は、 自分 の親 とい っ し ょに住

んでい る。彼 は、教育 費や 医療 費 と して 自分 の子供 にある程 度のお 金 を送 って くるが 、定

期 的で はな い。 これは、 よ くあるパ ター ンであ る。

都 市近 郊 に人口が 集 中 し、家賃 が非 常 に高 い ため、一 つの家 にた くさんの人 が住 む よう

にな って きてい る。 と くに若 い母 親 は、 自分 の両 親 と住 むの が普通 であ る。

彼 女 に、 製糖工 場 が稼動 してい た ころ と今 を比 べ てみ て ど う思 うか と尋 ねて みた。 「か

つ て は、男性 は働 いて好 きな事 を してい た。 で も今 は、 女性 が働 き、 自分 の力 でお しゃれ

す る か ら、 同 じで はあ りえ ない」とい う答 え だっ た。別 の女 性 は、 「働 くこ とで、 よ り解

放 され た気が す る」と述 べ た。 自分 の お金 な ら好 きな ように使 えるが 、だ れか に養 われて

いた ら、好 きな ように はで きない。明 らか に、女性 の経 済的 自立 と 自立心 の 間に関連 が見

られ る。
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2-2.女 性 家 長 と拡 大 家 族

こう した女 性 を支 える上 で重 大 な役割 を担 って いるのが 、拡大 家族 で ある。 と くに、 若

い シ ング ルマザ ーの場合 は そ うで あ る。両 親 とい っ し ょに住 むの は、 まだ女 性が 若い うち

であ り、子供 が2、3人 で きて成長 す る と、い っ し ょに住 まな くな る場 合が 多い。

とこ ろで、 私 は40年 以 上、 カ リブ海 地域 で研 究 してい るが 、当 初か ら、 婚外 子 を持 つ

こ とは珍 しくは なか った。以前 は、 若 い女 性が 妊娠す る と、新 しい世帯 を持 とう とす るの

が 普通 だ ったが、今 はそ うでは ない。 これが変 化 した点 であ る。 子供 の父親 とは同 じ とこ

ろ に住 まず、 両親 と住 む。 これ は大 きな変 化 であ る。 た とえ ばプエ ル トリコで は、男性 が

世 帯 を構 える力 は、女性 を養 え る とい う しる しだ ったの だが、現 在 はそ うで はない。

以上 の民族 誌 的調査 に加 えて、15人 の 若い女 性 た ち、5人 の年 配の男 性 にイ ン タビュー

し、結 果 をい ろい ろ と分 析 した。 こ こで、1991年 の 人 口 と健 康 に 関す る国 勢調 査 に基 づ

いて、女 性 を家長 とす る家が どの よ うな ものか 見 てみ よう。

女性家 長 は男性 の家長 よ りも給料 が安 く、失 業率 も高 いが、女 性 を家 長 とす る家 族 と男

性 を家長 とす る家族 の収 入 はほ とん ど同 じで ある。 なぜ な ら、女 性 の家長 の家族 は、多 く

の場 合拡 大家 族 であ り、稼 ぎ手 の人 数 も多 いか らであ る。 拡大家 族で は、祖 父母 や イ トコ

な どが い っ しょに住 ん でい る。 た とえば、姉妹 が いて子供 をみ て くれるお かげ で、女性 は

仕 事 にでか ける こ とが で きる。 こうい う、 両親 と住 む若 い女性 の家族 は、拡 大家 族の下 位

家 族(sub-family)と 呼 ばれ る。 子供 を持 ち、 自分 の収 入が あ る女性 は、 副家 長(subhead)

であ る。

ほ とん どの副家 長 の年 齢 は若 い。85%は30歳 以 下 で、全 員 、最低 で も高 卒 で あ り、 高

学 歴 で ホ ワイ トカラ ーの仕 事 を して 高収 入 を得 て い る。核 家 族 で女性 家 長 一人 の場 合 よ

り、女 性 副家 長 の下 位 家族 の 方が 、 高学 歴 で裕福 なの が普 通 で あ る。 これ は、 ドミニ カ

共 和 国全 体 の傾 向 であ る。 私 の調査 に よる と、女性 を家 長 とす る世 帯 の うち拡 大家 族 は

34%を 占 める の に対 して 、男性 家 長 の場 合、 拡大 家 族 は17%に す ぎな い[表2]。 政府 統

計 に よれ ば 私 の ビ ジャ ・グ ラシア で のサ ンプル は これ とは矛盾 す るが 、 一つ の

家 族 あた りの労働者 数 は、女性 を家 長 とす る家 族 の方 が少 な い。 普通 は、家 族 の成員 が多

けれ ば働 き手 も増 え るが 、 この場合 そ うで はない ので、女性 家長 へ の依 存 が高 まる とい え

る。 こ う した ことが起 きる のは、貧 困層 だ けでは ない。離 婚 して実家へ 戻 って きた女性 な

どの よ うな、 ミ ドル クラス の女 性 に も当て はまる。 まだ研 究 されて いな いが、 こ うした女
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性 は増加 してい る ように見 える。

こ うした拡大家 族 は、い かに機 能 してい るのだ ろうか。例 をい くつ かあ げてみ よ う。 イ

ンタ ビュー した女性 の一 人 は、 祖母 と暮 ら し、3人 の違 う男性 とのあ いだ に3人 の子 供 を

持 っ てい る。家 族 の なか で彼女 だけ が 自由貿 易 区の 正式 な仕 事 を持 ち、 祖母 と叔母 が子

供の 面倒 を見て いる。祖 母 は田舎 に土地 があ り、そ こか ら若干 の収入 を得 てい る。 ところ

が、興 味深 い こ とに、 彼女 の姉 妹 は、や は り3人 の子 供 がい るが、 夫が 出て い ったばか り

で、子 供た ちだ け と住 んでい る。他 の家族 が いっ し ょで はない ので、彼 女 よ りは生 計 を立

て るのがず っ と厳 しい。祖 母 と住 んでい るほ うが、家 賃 を払 わ な くて よい し、子供 の面倒

も見 て もらえるの で、ず っ と楽 なの であ る。

拡大 家族 では、 成入 が皆 、家 計 に貢献 す るこ とが期待 されて いるが、 これは フ レキ シブ

ル な取 り決 めで あ る。 た とえば、 あ る子供 が3人 いる女 性 は、 末 っ子 が 病気 にな った時 、

フル タイ ムで面 倒 を見 な けれ ば な らな くなっ たの で、 仕 事 を辞 め て親 と兄弟3人 とい っ

しょに住 む ことにな った。 「兄弟 は文句 を言わ ない のか」と私が 聞 くと、 「私が働 い てい た

時は、 私が彼 らの分 も払 って いた。今 度 は私 が面 倒 を見 て も らう番 よ」と答 えた。

ほ とん どの ドミニ カの家族 で は母一娘 のつ なが りは と くに交換 の あ り方 が フ レキ シブル

で、強化 される。

あ る女性 は、 これ まで三 つ の事 実婚 を経 て きた。 自由貿易 区で働 きなが ら女 手 ひ とつで

子 供 を育 て て きた。47歳 にな っ た今 では誰 も雇 用 して くれ ない ので、 娘 の子供 の面倒 を

見 て いる。 なぜ そ うす るのか と聞 くと、彼女 は こ うい った。 「娘 が働 き、 夜 に勉 強 してい

る間、娘 の子供 の 面倒 を見 るので す。娘 は もう夜 間高校 の2年 生 で、 ち ゃん と進 んで いる

し、 こう して面倒 を見 る事 で、私 も彼女 も得 る ものがあ る」。

女性 は しば しば、夫 が失業 した とき、 両親 と住み 始め る。 ある女性 に よれば、 その理 由

は、 「夫 にプ レ ッシ ャー を加 え る と、 よけい憤慨 す るだ けです。 だ って他 に道が ないか ら」

だ とい う。

2-3.労 働条件の変化 と女性労働者の権利

ジ ェ ンダー 関係 だ けで な く、 労働 条 件 につ い て も論 じたい。 グローバ ル化 は この変化

を反 映 してい る。 ドミニ カ人が所 有す る工 場が増 え、新 しい労 働法 が1992年 に制定 され、

輸 出型 工場 に も適用 されて い る。 自由貿 易 区 の労働 者 の性 別 は、以 前 は女性 が89%だ っ

難 ・淋 … 鱒 ・糶 117



118

たが60%に 減 った。 ドミニ カ人男 性 が ミシンの前 に座 って仕 事 す る な ど、 かつ て は想像

もで きなか った。 い ま も、女性 下着 をつ くるのは拒否 す るか も しれ ないが、 ジー ンズ な ど

のズ ボ ンをつ くるの は、男性 の仕事 と して再 定義 された。

ところが 、女性 労働 者 が80か ら90%を 占め て いた頃 も、技術 職 や管 理職 は男性 が多 く、

週 ご との賃 金の 差が2倍 に至 るこ と も珍 し くなか った。学 歴 の差 では ないか と聞かれ、 調

べ たが 、関係 は なか った。実 際 は、女性 の方 が高学歴 の事 が多 い。男性 が管 理職 や技術 職

に就 くの は、学歴 とは関係 ないの であ る。

農業 ビジネス には、確 か 日本の 会社が始 め た と思 うが 、パ イナ ップル産業 が ある。 こ う

した仕 事 が始 まっ た時 は、 あ ま りに賃 金 が安 い ので 、男性 を雇用 す る こ とが で きなか っ

た。 間 に仲介 者 を置 き、 グル ー プ で出 来 高 を競 うシス テム(コ ン トラピス タ)に す る と、

男性 が増 えて きた。 こう して女 性 か ら男性 へ の転換 が始 ま り、女 性 は農場 や荷詰 め工場 で

働 か な くなった。 また 、転換 の理 由 と して、労 働市場 の悪化 で、他 に仕 事 が ないの で男 性

が 自分 自身 の再 定義 をせ ざるを えなか った とい うこ とが ある。

下請 け(sub-contracting)は 、 日本 の会社 が 導入 した方 法で 、 ドミニ カ人 に会 社 をつ くら

せ て、 自分 たち の会 社 の製 品だ けを作 るこ とに同意 させ る とい うや り方で あ る。 こうす れ

ば、労働 争議 が持 ち上 がっ た とき、 日本 の親 会社 は攻 撃 を受 けな くてす む。 これ も、増 加

しつつ あ るグ ローバ ルな下請 け業 をめ ぐる現 象の一環 で あ る。

と ころで、 男性 の雇用 が増 えた他 の理 由 は、1992年 に産休 を強 制施 行 しよ うと した こ

とで ある。 産休制 度 は、そ れ以前 も文書 上 は存在 したが 、実 際に適用 された こ とはなか っ

た。 さらに、妊 娠 した女 性 を解 雇 して はい けな い とい う、 あ た ら しい規 則 が定 め られた。

三 ヶ月 の産休 期 間 が適用 され た結 果、 女性 労 働者 の ほ うが男 性 よ り高 くつ くこと にな っ

た。韓 国の 会社 は、雇用 す る前 に女 性 に妊娠 テス トを し、雇用後 も毎 月、女 性労 働者 の妊

娠テ ス トを行 ってい る。 これは、 本来 、労働 法違 反で あるが、 現実 に行 われて い る。

こ う した限界 は あ るが、1992年 の新労 働 法 の主 な成 果 は、 団体 交渉 を可能 に した こ と

だ。1969年 に 自由貿易 区が で きた時 か ら、労 働組 合 は禁止 されて い た。 明記 され て はい

な いが、 も し組 合 に 関係 した ら、 名前 が他 の 仕事 場 に ももれ、 別 の仕事 に就 くの は非 常

に 困難 だ った。1992年 の法律 で は、 労働 者 の権 利 が保 護 され、 この よ うな こ とは原理 的

に起 こ りえな くなっ た。法律 改正 後、 当初 は、熱狂 的 に多 くの組合 が結成 された。 ところ

が、 その 後 で も、組 合活 動 の ため に解 雇 され た人 た ちが い る。彼 らは 退職 金 も受 け取 ら

ず、解 雇 か ら5年 後 も、 まだ会 社 と交 渉 中 だっ た。 ア メリ カの 労働 組 合の協 力 に よって、
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解 雇 され た労働 者 た ちは集 団で交 渉 をお こなっ てい る。交 渉 の結 果、11件 が和 解 に調 印

した ものの、実行 されたの はわず か3件 で あった。

最 終 的に数名 の労働 組合 委員長 か ら話 を聞 くこ とが で きた。 ドミニ カの組合 は、や は り

男性優 位 なの で、役員 は男性 で ある。様 々な組合 が、全 国 レベ ルの組 織 を結成 しよう と競

合 して い るが、現 在 の ところ最 も代 表 的な のは 「自由貿 易 区労 働者 全 国連合 」で あ る。そ

の委 員長 に話 を聞い た。彼 は長年 労働運 動 に関わ って きた人 であ る。 これ まで の困難 な経

験 をい ろい ろ と話 して くれた。彼 が最 後 に語 っ て くれ た こ とは、 きわめ て示 唆的 なの で、

ここに引用 したい。

アメ リカ と ドミニ カの労働 条件が 同 じにな るの は無 理 だ と分 かって い るが 、 ネオ リ

ベ ラル なモデ ル に基づ くIMFや 世 界銀 行 の援 助 で貧 困 が悪 化す るの は不適 切 だ。 労

働 力 の具合 が悪 く、収入 も悪 く、労働 条件 が悪 けれ ば、 どんな 国 も発展 で きる はず が

な い。

2-4.保 護主義と自由化、国際的同盟関係の変容

グローバ ル化 は、つ いに アメ リカの労働 組合 を も変 えた。 これは、 とて も興 味深 い現象

で あ る。 私 は1970年 代 か らアメ リカの労 働 組合 の研 究 を行 っ て きたが 、彼 らは、 もと も

と保 護貿 易論 者 だ った。 「ア メ リカ製の もの を買 い ま しょう」とい うス ロ ーガ ンが繰 り返

され た。 しか し、彼 らはこ うい う運 動 に効 力が ない こ とに気 がつ いた。

こ う した傾 向 は、1970年 代 に始 ま り、1980年 代 に加 速 した。 ア メ リカ のアパ レル産業

はほ とん ど壊 滅 してい る。 プエル トリコでは完全 に壊滅 した。 い ま、 次の ターケ ッ トは繊

維 産業 であ る。繊維 産業 は、保 護 されて きた。 アパ レル は輸 入 されて もよいが、材料 の布

は、 アメ リカで製造 し裁 断 されな ければ いけ ない とい う原則 は守 られ て きたので ある。 そ

の結果 、繊維 産業 の仕事 は、 アメ リカの ため に保護 され て きた。2003年9月 に開催 され た

世界 貿易機 関 の会 議 で、 この問 題 が討 議 された。2004年 か2005年 に は この取 り決 めの期

限が切 れ るか も しれな い。繊維 産業 に関す る保 護貿易 主義 が どうな るか、先行 きは不 透 明

であ る。

ア メ リカの大学生 に よる 「反 ス ウェ ッ トシ ョップ運動 」(antisweatshopmovement)を ご存

知 だ ろ うか。 私が 調査 して い た工 場 の人 も関 わって い るので驚 い た ことがあ る。ILOの 労
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働 法 を遵守 して い ない 国の製 品 は買 わ な い よ うに、学 生が 組織 的 に、 大学 に圧 力 をか け

た のだ。彼 らは、購入 の さいの 契約 の基準 とい う もの をつ くった。 工場経 営者 は、安全 で

健康 的 な労働条 件 を守れ、 強制労 働 を課す な、 団体 交渉 を保 証せ よ、 とい う ものだ 。問題

は、 これ が 自由意志 に基づ くもので、 強制力 が ない とい うこ とだ。 ドミニ カで は、労働 者

は この基準 につ いて 聞い た ことはあ って も、組合 を結成 しよ うとす る人 間は相 変わ らず解

雇 され る ような状況 であ る。

2001年 、私 と夫 は、 また ドミニ カに戻 っ て、一 日だ け調査 した。す る と、 以前 に調 査

した工 場 で は、 人事 監督 者(personalmanager)が3人 の 「人間 関係 ス タ ッフ」(humanrela-

tionspersonnel)に 置 き換 え られ てい た。組合 の結 成だ けは許 さな い もの の、労働 者 と経営

者側 の橋 渡 しになる よ うな、他 のあ らゆる方 法 を追求す るた めで ある。

別 の問題 は、NAFTA(北 米 自由貿易協 定 、1992年 調 印、1994年 発効)で あ る。 ドミニ カ

のパ リテ ィ(訳 者注=等 価性、あるいは農家の生産物価格と生活費との比率 も意味する)は 、NAFTA

のせ いで ダメ ー ジを受 け た。 メキ シコほ うがの労働 力が 安い ため、 低価格 の メキ シ コの非

課税 品が流 入 し、 ドミニ カの産業 に打撃 を与 えた。

パ リテ ィに 関す る議 論 を見 る と、だ れが どち らの側 につい てい るかが 明 らか に な り、興

味深 い。 アメ リカの ウ ォルマ ー トや ジェ ー シーペ ニ ー(ICPenny)と い っ た大 手小 売業 者

は これ に賛成 した。 商品 を安 く輸 入 で きれば、彼 らの 利益 にか な うか らで あ る。 と ころ

が、 繊維 業 界 や、 ドミニ カを支 持 して賛 成す べ きだっ た労 働組 合 が それ に反 対 した。 国

内 産業 の仕 事 を守 りたか ったか らだ。 こう して、 同盟 関係 の移 り変 わ りが見 られ た。す で

に、NAFTAの パ リテ ィの 結果 、 ア メ リカ南 部 の ノー ス カロ ライナ や ジ ョー ジア の繊維 産

業 で は、 何千 人 もの 労働 者が解 雇 された。 労働 者 の多 くは、 ヒスパ ニ ックの移 民で あ り、

多数 はメキ シコ出身 の人 び とで あっ た。

3.結 論

グ ローバ ル化 の も とで、 ドミニ カ人 女性が 労働 参加 を高 めた こ との結 果 は、 い ったい な

ん だった のだ ろ うか。 自由貿易 区で は、男性 の方 が依然 と して優 位 な地位 にある。 女性 の

問題 を表 面 に持 ち 出 し、 た とえ有 給産 休 を とれ た として も、 そのせ い で、か えっ て仕 事 を

得 るの に不 利 にな る可 能性 もあ る。 こ こに見 られ るの は、家 父長制 の肯 定 に対 す る合 意 で
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ある。

私 は前掲 書 で、家庭 内の家 父長 制だ けを論 じるのは不 十分 だ と述べ た。女性 は、確 か に

仕事 への参 加 の度合 い を高 めた。 しか し、い まで も労働 の場 や組 合や 政党 では、男 性 の方

が好 まれ てい る。男性 の態 度は、 女性 が働 くことへ の憤 りに よ く現 れてい る。組合 も女性

の リー ダー シ ップを敬遠 してい る。パ イナ ップ ル産業 の加工 業 で は、 労働 の男性 化(mas-

culinization)が見 られる。

と くに収 入の低 い女性 た ちの場合 、 ジェ ンダーの従 属 だけで な く、 階級 的、人種 的従属

に もさ らされて いる。 グ ローバ ル化 の も と、 中流 の女性 の地 位 はあ る程度 向 上 してい る。

カ リブ全 体 で、多 くの女 性 が大 卒 に な ってお り、 男性 よ りず っ と数 も多 く、 専 門職 の 人

も増 えて い る。 中流 の女性 の状況 は よ くな ってい るのだ。 しか しそ れは、低所 得層 の 自由

貿易 区労働 者 に は当 て は ま らな い。 ラテ ンァ メ リカ ・カ リブ海研 究 国際連 盟 第11回 大 会

(FIEALC2003,0saka)で 私が 議論 した いの は、 カリブ海 諸 国 とラテ ンア メ リカにお い て、

女性 運動 に よって利益 を得 たの は、高学歴 の 白人 中産階級 の専 門職 の女 性 であ って、低所

得者 層で はない とい う ことだ。

こ こで私 た ちが見 てい るのは、家 父長 的 な規 範的 考 え方 と、草 の根 の女性 の 自立 性 の現

実 との あ いだ の、拡 大 す るギ ャ ップで あ る。 これ は、女性 の経 済的 自立 に対す る、 男性

アイデ ンテ ィテ ィの不 安 を示 して いる。彼 らの安心 感 の喪失 、つ ま りこ う した 「危 機 に面

した男性 」(menatrisk)を テ ーマ と した本 も出版 され てい る。 グロ ーバ ル化 は、低 賃金 の

就職 の機会 を女性 に増 や し、 男性 の就労 機会 を減 らす こ とに よって、 この危 機 を推 進 して

きた。女性 の安 い労働 の機会 が増 え、男 性が家 庭 での力 を低 下 させ る と、 結果 として女性

は、 結婚 や再婚 に抵抗 す る ようにな った。結 婚市場 にお いて、 家族 を支 えよ う とす る/で

きる男 性 の数が少 な くなっ たか らであ る。

女性 が家 長 となっ てい る家 族が形 成 され る傾 向 は、 と くに ドミニ カの ような 国で顕著 で

あ る。 ここで は もと もと婚姻 関係 のつ なが りが弱 く、女性 は家庭 の維持 や経 済的支 援 を血

縁 関係 に頼 って きた。 グ ラシァの事 例 はそれ を顕著 に示 してい る。彼女 た ちは、複 数 の金

銭 的な拠 り所 に依 存 してい る。 グローバ ル化 に よって、 お金 の拠 り所 も トラ ンスナ シ ョナ

ル化 した。 送金 の主 は夫だ けで な く、母 や祖母 の場合 もある。 なか には アメ リカで意 図的

に10年 働 いて、社 会保 障 を受け る資格 を得 てか ら戻 る人 もい る。

デ ・ラ ・ロチ ャ[delaRocha2001]に よる と、拡 大 を 目指す 世帯 の戦 略 は、あ る程 度 は

可能 で も、 おのず と限界 が ある。 これ ほ ど多 くの人 が解雇 され てい るなか、 貨幣 の流通 は
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十分 では ない。 親族 関係 が あっ て も、 それ を役 立 てる には、 ある程 度の お金が なけ ればい

けない。 この論 文の著 者 は これ を、 貧 困モ デル の再 資源(re-resourcesofpovertymodel)か

ら資源 の貧 困(povertyofresources)へ と呼ん でい る。 こ う した状 況 の結果 、 ドミニ カで も

メキ シコで も、 可能 な戦略 は、 ア メリ カへ の移民 の拡大 で あった。

こ れ らの人 た ちは、 ど うして故 郷 を去 らね ばな らないの だ ろ うか。1990年 頃は、 まだ

経済 ブー ムで、 成長 率 は年7%だ とい われ て いた。 そ の後 、成 長率 は低 下 し、9・11の あ

とに はさ らに下 が った。海 外 か らの送金 は減 少 し、経 済 も非常 によ くない状 態 に なっ た。

自由貿易 区 に対 す る海 外か ら投 資の主 要 な誘 因 は、労働 力の安 さであ る。賃金 が高 くな る

と、投 資先 は、 中南米 や ア ジアな ど、 別の ところへ 向 か う。 ドミニ カの 国際競 争力 は、 ア

パ レル産業 で はす でに低 下 してい る。 「契約基 準」は多 少の助 けに なった か も しれ ないが、

賃金増 加 にはつ なが らなか った。 しか も、多 くの工 場 は閉鎖 され て しまった。

つ ま り、 グローバ ル化 は、男女 間の 関係 の レベ ルか ら二国 間関係 の レベル まで、世 界規

模 での不 平等 の拡 大 につ なが った。 グローバ ル化 の結 果、 おお きな利益 をえて い るの は、

資本 であ って労働 者 では ない。 ア ジア通 貨危 機 は、 日本 も含 めて、 グ ローバ ル化 で非 常 に

成功 して いた アジア の国 々に とってお お きな打 撃 であ った。 グ ローバル化 の結 果、 国内経

済が支 払 った代償 のお お き さを私 た ちに見せ つけ る ことに なった。 賃金 の低下 、社会 保障

の カ ッ ト、 国内市 場 の成長 の低迷 とい った現象 は、 契約 基準 や海外へ の 出稼 ぎ、世帯 の生

存戦 略だ けで は対 応す る こ とが で きないの であ る。

[HelenSa血 ・フ ロ リ ダ大 学 教 授]
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トラ ンスナ シ ョナ リズ ム研 究の課題◆

人類学の観点から

上杉富之

トランスナ シ ョナ リテ ィ研 究 セ ミナ ー は、 当然 の こ とだが 「トランスナ シ ョナ リテ ィ」

を研 究対 象 と して い る。 しか し、私 が興 味 を持 っ てい るの は 「トラ ンス ナ シ ョナ リズム 」

であ る。 こ こで論 じるのは、 これ ら両概念 の相 違点 は さるこ となが ら、私が 欧米 、特 にア

メ リカの トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィあるい は トラ ンス ナシ ョナ リズ ム研 究 の歴史 を追 いか け

た結果 判明 した、 こう した概念 が いった い何 を問題化 しよう と してい るのか につ いてで あ

る。

振 り返 って み る と、 トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究 セ ミナ ー は毎週 開催 され、 これ まで

に計60回 以上 に わた って行 われ て きてい る。 私 の講演 はそ の63回 目で あ る。 トラ ンス ナ

シ ョナ リテ ィ研 究 セ ミナーの ウ ェブサ イ トで これ までの講演 者 と講 演 タイ トル に 目を通 し

た とこ ろ、 これ まで の60回 の内 、6回 くらいは トランスナ シ ョナ リテ ィ とは何 か、 あ るい

は トラ ンスナ シ ョナ リテ ィの ター ゲ ッ ト、つ ま り何 を問題視 し ようと して いるの か といっ

た こ とに関す る講 演が あっ た。 とはい え、 トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ、 あ るいは トラ ンスナ

シ ョナ リズ ム とは何 か を発表 の直接 の主題 に した ものはお そ ら くなか った。

こ うした状 況 は、人類 学 の現状 を象徴 して いる ところが あ るので はないか。 後 に繰 り返

し述 べ る こ とにな るが、 どう もわれ われ 人類学 研 究者 には 「理 論化 へ の嫌悪 感 」や 「理論

化 に対 す る回避 」が あ るよ うに思 う。 つ ま り、 われ われが 調査研 究 で求 めて いる もの は何

か、 ター ゲ ッ トは何 か 、そ うい った ことを考 える と きに 出現 して くる自分 たちの ポジ シ ョ

ナ リテ ィ、位 置取 りや理 論、枠 組 みにつ いて考 え る ことを回避 してい る ような印象 が、 こ

れ まで の60回 の 講演 タイ トル を見 て いて強 くな った。 よ り具体 的 に言 うと、 これ まで の

◆ 本論文は、2005年10月21日 に トランスナシ ョナリテ ィ研 究セ ミナー(於 大阪大学大学院人間科学研 究科)で

発表 されたものが元 となっている。 なお、取 り扱 う 「トランスナシ ョナ リズム研究の課題」の概 略は、「人類学

か ら見た トランスナシ ョナ リズム研究一 研 究の成立お よび展開 と転換」[上杉2004]で 述べ たものである。

覆 卜魏 スナシ蜉 ・ノ鱈 灘
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講演 は個 別の研 究、 ある いは地域研 究 ない し事 例研 究が非 常 に多 かった。 そ れを一歩 進め

て、 それ らの事例 を比較 して何 が 言 えるの か、今 、世界 で何 が問題 に なって いるか、 トラ

ンス ナ シ ョナ リズム あるい は トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研究 を通 して世 界が どの よ うに動 い

てい る と見 るの か、 これ らを考 える姿勢 が この研 究 会 には欠 けてい るの では ないか、 とい

うこ とで ある。

もちろ ん、私 自身 もそ うい う状 況下 にあ る と思 う。そ して、 そ もそ も トランスナ シ ョナ

リズ ム を根底 か ら考 え直 して理論化 す る資格が 私 にあ るのか と問 われれ ば心 許 ない とこ ろ

もある。 しか し、 こ う した試 み を開始 す る 出発点 と して、 人類 学 や国 際 関係 論、 国際 政

治学 、そ の他 もろ もろの専 門分野 にお ける トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 ない し トランスナ

シ ョナ リズ ム研 究 が共有 してい る問題意識 、す な わちい った い何 を対 象化 し問題 化 しよう

としてい るか とい うこ とを以 下で論 じたい。

まず 断 ってお きたい のは、以 下 で論 じる内容 は、特 定の民 族や 特定 の社会 、国家 に関す

る事例研 究 で はない とい うこ とで あ る。 どち らか とい う と、特定 の事 例 を超 えた理論 を考

え る枠組 み を、私 な りに検討 した結 果 につい て話す こ とにな る。 私 は最 近、 事例 を交 えな

いで トラ ンス ナシ ョナ リズムや 生殖 医療 につ いて話 す こ とが多 い。す る と、 「人類 学 をや

めた のか」と言 われ る こと もあ る。 もちろん、 決 してそ うで はな い。そ の こ とをあ らか じ

め記 した上で 、私が 現在 お こなって い る三:つの研 究 につい て述べ てみ たい。

一つ め と して
、私 は長年 にわた ってボ ルネオ の焼畑 農耕民 の社 会 と文 化 に関す る民族誌

的研 究 を行 ってい る。二つ め と して、 東南 ア ジアの社会 ・文 化の動 態 的研 究 があ る。 この

調査研 究 は人 の大量移 動、 す なわち移 民が起 こった場合 に当該社会 や文化 は どの よ うに変

化 す るのか、 あ るいは人 その ものが どの よ うに変 化す るの か、 あるい は しないの か とい う

こ とに関連 してい る。 これが、 本論 の 内容 に最 も密接 に関 わっ て くる研 究 テ ーマで あ る。

そ して三 つめが 、先端 的生 殖医療 が現代 社会 ・文 化 に及 ぼす 影響 に関す る研究 で ある。 こ

れ は、代理 母や提 供卵 子 を用 い た場合 に、親 は ど うなるのか 、誰 が親 にな るのか とい った

問題 を扱 って い る。

一 見す る と
、 これ ら三つ の研 究テ ーマ はバ ラバ ラで ある。 私 自身 もつ い最近 まで はそ の

ような 自覚 もあった。 しか し、 これ ら一見バ ラバ ラで ある よ うな三 つの研 究、 特 に二つ め

と三つ め の研 究 に関 して は、 そ れ らの根 底 に、私 な りの ある一 つ の共 通 の問 題意 識 が あ

る。 それ は、私 が思 う人文社 会科 学全体 を覆っ てい る大 きな理論 的潮流 の変化 に 関わ って

い る ような問題 であ る。二 つめ と三つ めの研 究 テーマ、 つ ま り移民 問題 や生殖 医療 をめ ぐ
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る問題 は、 関連 した問題群 の言 わ ば氷 山 の一角 であ って、 その根底 にはあ る大 きな変 化が

あ るのだ とい うこ とを最後 に述 べ る。

ところで、本 論 の内容 との 関わ りもあ るので、 私の フ ィー ル ドワー クにつ いて も一 言述

べ てお きた い。 私 はボ ルネオ 島ない しカリマ ンタ ン島 と言 われて い る東南 アジァ島嶼 部 の

辺境 地域 ・ボル ネオ島 のサバ とい う ところで調査 をして きた。 ボル ネオ島北部 のサ バ とい

うところは、 フ ィ リピ ン、 イ ン ドネシ ア、 ブル ネ イ、 マ レー シアの国境地 帯 であ る。 中国

やイ ン ドか らも移民 が多 くや って きてい る うえ、 かつ てイギ リス の植 民地 になった こ とも

あ る ことか ら、 いわ ゆ る 「ユ ー ラシア ン」、つ ま り白人 とアジア 人の 混血 の人 々 も住 んで

い る。 こ うい った、「国境 地帯 に私 が いた」とい うこ とが、 今 回お話 させ てい ただ く移 民 、

トラ ンスナ シ ョナ リズ ム、 トラ ンスナ シ ョナ リテ ィの 問題 を考 えざる を得 ない大 きな理由

であ った。

以下 では、 まず最初 に、 トラ ンス ナ シ ョナ リズ ム研究 を通 して いった い何 を問題化 した

いのか とい うこ と、次 に、 その 問題 を考 えるに当 た り、 これ までの民 族 や移 動 に関す る理

論 を検討 し、そ れ らの理論 の どこ に限界 が ある と私 が考 えて い るの か を述 べ る。 もちろん

私 よ りも先 に理 論的 限界 に気 付 いてい た研究 者が いた わけだが 、そ の限界 とはいっ たい何

だった のか とい うこ とを交 えて述 べ たい。最 後 に、そ の 限界 を越 えるた めに こそ 「トラン

スナ シ ョナ リズム」とい う概 念 を持 ち出 さなけれ ばな らなか った のだ と論 じたい。

1.い ったい何が問題なのかP

1-1.フ ィ ー ル ドで の 経 験

まず 、私 に とって何 が 問題 で あっ たか 、 とい う こ とを論 じた い。15年 以上前 の、私 の

ボル ネオで の経 験 を簡 単 に述べ たい。 私 が調 査 を して い たの はマ レー シアの サバ 州 とい

う、人 口100万 人 ち ょっ との ところで あ った。 当時 は、 サバ 州の100万 の人 口の うち30万

人 が移民 で あ った。 これ は、民 族紛 争地帯 であ る フィ リピ ン南 部 か らの 「難民 」であ った

り、 イ ン ドネ シア側 か らの合 法 な い し非合 法 の移 民 であ った。 サバ はか つ て南 洋材 の伐

採 が盛 ん で あ り、 好景 気 に沸 い てい た。 そ うい っ た事情 もあ り、移 民 は伐 採労 働者 とし

てや って きて いた。 また、 お手伝 い さん と して来 た り、飲 食店 や歓楽 街 とい った ところへ
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人 々が集 まって きてい た。そ の結果 、サ バ の合 法 的 な移 民 だけ で も30万 人 に達 して いた。

非合 法 の移 民 を含 め る と、サ バ住 民100万 人 内 の60万 人 近 くが移 民 な い しは移 民 の子 孫

であ る といわれ てい た。

こう した場 所 で民 族や 文化 の動態 、 ダイナ ミクスを考 える と、既存 の概念 はなか なか使

え ない とい う ことが分 か っ て きた。例 えば、 民族 とい う言 葉 が あ る。 民族 とい うと、 共

通の 言葉や帰 属 意識 ・ア イデ ンテ ィテ ィ を持 って いる とい うこ とを想 定 しが ちであ る。 し

か し、サバ で は、お母 さん は フィ リピ ン人、 お父 さん はイ ン ドネ シァ人 で、本人 はマ レー

シ ァ生 まれ とい う ような ことが多 々あ り、国 でい う とイ ン ドネシ ア人 かつ フ ィ リピン人か

つマ レー シア人 とい う感 覚 を持 ってい る。 そ して 「あ なたの 民族 は何 です か、 あな たは何

族 で すか」とい う聞 きか た をす る と、 それ に対 す る答 えは時 と場所 に よって変 わる。 これ

は私 た ち調査 者 だけ に とって 問題 なの で はな く、 実 際 にマ レー シア(サ バ 州)政 府 が 国勢

調 査 をす る場 合 に も問題 となる。私 は かつて民 族 問題 、す な わち民族 の生成 や再 編の様 子

を統 計資料 で調べ よう と した こ とがあ るが、 国の統 計資料 におい て も、先 ほ どのい わゆ る

「多重 民 族帰 属 」とで もい え る ものが 問題 に なっ てい た。 こ う したイ ン ドネシア やマ レー

シア、 フィ リピ ン系 の人 々の他 に、 中 国系 やパ キ ス タ ン系 の 人々、 さ らにユー ラ シア ンが

混 ざるわ けだか ら、使用 す る言葉 は もちろ んの こと、宗教 な どにお いて も さまざ まな要 素

が混 ざっ て くる。 つ ま り、 イス ラームや キ リス ト教 、仏教 、 そ して先 住民 の人 々が持 って

い る生 き方 の規範 と して の宗 教 な どが混 ざるの であ る。 そ うい う もの をただ単 に 「民族 」

とい う言葉 で括 って表現 す るの はなか なか難 しい。

で は、 「エ スニ シテ ィ」とい う概 念 で は ど うだ ろ うか 。残 念 なが ら、 この 言葉 も使 えな

か った。 なぜ か とい う と、一 つの 国の 中だ けで完結 して しまう問題 な らばエス ニ シテ ィと

い う言 葉 も使 いや すか った と思 うのだが 、先 ほ ど申 した とお り、 人 々は移動 してい る。 国

の 中あ るい は地域 の中 だ けで 完結 した、 エス ニ ッ クな関係 を説 明す る概 念 と して な らば

「エス ニ シテ ィ」は使 え るであ ろ う。 しか し人 々は 国境 を越 えてや って きて いる。 しか も、

一 つ の 国 の内 と外 の両 方 に帰 属意 識 を持 っ て いる、 両方 を 自分 の 故郷 と認 め る感 覚、 あ

るい は国境 に意味 を認 め ない感 覚 を持 った人 々 もい る。 そ の よ うな感覚 を持 っ た人 々を、

「民族 」や 「エ スニ シテ ィ」とい う言 葉 で表 現 した と して も、彼 らの生 活実 態や 生活 実践 、

文化 ・社 会 の動態 とい う ものは なか なか説 明で きない。以上 が、 私 に とって、 きわめ て大

きな問題 であ った。
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2.脱 領域化す る 「民族」

二つ めの 問題 、す な わち、上 記の 問題 を考 えるに 当た って理論 的 にど こに限界が あ った

のか とい う問題 に移 る。 トランスナ シ ョナ リテ ィ研 究班 の研 究代表 者で あ る小 泉潤二 氏 は

先 ほ ど、 私 の講 演 に先 立 って1ト ラ ンスナ シ ョナ リテ イ研 究 セ ミナ ー の対 象 は何 か とい

うこ とを改め て示 し、 その 一つ と して、「脱 領域化 す る 『民族』」を挙 げ ていた。 私 は、 「民

族 」とい う概念 を括 弧付 きで使 い たい。 「民族 」を括 弧付 き とす るの は、 「民族 」とい う言

葉 がそ の ままで は使 え ないか らであ る。使 え ない理 由 として は、 われわ れが イメー ジ して

いる一元 的 な、 「一つ の民族 に アイデ ンテ ィテ ィを持 ってい る」とい うよ うな意 味で の 「固

い」民族 概念 は もはや使 えない と考 えるか らで ある。前 述 の よ うに、 国境 を越 え、地域 を

越 え て両方 にまたが ってい る とい う よ うな 「民族 」が、現 在 の 「脱領域 化 す る 「民 族』」の

実態 なのであ る。 これ をいか に して対象 化 し、考察 してい くか とい うこ とが私 に とって大

きな問題 であ った。 この こ とは私 だ けの問題 で はな く、 実 は、世界 中で共 時的 に起 こって

いたの であ る。 かつ て私が 「地域 研 究者 」であ った頃 、つ ま り非 常 に古典 的 で オー ソ ドッ

クス な方 法 ・概 念 で研 究 を していた 頃、 この ことが私 を大い に悩 ませ た。 その後 、 この よ

うな現象 はサバ や東 南 アジア な どの み にお け る局 地的 な問題 で はな く、 ア メリカは もち ろ

ん ヨー ロ ッパで も起 こっ てお り、 同時 にそ れ らの 国 々で はそ うい う現 象 を対 象化 し、比

較検 討 して ある一定 の方 向性 を持 った議論へ と収斂 させ 始め て いる ら しい とい うこ とが分

かっ て きた。 それ が トラ ンス ナ シ ョナ リズムの話 に なるわ けであ る。 しか し、 私がサ バで

調 査 を行 っ てい た1990年 当時 は、 この ような状 況 を概念 化 す る こ とは無 理 で あっ た。 当

時、 アメ リカや ヨーロ ッパ 諸 国にお いて現象 自体 は観察 され てい たが、 それ を対 象化 し概

念化 す るた めの明確 な言葉 や概念 が まだ なか ったの であ る。確 か にそれ に近 い もの はあ っ

たが、 それ はい まだ明確 な もの とはなっ てい なか った。 以下 で は、 こう した研 究の歴 史 を

辿 って い く。 トラ ンス ナシ ョナ リテ ィ、 トラ ンス ナ シ ョナ リズ ムあるい は トラ ンス ナ シ ョ

ナル とい う言葉 の歴 史 をた どってみ るの であ る。

欧米 で、 脱領 域化 す る 「民 族」に対 して トラ ンス ナシ ョナ リズム ない しそ れ に類 似 した

言葉 を使用 し よう とい う了解 が 出来 たの は1992年 あ た りの こ とで あ った。 それ は私 がサ

バ の フィー ル ド調 査 か ら帰 って きたば か りの時 期 で、多 元 的帰 属 意識 の事 例 を ど う考 え

るべ きか一 人で悩 んで いた頃 であ るが 、世界 で は、そ うした事 例 を比較 して概念 化す る動
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きが進 んでい た。つ まり、 大規模 な人 の移動 が あ り、 そ こに何 らかの二 重帰属 や多 元的 な

帰属 が見 られ る とい う現象 の対象 化 ない し概 念化 であ る。 その こ との意 味が 、 フ ィー ル ド

ワー クで の体験 を通 して徐 々 に分 か って きた。

それか ら数年 後、現 在東 京外 国語大 学 に勤 め てい る床 呂郁 哉氏 が、私 が調 査 していた ボ

ル ネオ 島の 山奥 とは逆 の 海側 、つ ま りフ ィ リピ ン側 か ら同様 の人 の移 動 の事 例 を追 い か

け、 『越境 ス ー ルー海 域世 界 か ら』 とい う本 に ま とめ、彼 な りの見事 な分 析 を加 え ら

れ た[床 呂1999]。 その 際の キー ワー ドは、 トラ ンスナ シ ョナ リズ ム研 究 あ るい は トラ ン

ス ナ シ ョナ リテ ィ研 究 セ ミナー にお け る問題 意識 と非 常 に近 い 「越 境」とい う もの であ っ

た。 ただ、 後述 す るよ うに、 この越境 とい う言葉 に は罠 が あ ると私 は考 えて い る。 とにか

く、床 呂氏 は国境 を越 え る、境 界 を越 え る とい う意 味で 「越境 」とい う言葉 を使 用 し、現

地 の人 々の生活 実践 や世界 観 とい う もの を説 明 した。 そ して、 これ はか な りタイム リーな

トピ ックであ ったか ら、 日本民族 学会(現 日本文化 人類 学会)か ら学会賞 を受 賞 してい る。

もう少 し 「脱領 域化 す る 『民族』」につ い て述べ る と、 床 呂氏 も問題 に してい たの だが 、

もっ と も大 きな問題 の一 つ に 「重 国籍」が あ る。 私 は これ まで民族 や文 化 な ど と してお 話

し して きた。 だが、サ バで 生 きてい る人 々に とって具体 的 に問題 なの は抽象 的な民 族や 文

化で はな い。文化 で飯 が食 え るわけで もな い し、 多元 的帰属 自体 もそれ ほ どの問題 で はな

い。移 民 の人 々が政治 的 な場 にお いて実 際 に闘 った り、 権利 を勝 ち取 るため に必要 なの は

「国籍」な のであ る。

マ レー シアで は、基本 的 に二重 国籍 は認め られ てい ない。 しか し、認 め られ てい ないか

らといっ て重国籍 問題 が ない とい うわ けで はない。 移民 た ちは しば しば彼 ら自身で新 た な

国籍 を作 るの であ る。つ ま り偽 造Icや パ ス ポー トであ る。 マ レー シア、 特 にサバ につ い

て ご存 知の 方はお分 か りで あろ うが、 イス ラーム教徒 とク リスチ ャ ンが数 の上 で も競合 す

る状 況 で、マ レー シア(サ バ 州)の 一部 政治勢 力 は イス ラー ム教徒 を増 や して マ レー シア

国家 の安 定 を図 るた め に、周 辺諸 国の ムス リム の人 々 に戦 略 的 に、あ る い は政策 的 に偽

造ICを 与 えて いた と言 われて い る。 ム ス リム移 民 を どん どん と入 れ たの であ る。そ して、

入 っ て きた 人 々、 つ ま りフ ィリ ピンや イ ン ドネ シアか らや って きた ムス リム の 人 々 は、

入 って きた サバ でマ レー シア人 と して のICを 獲得 す る。 つ ま り、 移民 た ち は実質 的 に二

重 国籍 を持 つ とい うこ とになる。

さ らにア メ リカでい うグ リー ンカー ドに近 い 「永 住権 」とい う地位 が マ レー シァ に もあ

るの で あ るが、 それ が移 民 に も拡大 されて い く。不 法移 民 が30万 人 ほ どい る状 況 で、彼
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らを追い 出 して しま う と地域 経 済 は破綻 して しま う。 だ か ら、 彼 らを どう にか して取 り

込 もうとす るわけで あ る。 サバ州 政府 は もちろん、 マ レー シア連邦政府 もそ うであ る。 で

は、い った い どの よ うに して取 り込 むのか。 それ は、不 法移民 の人 々 に、 定期 的に恩赦 や

特赦 を施す ことで達成 され た。つ ま り、 自己 申告す れ ば、不法 移民 としての罪 はなか った

こ とにす る とい うわ けだ。 あ るいは、 「良 い子 」に して おれ ば永 住権 を与 える のであ る。

と ころ で、永住 権 は以前 か ら法 的 に設 定 されて いたが 、そ の人数枠 は きわめ て小 さかっ

た。 かつ 、永住 権 を持 っ てい る人 々の持 つ権利 ・義 務 も非 常 に小 さか った。 しか し、 まず

人数枠 が 拡大 された。 つ ま り、 数百、 数千 の不 法移 民 た ちに永住 権 を与 え る ような恩 赦、

特赦 が繰 り返 され たの であ る。 さ らに、 そ う した 人々 の子 どもた ち に も教育 の面 で 「お 目

こぼ し」を与 えた。 かつ ては、不 法 移民 の子 どもた ちは小 学校 まで しか行 けなか った。 し

か し、そ れが徐 々に延 長 され、 高校(中 等 学校)ま で は行 け る ようにな った。 しか し大 学

には絶対 に入れ よう としない。 なぜ な ら大学 に入 れる と、そ の人が権 力の 中枢 部 に上 りつ

め る可能性 があ るか らであ る。 こ うして、教育 の面 で も不 法移民 の人 々の権 利 は拡 大 され

て いった。 よ り多 くの不法移 民 を受 け入 れ、 また、徐 々に彼 らの権利 を拡大 してい く。 そ

れが どの よ うな事 態 を招 いた か とい う と、市 民(citizen)と 非市 民(non-citizen)の 間が 非

常 にあい まい になっ たので ある。 そ して、そ のあ いまい さ こそ が移民 の取 り込み に うま く

作用 した 。

ところで 、サバ で起 こって い るの と同 じような こ とが ア メ リカやEU諸 国、特 に フラ ン

ス のマ グ レブ移 民 や ドイ ツの トル コ系 移 民 に 関 して も起 こって い る ら しい こ とに、 私 は

後 か ら気 が付 いた。 サバ とい う局 地的 な場所 で調査研 究 を していた ころ には私 はそれ に気

付 くことはなか った のであ るが、 その 間に もこ ういった 人々が世 界 中で増 えて いたの であ

る。 そ してそ れ をい か に概 念化 す るか とい うこ とにつ い て、 例 えば、 シテ ィズ ン(citizen)

に対 して 「デ ニズ ン」(denizen)と い う概 念 で捉 え ては どうか とい う議 論 が世界 規 模 で起

こって きてい る こと も後 に分 か った。

では、 こ う した新 しい現象 に関 して既存 の概 念や理 論 は使 えない のか とい うと、 これは

先 ほ ど簡単 に触 れた よ うに、使 えない。 で はその他 の様 々な理論 、例 え ば文化 、 あ るいは

社会 や民族 に関す る様 々 な理 論が あ るが、そ れは どうか。 や は り、 だめだ と私 は考 えてい

る。 それ は、 なぜ か。 ここで、民族 に関す る理 論 を例 と して既存 理論 が どの ような限界 に

達 してい るのか につ いて記 してお きた い。
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3.厩 存理論の限界 一民族理論を例として

まず は、「民族 」と 「エ スニ シテ ィ」に関 して考 えてみ たい。 先 ほ ど述 べた 通 り、 「固い」

民族 、つ ま り一 つ の民族 に一元 的 に帰 属 す る とい う固い 意味 で の民 族 とい う概 念 は使 え

なか っ た。「民族 」概 念 の後 に、 アメ リカの社 会学 な どで、 それ を もう少 し 「柔 らか く」し

た よ うな概 念 として 「エ スニ シテ ィ」が現 れ て きた。 「民族 」概 念 は リー ダー を擁 して 国家

(民族 国家)を 希 求す るいわ ゆ る 「ナ シ ョナ リズ ム」運動 を展 開 した り、 あ るい はあ る特 定

の地域 や 国 に結 びつ くよ うな 「固 い」概 念で あ る。 これ に対 して、 「エ スニ シテ ィ」とい う

概 念 は も う少 し 「柔 らかい」概念 で あ る。 エ スニ シテ ィ概 念 は必 ず しも特 定 の リー ダーや

国 ・地域 には結 び付 かず、 ネ ッ トワ ー クや流 動性 、可 塑 性 に注 目す る概 念 で あ る。 ただ

し、 エス ニシテ ィ概 念 は二つ の 国家 に同時 に帰 属す る とか、 国境 を越 え て帰 属意 識 を持 つ

とい った現象 を射程 に入 れ ていた わけ では ない と私 は考 える。 その あた りの ことを、 アメ

リカの民族 理論 の変遷 か ら明 らか に してお きたい。

ご く単 純 に言 う と、 アメ リカ とい う国 は かつ て 最終 的 に は 「アメ リカ人 」が満 たす も

の と考 え られ て い た。 そ して、 そ の アメ リ カ人の 中核 に はい わ ゆ るWASP(WhiteAnglo-

SaxonProtestant)が 想定 され てい た([民 族論 モデ ル1]参 照)。 そ こに新 た に移 民が 来 る と、

移 民 たち は当初 は人 種(民 族)ご との文化 的特徴 を維 持 す るで あろ うが、徐 々にそ れ らを

失 い 「アメ リカ人」にな るであ ろ う と考 え られ ていた。 い わゆ る 「人種 のるつ ぼ論」であ る

([民 族論 モ デルII]参 照)。 しか し、 実際 には そ うな らな か った とい うこ とは周知 の通 り

であ る。 移民 が 「アメ リカ人」に なるにつ れて人種(民 族)の 境 界 が な くな り、人種(民 族)

が滅 亡 して い くと考 えられて いたの だが、 現実 には、 その強 度 は別 に して、 それぞ れの 人

種(民 族)が 境界 を維持 しなが ら残 った ので ある。 具体 的 にい う と、 日系 ア メ リカ人で あ

る とか ドイ ッ系 アメ リカ人 で あ る とか い う、「～系 アメ リカ人 」と して残 って しまった の

であ る。混 ざる と思 った ら、混 ざ らなか った。 こ うした状 況 は、「人種 の るつ ぼ論 」に対

して 「人種 の サ ラダボー ル論」と言 われ る([民 族 論 モデ ルIII]参 照)。
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「人種 のサラ ダボール論」

「人種 のサ ラ ダボー ル論 」にお いて は、特 定 の 国や地 域 に帰属 意 識 を持 ち、 明確 な境 界 を

持つ もの と しての 「民 族」概 念 は適切 では ない。 そ こで提 出 され たのが 「エス ニ シテ ィ」概

念 であ る。 「エ スニ シテ ィ論」にお い ては、 「人種 の るつ ぼ論 」で 理想 とされた 「同化主 義」

は否 定 され、 ゆ るやか なが ら、そ れぞ れが それぞ れの 民族性 を維 持 ・継 続す る 「多文化 主

義」が理想 とされた。 つ ま り、 「～系 アメ リカ人」それぞ れが持 つ言語 や文 化 を認め よ うと

い う動 きであ る。特 に この ときに問題 に なった のは、 中南米等 か ら来 たスペ イ ン語 を しゃ

べ る 「ヒスパ ニ ック」ない し 「ラテ ィー ノ」移 民で あ った と思 う。 そ う した移民 た ちが使用

す る母語 で もって教育 を した ほうが、無 理や り英語 を学 ばせ る よ りも教育 効果 の向上 が望

め、 適応 も速や か にな るで あ ろう とい うこ とで、多 文化 主義 は政策 として取 り入れ られ る

こ とにな る。 それ は多 言語 教育 と言 われ てい る。 こ こまで が、 おお む ね1990年 代 初 め ま

で の ことであ る。

ゆるや か な民族 性 を容認 す る多 文化 主義 を実践 すれ ば移民 た ち との共存 が実現 で きると

考 え られてい たが、現 実 はそ うで はなか った。 アメ リカで実 際 に起 こったの は共存 の実現

で はな く、 アメ リカ人 になっ たはず の移民 た ちが 出身 国 とアメ リカ を、 国境 を越 えて往来

す る ように なるので あ る。往 来 はメ キ シコな どの 中南米 や西 イ ン ド諸島 との 間であ った り

オセア ニア諸 国 の フ ィジー やバ ヌア ツ との 問で 見 られた。 例 えば、 出稼 ぎで アメ リ カに
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や って きたフ ィリ ピンの人 々は フィ リピ ン系 アメ リカ人 になった のだが 、そ の後 も、彼 ら

は頻繁 に祖 国 とアメ リカ を往 来 してい る。 グリー ンカー ドを取得せ ず、 まだ アメ リカ人 に

な ってい ない人 々 ももちろん 出身国 との 問 を行 った り来た りす る。 こう した状 況 とい うの

は、エ スニ シテ ィの議論 にお いて は想 定 されて いなか った。 こう した、 先 に述べ た サバ で

も確認 され る新 しい現 象 を説 明 しよ う とす る時 に、 「トラ ンス ナ シ ョナ リズ ム」とい う新

たな概念 が持 ち出 され たので あ る([民 族論 モデ ルIV]参 照)。
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[民族 論 モ デ ルIVコ

「トランス ナシ ョナ リズム論」
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4.ト ラ ンスナショナ リズム概念の成立 と変遷

そ れで は、 トラ ンス ナ シ ョナ リズ ム とい う概 念 の成 立 や展 開 の経 緯 は どの ような もの

だ ったの か とい うこ とを述べ たい。

先 ほ ど来 、 トランスナ シ ョナ リズ ムの定義 を棚上 げ し、 まず そ う した概 念が 求め られた

状況 につ いて論 じた。 国家 の境界 を超 えて往 き来す る移 民 たちの現状 が あ り、 その現 象 を

対象化 す るた めに トラ ンスナ シ ョナ リズ ムない し トラ ンス ナシ ョナ リテ ィとい う言葉 が使

わ れ始め た とい うこ とを確 認 した。 しか し、 トラ ンス ナ シ ョナ リズム概念 は、 それが 使 わ

れ る年代 に よって、 あ るいは国際 関係論 や 国際政 治学、社 会学 、人類 学 な どの専 門分 野 ご

とに意味 内容 に微 妙 なず れが ある。言 葉 を換 える と、 トランスナ シ ョナ リズ ム とい う概念

によ って何 を対象 化 し問題 化 しよ うと した のか は時代 ご と、専 門分 野 に異 な るので あ る。

従 って、 この こ とを確 認す る こ とな しに トラ ンスナ シ ョナ リズ ムの定義 をすれ ば、誤 解 を

招 くこ とに なる。そ れが、 これ まで トランスナ シ ョナ リズ ム概 念 の定義 を しなか った理 由

で あ る。本 講演 で は、 トラ ンス ナ シ ョナ リズム概念 の成 立や変 遷 を確 認 した後 で、最 終的

に トラ ンスナ シ ョナ リズ ムは現在 どの ように定義 され るの かを示す こと とす る。

で は まず 、「トラ ンス ナシ ョナ リズム研 究 の 成立 」や 「トラ ンスナ シ ョナ リズ ム概 念 の

成 立」とい う ことにつ いて論 じたい。 実 は、 トランスナ シ ョナ リズ ムあ るい は トラ ンス ナ

シ ョナ リテ ィ研 究 の起 源 や経緯 を追 いか けて研 究 した もの はほ とん どいない。 欧米 の研究

書等 をひ もといてみ て も、 トラ ンス ナ シ ョナ リズム概念 の成 立の経 緯 は詳 らかで な く、 い

つ の聞 にか使 われ始 めた とい うこ と とされ てお り、具体 的 な跡 付 けは な され てい ないの で

あ る。 日本 におい てはそ れが混 乱 を招い てい る。 日本 におい て、1990年 代 半 ば に 「トラ ン

ス ナ シ ョナ ル」とい う言 葉が 輸入 され て用 い られ始 め た と き、 それ を単 純 に 「越境 」と訳

した経緯 があ る。 トラ ンスナ シ ョナ ル とい う言葉 が も ともとは何 を ターゲ ッ トに した言葉

で あっ たのか とい う ことを問 わず に、 字面 だけ を 「越境 」や 「国境 を越 える」とい う ような

意 味合 いに訳 した のであ る。 しか し、語源 や語彙 の変遷 に関す る私 の調査 によれ ば、 トラ

ンスナ シ ョナ ルな い し トラ ンスナ シ ョナ リズム とい う概 念 は、そ れが使 われ た時代 や使用

対 象、学 問分 野 に応 じて 四つ の時期 に分 けて考 える必要 が ある。以 下 では、 この 四つの時

期 に分 けて、 トラ ンスナ シ ョナ リズ ム研 究 の成立 と変遷 につ い て述 べ たい([表1]参 照)。
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覚醒期 確立期 展開期 転換期以降

年代 1920年 代 1970年 代 1970年 代 後 半 ～1980

年 代

1980年 代 後半 ～、特 に1990

年 代 半 ば以 降

主要研究分野 国際政治学 経済 学、 国際 関

係論

国際 関係論、 政治学、

経済学

人類学、社会学

研 究 レヴェル マ ク ロ レヴ ェル マ ク ロ レ ヴ ェル マ ク ロ レヴ ェル ミ クロ ～ メ ゾ(ミ ドル)レ

ヴ ェル

焦点 となる活動

主体

国際連盟 などの

国際機 関

多国籍企業 多国籍企業、NGO 労 働 移 民 、 移 民 コ ミ ュ ニ

テ ィー

活動 レヴェル 高位 高位 高位 低位～中位

主要研究項目 国家の主権と多

国籍企業の経済

活動

多 国籍 企 業 ・NGOの

政 治 ・経 済 活 動、集

団 としての労働移民

移 民 の 回 帰 、移 民 の多 元 的

帰 属 ・多元 的 ネ ッ トワー ク、

ク レオ ー ル 文 化 、 エ ス ニ シ

テ ィ、 グ ロー バ リズ ム、 多

文化 主義

関連研究分野 政治学、経済学 政治学 社 会 学、 移 民 研 究、

人権 ・環境論

国際関係 論、政治学、経済

学、教育学、メディア論

[表 正]ト ラ ンスナ ショナ リズム研 究変遷

まず、 第一 の時期 を、私 は トラ ンスナ シ ョナ リズ ム意識 の 「覚醒 期」と名付 けた。 この

時期 は、 トラ ンス ナ シ ョナ リズム とい う言 葉 が初 め て用 い られ る よ うに な った時 期 で あ

る。 そ れ は1920年 代 で あっ た。 オ ックス フ ォー ド・イ ング リ ッシ ュ ・デ ィ クシ ョナ リー

(OED)で 語 源 を調 べ た結 果、1921年 に ノー マ ン ・エ ンジ ェ ル(NormanAngell)と い う人

物 が 「トラ ンス ナ シ ョナル」(trans-national)あ るい は 「トラ ンス ナ シ ョナ リズム」(trans-na-

tiona正ism)と い う言葉 を使 ったの が最初 の使 用例 であ った。 ノー マ ン ・エ ンジェル はノ ー

ベル 平和 賞 を受賞 した イギ リスの 著 名 な国際 政 治 ・経済 評論 家 で ある。1921年 に彼 が ど

の ような意味 合 いで この 言葉 を使 ったか とい う と、第 一次世界 大戦 後 にイギ リスが勝利 に

酔 い しれ てい た頃、 彼 は、「われ われ は勝 った ので はな い。 戦 争 を して も結 局誰 も勝 た な
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か った。非 常 にた くさんの人 々が死 ん だのだ」と警 告 し、世界 が一 連托 生で あ るこ とに注

意 を促 す た め に使 って い る。1920年 代 当時 の世 界 は、す で に相 互依 存 関係 に あ った。つ

ま り、 世界 は どこかが勝 って どこかが負 け る とい う単 純 な もの では な く、 どこか が負 けた

ら、社 会 的 ・経 済的 に もすべ て の国が 危険 な状 態 に陥 る とい うのが第 一次 世界 大戦 当時 の

状 況 であ った。 ヨー ロ ッパ諸 国 はそれぞ れの 国が単独 で存 在 してい るので はな く、分業体

制 の も と、相 互 に依 存 しつつ世 界 の中 に組 み込 まれ ていた ので ある。 これ は現 在 の世界 シ

ステ ム論 に似 てい る ところで ある。 この こ とを表現す る ため に、 ノー マ ン ・エ ンジ ェルは

イ ンターナ シ ョナルで はな く、 トラ ンス ナ シ ョナ ルない し トラ ンス ナシ ョナ リズ ム とい う

言葉 を用 いた の であ る。 この 厂覚 醒期 」にお け る トラ ンス ナ シ ョナ リズム とい う言葉 の用

い られ 方 をま とめ てお くと、 国際政 治学分 野で 、国家 レベ ルのマ ク ロな相 互依 存 関係 を意

味す る もの として用 い られ た と言 え よう。 しか し、 当時 の世界 は さ らなる大戦(第 二次世

界 大戦)に 突入す る とい うきわ どい状 況 にあ り、 トランスナ シ ョナ リズ ム概念 によっ て相

互 依存 関係 を強調 して平和 を求 め る前 に、 まず競 争 に勝 た なけ れば な らない とい う状 況 で

あった 。 このため 、ノ ーマ ン ・エ ンジ ェルの提 唱 した トラ ンス ナシ ョナ リズム とい う言葉

は一 度忘 れ さ られ る。 トラ ンス ナ シ ョナ リズム概 念 に再 び注 目が集 まる よう にな った の

は、そ れか ら半世紀 も経 った1970年 代 であ った。

私 は、 こ の第 二 の 時期 を トランスナ シ ョナ リズ ム概 念 の 「確 立期 」と名 付 け た。 なぜ

1970年 代 に トラ ンス ナ シ ョナ リズ ム概 念 が 再 び取 り挙 げ られ、 その概 念 が確 立 した と見

なせ るほ どに普及 した のか とい う と、そ の当時 、多 国籍企 業の活 動が 急激 に活発 に なった

か らであ る。多国籍 企業 は、"multi-nationalenterprise"や"multi-nationalcorporatio㎡'と 呼ば

れる こ とが多 いが 、㌔rans-nationalcorporatio㎡'と も言 われ る。 この多 国籍企業 に注 目して、

1970年 代 にア ラステ ィア ・バ カ ン(AlastairBuchcan)と い う当時 の著 名 な政治 学者 がBBC

放 送 におい て、多 国籍企 業 の経済活 動 を表す ため に始 め てハ イフ ンな しの トラ ンスナ シ ョ

ナ リズム(transnationalism)と い う言葉 を使 っ た。 それ が広 ま り、 トランスナ シ ョナ リズ

ム とい う言葉 が定着 した。 トラ ンスナ シ ョナ リズ ム とい う言葉が用 い られ た分 野 は国際 関

係 論 や経 済学 で あ った。 そ れは、 「多 国籍 企業 が 国 を超 え る」とい うマ クロ レベ ルでの議

論 で あった。 そ して、活 動 の主体 は多 国籍企業 であ った。

1980年 代 に入 る と、 トラ ンスナ シ ョナ リズ ム研 究 は 「展 開期」に入 ってい く。 この時期 、

トランスナ シ ョナ リズ ム とい う言葉 は多 国籍企 業 とは違 った文脈 にお いて も拡 大 して用 い

られ始 め る。具 体 的 に言 う と、 地球規 模 の環 境や 人権 問題 にかか わ るNGOの 文脈 にお い
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て用 い られる よ うに なる。 当時、多 国籍企 業 が利 益 を追求 して 国境 を越 えて事 業 を展 開 し

た結果 、地球 規模 の大規模 な汚 染や環 境破壊 が進 んで い った。あ るい は また、 世界 の抑圧

され てい る人 々を、国境 を越 えて支援 しよ うとす るよ うな人 権意識 が高 まってい った。そ

の と きの 活動 主体 はや は りNGOで あ った。 地球規 模 の環 境 問題や 人権 問題 の解 決 は特 定

の国 の政府 で は不可 能 であ るか ら、各 国 はNGOを 支援 す るか た ちで環境 問題 や 人権 問題

の解 決 を促 進 させ よ うと した。 そ う したNGOの 活 動 に対 して、 トラ ンス ナ シ ョナ ル とい

う用語 が拡 大 して用 い られ よう になっ た。 従 って 、 この時期(ト ラ ンス ナ シ ョナ リズム研

究 の 「展 開期 」)の トランスナ シ ョナ リズム研 究 は、そ れ までの(多 国籍 企業 の)経 済 中心

的見方 で はな く、(NGOな どをめ ぐる)国 際政 治や社 会運 動 を も射 程 に入 れた研 究 とい う

特徴 を持 つ。 しか しこの時期 にお いて も、 トラ ンスナ シ ョナ リズ ム概念 の適用 があ くまで

も国際 関係 や 国際機 関 ・組 織 をめ ぐる もの に限定 され ていた ことには注意 が必 要で ある。

1980年 代 後 半 にな る と、人類 学 が トランスナ シ ョナ リズム現 象 に積 極 的 に取 り組 む よ

う にな り、 トラ ンスナ シ ョナ リズ ム研 究 は 「転 換期 」を迎 えた。1980年 代 の後 半 か ら1990

年代 の 中頃 にかけて 、つ ま り私 がち ょうどボル ネオで調査 を してい た頃 に、人類 学 あるい

は社 会学 分野 の研 究者 の一 部が トラ ンスナ シ ョナ リズ ム とい う言葉 を新 しい文脈 、新 しい

研 究対象 に対 して使 い始 め る。大 規模 な人 の移動 、す なわ ち移 民 に対 してであ る。 当時の

移 民 の理 論 では、移 民 とい うもの は最 終的 に は移 民先社 会 に同化す る とい う同化 主義 的考

え方 か、 ある いは、 移民 はお金 を得 た後 は故郷(出 身国)に 帰 っ て行 き、最終 的 に は移 民

先社 会 に戻 って くる ことは ないだ ろ うとす る考 え方が 主流で あ った。つ ま り、 移民 は同化

す るか帰郷 す る かの どち らか で あろ う と考 えてい た。 ところが 、1980年 代 後 半 か ら1990

年代 にかけ て、同化 したふ りを して いるが実 際の ところ同化 しきってい ない人 々、 あるい

は、故 郷 に帰 っ た はず なの に またや って くる人 々、 強制 退去 させ た の にまた や って くる

人 々、つ ま り移 民先 と出 身国の 問 を往復 運動 す る移 民が急 激 に増 えてい た。 アメ リカの例

では、 中南 米や 西 イ ン ド諸 島 か らの ラテ ィー ノや ヒスパニ ック と呼 ば れる移 民が 増加 し、

しか もホ ス ト社 会(ア メ リカ)と 出 身国、 な い しはそ の他 の第 三国 との 間 を往 復運 動 す る

人 々が増 え た。 こう した、 私が ボル ネオで見 て きた ような移民 の動 きに対 して、 トラ ンス

ナ シ ョナ リズム とい う言 葉 を再定 義 して用 い始 めた のが、 この 時期(ト ラ ンス ナシ ョナ リ

ズム研究 の 「転換 期」)で あ る。

少 しま とめて お きた い。1990年 以 前、 トラ ンス ナ シ ョナ リズ ム とい う言葉 は国 や地域

とい った マ クロ レベ ル で使 われ て い たわ けで あ るが、1990年 以 降、 もっ とも頻繁 に トラ
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ンスナ シ ョナ リズム とい う言 葉 を使 い始 め た 人類 学 や社 会学 で は、 移 民の 文脈 、す なわ

ち ミクロ レベ ルあ るいは メゾ レベ ル におい て使 用 し始め たの であ る。そ して、 その際 の主

要 な研 究 トピ ックは、 例 えば 日系 ブ ラジル人 の よ うに、移民 先 国か ら故郷(日 本)へ 戻 っ

て来 る とい った 回帰運 動 や、 さ らにそ こか らまたホ ス ト社 会(ブ ラジル)に 帰 って行 くと

い った往復 運動 であ った。 また 、 こう した 回帰運動 や往復 運動 を通 して、 移民 の多元 的帰

属や 多元 的 ネ ッ トワー クや多 元 的生活実 践が 顕著 にな って きた ことが トピック として取 り

あ げ られ た。 これ らの問題 は、場 合 に よっ ては ク レオ ール文化 や多 文化主 義 といっ た問題

と して扱 わ れ る こと もあ っ た。 これが 、 トランスナ シ ョナ リズ ム研究 の 「転換 期」にお け

る大 まか な動 きであ った。

と ころで、 こ うした移民 の トラ ンス ナ シ ョナ ルな現象 は、 アメ リカの 中南米 移民 のみ な

らず フィ リピ ンやオ セ アニ ア諸 国、 アフ リカ諸国 か らの移民 な ど、 さまざ まな移 民 につい

て観 察 されて い た。 当然、 そ れ を理 論化 しよ うとす る研 究者 が 現 れ る。 実 際、1990年 に

こう した研 究者 が集 ま り、 ア メ リカで シンポ ジウムが 開かれ る。 そ して 、そ れ まで個 別 に

行 われて きた事 例研究・ 例 えば フロ リダにや って くる西 イ ン ド諸 島の移 民、 フィ リピン

か らや って きて カリフ ォルニア に住 む移 民、 あ るいは フ ィジーか らや って くる移 民一 を

比較検 討す るこ とによって 、移民 た ちが近年 、あ る似 た ような動態 を示 してい る こ とが確

認 された。 この シンポ ジウムの成 果 は、後 にグ リ ック・シラー(GlickSchiller)ら の編集 で、

7b醐r45A丑 翩5η漉oηαlPθ煙8c'∫γε50η雌g鰯'oη(1992)と い う移 民研 究の本 として刊 行 され

た。 この本 の中 で、 グ リック ・シ ラー らは、移 民 に見 られる新 しい現象 を対 象化 す るため

に「トランスナ シ ョナ ル」とい う観 点 を導 入すべ きだ と主張 した。そ して、グ リック ・シラー

らは、 トランスナ シ ョナ リズム とい う概 念 を 「転 換 期」以 降の意 味 にお いて改 め て定 義 し

直 してい る。つ ま り、 トラ ンス ナ シ ョナ リズ ム概 念 の重 要性 は移民 が国境 を越 える とい う

事実 だけ では な く、そ こに見 られ る多元 的 な帰 属や 多元 的な生 活実践 が重 要だ とい うので

あ る。

グ リック ・シ ラー らの本 が最初 に、 トラ ンスナ シ ョナ リズ ム とい う概 念 を ある重要 な方

向 に導い てい った こ とを忘 れて はな らない。彼 女 らの本 の刊行 後、似 た よ うな著 書や 論文

が次 々に刊 行 され る こ とにな る。例 えば、1995年 にA初 醐lRθγ∫8wqプA励rOPolo∬ の 中で、

人類学 者 の カー ニーが グローバ リゼー シ ョ ンとと もに トランスナ シ ョナ リズ ム概 念 の本格

的 な レ・ビュー を初め て行 った[Kearney1995]。 この ため、 人類 学者 が トラ ンス ナ シ ョナ リ

ズ ム概念 を言及 す る場合 には、 た いて い1995年 の この論 文 あ た りか ら始 まる。 だが 、先
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ほ ど述べ た とお り、 これ よ り前 に、 グ リ ック・シラー らがそ うい っ た問題 を検 討 して いた

の だ。彼 女 らの先 駆 的研究 の後 に、 カーニ ーや ポー テス[Porteset。al.1999]、 バ ー トベ ッ

ク[Vεrtovecl999;～ 宅rtovecandChoen1999]と い った アメ リカや イ ギ リス の研 究 者が 中心

となって トランスナ シ ョナ リズ ムに焦点 を当 てた研 究 を行 っ てい く。

ところで 、私 はこ う した研 究者 に よる トラ ンス ナシ ョナ リズ ムの定 義 を比 較 し、共通 す

る要 素 を抽 出 した。 その結 果、 ～ つ 目の要 素 と して、 「複数 の 国境 を越 える」とい う点 が

共通 して挙 げ られ てい る こ とが わか っ た。 そ して もう一つ 、「長期 間継続 して頻繁 に見 ら

れ る往 復運 動」とい う点が挙 げ られ る。 そ こには、 二 ヶ国、三 ヶ国 を股 に掛 けて生 きてい

る とい う、移 民 の多元 的な生 活実践 が見 られ る。バ イ リ ンガ ルは当 た り前 であ り、 食物 も

アメ リカの もの もヒスパ ニ ックの もの も食 べ れば、 中華料理 も食べ る とい った、多 元的 な

生活実 践で あ る。 また 、そ れを通 して、 多元 的帰 属 意識 も生 まれる。例 えば先 ほ ど述べ た

ような、二重市 民権 や二重 国籍 を彼 らが持 っ てい る とい うこ とであ る。

これ まで 日本 では、 トラ ンス ナシ ョナ リズム概 念 を 「越境 」と訳 して きた。先 ほ ど挙 げ

た床 呂氏 もそ うで あろ う。 トラ ンスナ シ ョナ リズム を越 境 と訳す とき、 床 呂氏 はそ うで は

ない と思 うが 、人類 学や社 会学 の研究 者 は しば しば誤解 してい る。 越境 とい う言葉 か ら連

想 して、 トランスナ シ ョナ リズ ムが 「国境 を越 える」とい うこ とだ け を意味 す る もの と誤

解 してい る ことが非常 に多 い。 『文化 人類 学事典 』や 『文化 人類 学 キー ワー ド』な どの 関連

事項 の項 目を見 てみた が、 いずれ の場 合 も、 トラ ンスナ シ ョナ リズ ムない し越 境概 念 の解

説で、 多元 的生活 実践や多 元 的帰属 意識 が重要 であ る とい う点 を無 視 して いた り、 そ の よ

うな現象 を対象 化 す る概 念 である とい う点 が言及 されて いない。

私 が強調 した い こ との一 つ は、 トランスナ シ ョナ リズ ムの訳 語 として 「越 境」とい う言

葉 をそ の ま ま使 用 する こ とはあ ま り適 切 では ない とい うこ とで ある。 なぜ な ら、越境 とい

う言葉 を使 うと、 国境 を越 える とい う意 味合 いだ けで受 け取 られる こ とが非常 に多 いか ら

であ る。私 もかつ ては越境 とい う言葉 を、 トラ ンス ナシ ョナ リズ ムの訳語 と して使用 して

いた。 しか し、誤解 を避 け るため に、今 では トラ ンスナ シ ョナ リズ ム とい う元 の言葉 をそ

の まま用い てい る。実 の ところ、 グ リック ・シラー らやポ ーテスが トラ ンス ナ シ ョナ リズ

ム とい う言葉 を再定 義 し、今 もな お使 用 して いる ことの ポイ ン トは、移 民の多 元的 な帰属

や生活 実践 にあ る。

で は、人類学 にお け る トランスナ シ ョナ リズ ム研 究 の可能性 は いかな る もの であ ろ うか。

最 後 に、私 な りの考 え を、バ ー トベ ックの論 考 を引 き合 い に出 しなが ら まとめてみ たい。
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バ ー トベ ックは、 オ ックス フ ォー ド大 学 に おい て、 トラ ンス ナ シ ョナ リズ ム に関 す る

大 規模 な調査 ・研 究 プ ロ ジェ ク トを組織 ・運 営 してい る研 究 者 で ある。 イ ンター ネ ッ ト

上 で情報 や成 果 が公 開 されてい るが、 つ い最近 終了 した5ヶ 年 計画 の トランスナ シ ョナ リ

ズ ム に関 す る研 究 を組 織 ・運 営 し、 イ ギ リス 、 さ らに は世 界 の トランスナ シ ョナ リズ ム

研 究 を リー ドして い た人物 であ る(TransnationalCommunitiesProgramme;URLIhttp:〃www.

transcomm.ox.ac.uk参 照)。 バ ー トベ ッ ク とそ の他 の研 究者 た ちが 主張 す る、 トラ ンス ナ

シ ョナ リズ ム研 究 の可能性 を私 な りに まとめた もの を以下 で述べ たい。

トラ ンスナ シ ョナ リズム研 究 として、 第一 に、社 会 形態 論 に関す る研 究 が考 え られ る。

国境 を越 えて広 が る トラ ンス ナ シ ョナル な空間 の中で は、 あ る種 の新 たな集 団が形 成 され

る。 そ こで は、 これ まで の国民 国家 論 に基づ く集 団(国 民)や 特定 の国 や地域 と結 びつ い

た民 族(集 団)で は な く、 国境 を越 え て拡が るよ うなゆ るやか な集 団 に よって社 会が 形成

されるの では ないか。 そ こに視点 をお いた、 社会 形態論 と しての トランスナ シ ョナ リズ ム

研究 があ り得 るだ ろ う。 よ り具体 的 には、 日本 の大企業 の海外 駐在 員が 海外 か ら選挙 権 を

行使 す る こ とが最 近 認め られ たが、 これ は 日本 の主権(社 会)が 国 を越 えて外 国に まで拡

が って いる こ とを意 味す る。つ ま り、 日本 の社会 あ るいは 日本 とい う国の作 られ方 が、物

理的 、空 間的 な国境 に基づ いて形 成 され るので はな く、 ア メーバ の ように拡が って いるの

で ある。 こ うい う新 たな社会 の あ り方 を検討 しよ うとい うの が、社会 形態 論 と して の トラ

ンス ナ シ ョナ リズム研 究で ある。 こ う した現象 は、 かつ てデ ィアス ポ ラ として研 究 されて

きた。 しか し、移 民研 究の 一環 として 、 トラ ンス ナ シ ョナル な現 状 を考慮 した社 会形態 論

として研 究 す る可 能性 があ る。

二 つ 目 として 、 これにつ いて は先 ほ どか ら何 度 も記 してい るため 、繰 り返す必 要 はない

のか もしれ ない が、個 々人 の帰 属 意識、 も しくは それ に基 づ く何 らかの文化 的 ア ソシエー

シ ョン形成 の問題 に関す る研 究 であ る。 トラ ンス ナ シ ョナル な状 況 で は、 帰属 意識が 二重

ない し多重 となってお り、 そ こに焦点 を当 てた研 究 が可 能だ ろ う。

三 つ 目に、文化 の再 生産 の場 として の トラ ンス ナ シ ョナ リズム研 究が ある。 こ う した研

究 はク レオール やブ リコ ラー ジュ、異種 混交性 とい うキー ワー ドを使 っ てす で にあ る程 度

行 われて きてい る。 そ うい った文 化の接触 点 あ るいは、 トラ ンス ナシ ョナル な帰 属意 識 を

持 った人 々が生 み出す 文化、例 えばポ ップ ・カル チ ャー や音楽 な どに焦点 を当 てた研究 の

可能性 が ある。

そ して、 四つ 目に は、多 国籍 企 業な どの資本 の流 通経路 や経済 活動 に焦点 を当て る研 究
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が考 え られ る。 これまで とは違 ったか た ちの人 々の動 きや社会 制度 の動 きが見 えて くるの

で はな いか とい う意味 で、 この種 の研究 の可 能性 を指摘 した い。例 えば、 トラ ンスナ シ ョ

ナルな多 国籍企 業 の資本の動 きに伴 って、 あ る種 の、新 しい 階級 とい う ものが で きてい る

の では ないか と考 え られ る。 国境 を越 えた ネオ ・パ ワーエ リー トや トラ ンス ナ ショナルな

資本家 階級 とい うような、新 しい種 類 の人 々の出現 に関す る研 究が 出始 めてい る。

資 本 の流 通経路 と しての トラ ンスナ シ ョナ リズ ム に関連 して、二 重国籍 や多重 国籍 の問

題 に焦点 を当て た研 究 も出 て くるであ ろ う。 とい うの は、二重 国籍 や多重 国籍 とい う もの

はただ抽象 的 な制度 として存 在す るの で はな く、 あ る 目的な い し実利 が それ には伴 ってい

るか らであ る。 送 り出 し国 が二重 国籍 を認め る場合 には、移民 した 人々 を母国 につ な ぎ止

め る効 果 を持つ。 つ ま り移民 を し、ホ ス ト国 に帰化 す る ような人 々に も国籍 を放 棄 させ な

い でお くとい う ことは、移民 か らの送金 が期待 で き、 また、 出身国 の経済状 態 が良 くな っ

た場合 には移民 か らの投 資 も期待 され るので ある。 そ ういっ た意味 で、送 り出 し国 と して

は二重 国籍 を容認 す る ことに は重 要 な意 味が あ る。

加 え て、 移民 受 け入 れ国 に とって も、 二重 国籍 を与 える ことに は意味が あ る。 これ まで

帰化す るか 、そ うしなけれ ば外 国 人 と して しか扱 われて こなか った移 民た ち を、 出身 国の

国籍 を持 っ た ままで帰 化 で きる とい うイ ンセ ンテ ィブを示 して労 働力 と して 迎 え入 れ る。

労働 力が不足 す る先進 諸国 に とって は、 労働力 の補 充の ため に よ り多 くの移 民 を引 き寄 せ

るイ ンセ ンテ ィブ と して、 二重 国籍 は有 利 に働 くのであ る。つ ま り、離 れ よう とす る移 民

を再統 合 しよう とす る送 り出 し国 と、移 民 を受 け入 れ、 自分 たちの側 に引 き寄せ よう とす

る受 け入 れ 国の相 互作 用が 見 て取 れる。 言 うな らば移 民 をめ ぐる争奪 戦 の よ うな こと も、

資 本 の流通 経路 を追 うこ とに よって あ る程 度見 えて くる ので は ない か。特 に上 述 の移 民

による 出身国へ の送金 の問題 をめ ぐって、 こ うした問題 は特 に見 えて くるので はない だろ

うか。

さて、五 つ 目と して、「政 治 参加 の場 」として の トラ ンス ナ シ ョナ リズ ム研究 が 考 え ら

れ る。 とい うの は、先 述の トラ ンスナ シ ョナ ルな状 況で は、参 政権 を持 った人 々が国境 を

越 えた 国外 にい る とい う意味 で、 国境 を越 えた新 た な 「政治参 加 の場」、す なわ ち、「脱 国

民 国家 」が構 築 されつつ あ るの で はない か、 その 「脱 国民 国家 」を対 象化 す る研 究 が考 え

られ るので はな いか とい う ことだ。 また、NGOやNPOの 活 動 を追 いか けれ ば、新 しい ト

ラ ンス ナシ ョナル な社 会連帯 ない しは社 会組織 が で きつつ あ るの を見 て取 る こ とがで きる

と考 え られ る。政 治参加 とい う意 味で トランスナ シ ョナ ルな場 や空 間を見 てい くと、 これ
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まで とは違 った研究 の可 能性 が見 えて くるだ ろ うとい うこ とだ。

そ して六 つ 目に、 「地域性 の再 構 築」としての トランスナ シ ョナ リズ ム研 究 を挙 げ たい。

もし、 トラ ンス ナ シ ョナル な空 間が存 在 感 を増 しつつ あ る とす る と、従 来 の地域 や ロー カ

リテ ィに は どの よ うなあ り方 が可 能 なので あろ うか。 グローバ リゼ ー シ ョンに対 す るロー

カ リゼー シ ョンとい うこ とは よ く言 わ れる こ とだが 、 トラ ンス ナ シ ョナ リズムの観 点 に立

つ と、そ れ とは違 っ た現 象 を対 象化 で きるか もしれない。 今 では、人 々が 国 を越 え て拡 が

るば か りで な く、 イ ンター ネ ッ トな どを使 用す る と、情報 ばか りで な く人 と人 との ネ ッ ト

ワー ク も地理 的 な距離 に まった く影 響 され ない ような空 間 に拡 が るこ とにな る。 こうい っ

た イ ンターネ ッ トにお け る トラ ンスナ シ ョナルな空 間 にお い て、い った い どの よ うな新 た

な事態 が生 じるので あろ うか 。わ れわ れに とって な じみ の深 いアパ デ ュライの よ うな研 究

者 は、そ れ を トラ ンス ロー カ リテ ィ と呼 んだ らど うか とい ような アイデ ア を出 して いる。

だが、 で はい ったい どの ような ものが トラ ンス ロー カリテ ィの特 徴 であ るのか を含 め、 私

が見 た ところ、トランス ロー カ リテ ィに関す る具体 的な研 究 は まだ ほ とん ど進 んでい ない。

5.お わ り に

以上 、 トラ ンスナ シ ョナ リズ ム研 究 をその成 立か ら転換 、現在 に至 る までの展 開 をた ど

り、 あ わせ て、 トラ ンス ナ シ ョナ リズム研 究 の今 後 の可 能 性 に関 して、 私 な りに まとめ

た。 こ こで示 した ような トラ ンス ナ シ ョナ リズ ム研 究の課 題 と展 望 は、 これ まで の トラ ン

スナ シ ョナ リテ ィ研 究 セ ミナー におい て、個別 の研究 事例 としてすで に検討 済み か も しれ

ない。 そ う とす れば、 こ こで紹 介 した トランスナ シ ョナ リズ ム研 究 の当初 の 目論 み は、 す

で に達成 されつつ あ る と言 って よいのか も しれな い。 とはい え、 そ う した個 別の研 究事 例

を、文 化や社 会 の動 態研 究 の全 体 の流 れの 中で見 る とい うことは これ まであ ま りなか った

ので はない か。 トラ ンスナ シ ョナ リズ ム研 究 の可能性 を展 望す る上 で、本論 が少 しで も貢

献 で きれ ば幸 い であ る。

さて、 すで に私 の結論 は出て い るのだ が、最 後 に改 めて確 認 して お きた い ことが ある。

日本 で も 「越境 」な ど として トラ ンスナ シ ョナ リズム研 究 は進 め られて きた。 あ るい は ま

た、 トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 セ ミナーの タ イ トル にあ るよ うに、 トラ ンス ナ シ ョナ リ

テ ィ とい う観 点 か らもす で に研 究 はな されて きて いる。 しか し、いず れの場 合 も、そ の力
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点 は 「国境 を超 える」とい う事実 に置 か れて い る と言 って よい。 それ とと もに、そ うした

概 念 を用 いた研究 は どれ も個 別の事 例研 究が主体 で ある。 しか し、私 た ちは、 欧米 の人類

学や 社会 学 が1990年 代初 頭 に トラ ンスナ シ ョナ リズ ム とい う概 念 を導入 す る際 にい っ た

い何 を問題 に しよ うと した のか を改 めて考 える必 要 があ る。すで に繰 り返 し述 べた ように、

その 際の 問題 は ただ単 に 「国境 を越 え る」とい う事 実で は な く、 それ に伴 って 生 じる多重

的 な帰 属や 多元 的な ネ ッ トワー クの存 在 であ った。 欧米 の研 究者 が トラ ンスナ シ ョナ リズ

ム概念 を導入 す る きっかけ となっ たの は、移民 の多重 的 な帰属 や多 元的 な ネ ッ トワー クを

対 象化 す るため であ ったので あ るか ら、 われ われ人類 学研究 者 は もう一 度そ こ に立 ち戻 る

べ きでは ないか。 なぜ な らば、 トラ ンス ナ シ ョナ リズム研究 の可 能性 の うちの相 当部分が

すで に人 類学 以外 の分 野 で な されつ つあ るか らであ る。例 えば、「社 会 形態 論」と して の

トラ ンス ナ シ ョナ リズ ム研 究 は、社 会学 の分野 で しば しば取 り上 げ られて いる トピ ックで

あ る。 あ るいは 「文 化の再 生産 の場」と しての トランスナ シ ョナ リズ ム研 究、ある いは 「地

域 性 の再構 築」と しての トラ ンスナ シ ョナ リズ ム研 究 もカルチ ュ ラル ・ス タデ ィー ズの分

野で 盛 ん に行 われ てい る。 さ らに、 「政 治参加 の 場」と しての トランスナ シ ョナ リズム研

究 も、国際 政治学 や国 際関係 論 と して研 究 されてい る。 これ に対 し、二 重帰属 や多重 帰属

な どの 「帰 属 意識」やそ れ に ともな う生活 実践 の問 題 に関 して は、 人類 学以 外 の他 の分野

で はあ ま り研 究 されて いな い。私 たち人類 学研 究者 は、他分 野 でほ とん ど研 究 されてい な

い よ うな、 多元 的帰属 意識 とそれ に伴 う生活実践 の 問題 に焦 点 を当 てるべ きで はない だろ

うか 。そ れ こそ が、 トランスナ シ ョナ リズ ムある いは トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィとい う概念

を人類 学 にお いて もっ とも有 効 に活用す る道 だ と私 は考 える。

[うえす ぎとみ ゆ き ・成城 大学教授]
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歴史、 アイデ ンテ ィティ、記憶の巻 きついた力◆

ヴァレンタイン ・ダニエル

(松川恭子/田 口陽子訳)

この、い ささか 野心 的な論 文で は、暴力 ・痛 み ・記憶 ・歴 史 とア イデ ンテ ィテ ィにつ い

て、 い くつ かの間題 を提起 し、 読者 の皆 さん と共 有 しようと思 う。 その さいに、三 つの ミ

クロ な出来事 に焦 点 を絞 る こ とにす る。 それ らの 出来事 は、1963年 の12月 か ら1987年 の

9月 の あい だにス リランカで起 こった もの であ る。

1.三 つ の 出 来 事

1-1.出 来 事1

第一 の出 来事 は、 なん どとな く思 い出 されて いる もので あ り、幼 な じみのス ニル ・ジャ

ヤ シ ンハ(Sunillayasingha)の 記憶 に もとつい てい る。 私 たちが知 り合 った と き、ス ニル は

高原 の町ナ ワ ラピテ ィヤの高校 の事務 員 だっ た。彼 はデキ ンダの村 で育 ち、彼 の父親 はそ

の村 の村 長 であ った。 ナワ ラピテ ィヤの 町か らデキ ンダへ続 く道 は曲が りくね り、 ラヴ ィ

ンズ ク レイグ とよばれ る茶農 園 を通 ってい た。 あ る 日、や っ と5歳 にな った頃 のス ニルが

父親 と一 緒 に この道 を通 って家 へ 向 か って いた と き、ス コ ッ トラ ン ド人 の農 園監 督官 が

モー ターバ イク に乗 っ て通 りかか った。監督 官 を見 て、 スニ ル と.父親の数 フィー ト先 を歩

いて いた タ ミル 人の 農園労 働者 た ち(ク ー リー)は 道 の端 に寄 り、実 質 的 には脇 にあ る浅

い溝 の 中 まで退 い た。そ して監督 官が 通 りす ぎる ときには、 タミルのプ ラ ンテ ー シ ョン労

働 者 たち は右手 を額 にか ざ して、 うや うや し く 「サ ラー ム」と敬礼 した。 スニ ル と父 親 も

◆ 本論文 は、2004年6月11日 に トランスナシ ョナリテイ研究セ ミナー(於 大阪大学大学院入間科学研究科)で 発

表されたものが元 となっている。
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道の横 に は寄 った もの の、 タ ミル人 た ちほ ど端 までは避 けなか った。 さらに彼 はその監督

官 に対 して、敬 礼 も慣習 的 な 「サ ラーム」の挨拶 も しなか った。 監督官 は一 度彼 らの横 を

通 り過 ぎた もの の、モ ー ターバ イクの 向 きを くる っ と変 えて引 き返 し、 ス ニルた ちの前 で

突 然 止 まった。 言葉 を倹 約す る男 で あ った監督 官 は、薄 い唇 の片 端 を怒 りで ね じ り上 げ、

スニ ルの父親 の顔 を平手打 ちに した。父親 は よろ けて地面 に倒れ た。 モー ターバ イ クの勝

利 の雄 た けび と共 に、襲 撃者 は去 ってい った。 タミル人の労 働者 が類 まれ な気 遣 い と親切

心 か ら、ス ニルの 父親が起 き上 が るの を手助 け した。

それ は1952年 の こ とで、 島国 は独 立4周 年 を迎 え てい た。 イギ リス人 の支 配 者層 は、

す で に シンハ ラ人 とタ ミル人 の親英 派 に取 って替 わ られて いた。 しか し、茶 園の おお くは

イギ リス企 業 に よって所 有 され てお り、管 理運 営 を行 って いた の はイギ リス 人で あ った。

スニ ルの父親 の県 か ら選 出 された シ ンハ ラ人国会 議員 の一 人 も、 その親 英派 エ リー トの 一

員 だ った。 と もか く、市民 の権 利の擁 護 と村 長 の名誉 をま もるため、 スニ ルの父親 は イギ

リス人 か ら受 け た侮 辱 に対 す る賠償 を求 めて、 その県 の国会 議員 の とこ ろへ赴 い た。彼 は

そ の政 治家 に冷 淡 にあ しらわれ たが、 そ れは思 慮深 く計 算 され た ものだ った。 次 に彼 は、

県 判事 の も とへ 出 向い た。 スニ ルの 父親 と面会 した と き、 判事 は清廉 さの ため 身体 が 強

ばって いたが 、訴 え を聞 いた後 は優柔 不断 さの ため に硬 直 して しまっ た。結局 、行 政官 は

彼 の説 明 では な く、 その 出来事 の 「欽 定版」を信 じる こ とを選 ん だ。 これ もまた、思慮 深

い行 動 であ った。 「君子、危 う きに近寄 らず 」("Discretionisthebetterpartofvalorl')〈・訳注1>と

い うこ とわ ざが示す 思慮深 さで あ る。

この 出来事 はスニ ル に非 常 に深 い影 響 を与 え た。ス ニル は この話 を私 にな ん ども話 して

聞 かせ、 息子 の ウパ リには さらに絶 え聞 な くこの話 を刻 印 した。 ウパ リは、 なん ど も同 じ

話 を 聞か され る こ とに とて もい らだ って、「お父 さん、 また あの昔 話1」("ThaththathaIna

araparanakathavamar)と 不 満 を言 った もの だ。

一方 ス ニル も、息 子 は この話 を理解 して い ない し、真 剣 に 聞い てい な い とい らだ って

い た。「私が この ことを なん ど も伝 え よ うと して い るに もかか わ らず、 息子 は まっ た くわ

か って い ないの だ」とスニ ルは い う。 実際 問題、 ウパ リはこの話 を父 親か らの み な らず小

さい と きに直接 祖父 か ら も聞い てい たのだ。 彼 は、事件 は知 って いるが 、詳細 につ いて は

全 く覚 えてい ない と認め る。む しろ、 この話 は彼 に、父 親 と祖 父が 被 ったな にか痛 まし く

屈辱 的 な もの に対す るあ い まい な感覚 を与 えるの だ。知 識や 記憶が あい まい だ とい うこと

は、 それ らが彼 に なんの影響 も与 え ない とい う意 味で はない。 実際 に、 ま さにこの話 こそ
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が彼 を変 えて しまった のだ。 私が1984年 の春 に彼 に会 った と き、 若い ウパ リは、復讐 の

念 に駆 り立 て られた、怒 れ る青 年 シ ンハ ラ仏教 ナ シ ョナ リス トにな っていた。

復讐 は、差 異や他 者性 が きわだ ってい る所 で のみ くすぶ る もの だ。 ウパ リが 成人す る ま

で に、 ヨー ロ ッパ の監督 官 た ちは すで に遠 くへ 立 ち去 って い た。 そ の ため、 差異 が あ て

はめ られ るべ き他者 は タ ミル人 だけ であ った。若 い ウパ リに とって、 タ ミル の女性 たち は

この差異 をもっ と も明確 に表す存 在 だ った。パ ステ ルカ ラー を好 む シ ンハ ラ女 性 とは異 な

り、 タ ミル女 性 は明 るい色 、 と くに黄、 赤、 そ して さ まざ まな色合 いの オ レンジ を好 む。

と くにオ レンジ色 の サ リー はマ リー ゴー ル ド(セ ンジュギ ク)の 異常 な明 る さを彷 彿 とさ

せ た。彼 にとって、 これ は狂気 の沙汰 で あった。 差異 は区別 を明確 に し、区別 は嫌悪 に形

を変 えた。 ウパ リが 、 タ ミルの プ ラ ンテー シ ョン労働者 とシ ンハ ラ人の村 人 とのあ いだ に

明確 な違 い を認 め た ところ に父 のス ニルが見 出 したの は、 アイデ ンテ ィテ ィの分離 に他 な

らなか った。
モラルヒランドスケ　プ

心 の 風 景 を見 渡 し、非 シ ンハ ラ、非仏 教徒 の不 純物 をス リラ ンカは浄 化 しなけれ ば な

らな い とウパ リは確信 す る にい たっ た。 回施 状 の論理 と選択 され た楕 円 に よれ ば、不純 物

とはす べ ての タミル人 を意 味 した。 「すべ ての タ ミル 人」とは、ず っ と以 前 に、倒 れ た彼

の祖 父 を助 けたあの タミル人労働 者 の子 供や 孫 を も含 んでい た。

復 讐 に駆 り立 て られた怒 りが彼 の胸 中で渦 巻い てい ない と きに は、彼 は押 し寄 せ る空 虚、
モ ラ ル コラ ン ド ス ケ 　 プ

傷 つ け られた 心 の 風 景 の中 で支 え きれ ないな にか を感 じた。 表面 が傷 つ け られ てい よう

が なか ろ うが、で こぼこ した山岳地 帯 を横 断 面で見 る こ とがで きれ ば、だれ もが、火成 で、

堆積 して、塊 りとなって いる変成 岩 の層 を確 認す るだ ろ う。 そ こには、特 別 な慈 悲、個 人

の愛 、美 しい 良識や忍 耐 の跡 が 断層の ように横 切 って いるの を見つ け るこ とが で きるのだ。

1-2.出 来 事2

第二の 出来事 は、私 が高校 生 の ときに ジャフナ半 島の北 部 にあ るヴ ァ ッ ドゥコ ッダイの

村 で 目撃 した もの であ る。そ れは、1962年1月 の涼 しい夜 の こ とだ った。年 配 の男性、 主

に学 校の先 生 たちが数 人で溝 に腰掛 けて話 を して いた。私 は、彼 らの会話 の内容 のおか げ

で 、そ の 日を とて も詳 し く覚 えてい る。 その 話 は生徒 た ちを引 きつ け る のに 十分興 味 深

か った。 われ われ は盗 み聞 きで きる よ うに近 くをぶ らぶ らしていた。 それ は、生徒 の なか

で だれ がそ れぞ れの教科 で十分 な成 績 を とって 「学校 の特別 賞」を手 にす る資 格 を得 る こ

難 ・ラ脚 ・臨 簿 鱗
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とが で きるのか に関す る話題 であ った。教 師 の一人 が生徒 の名 前 を漏 ら しそ うにな った と

き、 シ ンハ ラ人 の警官 を満載 した警 察 のジー プが彼 らの前 に現 れた。 そ こにい た教 師 の一

人 は、地域 の治安 判事 の ヴ ィナヤ ガム ルテ ィ氏 で あっ た。 ジープが彼 らに近づ くと、 た ま

た ま葉 巻 を くゆ らせ ていた判 事 を除い て、全 員が立 ち上 がっ た。 ジープ はけた た ま しく音

を上 げて停 止 し、兵士 が判事 を ジープ の ところ まで来 る ように呼びつ け た。将校 は判事 に

名前 を尋 ね、判事 は迅 速 にそれ に答 えた上で 自らが 治安判 事 であ る とい う事実 も付 け加 え

た。将 校 は ジー プか ら降 りて きて判 事 の顔 を平 手打 ち し、次 に軍の将校 を見た ときには必

ず起 立す る ように告 げた。兵 士た ち は、 こう した テロ行為 に習 熟 してお り、い い タイ ミン

グ で実行 したが 、そ れで も ときた ま行 なわ れ るにす ぎなか った。 しか し20年 後 に は、 か

つて は軍隊 のメ ンバー が独 占 して いた暴 力的行為 は、 はるか に一般 的に共 有 される よ うに

な り、地域 のゲ リラ兵 士や、 公式 ・非公 式 な民兵、 さ らには一 般市民 までが行 な うよ うに

な って い た。1962年 に は、そ うい った行 動、 と くに市民 に よる もの に対 して 、居合 わせ

た市 民 は衝 撃 を受 け て沈 黙 した もの だが、20年 後 に は、 同 じテ ロ行 為 が、 見物 人 の拍 手

喝 さい を受 け る ようにな ってい た。

ヴィナヤ ガムル テ ィ判事 に対 して起 こった よ うな事件 は、続 く20年 間に渡 って頻発 す る

ことに なっ た。 イー ラム(「タ ミル ・イー ラム解 放 の虎」、LiberationTigerof㎞ 且Eelam,以

下LTTE)を 設立 し、 不正 に対 して復讐 す るため に武装 した タ ミルの兵 士 たちの こ とを、 お

そ ら くヴ ィナヤ ガムル ティの子 どもたち と呼べ るだ ろ う。彼 らはお互 い に解 決 も和 解 も見

出せ なかっ たが 、現実 は耐 え られ ない と知 った上 で生 きて いた。 ヴ ィナ ヤガムル テ ィ氏 は、

軍隊が彼 の村 に火 をつ けた 日の前 日に亡 くなった。彼 は幸 運 だった。 息子 が井戸 に隠 れて

いる 問にス リラ ンカ政府軍 の兵士 に よって撃 たれ るの を見 る まで生 きてい なか った。 それ

に息子 の体が 、息子 と歳 の変 わ らない若 い シ ンハ ラ人兵 士 たち に よって、丸太 の よ うに引

きず られ、な にか黴 の よ うな もの に覆 われ た遺体が、火 にかけ られるの を見ず にすん だのだ。

1-3.出 来 事3

第三 に、最 近の 出来事 を、私 の著作 『焼 け焦 げた ラ ラバ イ』か ら引用 す る[1996:183コ 。

イ ン ド兵 が平和 維持 の ため に ジ ャフナ にや って きた と き、 シ ョー バ は10歳 だ った。

私 が シ ア トル で彼 女 の弁護 士 と共 に彼女 に会 って イ ンタ ビュ ー した と き、 彼女 は13

148 簍餓磁蕎鱗馨轍葛顎藤戦犧囈s裟軽驚麗繍 《轍i翠i宅i鴨£龜毒轟・艶亀(絶



歳 だ った。彼 女 に よる と、 ジ ャフナの市 民 が花輪 を もって歓迎 した イ ン ド兵 た ち は、

数 ヶ月の うちに イー ラム人 民 革命解 放 戦線(EPR正F)に 加 わっ てい る者 を除 い て、全

市民 の敵 となった。EPRLFは 、社会 主義 的平等 を原則 と した国家 の樹 立 を構 想 した諸

組織 の なかで、抜 きん出 た存 在 だ った 。平等 原則 とは、 すべ ての カース ト、男女 、 あ

らゆ る地域 の タ ミル 人 とシ ンハ ラ人 に とっての平等 で あ る。 しか し、 イ ン ド軍 の上官

か ら銃 と命 令 の力 を与 え られ る と、 とくに下 層の幹 部 は権 力 に酔 い しれ、 市民 を威 嚇

しなが ら町 をパ トロール した。EPRLFの 将校が 車 に乗 る と、他 の乗 り物 は道の端 に寄

せ られ な ければ な らなか った。 敬意 を示 さない もの は連 れて いか れて罰 せ られ た し、

そ の場 で ぶ ちの め され る事 もあっ た。公 にEPRLFを 支持 して い ない両 親 を持 つ子 供

た ち は と くに、制 服 を着 たEPRLFメ ンバ ーた ち と出 くわす こ とを恐 れて い た。彼 ら

は普段 、道 の端 やわ き道 を選 ん で 自転車 で通 学 していた。 あ る 日、 シ ョーバ と友達 が

アヌ シュヤ とい う名前 の女 の子 の言 った冗談 に笑 いなが ら自転 車で学校 か ら帰宅 して

いた とき、EPRLFの 指揮 官 とその部 下た ちが やっ て くるのに遭遇 した。冗 談 を言 った

少女 は シ ョーバ の親友 で、 ク ラス の人気 者で とて も賢か った。 シ ョーバ と友 人 たちは

武装 兵士 の姿 を認 め る と、恐 怖で ギ ョッと し、 自転 車の サ ドルか ら飛 び降 りた。 しか

し、 アヌ シ ュヤ だけ は、す ぐに 自転 車 を道路 の端 に向 けた ものの、驚 きの あ ま り自転

車 に また が った ままで、 さっ きの浮か れ騒 ぎの笑顔 も顔 に凍 りつい た ままだ った。 部

下 の ひと りが アヌ シュヤ を 自転車 か ら引 き降ろ し、 他の男 が 自転車 を道 の端 に投 げつ

けて打 ち壊 した。 指 導官 は、 アヌ シュヤ を押 さえつ けて いた男 に、彼 女 を畑 に連 れ

てい き地 面 に跪 かせ る ように命令 した。 シ ョーバ と友達 がそ の恐怖 の場 面 を見 てい る

間、 指 導官 は彼 女 た ち に尊敬 、 革命 、 そ してEPRLFに つ い て講 義 した。 そ して跪 い

た少 女の 方 に向 き直 って、 首 を撃 った 。 シ ョーバ は、吹 き飛 ば され た動脈 が ど くど く

と血 を噴 き出 してい るの を見 た。指 揮 官 は銃 をホ ルス ター に収 め て、 「これ を教 訓 に

しろ」といっ た。 子供 た ちは、パ トロール を再 開 した兵士 た ちに聞か れ るの を恐 れて、

黙 って涙 に むせ び なが ら自転 車 を押 して家 に帰 った。

2.権 力 の詩学

イ ギ リ ス の 詩 人 、 ジ ェ フ リー ・ヒル(Geo缶eyHiU)に よ る 「マ ー シ ア讃 歌MercianHymns」

聽 卜淋 ナシ・ナ腎 ・蹴 149



と呼 ばれ る長編 の詩が あ る。 これはあ る王、 イ ング ラ ン ド中西 部の 中世 の王国 マー シアの

王 につ いて の詩 であ る。王 の名前 はオ ファ(0価)と いい、彼 の統 治 は8世 紀 半 ばか ら9世

紀半 ば まで続 いた。彼 はそ の 当時 自身 で作 り上 げた伝説 とな り、 イギ リス人の想 像 の世界

に今 なお生 き続 けて い る。 そ こでの オフ ァは、 イ ングラ ン ド中西部 の卓越 した 守護神 とみ

なす の が、 お そ らく もっ とも有 益 な位置 づ け だ ろ う。 彼 の支 配 は8世 紀 半 ばか ら20世 紀

半 ば まで続 い た し、 それ以 降 も続 い てい る。 これ は伝説 と神話 の創 造で あ り、 オ フ ァは権

力 の追求 のため に伝説 を利用 したのだ 。 これか らオ フ ァが若 い生徒 として記述 され てい る

幾つ かの節 を引用 しよ う。

ガス タンク、原野 の 中の赤褐 色。水 車 の堰 、静 か な泥灰土 の池 。 うな ぎの群れ。 蛙 の

卵 。彼 はか つ て枝 と半分 の レンガでそ の一群 を攻撃 した のだ。 そ して静寂 と沈黙 に背

を向 けたの だ。

クール レッ ドは彼 の友 達 で、戦 闘機 が失 わ れた あ の 日の後 で す ら、友 達 の ま まだ っ

た。複 葉 機 だ った、 時代 遅 れで か けが えの な い もの。重 くて無 愛想 な銀 の2イ ンチ。

クー ル レッ ドはそれ を回転 させ る。 ゆ っ く りと教室 の床 の穴 を通 っ て、ね ずみ の糞 と

硬 貨 の中 に。

放 課後 、彼 は恐怖 で にや にや して いる クール レッ ドを古 い石 切 り場 の下 に誘 っ て、金

を ま きあげ た。 そ して クー ル レッ ドを見捨 て、彼 は何 時間 ものあ い だ、静 か に独 り

で、 うち棄 て られ た彼専 用 の、 アル ビヨ ンとい う名 の砂 トロ ッコで旅 をした。

うな ぎ と蛙 の一 群へ の、 また 「恐怖 で にや にや して い る」友達 の クー ル レ ッ ドへ の攻 撃

とい う男子生 徒 ヒー ローの暴 力行為 に よ り不吉 な魅力 を喚 起 した後、 詩入 は少年 の激 しく

荒廃 した孤独 な力 を、 あ る種 の想像 上 の創始 者、 もし くは神 の出現 として賞賛 して いる。

2-1.幼 稚 な権 力

これ ら三 つ の物 語 に共 通す るい くつか の テ ーマ が ある。 第一 には、 三つ の物 語 すべ て

にお い て、権 力 の行 使 は、不 安 と未 熟 さか ら成 るは か ない混 合 物 であ る こ とを暴 露 して
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い る。 ス コ ッ トラ ン ド人、 シ ンハ ラの警 官 、 そ してEPRLFの 指導 者 は、 異 な っ たオ フ ァ

王 の 出現 であ る。幼稚 な残 虐性 の要素 は、 当時 の ス リラ ンカ共 和 国の 大統 領、凪.ジ ャヤ

ワル ダナ氏 にお いて も見 られる。彼 は 自らをプ ラクマ マパ フ大王 の血筋 を引 く、 第183代

の ス リラ ンカ君 主 だ と確 信 してい た。彼 の祖 先 は数 世代 さか のぼ れ ば南 イ ン ド沿 岸 の ム

ス リムだ とい う うち消 しが たい噂 に もかか わ らず。 当時 の首相 で、 ジ ャヤ ワルダナ氏 の後

にその地位 をつ ぐこ とに なって いた プラマ ダサ氏 もまた、幼稚 な畜 生の よ うに権 力 を危 険

に行 使 して いた。彼 は実 際の、 あ るい は想像 上 の ライバル た ち を暗殺 した だけ では な く、

1980年 代 後 半 と1990年 代前 半 には、IVP(lanarthaVimuktiPeramuna,人 民 解 放戦 線)に 属

してい る と疑 い をか けた シ ンハ ラ住 民 の地域 で恐 怖 の治世 を引 き起 こ した。IVPは ウル ト

ラ ・シンハ ラナ シ ョナ リス ト政党 で プラマ ダサの政 策 に反抗 してお り、彼 ら自身で も多 く

の暗殺 に手 を染 めて いた。 プ ラマ ダサ もまた 自 らの低 カース トの出 自 を恥 じて お り、上 流

階級 の出 身であ る ように構 成 され た 自伝 に よって、躍 起 にな って出 自を置 き換 え よう とし

てい た。 あの男子 生徒 、オ フ ァが 、ア ル ビヨ ンとい ううち捨 て られ た砂 トロ ッコに乗 って

一人穏 やか に旅 に出 た とす る と
、 ジ ャヤワル ダナ とプ ラマダサ は、彼 らの遺 棄 された想像

力 と実践 のなか で、ス リラ ンカ国民 の権利 の上 に蹄鉄 をつ けて またが った のだ。

2-2.認 知 へ の 欲 求

第 二に、 一見 した ところ では、 三つの物 語 はへ一 ゲル の主 人 と奴隷 の寓話 を体現 して い

る と思 わ れる。 それ ゆえ に認知 の獲得 の重 要性 、 も しくは、 奴隷 に 自 らの権力 が 間違 って

認知 され るの で はな いか とい う支配者 の想 像上 の不 安 を示 して いる。 この 寓話 に よる と、

ふた つの等 しい意識 が初 め て偶 然 に出会 う。 出会 いの 前 には、そ れぞ れの意識 はそ の世界

にお いて、 問題視 され る ことの ない、そ れゆ えに疑 う余地 のない視 点 を保 持 してい た。 出

会い の結 果、彼 自身の世 界 の見方 につ い て疑 いが生 まれ、他者 に よる確 認 が必 要 とな る。

こ う して第 二の人物 が 第一の人 物 の見 方 を唯一 の正 しい もの として認知 す るこ とが要 求 さ

れ る。 第二 の人物 も、 自 らの見 方 を第一 の人物 に よって真実 であ る と認 知 され る事 を要求

す る。 しか し、 ふた つの 見方 は同形 で は あ りえ ない ので、 そ の差 異 はふ たつ の意 識 の 間

で、疑 う余地 の ない優 位性 をめ ぐる争 いが 生 じ、 死 を引 き起 こす。 勝 ち残 っ たほ うが支配

者 にな り、勝 ち残 った意識 が真 実 だ と認知 す るこ とで敗 北 を認め たほ うが奴隷 に なる。 し

か し、 これ はあ ま りにもおお きな犠牲 を要 求す る勝利 であ る。 なぜ な ら、 ここで追求 され
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た種 類 の認識 は、真 実で快 く応 じるよ うな、あ るい は 自発的 な、 人間的 認知 であ るべ きだ

か らだ。拘 束 の下 での認知 は、 自由に到達 す る認 知 では な く、そ れゆ えに最 も高い段 階 の

認 識、 厂人 間的」な認識 で あ る とは認 め られ ない し、 単 な る獣 の認識 で もない。 この他者

の認 識 の真 実性 に関 す る不 確 か さは、 まさにヘ ー ゲルが 「死 して倒 れ る までの戦 い 」("the

battleuntodeatK')と 呼 んだ もの に帰 結す るの であ る。

シ ョーバ によっ て語 られ た三番 目の 出来事 にお いて、 死 して倒 れる まで戦 いは、 ま さに

文 字通 り起 こっ た こ とで あ る。 そ こ におい て、 支配 者 が 図 らず も手 に した もの は死体 の

認識 の みで あっ た。 こ との本 質 は、文 字通 り、す べ ての立 場(ス リラ ンカの軍 隊 と タミル

イー ラム解放 の虎)の 殺 人が 、手 に してい る もので ある。 それ は物理 的 な死 者 、あ るい は

さ らに不吉 な こ とには、 道徳 的 な死 者 に よる権 力 の認 知 であ る。 これは、 認識 が 全 くな

い の と同程 度で あ る。 もちろ んへ 一ゲ ルの寓 話 におい ては、避 け る ことが で きない として

も、 討論 や議論 に よる弁証 法的 な戦い に よって、 この逆 説的 な結末 は変 え られ る。 それ ら

の戦 い は しば しば儀礼 の形 に具現 化 され、殺 人や死 を防止す る もの と想定 され てい る。

上 記 の寓話 に よって われ われ は記述 され た三 つの物 語(と くに一 番 目と三 番 目)を あ る

程度 理解す るこ とが で きるが、 い くつ か の克服で きないアポ リアが 生 じる こ とも避 け られ

ない。 も し、 その 限界 を しば し括 弧 に入 れ てお くこ とが で きる な ら、 主 人 と奴隷 の 弁証

法が 機能 す るあ る道筋 を発 見 で きるだろ う。 一番 目と三 番 目の 出来 事 におい て、権力 の認

知 と他 者 が権 力 を 間違 って 認知 す る事へ の不安 は、空 間 の専 有 の イメー ジに支 え られ て

いる。 支 配者 の ため に、 人 は道 を開い て通 路 を あけ、 道 の最 端 に よ り一 溝 にまで 入 っ

て一 支配 者 がそ こを通 る の に必要 な空 間以上 の もの を引 き渡す 。 それ らは権力 と不安

の、疑 い と不確 実性 の、権 威 と権 威 の喪失へ の恐 れ を表 示す る イメー ジで ある。

支配者 は、権 力 や地位や 権威 の安全 が空 間 によっ て保 証 され てい ない と感 じると き、屈

辱 を与 え る とい う手段 に訴 える。初 めの ふたつ の物語 にお いて、屈 辱 の手段 とそれ に対応

す る と想 定 された賞 賛 は、 平手打 ちに よって達成 され た。南 ア ジア全体 にお いて、平 手打

ちは蹴 りにつ い で屈辱 を与 える力 を持 って い る。 平手打 ちを受 けた もの は文字 通 り 「面 目

を失 う」。 学校 の教 師は以 前(そ して場 所 に よって は今 で も)逸 脱 した、 あ るいは行儀 の悪

い生 徒 を平手打 ち した ものだ し、両親 は子供 を、 警官 は容疑 者 を、 そ して と きには夫が妻

を平 手打 ちす る,そ れ ゆえ に、打 た れた者 は、一 撃 で、子供 や犯罪 者や 女性 に変 え られ て

しまうのだ(も しその人 がす でにそ うで はなか った と した ら)。
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2-3.メ モ ロ ペ イ ン(Memoropain)

第 三 に、 痛み と痛 み の記憶 は存続 し、世 代 か ら世代 へ と継 承 され る。 ときに は危 険 に修

正 され た形 で現 れ、 心理 学 的 に、 または心 理社 会 的 な抑 圧、 転移 、投 射 の過 程 に よっ て

変形 されて しまっ て いる。 父親 の 罪 は息子 に受 け継 が れ る とい う、 聖書 の 詩句 に皮 肉 な

ね じれ を加 えれ ば、 父親が こうむ った痛 み は息 子 に受 け継 が れ る(そ して孫 に も とい う こ

とにな る)。 ヴ ィナヤ ガム リテ ィ と軍 人 や ウパ リジ ャヤ シンガの祖 父 とス コ ッ トラ ン ド人

のケ ースで は、 その罪 の現 われ は痛 み と記 憶、正 義へ の探 求か らな る複 合体 で ある。そ し

て、実現 不可 能 な文 化 的企図 にお いて破壊 的 なナ ルシ シズムの形 をと り得 るのだ。

厳密 な意 味で、 われ われ は過 去 を記憶 して いない。 む しろ、 われ われが覚 えて いるの は

現在 で あ る。 つ ま り、 われ われ は過 去 か ら現在 の状 況 に まで継 続 して生 きてい る もの を

「覚 えて」い るの であ る[Fabian1996]。 わ れわ れ は過 去 を考 え、過 去 につ いて学 ぶ。 つ ま

り、 われ われ はあ る批判 的 な手川頁を元 に して、 過去 を構 築 し、 また再構 築 して い るの だ。

これ を示 す モ ッ トー と して、 「今 を記 憶 し、過 去 を思 え」("Rememberthepresent,thinkthe

past2')があ る。 「私 は覚 えて いる」(Jemesouvirns:ケ ベ ックのモ ッ トー)が 関連 してい るの
リメンバリング

は現在 の主観性 であ り、 思 われ る過去 で はな い。 ほ とん ど常 に、歴 史 的理解 が 「回 顧 」と

して描 かれ る と き、 われわれ は現在 にお け る、 また ひ とつ の もっ とも らしい集 合的 アイ デ

ンテ ィテ ィを促 進 させ る試み が進行 中で あ るこ とを想 定す る ことがで きる。

しか しなが ら、痛 み、 本 当の痛 みの理解 は、実 際 に世代 間 に受 け継が れ る。 そ の うち に

な にか新 しい もの と結合 した痛 み は、「メモ ロペ イ ン」(memoropain)と い う新 造 語 を必要

とす る。そ して、 フ ロイ トが われ われ に教 え た ものが あ る とすれ ば、痛 みの記 憶 は観 念 的

存 在 では な く具体 的実践 だ とい うこ とだ。 痛み の記憶 と記憶 の痛 み は相 互 に内在 し、 レイ

モ ン ド ・ウイ リアムズ が感 情 の構 造 と呼ん だ もので 強 く結 びつ け られ てい る。厳 密 に は、

これ を 「痛 みの記憶 」と呼ぶ こ とで、 た とえ 「痛 ましい記憶」と して もなお、構 文上痛 み と

記憶が 二つ の独 立 した対象 物 であ るかの よ うにな って しまう。私 の主張 で はそれ は一つ で

あ る。 ウパ リに とって、彼 の メモ ロペ イ ンは抑圧 によって形 を変 え られ、正義 、そ れ も復

讐す る正義 を伴 った 強迫観 念 を提 供す るこ とにな った。す べ ての外 国人(彼 に とって これ

は主 に 「すべ て の タ ミル人 」を意 味す る のだ が)を 排 除 し、ス リラ ンカが 再 び純粋 な シ ン

ハ ラ人/仏 教徒 の国家 にな った とき、痛み が癒 され る と、彼 は信 じて いた。 ああ、無 情 に

も彼 の記憶 は深み に はま り、安 息 を知 らない のだ。
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2-4.屈 辱 へ の復 讐 、 ナ ル シ シズ ム と文 化 事 業

第四 に、彼 らの父親 の受 けた屈 辱 に対 す る復 讐 を果 たそ う とす る意思が 、シ ンハ ラナ シ ョ

ナ リズ ムの場合 と同様 に、 イ ーラム の事 業 の推進力 とな った。 ウパ リの事 例 は多 くの点 で

もっ とも明 白であ る。一方 で、彼 は祖 父 の屈 辱 の痛 み を共有 し、負 担 してい た。 しか し も

う一 方 では、彼 自身の父親 、 スニル ・ジャヤ シ ンハの痛 み を否定 し、そ の痛 み に対 す る権

利 を けなす ことで傷 つ けて いる。 私 は ここで十分 に詳細 な議 論 を展 開す る時 間が ないが 、

この父親 に対す る行為 は父 親殺 しの行 為 と同等 であ る と主張 したい。人 は罪 を犯 さず して、

文化 事業 に対す る深 い情熱 的 な愛 着 を育 てる こ とは で きない。ハ イパー ・ナシ ョナ リズ ム

とは、 そ うい った文化 事業 で ある。 それ は、 自己愛的要 求 に仕 えるため の罪悪 か ら生 まれ

た文 化事 業で あ る。祖 国 の分離 のた め に戦 って いる タ ミル の軍事 的強硬 派 もそれ程違 わな

い。 彼 らは父親 の世代 に用 い られた、 非暴力 的抵抗 とい う政 治的方 法 を軽 蔑す るだ けで は

な く、 その世代 に属 す る幾 人 かの個人 を暗殺 す る とい う;地点 に まで至 って しま った。

ウパ リは、 自らのア イデ ンテ ィティ を父 や祖父 の救 いの な さに見 出 して いる。父 の無力
モ ラ ル ロラ ン ド ス ケ 　 プ

を軽 蔑 し、祖 父 の無 力 に対 して は復讐 心 を燃や し、 頻繁 に 心 の 風 景 を眺 めて は、彼 を無

力 に した敵 を探 した。 自己同一化 の過 程 におい て、彼 もまた克服 しなけれ ばな らない無力

さを共有 す る ようにな る。 彼 は彼 の祖 父 と一方通 行 の協 定 を結 んだ。 それ ゆえ に、 かれ は

復讐 の役 割 を演 じる ことに なったの だ。無力 に打 ち勝 つ事業 は、敵 を追 い求 め るこ とか ら

始 まった。そ して、 実際 の敵 を位 置づ け る事 が 出来 ない うちは、 身代 わ りを見 つ ける。 身

代 わ りが単独 で弱 そ うで あれ ば、彼 もし くは彼女 を殺 すの だ。 そ して ウパ リ と同様 に、 シ

ンハ ラ人の 政治家 も、祖先 に多 大 な屈 辱 を味 わわせ た 「敵 なる異 人」に対 して いか に行動

す るか とい う事 に関 して、 過去 の亡霊 と協 定 を結 ん だ。 も し敵 なる異人 が見 つか らなか っ

た り、 あ ま りに遠 くに いて困 難な ときは、仲 の悪 い 隣…人か 国内 の異 なる民族 集団が 対象 と

なるだ ろ う。復 讐 の事業 が始 まっ てす ぐに、 いか にそれ を終 結 させ るのか とい う答 えのな

い問い が生 じる。行 為 の一部 を 占める ような 問いで ある。 そ して この 問い は、ス リランカ

の政治家 が、 そ して国 自体 が予 期 してい ない ものだ った。

復 讐 の事業 をへ 一ゲ ルの弁証 法 と関連付 け るため に、二番 目の事 例 に戻 らな ければ な ら

ない。 ここで は、 ヴ ィナヤ グムル テ ィ氏 の子 供 た ちや孫 た ちは、彼 らの 「父 と祖 父 の」痛

み と屈 辱 に対 して復 讐す る。 それ は、奴隷 を見つ ける こ とが可 能な至 る ところで、 そ の奴

隷 に対 す る主 人 にな るこ とで行 わ れる。 もし、 それ らの奴隷 が以前 の主 人 であ るな ら最 高
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だが、 そ うでなけ れば、無 邪気 な男子 生徒 が犠牲 に なるだ ろ う。暫 定的 にで はある が、 こ

う した弱 者 は、不 安 定 な支 配者 の膨 張 す るナ ル シシス テ ィ ックな 自己 の ため の手段 を与

え、場所 を用 意す る。 ここで は、 タ ミル人兵 士 の戦 いを必然 の もの と した イー ラム の文化

的 な事 業 その もので さえ も、 失 われ て い るか、 あ るい はそ の文 化事 業 自体 が あ ま りに も

多 くの余剰 となっ て しまって いるた めに、一 方で 罪 を克服す る事業 が行 われ てい る時で さ

え、 もう一方 では さ らなる罪 のため の地平 が広が っ てい る。

しか しなが ら、 イ ー ラム の まさ にそ の よ うな事 業 に対 す る、 あ るい は国 家 に対 す る

シ ョー バの応 対 の仕 方 は、 ここで は対 照的 な教 訓で あ る。 彼 女 は 「ネー シ ョン」を文化 的

対象 で あ り、危 険 な情 熱的愛 着 を育成す る、 あ るい はそ れ によ って育 成 され る もの として

見 た。 そ して、 最 も不 吉 な事 には、膨張 す るナ ルシ シズムが駆 り立 て られ るもの と して見

てい るのだ。 それ ゆえ に、彼 女 はそ こか ら逃 げ 出 し、二 度 と出会 わな くてい い ように願 っ

て いる のだ。

2-5.主 体 の構 成

第五 に、植民 地主義 と/あ るいはナ シ ョナ リズ ムの制 度 は、 特定 の主体 彼/彼 女 自

身を植民 地主義 とナシ ョナ リズ ムの 目的 に合 わせ て構築 す る ような主体一 を構 築す るた

めに痛 みを負 わせ た。 しか し、痛 み に よって構 成 され た 自己 は必ず しも構 成 された 自己で

はない。 それ は扇動 された 主体 ・自己であ り、 い くつ かの軌道 と目的論 を結果 として もた

らす か もしれない 。 もっ と も重要 なの は、 もし、痛 み が制度(植 民 地 主義 であ れナ シ ョナ

リズム であ れ)に よっ て 自己 を構築 す るた めに使 われ る とす る と、痛 み は権 力 と権威 の制

度か ら自己 を引 き離す ことに も使 われ る とい うこ とを覚 えてお かね ばな らない、 とい うこ

とだ。

私が これ まで述 べ た簡 潔 な所 見 にお いて 強調 した いの は、負 わ された痛 み の結 果 であ

る。 この結 果 は、す で にウパ リの祖 父 とイギ リス 人の話 のなか で紹介 した ように、 ま さに

複合 体 であ る。 つ ま りそれ は、記 憶、 回顧、 正義 の追求 か ら成 り立 つ複合 体で あ り、代 用

品 として働 くよ うな文化 事 業 を通 して、破 壊 的な ナル シ シズ ムの形 を と り得 る。

難 トランス鈴 ・ナ・ノ嬰・韈
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3.ヘ ーゲルの寓話における問題

支配者にとっての良い診断、「奴隷」にとっての悪い解決法

ヘ ーゲ ル 自身に よる主 人 と奴隷 の寓 話 で提示 された 問題 の解決 法 は、合 意 の袋小 路 で、

弁 証法 が頂点 に達す ると ころで もた らされ る休戦 で あ る。袋 小路 にお いて は、奴隷 が主 人

を必要 とす る の と同様 に(そ れ以 上で は ない に して も)、 「彼 の」世 界 を保持 す る ため、 主

人 が奴 隷 を必要 とす るとい う啓 発 された認 識が 訪 れ る。 同意 は(社 会 的)し きた りに ま と

め られ る。そ して、 いつ か は慣 習や儀 礼や 習慣 に固定化 され る しきた りが、社 会 の存在 を

可 能 にす るの であ る。ヘ ーゲ ルか らデ ュルケー ムへ の道筋 は まっす ぐに繋が って お り、 同

じくメモ ロペ イ ン とその軽 減 につい ての問 題 に直 接的 影響 を持 ってい る。 デュル ケー ム派

な らば、集合 的 意識 の さ まざ まな表現 に よっ て痛み の克服 が 可能 で ある とみ るで あろ う。

そ こで の社会 や共 同体 は、 その ような集合 的意識 の貯 蔵庫 で ある。 この論 理 は 「国 家の儀

礼 」と同様 に国家 を も含 む ところ まで拡大 されるで あ ろう。 そ こには表通 りの儀礼 と同様

に戦争 の儀礼 も含 まれ る。 しか しなが ら、 集合 的意識 は なにか他 の似 た ように構築 され た

意識 によって、 そ の ように認知 され なけれ ば、 な にもので もない 。

自身 で選択 したの であ れ、偶然 で あれ、彼/彼 女 自身 を、社 会 的に合 意 された解 決策 を

免 除 され てい る と見 なす 人 は、 デ ュル ケー ム のみ な らず、 彼 の知 的祖 先 で あ るヘ ーゲ ル

と、 その 主人 と奴隷 の寓話 に対 して問題 を提 起す る。痛 みの犠牲 者 の中 に も、 その ような

カテ ゴリー に属 す る人々が い る。そ の ような痛み の犠牲 者 に関 して特別 なの は、彼 らもま

た社 会秩序 の外 部か らひ とつのパ ース ペ クテ ィブ を獲得 し、 そ うす る こ とで、 権威 を相対

化 しメモ ロペ イ ンそ の もの を克服 す る異 なる方法 を追 い求め てい る点で ある。 それ はつ ま

り、 ヘー ゲル の認知 の構造 に基 づい てはい ない のであ る。

へ 一ゲ ルの認 知構 造 に組 み 込 まれ た 問題 とそ こで提 供 され る解 決法 の 典型 例 は、現 実

の、 もし くは潜 在的 な紛争 が存在 す る多民族 共 同体の アイ デ ンテ ィテ ィ ・ポ リテ ィ クス の

中 で入手 で きる諸 々の万 能薬 で ある。 ヘ ーゲ ルの視 点か らす れ ば、認 知へ の欲 求 は、(集

合 的 ・個 人的 な、多 数派 ・少 数派 の)す べ ての意 識 に共 有 され た欲求 で ある。多 民族 共 同

体 にお い ては と くに、 アイデ ンテ ィテ ィの認 知 は最 も危機 にさ らされ てい る もので あ る。

これ ぐ らいの こ とは、認知 規範 の構造 にお いて 自明で ある。

問題 なの は、 ア イデ ンテ ィテ ィが(そ れが存 在 す る限 りにお い て)通 常 の 人生過 程 にお
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いて は、決 して 固定 されて いな い とい うこ とで あ る。 しか しなが ら 「ア イデ ンテ ィテ ィの

危機 」は、 それ を定義 し境界 を定 め る と共 に、恒 久的 な アイデ ンテ ィテ ィを創 造 しよ うと

す る傾 向に ある。現代 世界 にお いて は と くに、 アイデ ンテ ィテ ィは流 動性 の 中にあ る。 メ

デ ィア にあふれ た世界 、 と くに西 洋 におい ては、毎 週新 しい アイデ ンテ ィテ ィに着替 えた

い人 にとって も十分 なア イデ ンテ ィテ ィが存 在 してい る。そ うい った世界 にお いて、 ダイ

ナ ミックな流動性 の 中での ア イデ ンテ ィティの要求 や デ ィレ ンマ に対 応す る には、ヘ ーゲ

ルの認知構 造 は非常 に鋭敏 で なければ な らない。少 数派 の文化 の新 たな形 成 は、 こういっ

た状 況 におい ては さ らに、気 づ かれ る ことな く裂 け 目に落ち る ことが多 い。 これは、 ア メ

リカの よ うな移民 社会 と同様 に、 ス リラ ンカにお いて も起 こ り得 るこ とで あ る。 この可 能

性 を恐 れ る集 団 は、 アイ デ ンテ ィテ ィを慣 習 や厳 か な古代 神 話 に対 す る主 張 を もっ て安

定 させ よ う とす る。生成 しつ つ ある、 ダイ ナ ミックな文 化 は(ほ とん どの文化 はそ うであ

るが)、 文化 と して ミイ ラ化 され うる。 自由主 義 的 な政体 に おい て は、 多 文化 主義 は 「う

や うや しく」表 通 りのパ レー ドで、伝 統 的 な祭 で、 服装 や料理 にお い て展 示 され る。多 く

の少 数 派集 団 自身(す な わち、 タ ミル人)も 、 この ミイ ラ化 の共 謀者 であ る。 その成 員 に

よって具 現化 された文化 の未来 の方 向性 は、 無視 され る。 固定 され て沈 黙 した イメー ジ、

すべ ての生 け る世 界か ら永遠 に引 き離 された もの に対 す る、た だ礼 儀 正 しいだ けの注 目を

好 む ことに よって。そ こで参 照 され るのは、卓 越 した伝統 とい うよ りもむ しろ、伝 統 の卓

越 であ る。

認 知 を勝 ち得 た際 にで も、そ う した認 知 は寛容 の形 を と り得 るだ ろ う。少 数派 文化 に対

す る寛 容 さ、 た とえ 関心 で さえ あ って も、望 ま し くな い属性 や 結果一 最 も一 般 的 なの

は、 永続 的 な文化 的 ヒエ ラルキ ー と自尊 心 を傷 つ ける よ うな偏見 で ある の多 くを容易

に包 み隠 して しまえる。最 も寛容 で 自由主義 的な政体 にお い て も、少 数派 の声 は耳に され

るが 聞か れず、 聞か れた と して理解 されず、理 解 された として も真 剣 に受 け取 られず、最

悪 の場合 は、 間違 った理由 におい て真剣 に受 け取 られ、 それ ゆえ に即座 に打 ち捨 て られて

組織 的 に破 壊 され る。 要約 す る と、 われ われ が最 後 にた ど りつ くの は、 あ る種 の庇 護者

ぶ った多数 派の慈 善行為 なのであ る。

そ ういった懸念 に向 き合 った と き、ヘ ーゲ ル派 の人 々は難 な くこの ような落 と し穴 を認

め るが、す ぐさまそ ういっ た危 険 に うま く対処 す るこ とを約束す る改 良 を付 け加 える だろ

う。 固定 された ア イデ ンテ ィテ ィの刑 に処 される事 は起 こ りうるが必 然で はない 、 とヘ ー

ゲル 派の人 々な ら言 うであ ろ う。 すべ ての集合体 の成 員 は、国 に よって、 あるい は さらに
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ひ どい場合 は 当該集 団の政 治的指 導者 に よって、 ア イデ ンテ ィテ ィを強制 的 に割 り当て ら

れ るの で はな く、 自由で動 的 で多様 なア イデ ンテ ィテ ィを創造 ・再創 造 す るこ とが可 能で

なけれ ば な らない。 チ ャー ルズ ・テ イラー は この 自由 を、集 団が彼 ら 自身 の アイデ ンテ ィ

テ ィを定義 す るため に必要 な精神 的 ・倫 理 的な空 間だ とし、 この 自由の承 認 は、 自由主義

政治 の核 であ りうる し、 またそ うで なけれ ばな らない と述 べ てい る。

さ らに、 自 由 主義 的 なヘ ー ゲル 派 の ア イデ ンテ ィテ ィ ・ポ リテ ィクス の視 点 か ら、

LTTEの よ うな武 装集 団に よ る暴 力 的 な解 放 紛争 を避 ける タ ミル 人 は、 アフ リカ系 アメ リ

カ人の故 国 に対 す る想像 力 の先例 に従 う事 で、暴 力以外 の道 を受 け入れ る こ とが で き るか

も しれ ない。詩 人で あるエ メ ・セゼ ールの ような個人 に よって表現 され たネ グ リチ ュー ド

運動 の指針 は、 ア フ リカを地理 的な空 間で も帰 るべ き故郷 で もな く、想像 の場 であ り、精

神 の状態 であ る とみ な してい る。ス リ ランカの タ ミル人 もまた、 イー ラム を回復 可 能 なア

イデ ンテ ィテ ィの場所 に とって の複雑 で強力 な比 喩で あ り、抑 圧 か ら解放 された未 来 を想

像 す るた めの手段 で ある と見 なす ことがで きる だろ う。 そ ういっ た想 像 の故郷 は タ ミル人

とその他 のデ ィアス ポ ラ的な集 団 に とって 、類似 した 目的 を与 える こ とがで きる だろ う。

しか しなが ら、 類似 した経験 を共 有 し同 じよう な選 択 を した シ ョーバ の よ うな人物 は、

ヘ ーゲ ル の認識 構 造 に適合 させ る こ とが で きない。彼 女 た ち は単純 にそ れ に合 わ ない の

だ。 さ らに、彼 らは、 ヘー ゲル の主人 と奴隷 の物語 か ら現 れ るいか な る解 決策 も主 人の解

決策 で あ る とい う こ とを見抜 い てい る。 実際 彼 らには、 政体 の中 で も最 も 自由主 義 的 な

人 々が演 じる承認 の弁証 法 が、 この点 におい て最 も狡 猾 であ る ことが 分か って いる。 自由

主義 的 な人々 は、単 に少 数 派の アイデ ンテ ィテ ィを承認 す るだけ では な く、そ の真正性 に

お けるア イデ ンテ ィテ ィを認 め るこ とに熱心 であ るか らだ。 そ して 「真 正性 」(authenticity)

は、文化 の停 滞状 態、文 化 的対 象 の博物館 化や 文化事 業 の 自己愛 的 な物神化 に専 心す る保

守的 な指導者 と同様 に、多 数派 の覇者 の特性 であ る。
ネ 　 シ ョ ン

シ ョー バ は 「国家一民族 」を文化 事 業 で あ り、 文化 の対 象 だ と見 な して い る。 そ して、

その 「国家 」が は ぐくむ非常 に危 険で情 熱 的 な愛着(あ るい は後者 によ って前 者が は ぐ く

まれ る)、 そ して もっ と不吉 な こ とに 「国家」が触媒 とな りうる ような膨張 した 自己愛 につ

いて分 か りす ぎてい る。 社会 的 な もの は認知構 造 に基 づ いて いるの だか ら、 タ ミル人 国家

の形 を とる社 会 的な ものが 、すべ ての痛 み を癒 す と考 えるデ ュルケ ー ム派 の タ ミル 人同胞

と見 解 を共有 して はい ない。 あ らゆる デ ュルケ ー ム派 は、 と くに儀礼 を痛 み の 「征 服 者」
ネ 　 シ ョ ン

と見 なす 。 そ して この論 理 は 「国家一民族 」の儀礼 を含 む ところ まで拡 大 される。 しか し
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ネ 　 シ ョ ン

なが ら、表 通 りの儀礼 と同 様 に、戦争 の儀礼 も また国 家一民族 儀礼 の真 正 な る一 部分 なの

であ る。 どち らの儀礼 も認 知 を追い求 め る。 しか しなが ら痛 みの犠牲 者 は、社会秩 序 の外

側 か らの視点 も獲得 し、 そ うす る こ とですべ ての社 会 的権威 やかれ らの意 識 を も含 むすべ.
ネ 　 シ ョ ン

ての権威 を相対 化 す る。犠牲 者 の中 には、 そ ういっ た国家一民族儀 礼 に よって約 束 された

社会 秩序 に再統 合 され るこ とを拒 む者 もい る。 シ ョーバ を含 むそ うい った人 々は、社 会秩

序 の外側 に立 ち、すべ て の権威 を相対化 す る。 さ らに、 彼女 たち は認知 され よ うと もしな

い。そ れは、 ア イデ ンテ ィテ ィ ・ポ リテ ィクスの 中心 をなす ので あるが。 すべ ての少 数派

は認知 を求 めるだ ろ うか。 も し、そ うす る者 が あって も、そ れは必 要 なのだ ろ うか。 だれ

の認 知 を彼 らは求め てい るのか。 多数派 に よる認知 だ ろ うか。

ヘ ーゲ ルの弁証 法 では、 二つ の等 しい 自己意識が お互 い による認知 を求 め る。 一方 が主

人 にな り他 方が 奴隷 にな るや否や 、後者 は前 者の認 知 を求め る。社会秩 序 の中 で主体 がそ

れ 自身の ため の認 知 を求 め る事 態 に至 る よ うな、 さ らな る並 べ 替 えが 起 こ る。 そ して も

し、 すべ ての社 会秩序 がそ うで ある よ うに、社 会秩 序が最 終 的に多数 派 と少 数派 で構成 さ

れ る こ とになれ ば、少 数派 が おそ ら く自 らのた め に 「選 ぶ」であ ろ うアイ デ ンテ ィテ ィの

選択 可能性 を決定す るのは、 多数 派で あ る。 ヘゲ モニ ー的 ななだ めす か し(指 導 で はない

に して も)に よって、少 数派 は 自分 の アイデ ンテ ィテ ィは 自分 自身の選 択 であ る と信 じる

よ うにな る。 自由主義 的政 治 に備 わっ た善意 の保 護 の説得 力 とは その よ うな もので ある。

しか し、多 数派 は基本 的 に、認知 しない こ とに関心 を持 って いる。少 数派 が 自 らの選択 を

主張 す るな らば、そ こで救 い出せ るの は、 たかだ か寛容 的、保 護的 な不承 不承 の認知 であ

ろ う。 そ して、 これ らすべ ての事例(非 認知 、寛 容、 保護)に お いて、 少数 派 のア イデ ン

テ ィティへ の理 解 はない。 それ で は、 なぜ認 知 は必 要 で、認知 に よって なにが与 え られ る

のか。 これ はなぜ アイデ ンテ ィテ ィが 政治へ のス ロー ガ ンになるの か を問 うも うひ とつの

や り方 なの か。 われ わ れ は、 アイデ ンテ ィテ ィな しで政 治 を考 え る事 が で きるの だ ろ う

か。 も しそ うだ と した ら、 結局認 知 を求め るの はなぜか 。 なぜ 認知 は主体 の アイデ ンテ ィ

テ ィの条件 で なけれ ばな らない のか。主 体 は主体 であ るため に認知 を必要 とす るのか 。そ

もそ も、 主体 とはい ったい なん であ るのか。
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4.パ ー ス=ニ ー チ ェ 的 代 替 案

顕在 的 あ るい は潜 在 的 にかか わ らず、民 族 間の暴 力 を考 え る うえで、別 の見 方 があ る。

シ ョーバの話 は そ うい った可 能性 を明 らか に して いる。私 が考 え る代替 案 とは、パ ース 的

洞察 とニー チ ェ的洞 察 の理論 的複合物 で あ る。

パ ース は、 自律 した個 人 とい うもの を、 た かだか 人為 的な ものだ とみ な した。 人間の個

エ 　 ジ ェ ン ト

人 とい うの は、意 図的 な思考 の起源 で はない し、根源 と しての行為 主体 で もな い。 デ カル

トの思考 す る主体、 あ るい は タブラ ・ラサ と しての コギ トも、 自律 した平等 な存在 と して

のヘ ーゲ ルの二 つ の意識 も、 フ ィクシ ョンで あ る。 人 間は習 慣 の束 で しか ない。動 的 で、

移 ろ いやす く、頑 固で、 弱 くて、激 し く、 一過性 で あ り、相 対 的 に永続 性 はあ るが、 はか

ない習慣 の束 で ある。 この宇宙 のすべ て の存在 は、有 機物 も無機 物 も、粗雑 な もの も繊細

な もの も、概念 も物 体 も、すべ て は単 なる習慣 の束 であ る。 しか しなが ら人 間 は、 良 きに

つ け悪 しきにつ け、 習慣 を変化 させ る とい う習慣 を持 つ こ とで 区別 されて いる。 これ は し

か し、数 多 くの習慣 の 中の ひ とつ であ る。 パ ースの とらえ方 は、 デ カル トの意図 的で 自律

した個 人やヘ ーゲ ルのふ たつ の平等 な意識 か らは程遠 い もので ある。 もし、 平等性 とい う
エ 　 ジ ェ ン ト

ものが あ った と して も、そ れ は単 に偶 然 であ る。行為 主体 の概 念 は、 この 「習 慣 を変 える

習慣 」の記述 としては、あ ま りに も崇 高す ぎる。場 所 と時 間、習慣 の諸 力 と機 会が 収斂 し、
エ 　 ジ ェ ン ト

人 間の習慣 変化 の習慣 を活 性化 させ る と き、 われわ れはそ れ を行為 主体 的モ ー メ ン トと呼

ぶ ことが で きるだ ろ う。幾 何学 にお いて点 が そ うで ある よ うに、個 人 としての 自己は便利

な フィク シ ョンで あ る。 自己 とは連続 体 であ る。 連続 す る 自己 を個 人 の意識 として考 える

こ とは一 般 的であ るが、 それ は危険 な誤解 を招 く哲学 的 な便 宜性 で ある。ニ ーチ ェは この

点 に関 して、パ ー ス にもろ手 を挙 げて賛 同 しただ ろう。
エ 　 ジ ェ ン ト

ニ ー チ ェの説 明 で は、行 為 主 体 と して の主 体 は さ らに控 え め に扱 わ れ て い る。 ニ ー

チ ェに とっ て主 体 その ものは、 生 産的 、 ある い は破 壊 的 な、 活性 化 あ るい は沈静 化 す る
エ 　 ジ ェ ン ト

フ ィク シ ョン に過 ぎな い。主 体 は、 結果 を引 き起 こす 行為 主 体 で も、認 知 とい う他 人 の
エ 　 ジ ェ ン シ 　

行 為 主体性 の産 物 で もない。 ニー チ ェの観 点 に よる と、 主体 は もう一方 の主 体 の認 知 に

よって現 れ る もの では ない。個 人的 であれ社 会 的で あれ、主 体 に内面性 は ない。主体 は多

様 な活動 あ るい は反作 用 的力が働 く結 果 であ り、 この作 用 の結果 生 じる もの で しかない と
エ 　 ジ ェ ン シ 　 エ 　 ジ ェ ン シ 　

いえ るだ ろ う。 そ こに は参加 す る行為 主体 性 は関 わ りが ない、 ある い は行 為主体 性 とは、
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この作業 の結 果生 じるもので しか ない とい え るであ ろ う。そ うい った諸力 は、 人間 を超越

す る もの で も、 人 間 に従 属す る もの で もあ りう る。 そ れ らの力 が 生み 出す 効果 に よって、

世界 のなか で人 間を位置 づ ける ことに よって、人 閲存在 が可 能 にな る。 この世 界で は、人

間がい る にもかか わ らず、 人 間の周 囲で、 人 間の内部 で、 そ して 人間 として 、諸力 が働 い

てい るので ある。

パ ース は、人 は記 号(生 きた記号 と死 ん だ記号 の寄 せ 集め)だ と考 えた。 パ ース に とっ

て象 徴 とは真 の記号 で ある。 なぜ な ら、そ の象徴 を記号 と して構成 す る、表象 、客体 お よ

び解釈 項(interpretant)の 三者 関係 は、記 号 の意味 す る力 、す な わ ち記号 そ の もの を失 う

こ とな しに、 二者 関係 や単 一の 要素 に は還元 され えないか らであ る。彼 の よ く知 られた記

号 の三分 法 にお け る残 りの二 つ(指 標 とイ コン)は 、真 の記号 で はな い。 なぜ な ら、 それ

らは た とえ、解釈 項 と客体 が 失 われ てい た(イ コ ンの場合)と して も、 あ るい は解 釈 項 の

み が失 われ て いた(指 標 の場合)と して も、 そ れ らの 意味 す る潜在 力 を留 めて いる か らで

あ る。 これ は以下 の こと を意 味 す る。人 は、 主 に象 徴 とい う様 式 にお い て記 号で あ るか

ら、解釈 項 は、 習慣 変化 の習慣 を所 有 す る唯一 の存在 で あ る人 間に とって の真髄 で あ る。
サイン　アクティヴィテイ

パ ース は解 釈項 を記号 学や 記 号 行 動 にお け る意 味作用 の効 果(significanteffect)だ と定義

づ け る。 わ れわれ はパー ス とニ ーチ ェが、(人 間)主 体 を諸力 の示差 的作用(ニ ーチ ェの場

合)、 あ るい は記号 学や記 号行動 におけ る示 差的作 用(パ ー スの場合)だ と見 な して いる 限

り、ふ たつ が収束 して いる様 をみ る ことが で きる。

ニ ーチ ェに とっ て、主 体 は行為 と情熱 の様 式 で あ り、 出来事 の 表面 上 の触 媒作 用 で あ

る。 それ は主体 が コ ン トロー ル しないが、 参加 して はい るよ うな出来事 であ り、そ の出来

事 が、歴 史 を創 り、 したが って主体 が持つ のか もしれ ない どの よ うな アイデ ンテ ィテ ィで

も作 り出す のだ。似 た よ うにパ ース に とって は、 人 間主体や 集団 の ように象徴 的 に構 成 さ

れた存 在 は、記 号 の大海 の 中で、 単 に高密 度 に構 成 された ひ とつ の複合 的 記号 にす ぎず、

よっ て、 主体 が持つ に至 る歴史 や アイデ ンテ ィテ ィのす べて を生 み出す潮 の満 ち干 きを管

理 す る者 と して よ りは、せ いぜ い意 味の大 海の 中の当事 者 のひ と りと しての存 在で しか な

い。 これ らの(人 間)主 体 は、 解釈 項 の記号 の過 多 か らで きてお り、そ の 中の感情 的 ・動

的解 釈項 群 は、ニ ーチ ェの情熱 と行動 の様式 にそれぞ れ対応 す る。 パー スは これ に論 理的

解釈 項 を付 け加 えてお り、 これ はニ ーチ ェ側 に見 出 しえない対 応物 、思考 の様 式 を提 供す

るで あろ う。

そ れ ゆ え、 人 間の 生活 にお いて抑 圧 は、 単純 に認知 され な いア イデ ンテ ィテ ィで あ る
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とは理 解 され えない もので あ る。 もし も、 わ れわ れ が アイデ ンテ ィ テ ィの概 念 に関 わ る

気 を もつ とい うな らば、現実 の動 的 な形 と関わ りあ お うで は ないか。 そ れは、 実践(ニ ー

チ ェ)、 も し くは プ ラグマ テ ィクス(パ ー ス)に お い ての み可 能 で あ る。 ニー チ ェ に とっ

て、 人 は人のす る こ とであ り、 その人 がや って きた こ との歴 史が、 その 人の性格 を構 成す

る。 そ して、 人が成 し得 る こと、あ るい は成 す であ ろ うことは、予 期で きない開か れた も

の で しか ない。 パー ス に とって 、人 の概 念 の考 え られ る実際 的な結 論が 、 この世界 にお い

て われわ れ に意 味 を与 え、存 在 を構 成 す る もので ある。 この アイ デ ンテ ィテ ィは、 いか に

人が 自 らを表象 す るのか とは ほ とん ど関係 な く、 人が生 み 出 し参加 す る過 程 と行為 がすべ

て なので あ る。

認 知の ア イデ ンテ ィテ ィ ・ポ リテ ィクス に捕 らえ られた 人 々は(ア イデ ンテ ィテ ィ ・ポ

リテ ィクス の理論 家 であ れ、実 践家 で あれ)、 習慣 変化 の習慣 の行 使 のた め、時 間 と空 間
エ 　 ジ ェ ン シ 　

に よって入 手 可能 にな る主体 的 な モー メ ン トに気づ か ず、行 為 主体 性 とい う幻 想 の なか

で、 受け継 い だ思 考 と行為 の習慣 を用 いて いるだ けで ある。 シ ョーバの ように、合意 に よ

る習 慣 とい う社 会秩 序 の外側 か らの視 点 を得 た、 痛み の犠牲 者 は、権威(合 意 され た権威

です ら)を 相対 化す るこ とが で き、メ モ ロベ イ ンその もの に打 ち勝 つ機 会 を得 る可能 性が

高い だろ う。

お そ ら く、以下 の よ うな政 治 を実践す る ほ うが さ らに生産 的だ ろ う。個 人、 集団、 制度
エ 　 ジ ェ ン ト

問あ るい は、個 人 とい かな る集合 的行為 主体 間で、 好 まれて いるか ら、 あるい はた とえ唯

一利 用 で きる様 式 だか ら とい っ て
、認 知 を求 め て暴力 的 な交 渉 が 目の前 に現 れ るの では

ない ような政治 で ある。 そ うで はな く、 そ のモー メ ン トを警 戒 し、 はび こる力(超 人 間的

な もの と準 人 間的 な もの の両方)に 敏感 な闘争 と しての 政治 を理解 し、 実践 す る とい う こ

とで ある。 はび こる力 とは、 習慣変化 を支持 し、調 整 し うる力 であ る。真正 的 なア イデ ン

テ ィテ ィの認知 は、平 等 な尊 厳 を保 証 しない 。平等 な尊厳 は、 ア イデ ンテ ィテ ィを形作 る

潜 在 能力 に依 存 してい る。抑 圧 を、単 に認知 を求 める諸 アイ デ ンテ ィテ ィ とみ なす こ とは

で きない。 「アイデ ンテ ィテ ィ」、 も し、そ の よ うな ものが考 え られ る と して 、そ れ らは、

実践 ・過程 ・行為 と してみ な され るべ きだ。 人は、 その ような行為 を生み 出 し、 関 わ りの

あ る全 ての 人々 に対 して、 その よ うな実践 が もた らしうる結果 に 目配 り しなが ら、そ の行

為 に参 加す るので あ る。
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5.結 論

人 種主 義、植 民 地主義 、 民族 主義 、そ して多 数派 主 義 に よって引 き起 こ された痛 み は、

もちろん アイデ ンテ ィテ ィの非 認知 の起 源 と して位 置づ ける こ とが で きる。 今 日の アイデ

ンテ ィテ ィ ・ポ リテ ィクス の多 くは、 この ヘ ーゲ ル の寓話 に基づ い て い る。 この寓 話 は

痛み の原 因の診 断だ けで はな く、 それ を癒 す 方法 も提 供 して いる。 この寓話 の論理 による

と、 もし原 因が認知 の不在 に見 い 出せ るな ら、 その解 決法 は認知 の 中にあ る とされ る。 さ

らに、集 団的意識 か ら生 じる認知 が、認知 におけ る源 と して は最 良 だ とい う こと も示 され

てい る。 これは さ らに、 よ り根 本 的な問題 に答 え を与 え る。 す なわ ち、 われ われ はいか に

して、彼 らのア イデ ンテ ィテ ィの認 知 を、 抑圧 され た者が欲 した もの だ と確信 す る ことが

で きるのか。 そ して、 そ ういった認知 が 出現 した とき、 だれが満足 す るのか。 主人 か奴隷

か、抑圧 す る ものか される ものか、 とい う問題 であ る。 自由主義 的 な多 数派 です ら、問題

とされる少 数派 のア イデ ンテ ィテ ィ を認知 す る以前 に、 その アイデ ンテ ィテ ィが なんで あ

るの か知 り、理解 しなけれ ばな らない。 これ はほ とん ど達成 され ない こ とで あ り、 達成 さ

れ た と して も、 多 くの場 合 は表 面 的 で、 問題 とな っ てい る集 団 にお け る指導 者 や覇 権 を

握 る人物 に よって提 供 され る傾 向 にあ る。 さ らに悪 い ことに は、 規定 され義務 付 け られ た

ア イデ ンテ ィテ ィは真 正性 を要求 す る傾 向 にある。 その よ うなア イデ ンテ ィテ ィは、凍結

され 、人の 生 きてい る世 界か ら分離 され る傾 向にあ り、指導 者の便 宜 を満た し、潜在 的 な

「認知 者」の便 宜 を満 たす で あろ う。 そ うい ったア イデ ンテ ィテ ィは(発 見 された もので あ

れ、創 造 され た もの であ れ)、 差 別 的 ・残 酷的 行為 に起 源 を もつ メモロペ イ ンを和 らげ る

のか。 も しくは ナル シシス テ ィックな 目的 に奉仕 す る物 神崇 拝的 な文化 的事業 の形 をとる

のか 。ス リラ ンカで は少 な くとも、 後者 の事例 が見受 け られ る。

規定 され たア イデ ンテ ィティ を妥 当 な真 実 だ と見 な さない、あ るい は、そ の ようなア イ

デ ンテ ィテ ィの 要件 を満 たす こ とを拒 む個 入や 集 団 の一 部 は、 アイデ ンテ ィテ ィ ・ポ リ

テ ィ クス によ り構 築 され崇 拝 され る認 知構 造 の裂 け 目に落 ち る。 遅 か れ早 か れ アイデ ン

テ ィテ ィ ・ポ リテ ィクスが創造 し助 長 して きた、 ナ シ ョナ ルな夢想 に対 す る深 い 自己愛 的

な外皮 は崩 れ去 るだ ろう。 ス リランカ にお い ては、実 際そ れ は崩 れ始 めてい る。逆 説的 な

こ とに、そ の崩壊 が進 むにつ れて、多 くの シンハ ラ人 とタ ミル人 、 と くにそ の指導者 た ち

は、 より情 熱的 にそれ に執着す る傾 向 にある。 ス リラ ンカ人、 と くにその指導 者 は、 この

鐶 ・獅 撫 ナ鵬 驪 163



瓦解 を嘆 くこ とがで きなければ な らない。 それ な しで は、彼 らの 国民 は死 者の声 を聞 くこ

とが で きない。 いか に して われ われ は 自己愛 的 な外 皮 と取 り組 み、 その喪 失 を嘆 き、 それ

らを手放せ ば よいの か。 これは アイデ ンテ ィテ ィ ・ポ リテ ィクス に酔い しれた われ われの

世界 の多 くが直面 してい る難 問で あ る。

ス リラ ンカは、 いか に して死者 を弔 い、そ して死か ら解 放 され るの だ ろ うか。(南 ア フ

リカの よ うな)真 実和 解 委員会 によっ てか。裁 判 に よってか 。 国際裁判 所 に よってか 。あ

るい は謝 罪 に よって か。 ひ とつ の逆 説 的な選 択肢 は(私 が伝統 につ い て述べ た意 味で の逆

説 であ るが)、 ヒ ン ドゥー教 徒 と仏 教徒 、 シ ンハ ラ人 とタ ミル人 の、 陳腐 な決 ま り文句 や

習慣 に よって着古 されてい ない文化 的 資源 を深 く掘 りさげて、 そ こか らなにか を構 築 す る

方法、 たぶ ん、強 力 な儀 礼 を引 き出す こ とで あろ う。そ のな にか に よっ て、理性 の啓 蒙的

事業へ の共 感 に よっ てで はない に して も、 プ ラグマテ ィ ックな力 に よってわれ われ は死者

を弔 い、 同時 に死 か ら解 放 され る ことがで きる。 それが で きなけれ ば、 あるい はそ れがで

きるまで、 われ われ はポ リュネ イケス を埋 葬 で きない ア ンテ ィゴ ネがそ う した ように、わ

れ われの死 者 を埋 葬 で きず 、放浪 す るだろ う〈・訳注2>。われわ れは死者 を弔 わね ばな らない。

われ われ は死 か ら解放 され なけれ ば な らない 。そ して、 政治 的 ・宗教 的指 導者 は、 アイデ

ンテ ィテ ィ ・ポ リテ ィクス に執行猶 予 を与 え、 タ ミル人 とシ ンハ ラ人を弔 い、死 か ら解 放

され る仕事へ と導 かね ばな らない ので ある。

[ValentineDaniel・ コ ロ ン ビア 大 学 教 授]

[訳注]

1

2

シェイクスピア作 『ヘンリー四世』の登場人物フ ォルスタッフの言葉か ら。原文は、 第1部5幕4場ll7～118。

フォルスタ ッフは、飲んだ くれ、大食漢、大法螺吹 きの臆病者で、金に困っては追いはぎに手 を染める悪党で

あるが、人気 の高い道化役 であ る。

アンテ ィゴネとポリュネイケスはギ リシア神話 に登場す る兄妹。ヘーゲルは 『精神現象学』の人倫(Sittlichkeit)

の項で、死 んだ兄ポ リュネイケスの弔いをめ ぐるアンティゴネの悲劇 に言及 している。
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『再魔術化する世界』をめぐって◆

山之内 靖

木前 利秋(大 阪大 学 大学 院人 間科 学研究 科 ・教 授)

山之 内先生 のお名前 はす で に私 の学 生時代 か ら、 まず 経済 史家 として、 イギ リ

ス 産業 革 命論 等 の主 にイギ リス 経済 史研 究 の分 野 で 知 られ てお りま した。 そ の

後 、 『マ ル クス ・エ ンゲ ルスの世 界史像』(1983年)を 手 始め に、 『現代 社会 の歴 史

的位 相』(1982年)や 『ニ ーチ ェ とヴ ェーバ ー』(1993年)等 の著作 を次々 と出 され、

もとも との経済 史 とい う領域 を超 えて、幅広 く思想 史、社 会科 学、社 会学 等の分

野 で活 躍 され て きま した。近 年 はグ ローバ リゼ ー シ ョン等 々を軸 に した研 究 を、

特 に共 同 プロ ジェク トとい う形 で進め てお られ ます。 つ い最 近 も 『再魔 術化 す る

世界 』[山之内2004]と い う本 を上 梓 され たばか りであ ります。 本 日は この本 をめ

ぐって 、 とい うことで講義 をしてい ただ きたい と思 い ます。 では、 先生 よろ し く

お願 い します。

(以下、 山之 内靖 講演 。)

1.「戦後 という時代」の終焉

司会 を してい ただい た木前 さん とは昔か らの友 達で あ りま して、 自主 的 に集 まってや っ

てい た勉 強会 の メ ンバ ーで あ りました。 「現 代社 会 の歴 史的 位相』(日本 評論社)と い う私

の本 が1982年 に 出た ので すが 、 この本 が 出た ときに、木 前 さん と姜 尚 中 さん、 中野敏 男

さ ん と私 、 こ の4人 が 月 に一 回ず つ集 ま ってや って お りま した。み な さん大 学 院の ドク

◆ 本論文は、2004年7月23日 に トランスナ ショナ リティ研究セ ミナー(於 大阪大学大学院人間科学研究科)で 発

表 されたものが元となっている。
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ター であ りま して、 まった く就 職 の見 通 しもな く暗 い顔 を した3人 が私 の も とにや っ て き

て、 みん なで ウェーバ ー を勉 強 しよう とい うこ とで あ った と思 い ます 。今振 り返 って み ま

す と、82年 に始 まった この勉 強会 自体 が、 い さ さか大 げ さ に聞 こえるか も しれ ません が、

戦後 日本 におい て成立 して きた社会 科学 に とって、 その転換 点 を生 み出 した ひ とつの集 合

体 で あ った と思 われ ます。4人 と も、世 代が 違 った り、所属 す る大学 が違 った り、 あ るい

は専 門 とす る学部 が違 って いた。 こ う した異 質の人 間た ちが、 ウ ェーバ ー の新 しい読 み方

を試 み よう とい う一点 で集 まった のです 。木前 さん も姜 さん も中野 さん も、 自分 の所属 す

る大学 院で 、指導 教授 の学 問の筋 道 にぴった りとあわせ て研 究 を して、す で に成 り立 った

学 問 の道 をその ま ま歩 んで い くとい うよ うなこ とに、多分 、疑 問 を感 じて いた。 私 も、教

え を受 け た大 塚久 雄先生 の方 法 に疑 問 を感 じて、大塚 史学 のか つて の仲 問 と次 第に疎遠 に

な ってい き ました。そ うい う 「は ぐれ もの」の グ ループだ った と思い ます。

そ の 「は ぐれ もの」達 が、 指導教 授 の学 問 に従 って研 究 して い くとい う安易 な道 を断念

せ ざる をえ ない ような出 来事 が あっ たの だ と思 い ます 。そ れ は、1960年 代 の末 か ら70年

代 の初 頭 にかけ て先進 世界 の大学 をい たる と ころ で激動 の渦 の中 にま きこんで しまった大

学紛争 で した。私 は 当時、 まだ若 くて、 東京外 国語 大学 の講 師 として勤 めてい たわ けです

けれ ど、そ こで も学生 寮 に学 生以外 の人 た ちが出入 りして住み 込ん で しまって いた こ とを

め ぐって、 これ を禁止 しよ うとす る大学 当局 と寮生 た ち との対 立が原 因 とな って、大紛 争

になって しまった。泊 り込 んでい る連 中た ちが実 は左 翼 の学生 た ちで、 ち ょっ とした トラ

ブ ルがキ ッカケ とな って、学 生 たちが集 まって大衆 団交 とい うのが行 われ ま した。全学 部

の学生 が集 ま り、教授 た ち全 員が壇 の うえ に並 ん で、学生 た ちが一 人一人 の教授 をつ る し

あ げる とい う、今 で は考 え られ ない事態 があ りま した。私 もつ る しあげ られ ま した。

こ うい った こ とが 、60年 代 末か ら70年 代 初頭 に かけ て世界 中でお こ りま した。 全世 界

的 に こういった事 態が 生 じた下地 に なったの がベ トナ ム戦争 であ りました。 これは 当時の

若 い世代 に とっ てみ れば どう考 えて も不 当 だ と思 わ れる戦 争 で した。 い まも また、 どう

考 えて も不 当 な戦 争が この地 球上 にお こっ てい ます 。そ して、 学生運 動 とい う形 で はな く

て も、 イラ クで行 わ れてい る こ とに対す る危機 感が 世界 中 に広 が ってい る ように思 われ ま

す。 それ に相当 する のが当 時はベ トナ ム戦争 で した。

ベ トナ ム戦争 が きっか けにな って、世 界 中で若者 た ちの大学 を基 点 とす る反乱 がお こ り

ま した。 しか し、 これは単 なる若 者 に よるベ トナ ム戦争 反対運 動 とい う もので はな く、非

常 に大 きな歴史 の ターニ ングポ イ ン トだっ た ように思 い ます。 それ は、後 に なって社 会科
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学や歴 史学 の研 究 者が振 り返 って わか るよ うにな って きたのだ と思 うのです。 そ の一冊 と

して エ リ ック ・ホ ブズ ボー ムの 『20世紀 の歴 史 極端 な時 代』とい う本 があ ります。原

著 は94年 に書 か れ てい て、三 省堂 か ら邦 訳 もで てお ります。 ホブズ ボー ム はイギ リス の

マル クス主 義系 の 世界 的 に有 名 な歴 史学 者 で あ ります。 この本 に よる と、1960年 代 とい

うの は近代 の歴 史全体 を振 り返 っ てみて も前例 が ないほ どの時代 であ りま した。特 に経済

の領域 で、 グローバ ル な規 模 で秩 序 を まった く作 り変 えて しまう ような新 しい技術発 展が

先 進世 界全 体 に ひろが っ て い きま した。「電 子 メデ ィア時代 」の幕 開 けです。 この時 代 に

は、 テ レビが登 場 して家庭 の 中に も入 ってい きま した。 東京 オ リ ンピ ックや皇 太子 の結婚

とい った華 々 しい 出来事、 あ るい はベ トナム戦争 を頂点 とす る世界 中の 出来事 が家庭 の 中

に同 時 に映 し出 され る とい う、 まっ た く新 しい事 態 を生 み 出 しま した。 ホブズ ボー ム は

1960年 代 を 「黄金 の60年 代 」と呼 んでお ります。 この 「黄金 の60年 代」が持 っ た意味 とい

うの は、 テ レビを通 して世 界 中の 若者 がベ トナ ム戦争 反対 とい う運 動 に結集 してい った、

そ うい う時代 をつ くっ た とい う ことで あ った と思 い ます。 とす る と、 どう も、1960年 代

を きっかけ に して 人類 全体 が地球 的規模 で情 報 を共有す る こ とになった と言 えるの では な

いで しょうか。 そ れがベ トナ ム戦 争 を通 して世界 中の若 者 を連 帯 させ た。 中国 の文化 大革

命 、 これ も若者 た ちを中心 に して同時期 に起 こった とい うこ とを、 い ま鮮 やか に思い 出 し

ます。

また、「場 所 の再 定義 」とい うテ ーマ をめ ぐって、 私 と成 田龍 一 さん、 それ に伊豫 谷登

士 翁 さんの 三人 で鼎談 をいた しま して 『再魔術 化 す る世 界』の 第二部 に組 み込 ん でお りま

す。 つ ま り 「場所 」、 プ レイス とい う問題 が社 会科 学 の中 に欠 かす こ との で きな い領域 と

して浮上 して きた。 これ も 「黄 金 の60年 代」とと もに登場 して きた とい うこ とで あ る よう

です 。

ところで そ れか ら約20年 後 に、時代 の転 回の意 味 を明 らか にす る よ うな書物 が で て ま

い ります。 ジ ョシ ュア ・メイ ロヴ ィッツ とい う人 のNbSε η5θσP耽 θとい う本 です 。最近 に

なって 『場所 感 の喪失 』とい う表 題 で邦訳 され ま したが、 私 はそ の内容 を 「場所 感覚 の消

失」、つ ま り場 所 に対す る感覚 が消 えて な くな った とい う意 味 で理解 してい ます。 とい う

の も、最 後 の部分 の議 論 をみて い くと、 コンピ ュー ター に よって 「場所 」の問題 が さ らに

新 しい 次元 を迎 えて い くだ ろ う とい うこ とが 言 われ てい て、従 来 の意 味で の 「場 所 感覚 」

が失 われ る として も、新 た な代替 的感覚 が生 み出 され るであ ろ うと語 られ てい ます 。つ ま

り、 必ず し も 「喪 失」と呼 ぶべ きマ イナス の イメー ジで語 られて はい ない か らです。 原著
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が で たのが1985年 です か ら まだパ ソ コ ンが登 場 したば か りで はあ りま したが、 パ ソ コン

や携 帯電話 に溢 れた今 の よ うな時 代が や って くる ことを予想 して書 かれ てい る書物 であ り

ます 。副 題が 面 白 くて 「電 子 メデ ィアが社 会 行動 に及 ぼす 影響 」と書い て あ ります。 とて

も僕 には魅 力的 だ と思 われ ま した。

メ イロヴ ィ ッッが い う電 子 メデ ィァ とい うの は、 主 として テ レビの ことで す。 電子 メ

デ ィア の登場 によっ て人 々の社 会 的 コ ミュ ニケ ー シ ョンのあ りか たが いか に変 わっ たか、

そ れ によっ てい かに 「場 所 」が意 味 変容 を こ うむ っ たか とい うこ とが書 かれ て い ます。 と

ころが、 どうい うわ けか社 会学 の え らい人 々 には この本 は評判 が悪 い。 そ れは おそ ら く、

れ っ きと した シカ ゴ学 派系 の社 会 学者 であ るアー ヴ ィ ング ・ゴ フマ ンとな らんで、 ち ょっ

と桁外 れ な ところの あるマ ー シャル ・マク ルーハ ンを使 って いる こ とに不 満が ある とい う

こ とでは ないか と思 います。

この本 の学 問 的評 価 は別 と して、 「場所 」に関す る社 会 学 とメデ ィアの社 会 学 を組 み合

わせ る こ とに よって 巨大 な社 会変 容が起 こってい る と論 じた点 で、 メ イロヴ ィ ッツの この

本 は先駆 的 だ った と思 い ます。 巨大 な変 換 が60年 代 か ら70年 代 にか けてお こって いたの

です が、 そ れ を社 会 科学 者が 本格 的 に認 識す るの は、 ど う も80年 代 に はい って か らであ

る とい うこ とにな ります。

もう一 つ、70年 代 の 学 園紛 争 を振 り返 っ てみ て、大 きな イ ンパ ク トが あ った と思 われ

るこ とが あ ります。大 学 とい う場 所 を拠 点 とした若者 の紛争 とい う事態 は、 まった く予想

もされ なか った ことです。 今だ った ら大学 の中 でヘル メ ッ トをか ぶって ゲバ棒 を もって い

る数 十人 の学生 が隊列 を組 んで デモ を して いた りした ら、大 学の学 長 はす ぐ機 動隊 を呼 ん

で 追 い出 すで し ょう。 しか し当 時、 日本 の大 学 に は機動 隊 な ど警 察権 力 は い っ さい学 内

に入 れ ない とい う暗 黙の ルー ルがあ りま した。 第二次大 戦以 降、 日本 の大学 は警察 を学 内

に入 れ る とい うことに大 変 にナーバ ス になっ てお りま した。1950年 代 か ら60年 代 かけ て、

学 内 に警 察官が いた ら大騒 ぎになる とい う時代で あ りま した。そ こで警 察官 は普通 の背広

を着 て大学 内 に入 って くるわ けです。 私服警 官が潜 入 して いる こ とが わか ります と学 生 た

ちはす ぐに取 り囲 んで、 そ こで学長 が 自らや って きて警官 を説 得 して出て 行 って も らう、

とい うよ うなこ とが 実際 にあ りました。

つ ま り、大学 とい うとこ ろは一切 の国家権 力が 入 って こない とい う暗 黙の 了解 の もとに

自由 に学 問 をす る場所 だ とい う ように了解 され てい たわけ です。特 にこれ は 日本 の場 合 に

そ うだ った。 とい うの も戦 時期 には、 大学 は思想研 究 の 自由を持 ちえず 、マ ルクス系 の社
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会科 学 を研 究 してい る ような学者 は追放 され てい きま した。そ うい う暗 い時代 が あ ったせ

い で、戦後 の 日本の大 学 はい っさい国家 権力 が統制 して はな らない とい う了解が あ りま し

た。 そ して私 はその時 代Q952年)に 東京大 学 に入 りま した。

その 時代 の大 学 にお い て主 流 を な して い た社 会学 、歴 史 学の 潮流 を振 り返 っ てみ ます

と、 戦後 の 日本 の民主 主義体 制 をいか に して よ り理想 的 な状 態 に まで推 し進 め てい くか、

とい うこ とを 目標 と して は っき り掲 げ てい た時代 で あっ た。 その時代 の リー ダー と して、

(東大)法 学 部 に、 『日本 政 治思 想 史研 究 』(初版 、1952年)で す で に有 名 で あ り、 さ らに

『現代 政 治の 思想 と行動 』(初版 、1957年)と い う著 作 で非常 に流 麗 な文章 を書 か れた丸 山

真男 さんが お られ ま した。 そ して経 済学 部 には、私 が西洋 経済 史 をその下 で学ぶ ことにな

りま した大 塚久雄 さんがい らっ しゃい ま した。 社会 政策 の領域 では大 河内 一男 さんが経 済

学部 で教 えてい ま した。法社 会 学 の川 島武宜 さん も法学 部 で教 えて い らっ し ゃい ました。

そ うい う方 々 に よって代 表 され る潮 流が あ りま した。

こ う した方 々 に よって担 われ る社会 科学 は、 ひ と くく りに して 「市 民社 会派 」と呼 ばれ

るよ うにいつか らか なった わけです が、彼 らは、明 治以来 の 日本 の近代 を、 ア ング ロサ ク

ソン社 会 で発展 して きたよ うな本来 の 「近 代」、 本 来の 「民主 主義社 会」とは違 った タイプ

の近代 と考 えてい た。 つ ま り日本 の近代 とい うの は、あ る種非 正統 的 とい うべ き 「歪 んだ

タイプ」の近代 であ った と考 え られ てい ました。 日本 は、 ヨー ロ ッパや ア メ リカか らさ ま

ざまな産 業技術 や科 学技 術 を どん どん取 り入 れ ま した。 しか し 「近代化 」を進 め る とと も

に、周 辺の ア ジアの地域 に次 々 と帝 国主義 的侵 略 を試 み てい きま した。 ところが 、 こう し

た急 速 な 「近代 化」に もか かわ らず、 日本 の場 合、広 範 な親族 関係 に まで お よぶ序列 を と

もなった独特 の家 父長制 秩序 が社会 関係 を規制 し続 けて いま した。特 に農村 部で は、 山田

盛太 郎 さんが 「半隷 奴制 的」とい う表 現 を与 えた零細 耕作 と、そ れ に ともな う旧態 その も

の とい うべ き共 同体 お よび寄生地 主制 が、 頑 固 に残存 し続 け ま した([山 田1934])。 こ う

した 日本 の近代 を 「歪 んだ近 代」と とらえ、そ うい う 「歪ん だ近代 」の反射 と して、 「ヨー

ロッパ の近代 」、つ ま り 「正 しい近代 」が あ る とい うこ とが 前提 とされ てい ま した。 私が大

学 に入 った ころ は、そ うい う考 え方 に したが って社会科 学 も歴 史学 も方法 的に構築 され て

いた。

そ れ に対 して もち ろんマ ルクス主 義者 の グルー プがあ りま したが、彼 らのなか に も丸 山

先生 や大塚 先 生 の学問 に共 感 を示す グ ルー プがあ りま した。 勿論 、 それ とは別 に、 「真 の

近代」は共 産主義 にな らない とこない とい うソ連派 、あ るい は中国 派の マル クス主義 者 も
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お りま した。 そ うい う違 い はあ りま したけれ ど、戦後 の社 会科学 や歴 史学 におい て主流 を

な した の は、 ヨー ロ ッパ近 代 をひ とつ の正 しいモ デル として設 定 して い た学 問 の タイプ

だ った と思 い ます 。

2.ヴ ェ ー バ ー 「倫 理 論 文 」と サ イ ー ド 「オ リエ ン タ リ ズ ム 」

こ こで第二 の 問題 に進 ん でい きた いの です が、 「市民 社 会派 」の グルー プが 一様 に依 拠

す る よ うにな った テ クス トは何 だ ったか 。確 か にマ ル クス も利用 され ま した。 と りわ け

『経済 学批判 要綱 』の一部 に組 み入 れ られ てい る 「資 本制 的生 産 に先 行す る諸 形態 」はよ く

読 まれ てお りま した。 しか し、 な に よ り も彼 らに とっ て一種 の 聖典 とい って いい ほ ど に

大 きな意 味 を持 っ てい たのが マ ックス ・ウェーバ ーの 『プ ロテス タンテ ィズ ムの倫 理 と資

本 主義 の精神 』で した。 この本 は、 日本 の戦後 の歴 史学 、社会 科学 にお いて 一種 のス タ ン

ダー ドで あ り、西 洋的近 代 のモデ ル性 を宗 教社 会学 的 な方 法 で明 らか に した本 と して よ く

読 まれて いた。 丸 山先生 の 『日本 政 治思想 史研 究』にお いて もウェーバ ーの 『儒 教 と道教 』

はヘ ー ゲル の 「歴 史哲 学』と並 ん で方 法的 典拠 と して 扱 われ てい る。大 塚 先生 の 『近代 欧

州 経済 史序説 』(初版 、1944年)等 は ウェーバ ーの学説 を大 塚 さん独 自の解釈 で組 み こんだ

もの にな ってい ます。

1964年 に 「マ ックス ・ウ ェーバ ー生誕 百年記 念 シ ンポ ジウム」とい うのが 東京大 学 で行

われ ま した。 同 じ記念 シ ンポ ジウム は、 ドイツのハ イ デルベ ルグで も行 われ ま した。 こ こ

に、今 思 えば世界 の社会 学 を代 表す る研 究者 た ちが 集 まって き ま した。ハ ーバ ー ト ・マル

クー ゼ、 タル コ ッ ト ・パ ー ソ ンズ、 ライ ンハ ル ト ・ベ ンデ ィ ックス、 レーモ ン ・ア ロ ンら

です。 このシ ンポ ジウムの全 容 は ドイツ語で 出版 され てお り日本語訳 もでてお ります。 ハ

イデ ルベ ルグ ・シ ンポジ ウムで は、 実 は大変 な論争 が起 こ っていた こ とが記 録 され てい ま

す 。 と りわけ フラ ンクフル ト学派系 の ラデ ィカル な社 会学 者 であ るマ ル クーゼ は、 ウェー

バ ーの社 会 学 は近代 資 本 主義批 判 におい てか な りの ところ まで進 み なが ら中 途半 端 で終

わ ってい る と して、 ウェーバ ー の欠落 して いる部分 を批判 す る発 表 をお こない ま した。 そ

れ に対 して、多 くの ウェーバ ー信奉 者 が反論す るとい う形 で、大 変 に このシ ンポ ジウム は

荒れ ま した。

ところ が、 同年 の 日本 の 「ウェー バ ー ・シ ンポ ジウム」は和 気 あ い あい であ りま した。
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大塚先 生 と丸山先 生の 間で少 しだ けは っ とす る ようなや りと りが あ った程度 で した。私 は

その二 年前 に東京外 国語 大学 に勤 め始め てお りました。意 味 もよ くわか らない ままふ たつ

の シ ンポ ジウム を見比べ なが ら、一 体 自分 の学 んだ社 会科 学 とい う学 問は どうい う方 向を

向い てい るのだ ろ う、 とい う模 索 を始め てい きま した。

問題 は、 戦後 の 日本 の歴 史学 や社会 科 学 におい て、そ の方法 の基 準 を与 えて いた 『プロ

テス タンテ ィズ ムの倫 理 と資本 主義 の精神』とい う本 が、 大塚 、丸 山両先 生が 解釈 した よ

うに西 洋近代 を近代 化 のモデ ル と して提示 す る ような本で あ ったのか どうか、 とい うこ と

です。 も しそれが揺 らげば、戦 後 の歴史学 も社 会科学 も根 本か ら揺 ら ぐこ とに な ります。

『プ ロテス タ ンテ ィズム の倫 理 と資本 主義 の精 神』は実 は戦 時 中 に翻 訳 されて い ます 。

最 初 の梶 山力訳 は1938年 、 太平 洋戦 争 勃発 の3年 前 に翻訳 され てい る。 そ の前 に、 す で

に満州 事変(1931年)以 来、 日本 は中国 大 陸へ の侵 略 戦争 にの め り込 ん でお りま した。戦

時期 に 出て い る とい う こ とは、 当 時大 学 で はマ ルクス を語 る こ とが もうで きな くな って

い ま したか ら、偽装 マ ルクス 主義者 た ち、転 向マル クス主 義者 たち も含 め てウ ェーバ ー を

使 って、実 は当時 の フ ァシズ ムの方 向 に対 してひそ かに批判 していた とい う面 もあ りま し

た。つ ま り、 明治 以来 の 日本 の近代 は歪 んで いた と言 い、 デモ クラ シー を生 み出 して きた

西洋近代 をモデ ル化 す る ことで、軍事 フ ァシズ ム を暗 に批判 していた のだ と思 い ます。

ところが、 戦後 に なって も、そ のま ま西 洋近代 が モデ ル として提 示 され、 日本 の近代 は

歪ん だ もの として捉 え られて い く。確 か に戦後 の 占領 政策 や朝鮮戦 争以 来の成 り行 きはデ

モ クラ シー とい う よ りも米国へ の戦 争協力へ と向か うもの とな ってい った。実 は、 それ に

抵 抗す るうえで も、丸 山 ・大塚 両先 生の仕 事 は大 きな意味 を持 ってい た と思 い ます 。つ ま

り、世 界 に覇権 を推 し進 め るアメ リカ は、す でに初発 の近代 の精神 を失 っ た異 物 なのだ と

い うわけで す。

ところで 、そ うな る とエ ドワー ド・サ イー ドは どうな るので し ょう。 一体、 『オ リエ ンタ

リズ ム』とい う著 作 では ウェー バー は どう位置付 け られ てい るので しょ うか。 サ イー ドは

あの名 著の 中で ウェーバ ーの研 究 もオ リエ ンタ リズ ムへ の傾斜 を免 れ る もの では なか った

として批判 して い ます。 つ ま り、 ウェーバ ー は ヨー ロ ッパ を正統 的 な近代 の社 会秩序 と見

てい る。 アジアや ラテ ンア メ リカ とい った非 ヨー ロ ッパ地域 をけな してい るわけ では ない

けれ ど、 しか し、 違っ た文化 として見て いる。 もと もと違 いが ある とい う前提 の も とに非

ヨー ロ ッパ世 界 につい て 「歪 んだ像」を映 し出 してい る とい うのが 、サ イー ドに よるウ ェー

バー批 判の 主要 な論点 だった と思 います。 オ リエ ンタ リズ ム とい うの は、非 ヨー ロ ッパ的
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世界 を西洋 とは異 質 な ものへ と仕 立て上 げ、 それ を世界 史の 中心 をなす ヨー ロ ッパか ら距

離 を もつ もの と して特殊 化 し、 それ を鑑 賞す る ような態度 で あ ります が、 そ う した類型 区

分 の方法 を批 判す るのが 「オ リエ ン タリズ ム』の主 題で あ った と思 い ます 。 その著 作 の な

かで は、 ウェーバ ー はや は りオ リエ ンタ リズムの潮流 に与 してい るのだ と言 われて いる。

私 は、 サイ ー ドとい う人 は大 変 に尊敬 してい ます。 しか し、著 作 として の 『オ リエ ンタ

リズ ム』につい て見 る な らば、 私 のなか にそ の ままサ イー ドを容認 す る とい う気 は あま り

ない 。 とい うの も、彼 もまた、 ウェーバ ーが真 に持 っ ていた批判 的 な意味 を理解 してい な

い とい う点で は、 日本 の 「市 民社 会派 」の人 々 と同 じだ ったの で はない か と思 えるか らで

す。 「市民 社 会派 」はウ ェーバ ー を 「本 当 の近代 」あ るい は 「正 統 的 な近代 」の主唱 者 だ と

考 えて いた。 サ イー ドは西洋 近代 を正 統 な もの と して類型 化 す る よう な 「西洋 中心 主 義」

を批判 してい る とい う点で それ とは正 に正反対 なのですが 、 しか し、 ウェーバ ーの方法 に

内包 され てい る西 洋近代 へ の批 判 を見 ない ままで ウェーバ ー をオ リエ ンタ リズ ムだ と決め

付 けてい る点で は、サ イー ドは 「市 民社 会派」と見方 を共 有 してい る面が ある。

詳 し くは、 岩波新 書 の 『マ ックス ・ヴェーバ ー入 門』とい う私 の本 を読 ん でほ しい ので

す が 、 『プ ロテス タ ンテ ィズ ムの 倫理 と資本 主義 の精 神 』を精 読 して い る うちに、 私 は丸

山先生 や大塚 先生 は どうも間違 った読 み方 を して いるの で はないか と思 う ようにな りま し

た。 ウ ェーバ ー は17世 紀 に始 まる ヨー ロ ッパ の宗 教改 革運 動 を通 じて近代 とい う時代 が

登 場す る と論 じます。彼 は、 魂 の救 い を可能 な ら しめ る ような新 しい信仰 が大衆 の 間に ひ

ろが って い って、 日常生 活 にお け る 「行為 の動 機 」を変 えてい った と論 じて い ます。 こ こ

が大事 な とこ ろです。 カル ヴ ァ ンとか ル ター とい った カ リス マ的 リー ダーの行動 や教 説の

分 析 もされ てい ますが、 よ く読 んでみ る とウェーバ ー はそ うい うカ リス マ的 リー ダーの教

説 を大 衆的信 徒 が どう受 け取 っ たかが 問題 なのだ とい ってい ます。大 衆が カ リスマ 的 リー

ダー の言 うこ とを どう聞い たのか、 これが ウェーバ ー を読 む うえで のポ イ ン トだ と思 い ま

す。 カ リスマ的 リー ダー は、 命 を掛 けて新 たな教説 を語 った特殊 な人間 です。 しか し、そ

の教 えは普通 の 人に は 日常生 活 におい て容易 に は実行 で きない ような厳 しい教説 です。 人

間 は死 ぬ瞬 間 にいた る まで神 の秩序 を地 上 に実 現す る ため に精 進 しなけ れば な らな い、 と

か、 自分 の作 った ものを原価 と正 当な利潤 を越 えて高 い値段 をつ けて売 っ ては な らない、

とい った こ とを訴えか け るよ うなプ ロテス タ ン トの厳 しい教 え を、信徒 大衆 は どう受 け と

めた のか。 つ ま り、 ウェーバ ーが試 み たの は、 大衆 の 日常 性 をベー ス とす る社会 学 的分 析

であ って、 カ リスマ の言 説分析 そ の もので はない とい うこ と、 これが 私 には第一 に注 目す

i醍駕ξ錨a覈 諺窪殿窪i象i鵞s髭概饑r釀 磊鍛i》顧es聽 嚇・2龜鑢



べ きこ とと思 われ てい きま した。

も うひ とつ、 ウ ェーバ ー は重 要 な こ とを述べ て い ます。 宗教 改 革 の精神 に支 え られて

初 め て可能 にな った新 しい歴 史の可 能性 として 「禁欲 的職業 労働 のエー トス」が誕生 す る。

この 「禁 欲 的職業 労働 の エー トスゴを文化 的基 盤 と して、合 理 的 な経 営 や科 学技術 が展 開

され、近代 の経 済学 や会計 学、 あ るいは合理 的 な法 に基 づ く裁 判制 度が生 まれ て くる。確

か に彼 はそ うい い ます。 しか し、 そ の近 代 ヨー ロ ッパ社 会 はやが て、 人 々の 感情 的 むす

びつ きを解 体 させ なが ら、 ひ たす ら法 の基準 に したが った合理 性 に もとつ く組織 運営 に向

か って いった。 これが、 ウェ ーバ ー の合 理化 とい うテーマ であ り、 ここに近代 官僚制 とい

う制度 的秩序 が 成立 す る。 この合理 的 な制 度化 され た秩序 が 、同 時 に 「鉄 の檻」とも呼 ば

れ てい る ことは、皆 さん もご承知 の通 りです 。

となる と、 ここで 問い がで て きます 。一体 、 『プ ロテス タンテ ィズムの 倫理 と資本 主義

の精 神』の なかで、 最初 に起 こった宗教 改革 の精神 と、西洋 文化 の退廃 を体 現 してい る と

され る 「無 なる もの たち」19世 紀 末 の西洋社 会 にあ って、 ウェーバ ー は、 そ こに 「精

神 な き専 門 入、心情 な き享楽 人」とい った タイ プの人 間が圧倒 的 多数 を 占める よ うにな っ

てい る と見 てい ました。 しか も、 「この無 なる ものた ち は、 に もか か わ らず 人類 の最 高の

文化段 階に まで到達 した のだ と うぬ ぼれ るのだ」とい うのです この 「無 なる もの たち」

の形成 との 間の関係 を彼 は どう考 えたのか。

ここがポ イ ン トです。 この本 を よ く読 む とわ か ります 。 ウェーバ ー は「無 なる もの たち」

が 出て くる根拠 は宗教 改 革の初期 プロテ ス タン ト運動 その ものの 中に ある と言 って い るの

です。 だか ら、 この本 は、お よそ大塚 、丸 山両先生 が読 み取 った もの とは違 う ことを語 っ

てい たのです 。 ヨーロ ッパ 近代 がモ デル にな るな どとは言 ってい ない のです。 ヨー ロ ッパ

近 代 こそ最 初か ら 「無 なる ものた ち」を生 み出す よ うに運 命づ け られ てい たの だ、 と言 っ

てい るので す。 こ こに はニー チ ェ と呼応 す る 「悲 劇 の精 神 」が 読み取 れ ます 。サ イー ドは

そ こを読 んで い ない。 オ リエ ンタ リズ ム とい くら批 判 して も 「ヨー ロ ッパ世 界 そ の もの」

の批 判 には な らな い。 オ リエ ンタ リズム とは、 ヨー ロ ッパ世界 と非 ヨー ロ ッパ世 界 との問

に成立 して い る相 互 を他者 化 す る 「まな ざ し」に他 な らないの で あっ て、そ の点 の批判 だ

けで は、「ヨー ロ ッパ 近代」そ の もの の批 判 に はな らないか らです。 そ して も し、ヨー ロッ

パ の 影響 を強 く受 けて い る非 ヨー ロ ッパ 世 界が 、 オ リエ ンタ リズ ム を批 判 して いる背 後

で、 自 らヨーロ ッパ と同 じように 「無 な る ものた ち」へ と向 かって いた らどう します か?

私が 読 んだ限 りで は、非 ヨー ロ ッパ 的近代 もまた 「無 なる ものた ち」へ と向か って い く
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こ とをサ イー ドは批 判 してい ない、 とい う ことです。 サ イー ドに して も、 ウェーバ ーの方

法論 的 な意味 が、宗教 改革 に まで さかの ぼって ヨー ロ ッパ近代 の成 立 その ものにす で に問

題 がは らまれ てい る ことを示す ことにあ った、 とい う ことを見通 して いない ので はない で

し ょうか 。そ して、 ポス トモ ダ ンの時 代 に流 行 した さ まざまな タイプ の哲 学 もまた、そ う

した論点 をどこ まで 読み取 って いた のか、 とい う疑問 が私 にはあ ります 。

ここ まで話 せ れ ば幸せ だ と思 って私 は来 た のです けれ ど、残 る問題 も一 、二 あ ります。

十分 に話 す時 問は あ りませ んが 、私 の話の周 辺 に どん な問題 がで て くるのか、 とい うこ と

につ い て付 け加 えて お話 したい と思 い ます。

3.「ニューディール」と社会の 「システム論的再編成」

山之内 『現代社会の歴史的位相』を中心 として

一つ は総力 戦体 制 論 につ い て です
。 戦 後 日本 の社 会 科 学 の枢 軸 を な して きた 「市民 社

会派 」的 な方 法 のあ り方 は、 どこか で西 洋近 代 を理想 的 なモ デル とし、 日本 の近 代 を 「歪

ん だ近代 」とみ な して き ま した。 その ヨー ロ ッパ 的世界 こそ、世界 を植 民地 化 して帝 国主

義 的に支 配 した では ない か、 とい う批判 が され う るに もかか わ らず 、 そ う言 わ れて きた。

ヨー ロ ッパ は悪か った に して も、 アメ リカ は よか った じゃな いか、 ニ ュ ーデ ィール は よ

か った じゃな いか 、そ う言 わ れ て きま した。 ニ ュー デ ィー ル は戦後 日本 の社 会科 学 で は

長 いこ と見 習 うべ きモデ ルで した。 リ リエ ンソー ルの 『TVA』(原 著 、1944年 、邦訳 、1949

年)は そ う した動 向 を代 表す る文献 で した。英 語原 本 には 「進 み行 く民主 主義」(dehlocracy

onthemarch)と い う副題 がつ い てお りま した。 アーサ ー ・シュ レジ ンガー ・Irの 『ローズ

ヴ ェル トの 時代』(原著 、1957年 。邦 訳、1966年)も 非常 に よ く読 まれ て お りま した。 し

か し、い まで は事 情 は大 き く変 わって しまいま した。例 え ば、 フィ リップ ・セルズ ニ ック

(PhilipSelznick)のTM4砌4'舵gro55roo蝕05'μ の1η'舵5001010盟qfプbrη10Zo馨砌 伽`loη[1949]

は、 ニュ ーデ ィール の影 の部 分 を取 り上 げ た社 会学 文献 として、そ の走 りで あった と思 い

ます。 もちろん現代 のア メ リカでは社会 学者 で も歴 史学者 で もニ ューデ ィー ルが よい体 制

だ った な ど と言 う人 は少 な くな って い るだ ろ う と思 い ます。 ニュ ーデ ィール の限 界 を 自

覚 した研 究動 向 と して、代 表 的 には、 セ オ ドーア ・ロー ウイの 『自由主義 の終 焉』(原著、

1969年 。邦 訳、1981年)が 挙 げ られ ます 。 この あた りにつ いて は、私 の 『現代 社 会の歴 史
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的位相 』の 末尾 におい た 「総括 新 た な弁証法 」を参 照 して くだ され ば幸い です。

と ころ で、ふ たつの世 界大 戦 に匹敵す る ぐらい に 日本社会 を存 亡の淵 にまで追 い詰め た

戦争 が 日露 戦争 で あ った とい うこ と、 この こ とが 今 日研 究者 の 間で は っ き り して きま し

た。 日本 の兵站 線 が延 びに延 びて もう一 ヶ月 も持 た ない とい う状 況 で した ので、小村 寿太

郎 は なん として も交 渉 を停戦 に持 っ てい き、 日本が 勝 った とい う体裁 だ け整 えれ ばい い、

と考 えてい たのです が、 しか し、 ロシ ア側 の代表 で ある ウィ ッテ とい う老練 な政治家 を相

手 に交 渉 が難航 して苦 労 しま した。 有名 な話 です が、 このあ いだ もNHK:が そ の話 を取 り

上 げ てい ま した。 日本 は 日露 戦争 で、 全 国力 をあ げて も 「も う持 た ない」とい うとこ ろま

で突 っ走 ってい た。政府 は、 はっ きりもう悲鳴 をあ げて いたの です。

そ うい う意味 では、 日本 に とっ て第一 次大戦 の前 に 日露戦 争 の経 験が あ る。 第一 次世界

大 戦で は、非常 に景気 が よか った。 ヨー ロ ッパ戦 線 に物 資 を送 り込 んで 空前 の高度成 長 を

遂 げ ま した。 この とき 日本 の近代 工業 の基礎 が作 られま した。ふ たつの世 界大 戦 を経 て よ

り確 固た る もの にな った、 この総力 戦 の体 制 とい うものが 、「無 な る ものた ち」に転 落 し

つつ あった近代 とい う もの をさ らに途 方 もない レベ ルに まで転 換 させて しまった とい うこ

とが あ るので は ないか とい うこ とを、 私 たち は共 同研 究 の 中で 「総 力戦 体制 論」とい う論

点で展 開い た しま した[山 之 内、 コシュマ ン、成 田1995;山 之 内、 酒井2003]。

一番 の問題 は戦勝 国 であ ったイ ギ リス とア メ リカが 、総力 戦体制 とは無 関係 で あ りえた

のだ ろ うか 、 とい うこ とです 。特 にア メリ カのニ ューデ ィール につい て、 これは デモ クラ

テ ィ ック な改 革で あ り、共 産 主義体制 を向 こうにみ なが ら資 本主義 体制 の 中に社会化 され

た計 画性 を持 ち込 もう とす る画期 的 な試 みで あ った と言 わ れて きま した。 最近 に なっ て、

マー ク ・ア レン ・ア イズナ ー(MarcAllenEisner)と い う人 がFr翩 肱 ψrθS履 θ1b漉 坂rε

S'鋭[2000](『 戦争 国家か ら福祉 国家へ 』)を書い てい ます 。 これ には、"WbrldWarI,Com-

pensatoryStateBuildingandtheLimitsoftheModernOrder"と い う副題 がつ い て い ます 。 こ

の本 は、 アメ リカのニ ューデ ィー ル体 制 とい うのは、 第一次世 界大 戦へ の参戦 を通 じて形

成 された総動 員 システ ムの経験 が前提 となって いる こ と、そ の経験 にも とつ いて、大 戦後

に大恐慌 が 来た と きに構築 された ものだ、 とい う ことを言 って います。福 祉 国家の モデ ル

として もて はや されて きたニ ュー デ ィー ル体 制 は、 そ もそ も、第一 次世 界大戦 にお け るア

メ リカの総動 員 をベー ス としてい たので あ り、 そ う した もの として限界 を免 れ得 ない もの

であ った、 とい うのです。

つ ま り、 ニュー デ ィー ル さえ も第一 次世界 大戦 に よって基盤 が作 られ てい た、 とい うこ
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とです。 この よ うな研 究 を私 は長い こ と探 してい たの ですが 、そ れを主題 と して掲 げたの

は この本 が初 めて だ と思 い ます 。

アメ リカの研 究 者 たち は この本 を無視 しつづ け てい る よ うに見 えます 。 こ うい う本 は

アメ リカ人 に とって は非 常 に不 愉快 な本 で しょうか ら。 そ して副題 の最 後 に"Limitsofthe

ModernOrder"と い う言 葉が 出 て きます。 つ ま り、 ニ ューデ ィー ル以 降 に出て きた アメ リ

カ体 制 の限界 、つ ま り民主 主義 と称す るアメ リカの体制 の 限界 を説 い てい るのです 。 この

本 は2000年 に出版 され て い ますが 、 この アイ ズナ ー さんが現 在 の米 国 で イラ ク戦 争 反対

の論 陣 を張 ってい る数少 ない学者 た ちの 中にい る ことは まちがい ない と思わ れ ます 。そ う

い う傾向 の本 であ ります。

ウ ェーバ ー研 究 におけ る方法論 的転換 と関連 して出 て きま した新 しい見 解 のひ とつが こ

の総 力戦体 制論 とい うものです が、 もうひ とつ と して社 会 システ ム論 を挙 げ る ことがで き

ます。 これ を主 導 したの は タル コ ッ ト ・パ ー ソ ンズ です が、 彼 も60年 代 の大 学紛 争 の時

に、 ア メ リカ社 会科学 の主流 を形 づ くって きた張 本人 だ とい うこ とで、非 常 に攻撃 され た

とい うこ とです。 しか し、 パ ー ソ ンズ とい う人 はな かな かの 人だ と僕 は思 い ます。勿 論、

問題 の多 い議論 で、今 日で は、パ ー ソ ンズ の方法 はあ ま りに も楽観 的 な機 能主 義 と して批

判 されて い ます 。批判 者 と して は、差 し当 た り、 ウル リッヒ ・ベ ック を参 照すべ きで し ょ

う([Beck,GiddensandLash1994])。 私の 『現代社 会 の歴史 的位相 』も、第六 章 でパ ー ソ ン

ズ批判 を展 開 してい ます。

彼 はウ ェーバ ー を継 承 して ア メ リカに導入 した人 です。 彼 の社会 システ ム論 の方法 は、

宗教 改革 に よる価 値体系 の転換 とい うウ ェーバー社 会学 のテ ーマ を大 きな意味 を持つ もの

と して位置付 けてい る。そ の意味 で、パ ー ソ ンズ は 日本 にお ける丸 山 さんや大塚 さん と似

た よ うな思 考 に立 っ てい ま した。

しか し、 パー ソ ンズは アメ リカの位置 をさ らに特殊 に重要 な もの として付 け加 えた とい

う点 で、 ウェーバ ー とは距離 をお こ う としてい ます 。パ ー ソ ンズ によれ ば、 ヨー ロ ッパで

さ え も宗 教 改革 の精 神 を十分 に発 展 させ るこ とが で きな かっ た。 中世 か らの 長い伝 統 が

宗教改 革 に よって もなか なか克服 されず 、近代 化 を妨 げたか らだ。 その精神 はアメ リカ に

渡 って初 め て十分 に 開花 したの だ、 とい う議 論 になって まい ります 。そ うす る と、パ ー ソ

ンズ に とってニ ューデ ィー ル とい うの は、 まさ に望 ま しい改革 と して現 れて くる。彼 の考

え方 は、複雑 かつ多 様 に分化 した専 門領域 同士 、 あるい は複雑 な社会 的下位 体系相 互 の問

に は機 能的 に分化 した 連関が あ って、 それが無秩 序 にい た らない ように価値 体系 が 中心 と
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なっ てそれ らの下位体 系 を統合 して い る、 とい う もの です。

私 は 自分 につい てい まで も根本 はマ ル クス主義者 だ と思 ってい ますけ れ ど、 マル クス主

義 の立場 に立 つ研究 者が社 会 システ ム論 をま った く評価 しない、勉 強 しよ うと さえ してい

ない、とい う状 況 はつ い に変 わ る事が なか った。これ は残 念 な ことだっ た と考 えてい ます。

マ ル クス 主義 の一番 の欠点 は、経 済決 定論 であ る とい う ことです。 それ は経済 の領域 に特

権 的 な比重 を認 め る とい う点で あ る種 の要素 還元論 となって い ます 。そ のため に、複雑 な

専 門領域 ない し下位体 系が相 互 に関係 しあ い、そ のなか で一定 の均衡 あ る統合 を達成 す る

こ とはい か に して可 能 なの か、 とい う社 会 シス テム論が提 示す る 中心 問題 に は関心 を もた

ない ままで きて しまったの です。 マ ルクス主 義の方 法 もパー ソ ンズ の社 会 シス テム論 の方

法 を批判 的 に取 り入れ ていか ない とだめだ と思い ます。とはい え、もう手 遅れ だ と思 います。

それ ぐらい マル クス主 義 は時代 に遅 れ ま した。そ のパ ー ソ ンズ です ら、今 日では確 か に社

会学 一般 にお いて歓迎 され な くなって きてお ります が、 しか し、パ ー ソ ンズ に関心 を もっ

て、 これ と真剣 に取 り組 む ことを怠 って きたマル クス主義 は、 さ らに どう しよう もない。

4.社 会科学 と人類学の交流

パオロ ・ヴィルノ 『マルチチュー ドの文法』を中心に

こ こで話 を人類 学へ と切 り替 えてみ ま し ょう。今 日の大 阪大学 の プロ ジェク トでそ の中

心 を担 って いる のは人 類学 の方 々だ と伺 っ てい ますが 、私 の よ うな 「は ぐれ もの」の マル

クス主義 者 に、 人類 学 の方 々 は どの点 で 関心 をもた れた の で し ょうか。 ここで 私 の よ う

なこれ まで人類学 とは まっ た く関係 が なか った入 問のい うこ とを聞い てみ よ うと して頂 い

てい る とい うこ とが実 際 にあるわ けです か ら、何 か のつ なが りがあ るはず で し ょう。 オー

ソ ドックスなマ ルクス 主義が ほ とん ど崩壊 とい う状態 で、 さらに、かつ て あれ ほ どに大 き

な影響 力 を もっていたパ ー ソ ンズ の機 能 主義 的 シス テム論 もす でに批判 の対象 で しか な く

なって い る。そ の とき、 しか し、人 類学 の 領域 はか えっ て大 き く前進 して い る よう に思

えます。例 えば、私 が最近 にな って興味深 く読ん だイ タ リアのマ ルクス 主義者 、パ オ ロ ・

ヴィル ノの 『マ ルチチ ュー ドの文 法』[ヴ ィルノ2004]は 、 自 らの 方 向 を 「哲学 的 人類 学 」

と名付 けて い ます 。

実 は私の ように経済 史出身 で社 会学 へ と渡 り歩 い て きた よ うな人間 に とって も、今 日 も
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う人類学 領域 の 問題 提起 を無視 なんかで きませ ん。 とい う よ り積 極 的に取 り入 れな くては

な らな くなって いる。 デボ ラ ・ローズの 『生命 の大地一 アボ リジニ ー文化 とエ コロ ジー』

とい う本 があ ります。原 著 は1996年 にで てい ま して、翻 訳 が2003年 に平 凡社 か らで ま し

た。 こ うい う本 は人類学 領域 でた くさん出て いるの だ ろう と思 い ます 。 オース トラリアは

19世 紀以 降 に ヨー ロ ッパ か ら移住 して きた自 人た ちが作 った社 会 であ る かの ように言 っ

て きた けれ ど も、実 は白人 た ち 自身 の なかか ら、 自分 た ちが 大規 模 な牧 畜 な どに よって

作 り変 えた結果 と して 自然 のバ ランスが崩 れ て きてい る とい う危 機 意識 が出 て きてい て、

オース トラ リア の白人 の社 会学 者、 人類学 者 に もそ れが共有 されて いる とい うこ とは明 ら

かな です 。

ここで ローズ さんが言 って い るこ とは、 白人が来 る前 にア ボ リジニーが ある種 の開発 を

行 っ ていて 、 自然 と人 間の 関係 を作 っ て きて いた。 その シス テム を再発 見 して学 び なお す

べ きだ とい う こ とが背景 に なって い ます。 この本 の訳 者 であ り、 著者 との 聞で興 味深 い対

談 を行 って いる保刈 君 は、実 は、先 日ガ ンで な くな りま した。私 は オース トラリア に出か

けて、彼 と一晩語 りあ か したこ とが今で も頭 にあ るので、特 にこの本 を挙 げた かった わけ

です。

また、 明治 の ころ に、 知 里幸 恵 さんの 書 かれ た 『アイヌ神 謡集 』とい う、 ア イヌの失 わ

れつつ あ った歌 を残 した本が 、今 にな って再評価 されて 出版 された りしてい る。私 の知 っ

てい る人類 学領域 の本 な ど とい うのは、 こ ういっ たさ さやか な もの にす ぎませ ん。 しか し

今 日、 そ う した人類 学領域 か ら呼 びか け られ てい る声 を聞か ねば な らない と思 ってい る。

5.「脱魔術化 した世界」の 「再魔術化」

一 ジョージ ・リッツアーに よるヴェーバー再解釈

そ れは何 故か とい います と、今 日の我 々の 生 きてい る世 界 では、 実は ウェーバ ーが近 代

化 の 中心 的な動 き と した 「脱 魔術 化=合 理 化」の過 程 とは違 うものが起 こっ てい る とい う

こ とが言 わ れて きて い るか らで す。 ジ ョー ジ ・リッツ ァー(GeorgeRitzer)と い う人、 こ

の人 は有 名 な 『マ ク ドナル ド化 す る社 会』で知 られ てい ます が、 これ はつ ま らない本で す。

読 まな くて もよろ しい。 あ ま りに も単純 な ウェーバ ー合理化 論 の適用 にす ぎな いです。 し

か し、 その後 に彼 は 翫c肋 η吻gσD細 ηc加η∫θ4Wbr14∫Rθγo厩foη1z∫ηg'加Mθση5げCoη5翩p'∫oη
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[Ritzer1999].と い う本 を書 き ます。 厂消 費手段 の革 命」、つ ま り消 費社 会 とい うのは ど う

い う社 会 か、 とい うこ とにつ い て考 え てい くなか で、「脱 魔術 化 」の裏 側 に実 は 「再 魔術

化」の プロセス が ある とい うこ とをウ ェーバ ーは見 通 してい たの では ないだ ろ うか 、 とい

うこ とに リ ッッアー は気 付 いて ゆ き ま した。つ ま り 「無 な る もの た ち」に満 ちた世 界 と し

て ウェーバ ーが批判 した この近代 文明 とは、単 に合理 化 だけが進 む世界 で はな いのだ とい

うこ とです。 「脱 魔術 化 」は大 量消 費、 大 量生 産 と結 びつ きますが 、現代 の消 費社 会 とい

うのはあ らゆ る人間 の感情 を刺 激 し動員 して消 費意欲 を掻 き立 てて い くもので もあ る。 そ

の 「再 魔術化 」の もっ とも代表 的 な事 例 として彼 が あげて いる のがデ ィズニ ー ラ ン ドで す。

もうひ とつ は世界 を回る巨大 な豪華 客船 で、 そ こにはプ ールや映 画館 や豪華 な食堂 がふ た

つ もみっつ もあ る。そ の ような魔術 的 な豪 華 さを演 出 しない と、 つ ま りは次 々 と演 目を変

えて いか ない とお客 は きて くれ ない、 とい うこ とです 。

現 代 の先端 を行 く消費社 会 とい うの は、「再魔 術 化」の極 限 を次 々 と繰 り出 しなが ら絶

えず 目先 を変 えて い く。 だか ら、 この ごろ は俳 優 さんで も2、3年 たつ と消 え てな くな り

ます ね。魅力 の ある人 の定義 がつ ねに変 わっ てい く。 長 く鑑 賞 され る とい う もの では な く

な って し まった。絶 えず 変 え られて い く趣 味嗜 好 に よって、 つ ねに 「脱 魔術 化」が進 行 し

てい く。 つ ま り、本 来、伝 統社 会 の 「魔 術 的 な世界 」か ら 「脱 魔術化 」に よって脱 出 し、合

理 化 を進 めて い く とい う もので あっ た近代 文明 が、 実 は 「再魔術 化 」に よって支 え られ る

よ うに なって い る。 こ う して、 本来 二元 的 に対 立 した もの だ った 「脱 魔術 化 」と 「再魔 術

化 」が相 互補完 的 にな ってい る。 「再魔 術化 」の先端 の方 法 を絶 えず作 り出 しなが ら、 そ う

す る こ とで 「脱魔 術化 」を行 って い く。 そ うい う世界 の 中に我 々 は生 きてい る こ とにな り

ます。 だか らこそ人 間 と 自然 の関係 はます ます深 刻 な問題 にな って くる。 リッツ ァー は、

「脱魔術 化」と 「再魔 術 化」が 表裏 一体 に なってい るよ うな現 代 の文明 を組 み替 えて、 もう

いっぺ ん 自然 の世界 の重要 性 に基 礎 をおい た文明 がや って くる可能性 はあるの か、 とい う

問題 を彼 の論 文の最後 に問 うて い ます 。彼 の答 えは残念 なが ら自分 は ない と思 う、 とい う

ものです が、 み なさん どう思い ますか 。そ こ こそ が問題 で し ょう。

私 は、 自分 自身 もす っか りそ うい う世 界 に取 り込 まれ てい る と思 い ます 。 リッツ ァー

は、「再魔術 化 」に よって 「脱魔 術化 」が 進行 して い く とい う この世 界 のあ りさまを、 ボー

ドリアール の言 葉で あ る 「イ ンプ ロージ ョン」(内破 ない し境界 融合)を 使 って説 明 します。

「脱 魔術 化」と 「再魔 術化 」とい う本 来二 律背 反的 な ものが融合 して境界 が な くなって しま

う、 とい うこ とです。
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6.「 場 所 」の 再 建 を 目指 し て

ジェ ラ ー ド ・デ ラ ンテ ィ 『コ ミュニ テ ィ』を 中心 と して

そ の 「再魔 術化 す る世 界」の なか で、私 が問題 と したい の はや は り自然 とい う ことです。

人間 は最終 的 には、 自然 の豊 か さを破 壊 しつ くした ままで生 きてい くわ けに はいか ないの

です。 もうひ とつ 巨大 な問題 は子供 の教 育 とい う問題で す。現 在の社 会科 学 に とっ て、そ

の最大 の問題 は教 育だ と思 います。教 育 の問題 に正 面か ら向か わな い ような社 会学 も人類

学 も全 部駄 目だ と思い ます。 そ して、今 の 日本 の文 部省 がや ってい る ことは、 この根 本問

題 に気付 い てい ない とい う点 で、 まっ た く駄 目だ と私 は思 い ます。子 供 の教 育 とい う もの

は、既 成の 知識 をつめ こん でい けばい い とい うような種類 の 問題で はな い と思 い ます 。例

え ば小 学校教 育 の中で 、子供 達 を過疎化 した村 に連 れて行 っ てそ こで一年 くらいお芋 を作

る とか田植 えす る とか 、そ うい うこ とが あ って初 め て教育 じゃない ですか 。な んで、 そ う

い うこ とを教 科書 でだ け書 いて わか るんです か、 と思い ます。今 日の大学 もそ うだ と思い
ひる

ます。 頭 に詰め込 む だけで あって 、実際 に 田んぼ で蛭 に食 わ れた りす る こ とな しに、 環境

問題 だ、エ コロジー だ と言 って て もど うに もな らない ん じゃないで しょうか。

教育 にお いて は、子 供が生 まれて育 って い く社会 的環境 と同時 に、 自然 的環境 が根 本的

に大事 です 。そ うい う意味 で コ ミュニ テ ィ とい う ものが 非常 に重要 だ と思 い ます。最 近 に

なっ て読 み始 め た本 に、 デ ラ ンテ ィ(GerardDelanty)と い う人 のCommunity[2003]が あ

ります。 この本 は、解 体 されて しまった コ ミュニテ ィについ て、 その再建 を願 う声 が世界

の いた る ところか ら湧 き上 がっ てい る とい う事 態 に注 目して書 かれ た本 です。 しか し、私

が理 解 す る所 で は、 この 本 に も、 あ ま り華 々 しい こ とは 出て きませ ん。 大体 ハ ーバ マス

(JUrgenHabermas)に 依拠 しなが ら、 現代 の コ ミュニテ ィはdiscursive(対 話 的)な 関係 に基

礎 を置か な けれ ば な らない 、 と言 ってい るわけで す。 そ して 、地球 的 自然 環境 との かか わ

りを しめす 「場所 」につ いて は、現 代 的 コ ミュニテ ィは基 盤 を持 ち得 ない し、 また、 もた

な くて も良 い のだ、 と語 って い ます 。「とぼけ て るな あ」と僕 は思 うん です。 現在 、 地球

的規模 で その 回復 が要 請 されて い るコ ミュニテ ィ とい うの はそん なな まや さ しい もので は

ない、 と思 い ます。 「場所 」の何 らか の意 味 での再 建 と関 わ らざる をえ ない の だ、 とい う

のが 私の 主張 です。

み な さんが尊敬 してい る ような人達 にだ いぶケ チ をつ け ま した ので、頭 に来 てい る方 も
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い らっ しゃるか も しれ ませ ん。 どうぞ何 で もお っ しゃって くだ さい 。長 々 とあ りが と うご

ざい ま した。

〈質疑応答〉

木前 最後 の と ころ で 自然 の問題 を指摘 され てい ま した が、 自然 と再魔 術化 の話 は どう関

係す るのか、 ある い は先 生 の研 究 の 中で 自然 とい う もの は どうい う位置 を占 めて い るの

か、 お聞 かせ くだ さい。

山 之 内 『経 済 学 ・哲 学 草稿 』 とい う本 が あ ります。1970年 代 、 フラ ンス で はア ルチ ュ

セー ル、B本 で は廣 松 渉 さんが出 て きま して、 『経済 学 ・哲 学草稿』な どとい う 「初 期マ ル

クス 」の幼稚 な本 は読 まな くてい い、 『資 本論』こそ が本 当のマ ル クスだ、 とい うふ うに言

われ る ように な り、 まった く読 まれな くな った本です 。

ところが 、 『経済 学 ・哲 学草稿 』で これ まで盛 ん に議 論 されて きたの は、実 はそ の 「第一

草稿 」の 「疎外 され た労働 」と言 う部分 に過 ぎませ んで した。 若 いマ ルクス の経 済学 研究

は、 この 「第一 草稿 」を書 いて以 後 に急 速 に進展 しま した。そ して新 た に 「第二 草稿 」「第

三草稿 」が書 か れて い ます。確 か にマ ル クス は 「第 一草稿 」を書 い た とこ ろで、 自分 の論

理 に欠 陥 を見 出 し、 方 向を転換 しなけれ ばな らな くなった と言 えます。 しか し、そ の方 向

転換 は早 くも 「第二草 稿」「第三 草稿 」におい て姿 を現 して き ました。 この転換 を、 これ ま

での 「初期 マル クス」研究 は まった く見落 として きた のです 。

「第 二草稿 」は大 部分 が失 われ てい る ため に 実 は、 当時 書 いて いた 「ミル ・ノー ト」

が失 わ れた とされ る 「第二草 稿 」だ とい う有力 な見解 も出 され てい ます が 、 「第 一草

稿 」の末尾 で確 認 され た 「アポ リア」(方法 的難 点)か らマ ルクス が どの よ うに して脱 出 を

図 ったか は、 厂第三 草稿 」を注 意深 く読 む こ とに よって知 る こ とが で きます。 私 が 問 もな

く青土社 か ら刊 行す る 『受苦者 の まな ざ し 初期 マ ル クス再 興』は、 この 「第三草稿 」の

画期 的意 義 を検 討 した ものです 。

この 「第 三:草稿 」で、 フ ォイエ ルバ ッハ とい うマ ルクス と同 時代 を生 きた哲 学者 の 言葉

か ら、 人間 の存 在 は根 本 におい て 自然 を前提 と して しかあ りえな いのだ とい う発 想 をマ ル

クス は援 用 してい ます。私 が 『受苦 者 の まな ざ し』と呼 んだ の は、 この フォ イエ ルバ ッハ
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の哲学 的命題 の こ となのです 。

一般 に は
、 マ ルクス とい うと、 能動 的 な観点 、あ るい は実 践 的な観点 をヘー ゲルか ら受

け継 いで きた と思 われ て き ま したが 、 しか し、 この 「第 三草稿 」で はむ しろ反 対 に、受動

性 の大 切 さ とい う ことを フ ォイエ ルバ ッハか ら受 け取 ってい るわけ です 。 人間 と人 間の間

柄 にお い て、 自己中心 的に 関係 を作 っ てい くのは不 可能 であ って、 自分 が どの よ うに他者

に受 け とめ られ てい るか とい う受動性 を中心 に した相 互投影 の 関係 が無 数 にあ り、 そ の関

係 の なかで初 め て社 会秩 序が あ るのだ、 とい うことを強調 した のが フ ォイエルバ ッハ で し

た。そ して、 そ うい った人 間の存在全 体 が また 自然 をベ ース に して しかあ りえ ない とい う

点 で、根 本 的に受動 的 であ る。 フ ォイエ ルバ ッハ の 立場 か らす る と、 人間 は厳 しさ を含 ん

だ 自然 をベ ース と して しか あ りえない存在 で ある。 だか らフ ォイエ ルバ ッハ は、 自然 を征

服 すべ き対象 と考 え るこ と、 あ るいは 自然 は本 来的 に人 間活 動 の資源 的対象 としてあ るの

だ、 と考 えて きた近代文 明の あ り方 を、徹 底 的に批判 したわ けです。

「フ ォイエ ルバ ッハ→ マ ル クス関係 」にお い て受動 性 の意 味 を もっ と も明瞭 に示す のは

「受苦 」 ドイ ツ語 で はLeiden。 英 語 に訳 せ ばsu麁ringと い う言 葉 で す。 「受苦 」と

い う言葉 は受動 的(leidend)で あ るか らこそ情 熱 的(leidenscha田ich)に 関 わ って い くとい

う、 能動性 と受 動性 の複 雑 な相 互 関係 が含 まれ てい る弾 力 的 な言葉 だ と思 い ます が、 そ

れ を強調 したの が フ ォイエ ルバ ッハ で あ り、 「第 三草稿 」の マル クス で した。 しか し、 マ

ル クスは一 年後 に有 名 な 「フ ォイエ ルバ ッハ ・テー ゼ」(1845年)を 書 きま して、 フ ォイエ

ルバ ッハ は受動 的す ぎてつ ま らない、 自分 はむ しろヘー ゲル の能動性 の方 を評価 す る、 と

い ってフ ォイエ ルバ ッハ を捨 て ま した。

私 はその 結果 マル クスは とて もつ ま らな くなっ た、あ るい は、近代 文明 が直面 す る自然

環境 問題 とい う、い までは避 け て通 るこ とが で きな くなって いる課題へ の関心 を放 棄 して

しまっ た、 と思 って い ます。 『受 苦者 の まな ざ し一 初期 マ ル クス再興 』とい う タイ トル

で、私 はそ うい う筋道 を考 えてい ます。

春 日直樹(大 阪大 学大学 院人 間科学研 究科 ・教授)

サ イー ド批 判が な され ま した け ど、 ポス トモ ダ ンの括 りの 中にサ イー ドを入 れる と、彼

は大 変 に怒 った ん じゃな いか と思 い ます。90年 代以 降 は、 と くに 区別 して語 って きた方

です し、 オ リエ ンタリズム以 降ず いぶ ん と世界 の情勢 も彼 自身 も変 わって きて いた と思 い

ます。 おそ ら く、 ウ ェーバ ーの読 み方 につい ての先 生の批 判 も、サ イー ドは反対 しないだ
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ろ うと思 い ます 。 む しろ、 プ ロテス タ ン ト的な解釈 の 中にオ リエ ン タリズ ム を読 み取 って

批判 す るん じゃな いだ ろうか と思 うわけです 。

もうひ とつ、 私が一 番お 聞 き したい の は、 ヨー ロ ッパ 的世界 とアメ リカ との 関係 につ い

て どの よ うにお考 えにな ってい るか、 とい う ことです。 ここに再魔術 化 の話 とかすべ てが

つ なが って くる と思 うのです 。 と申 しますの は、 ア メリカ的 とい った と きに、 ア ングロサ

クソ ン的 とい うこ とが重 なってい た りいなか った りします 。 ヨー ロ ッパの大 陸 との関係 で

い う と、今 む しろ アメ リカニズ ム批 判 とい うのが盛 んです 。世 界の今 の動 きを どうみ てい

くか とい う ことに なる と、や は りアメ リカ化 とい うのが大 き く進行 してい る とい うこ とが

言 える と思 うの ですが 、そ れが一体 な んなの か、 とい うこ とを ヨー ロ ッパ 的世界 とい うと

ころか ら位 置付 けてい ただ けた ら大 変 あ りが たい と思 い ます。

山之 内 とて も大切 なポイ ン トとなる と ころ をご質 問い ただい た と思 い ます。 サ イー ドに

関 しては、 もういち ど読 み直 して みたい と思 い ます が、 アメ リカを どうみ るか、 とい うこ

とで す ね。 それ は私 には とて も語 る 資格 も能 力 もない と思 い ます。 た だ例 え ば タル コ ッ

ト ・パ ー ソ ンズ は、宗教 改革 は ヨーロ ッパ か ら始 まった けれ ど も、そ れが持 って いた可能

性 を真 の意 味 で全面 的 に 開花 させ る ため に はア メ リカ とい うま った くあ た ら しい天 地が

必要 だった、 とい うこ とを強調 してい る。 これ は一体 どう読 むべ きなのか、 とい う ことが

ず っ と頭の 中に あ ります 。

また、 それ とは逆 に、 イラ ク戦 争 に対す る対 応 を見 てい ます と、EUの リー ダー たる フ

ランスや ドイツが アメ リカ に対 しては っ きりと距 離 を とるこ とが で きてい る。 こうい うと

ころ を見 る と、そ うい う可能性 を ヨー ロ ッパ の ほ うが持 ちえてい る とい う気 もす る。

も うひ とつ、 最近 非常 に話 題 にな ってい る ネグ リ&ハ ー トの 『帝 国』とい う書 物が あ り

ます が、 あ の書物 で は アメ リカ の位置 づ け は ど うな って い るで しょ うか。 ど う も読 む人

に よって違 うよ うで、私 の読 み方 で は、 アメ リカ を中心 として 「帝 国」がで きる とい うこ

とで はない とい うこ とをネグ リ達 は絶 えず 強調 してい る。彼 らのい うく帝 国 〉は、過 去 に

存 在 してい た さ まざ まな 「帝 国」とは まっ た く異 な る もの であ り、 どんな国家 権 力 と もむ

す びつ かない まっ た く新 しい世界 的秩序 を作 っ て きて いる、 とい う ことにな ります。 その

く帝 国 〉を支 え る もの と して、 「マ ルチ チ ュー ド」とい う、 あ らゆる地 域性 や 国境 を越 え

て移動 してい くような人 口が あ り、 それ に支 え られてく 帝国 〉が出 て くる。 しか しまたそ

のく帝 国 〉 を絶 えず 更新 してい くの も 「マ ルチチ ュ ー ド」だ、 とい う風 な、分 か りに くい
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概 念 が提 示 され てい ます 。

この本 が 出た のが2000年 です。 そ の後、 ハ ー トが書 い た論 説の 日本 語訳 を読ん だの で

す が(マ イケル ・ハ ー ト厂帝国 とイラ ク攻 撃 」『現代 思想 』2003年2月 号)、 ど う も今 回 の

9・11と そ の後 の アメ リカの軍事 発動 は 自分 達が描 い た よ うなそれ とは違 う国家権 力型 の

帝 国 が ま きか え して出 て きてい るの だ、 と言 ってい ました。9・11以 後 にお け るア メリカ

の軍事 行動 は 「アメ リカ合 衆 国が グ ローバ ル な規 模 にお い てで はな く旧来 の ヨー ロ ッパ ・

モデ ルにそ くした帝国主 義権力 へ と急 速 に歩み 始 めた ことの兆 しであ る」とい うのです 。

この ような テキス トを ど うい う風 に読 んで い った らい い のか は よ くわか らない し、 目

の前 で起 こっ てい る問 題 を ど う捉 えた らい い のか、 非常 に難 しい です 。 しか し、 とて も

シ ビアなポ イ ン トとなる問題 であ って、確 か にネ グ リとハ ー トの 『帝 国』とい う本 は9・11

以 後 の状 態へ の理 解 につ いて、 一つ の基準 となって い る。 市 田良彦 さんが9・11か ら五 ヵ

月後 の論 説 で語 ってい る ように、 『帝 国』とい う本 は9・11事 件 とその後 の状 況 につい ての

「予言 」で あっ た、 とい う側 面が あ ります(「帝 国の諸 問題 」『批 評空 聞』2002年2月 号)。 し

か し、私 は、 ネグ リ&ハ ー トの よ うに 「マ ルチ チ ュー ド」とい う概 念 を表 に 出 して、そ こ

か ら国境 を越 えて流 動化 してい くよ うな動 向 に世界 の将来 を善 かれ悪 しか れ託 して ゆ くこ

とには、直 ち には賛成 で きませ ん。 とい うの も、や は り、彼 らは コ ミュ ニテ ィの再 興 に向

けた新 しい歴 史 の動 き、 自然 と人 間の 関係 をめ ぐる根 本 的な再検 討へ の動 きをまっ た く無

視 してい る、 と思 うか らです 。

小 泉潤 二(大 阪大 学大学 院人 間科学研 究 科 ・教授)

私 は人類学 者 で、 そ して例 の ゲバ 棒 の世代 です。 人類学 者 もそれ ほ ど異 人種 では あ りま

せ んで、私 自身振 り返 って みて も大 学 院時代 に読 む こ とを義務付 け られ てい た必 読文献 の

中 にマ ル クスや ア ルチ ュセ ー ルが あ りま した。特 にウ ェーバ ーに 関 して は、私 自身 あ る

い は指導 教 官 も強 い関 心 を持 っ てい た とい うこ とが あ りま して、全 部 とは言 い ませ んが

か な り読 み ま した。 その 中で も、色 々 と考 え させ られ るの は 『プ ロテ ス タ ンテ ィズ ムの倫

理 と資本 主義 の精神』で した。 私 自身、行 為者 と経 済行 為 を倫 理 と価値 と関連づ け て考 察

す る とい うア プロー チに強 く影響 を受 けて いる と思 い ます し、 その影 響 を受 けてい るク リ

フォー ド ・ギ アッ とい う人類 学者 に さ らに強 く影響 を受 けて い ます。

もう一点 、先 生 はポス トモ ダ ンの ウェーバ ー批判 は ウェーバ ー の大 事 な ところ を捉 えて

い ないの では ないか、 と仰 って い ま したが、 サ イー ドは別 に して、具体 的 に どの ような思
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想家 の話 を考 えてい らっ しゃるの か、 も う少 しお聞 かせ くだ さい。

そ れか ら、再魔術 化 とい う概 念 がな んであ るのか 、 とい うこ とを もう少 し知 りたい と思

い ます 。具体 例 は どの よ うな もの なのか、 また常 に 目先 を変 え た もの で消費者 を惹 きつ け

る、 とい うよ うな説 明が ご ざい ま したが、 目先 を変 えるだ けで な くもうす こ し複雑 な現象

だ と思 い ます ので その辺 をお 聞 き したい。 と思 い ま したの は、非常 に粗 っ ぽい言 い方 です

が 、いつ で もどこで も全 て は魔術 化 され てい る と私 は感 じるか らです。 我 々 自身 も、再魔

術 化 とい う概 念 を使 うまで もな く魔術 化 されて い るので はない だろ うか、 あるい は私が研

究 の為 に行 く場 所 にい る人々 も魔 術化 されてい る、 とい う言い方 がで きるので は と思 うこ

とが しば しばあ るのです 。マ ックス ・ウェーバ ー とい うの は、常 時、魔術 化 され てい る と

い うか、 常時 、中途 半端 とい うか、 そ うい う感覚 を非常 にう ま く打 ち出 した思 想家 だ と思

い ます ので、 ウ ェーバー を使 って さ らに再魔 術化 につ いて語 る のは、 どうい う現象 をつ か

もうとす る こ となのか、 とい うことを も う少 しお聞 きした い と思 い ます 。

山之内 まず 、ポ ス トモ ダ ンについ てです けれ ど、 ポス トモ ダ ンにつ いてそ の代表 的 な著

作 を丹 念 に読 ん だ とい う ほ どで はあ りませ ん。 例 え ば フー コー の もので も有 名 な著作 を

一
、二流 し読 み した とい う程度 で して、 ドゥルーズや デ リダに なる と一体 何 を言 ってい る

のだか わか らな くて、途 中で放 りだ して しまう とい う状 況 です。 そ うい う人達 の もの に ど

うして もつ いてい こう とい う意欲 が わか ないの です。確 か に我 々の時代 とい うの は非 常 に

難 しい時代 であ って、例 え ばフー コーの よ うに、我 々は生 れ落 ちた ときか ら規律 権力 によ

る監視 シス テムの 中で 日常的 に生 きてい るで はない か と言 われ れば、 ま さにそ うだ と納得

す る のですが 、 しか し、 それ が も し分か った ら脱 却 で きる方 法 はいか に分 か るの か、そ の

こ とも語 って欲 しい。 とこ ろが、脱却 で きる方 法 につ いて も、そ れ もまた新 しい監視 で あ

り規律権 力 じゃないか、 とい うふ うに、絶 えず 堂々 め ぐ りにな って脱 出口が見 えな くなる

こ とに私 は苛 立つ タイ プの人 間な んです。 それ が嫌 なんです ね。 どこかで、 自分 はあ とで

誰 に非 難 され よう と自分 の生 き方の 問題 として この点 だ けは認 めた くない。 あ るいは この

点だ け は主 張 し続 け たい。 そ うい うポイ ン トを持 ち たい。 そ れが 持 て ない んだ よ、 と絶

えず言 われ るかの ような時代潮流 とい うのは嫌 で した。つ ま り好 き嫌 いです ね。嫌 な んで

す 。学 問の方 法 と して そ うい う立場 はあ りうる と思 い ます。 しか し、 とにか く私 は嫌 で し

た。今 で も嫌 です 。

ニ ーチ ェか らウェーバ ーへ と流れ てい る 「悲劇 の精神 」か らす れば、 人間 のなす こ とは、
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こ とご とく、 成功 した と して も、そ の成功 の生 み出す結 果 に よって覆 され るのです 。 カー

ル ・レー ヴ ィ ッ トがか つ て論 じた ように、 そ れは ギ リシ ャ古 代 に さか のぼ る 「永 遠 回帰」

の思想 で す(『ニ ーチ ェの哲 学 同 一 な る もの の永 遠 回帰 』原著 、1935年 。邦 訳 、1960

年 、岩 波書店)。 「永遠 回帰」だ とわか って いて も、 その運 命性 を受 け入 れて、 あ るい はそ

の運命性 に逆 らって、信 じるこ とを作 り、 な してゆ く。そ うあ りたい と願 ってい ます。

しか し、 よ うや く、私 の よ うに感情 的 にで はな く、 ポス トモ ダ ン時代 の社 会理論 につ い

て冷静 に分析 し、失 われ て しま った歴 史へ の語 りを回復 しなけれ ば な らない とす るウ ィ ト

ロ ックの よ うな人 もで て きま した(「社 会理 論 と知 の歴 史」『思想』2004年5月)。 私 がお答

えで きない部分 につ いて 、 この ウィ トロ ック論文 が、 い くつ かの 手が か りを与 えてい るの

で は ないで しょうか。 なお、 ウィ トロ ック論文 の概要 につ い ては、私 の 『受苦者 の ま なざ

し』の序章 「マ ル クス主 義以 後 のマ ル クス」で紹介 して お ります の で、参 照 くだ されば幸

い です。

そ うい う意 味で は、私 は自分 な りの 「世界 像」を持 ち たい。 「世界像 」と言 った場 合、 そ

こには 同時 に未 来像 も含 んで いる と考 え てい ます 。 自分 はこの問題 になった ときは真 剣 に

なっ て膝 を ぐ ぐっ と立 て て言 うそ って い う、 ポ イ ン トは持 ちた い。 そ うい うポ イ ン トを

持 った人 間同士 の討 論 じゃない と、 どうも真 剣 な議論 には な らないん じゃ ないか と思い ま

す。 ポ ス トモ ダ ンの哲 学 は、確 か に、 我 々の思考 の うちで未 開拓 な ままで きた問題 を暴 い

た か ら、 どうに も認 め ざるを えない ところがあ るんで すけ れ ど、 人間 とい うのは絶 えず過

ちを繰 り返せ ばい いん だ と思 い ます。 イ ラク戦 争の ような過 ち は困 ります けれ ど、 「完全

な知 」とい うの はあ りえな い。 しか し、主張 す る根 拠 だ けは絶 えず構 築 してお くとい うこ

とな しに は、 いい か えれ ば、 「完 全 な もの を求 め る」者 同士 の真剣 な討論 な しには、 人 間

の歴 史 に将来 はない ん じゃない か と思 って い ます 。

「再魔術 化 」の話 につ い てです が 、 リアル な もの とヴ ァー チ ャル な ものが あ る とい う話

が あ ります 。「そ う ら しい」とい うこ と と、本 当 に手触 りが あ って これ は こ うい うもん だ

とい うこ との違 い はあ る と思 って ず っ と来 て いる わけで すね。 しか し 「再魔 術化 」した世

界 にな る とリアル な もの は消 えて しまって 、 自分 の身体 感覚 の中 で何 か確 か らしい と言 え

る ものが あるか とい うと、 もう見 え な くなって しまった。 ボー ドリア ールが言 うこ とは確

か に当た って いる と も思 う。僕 らの周 りにあ る もの もすべ て ヴ ァー チ ャルな もので あって、

本 当に リアル であ る と言 えるの はほ とん どない じゃ ないか、 と言 われれ ば、 その通 りじゃ

な いか、 と思 います。 です が、 いつの ま にかヴ ァーチ ャル な もの を リアルな ものだ として
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生 きて いって しまう、 そ うい う環境 を 「電子 メデ ィアの世 界」は作 り出 して しまって いる。

非常 に単 純 な んです けれ ど、 この ご ろの子 供達 が 楽 しん で見 て い る ような多 彩 な映 像

が 、現実 に は とて もあ りそ うにない動作 を次 々 と繰 り広 げて ゆ くゲ ームみ たい なのね 、私

はあ んな もの嫌 いだ か ら見 ない んで す け ど、 あ ん な もの ばっか りで遊 び を覚 え てい くの

とは違 って、僕 らの子 供 の ときには 「だる ま落 と し」とかが あって。 な んで、 「だ るま落 と

し」や 「お し くら饅頭 」や 「なわ とび遊 び」とかが もう通 用 しな くな ったの か。 そ うい うよ

うな遊 びの場 とい うのが僕 はや っぱ りリアルだ と思 うの です。僕 は前世 紀 の人 間で して、

今 の時代 に は生 きていけ ない ような人 間です け れ ど、や っ ぱ りリアル な もの はあ るん じゃ

ないの 、 と言 いつ づ け るこ とに僕 の ような存 在 の意 義 が あ る と思 っ てい ます 。 ボー ドリ

アール風 にスマ ー トに納 得す るよ うなこ とは した くない のです 。

最 後 に、 フィー ル ドの領域 をや っ てい ると、 どんな領域 で も魔 術化 され てい るで はない

か 、 と。多 分 そ うで はな いか と思 い ます 。特 にデ ボ ラ ・ロー ズ さん なんか がや ってい る ア

ボ リジニー の研 究 です と、 アボ リジニ ーの 人 た ちは、 私 に は と うて い理 解不 可 能 な こ と

を語 ってい る。 それ をデ ボ ラ ・ロー ズ さん と翻訳者 の保刈 君 とが最後 に討 論 してい ますけ

ど、 こんな こ とを研究 す るの もまた西洋 的人 間が勝 手 に思い入 れ を してや って い るので は

ないか 、 とい う困 難 な問題 も論 じ られ てい ます 。「ハ イ ブ リ ッ ド化 」とい う専 門用 語 がそ

れに当 たる ようです が、 そ うい うことを言 えば現地 の アボ リジニー が語 ってい る言葉 もま

た白人社会 によっ て植 民地化 され搾 取 され収奪 され る過程 で変 容 してい る、 とい うよ うな

こ とも、 同時 に議論 され てい ます 。 この種 の本 を読 む のは、実 は しん どいので す。 あ ま り

に も 「僕 には理解 しが たい世 界」につ いて、 「本 当にそ う思 って いる らし く」書 かれ てい る

ものだ か らで す。

そ こで言 われ てい る ことはあ ま りに も僕 か らは遠 い ものであ りま して、 時 には 「そ れ を

なん とか理解 しよ うと してい る僕 とはい ったい何者 なんだ ろ う」、 と思 うわ けです。 多分 、

人類学 の方 は、 そ うい う距離 の あ る とこ ろに わ ざ と入 っ てい くとい う大変 に苦 しい作 業

をされ てい る と思 います。 しか し、 そ うい う苦 しい作業 を通 して、 「再 魔術 化 された世界 」

を当た り前 と思 い、 ヴ ァーチ ャルな もの を リァ ルだ と思 っ て生 きて い る人 間 を ポス ト

モダ ン以 降の グ ローバ ル な世界 に生 きてい る人 間を ハ ッ とさせ る ものが見 出 される こ

ともあ るだ ろ う。私 としてはそ ん なレベ ルで理解 して いる状態 です 。

匚やまのうちやすし・フェリス女学院大学国際交流学部/東 京外国語大学名誉教授]
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